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    プロローグ


    



    「『良き闘争』、という言葉から君たちはなにを連想しますか？」


    



    　古びた畳の和室には夏の匂いが立ち込めていた。畳の上で身を寄せながら座り込んでいる一〇人ほどの塾生たちに、眼鏡めがねをかけた男が柔らかく話しかける。


    　男の名は十と雲ぐも能のう武む。「怪人オルタと人間ネイテイブの共存」を説く個人塾、『異人塾』の塾長である。


    　座り込んでいる塾生の中には小学生の双子、葉は斗と子こと麻ま斗と子こに、あぐらをかく学ラン姿の瓶かめ呂ろ礼れ央お、聖セントジョージ学園高等部の制服を着た十雲紡つむ生ぎの姿もあった。


    　そして中等部の制服を着た桜さくら井い花か音のんは、和室の後方でおとなしく正座している。


    　桜井花音。のちにリヴァイアサンに所属することになる怪人オルタ、エコールの人間ネイテイブ態である。


    　十雲の問いかけに、「ハイ、ハーイ！」と葉斗子が勢いよく手を挙げた。


    「『良き闘争』って、リヴァイアサンの合い言葉だよね！　先生は組織の幹部だったんでしょ？　フレイガおじさんが言ってたもん！　幹部だった頃の先生、とーっても強かったって！」


    「麻斗子……あんまり昔の話、ほじくり返して聞くのは失礼だよ……？」


    「えー、なんでさ、葉斗子ー。だって気になるじゃーん」


    「はは、かまいませんよ、もう一五年も前の話です。とっくに脱退した身ですしね」


    　クモを模した第一種フアースト怪人オルタドクモル、それが十雲の怪人名オルタ・ネームだ。


    　年齢も境遇もばらばらな塾生たちの共通点──それは彼らが怪人オルタの第二世代、次種ネクストであること。『異人塾』は人間社会に紛まぎれて暮らす次種ネクストのために作られた塾だった。


    「なーにがリヴァイアサンだよ。あんなん、ただの暴力集団じゃねーか」


    　瓶呂が面白くなそうに毒づく横で、紡生がからかうように言った。


    「ちょっと礼央。リヴァイアサンに加入を断られたこと、まだ根に持ってるの？」


    「ちげーし！　おれという存在はなあ、組織なんて小さいハコじゃ納まりきらねーの！　もっとビッグになるの、おれは！」


    「はいはい、昔から変わらないわね、そーゆー口だけビッグなトコは」


    　怪人オルタ、第一種フアースト、次種ネクスト、禍か嶽がく社しやリヴァイアサン。


    『異人塾』に通い始めたばかりの頃、まだ花音はこれらの言葉の意味をきちんと実感できていなかった。第一種フアーストと次種ネクストの違いも。人間ネイテイブと怪人オルタの境目すらも。


    　この光景はすでに過ぎ去った過去の記憶。花音が夢の中で見ている、記憶の再演リバイバルだ。


    「確かに、『良き闘争』は禍嶽社リヴァイアサンを象徴する言葉です。君たちが、彼らの存在を連想するのも無理はない。ではなぜ第一種フアーストはそうまでして戦おうとするのか。──それは彼らが戦う以外に、生きる術すべを知らないからです」


    　十と雲ぐもの言葉に、それまで笑っていた塾生たちがしんと静まり返る。


    「自分たちと違う人間ネイテイブは敵。だから我々は団結し、ヘルヴェノム卿きようという絶対悪アルケマルスに導かれ、闘争を開始した。第一種フアーストは人間ネイテイブに憎しみを募らせ、人間ネイテイブは第一種フアーストに恐怖し続けた。両者の溝は、みなさんが想像している以上にずっと深いのです……」


    　十雲の言葉には当事者だけが持ち得る実感があった。


    　いままでどれほどの酷ひどい現実を十雲は見てきたのか、花か音のんには想像もできない。


    「しかし、闘争というのはなにも暴力だけではありません。我々は他者とわかりあうための言葉も、わかりあえる心も持っているのですから。第一種フアーストの世代は失敗しましたが、次の世代である次種ネクストの君たちにはどうか見つけてほしいのです。リヴァイアサンという組織にとらわれない、この社会で君たちが生きていくための、それぞれの『良き闘争』を……」


    　十雲の柔らかい眼まな差ざしがいつのまにか花音のほうへ向けられていた。


    「桜さくら井い花音さん、どうです？　いま君は、君だけの『良き闘争』を見つけられていますか？」


    「私は……私の、『良き闘争』は……」


    　だが花音の言葉は最後まで続かなかった。


    　次の瞬間、いきなり十雲の身体からだが業ごう火かに包まれた。


    　十雲だけでなく、『異人塾』も、塾生たちもなにもかもが炎に呑のまれて消える。


    　花音は悲鳴もあげられずに、その場で立ち尽くす。


    　──『あんたたちは黙って研究サンプルになってればいいのよ』


    　ヒーローに協力し怪人オルタを蔑さげすんできた女医、水みず町まち佐さ和わ子こが揺らめく炎から現れ、花音に嘲ちよう笑しようを浮かべた。


    　──『どうせガイムーンに滅ぼされる運命なんだから』


    　さらに別の白い人影が、水町佐和子に続くように、炎を割って姿を現す。


    　月つき杜もり市の平和を守るヒーローにして、悪の天敵──ガイムーン。


    　ガイムーンの無慈悲な瞳が花音をまっすぐに見据えている。抗あらがえない絶望を前に花音は震ふるえるが、その震えは別の恐怖によって上書きされた。


    



    　──我は忘れぬI do not forget.。我は許さぬI do not forgive.。我の来るのを震えて待てExpect me。


    



    　屍し人びとのような声が響いた途端、嘲笑していた水町佐和子の姿が霧散する。


    　花音の後ろから、黒き絶対悪アルケマルスが歩いていくる。


    　恐怖を従えた虚無の髑どく髏ろ、二代目ヘルヴェノム卿だ。


    　──私こそがガイムーンの唯一の敵、ヒーローという偶像を破壊する絶対悪アルケマルスなのだから。


    　ヘルヴェノム卿は両手に牙のようなトンファーを構え走り出す。


    　ガイムーンもまた、自分の倒すべき敵を見定めたかのように走りだした。


    　脇を通り過ぎるヘルヴェノム卿きようの横顔に、花か音のんは仮面に隠された少年の素顔を幻視する。


    　すべての感情を押し殺しながら、絶対悪アルケマルスになろうとする少年、沖おき名な武尊たけるの姿を。


    　そう、これはすべて夢という名の記憶の再演リプレイ。


    　十と雲ぐもの死も、ガイムーンとヘルヴェノム卿の激突も、花音が目撃した現実の姿だった。


    　この夢に、現実に、傍観者であった花音はなにもできない。


    　互いに譲れぬ信念を抱いて、ヘルヴェノム卿とガイムーンは衝突する。


    　花音はなにもできず、ただ無む我が夢む中ちゆうに手を伸ばし──。


    



    
      ＊

    


    



    　目覚めると、花音は学園寮の自室のベッドに横たわっていた。早鐘を打つ心臓の鼓動を感じながら、滴したたる汗を拭ぬぐい取る。だんだん現実感を取り戻す。


    「覚悟はしてた、つもりだったんですけどね……」


    　あの正義と悪の激突から、二週間。


    　新たなヘルヴェノム卿の登場に人々は恐怖したものの、時間が経たつにつれてまた月つき杜もり市は平穏を取り戻しつつある。激闘はガイムーンの勝利に終わり、二代目ヘルヴェノム卿は敗北。新生リヴァイアサンもあの激突以来、表立った活動は控えていた。


    　だが二代目ヘルヴェノム卿──沖名武尊はまだ自みずからの闘争を終えてはいない。


    　ガイムーンの正体、天羽あもうミアという名の少女を救うために。どれだけ自身が傷つこうと、武尊は月杜市という街のすべてを巻き込み、どんな非道な行為も厭いとわないだろう。


    　ベッドから降りた花音はそっと机の引き出しを開ける。


    　そこにしまわれた写真には、在ありし日の『異人塾』の面々が写っていた。


    　この頃の花音はなにも失うことなく、普通の人間として生きていけると信じていた。


    　もういまは、そんな希望を抱くことなどできない。


    



    　──君たちにとっての『良き闘争』とはいったいどんな姿をしているのでしょうか。


    



    「私の、『良き闘争』……」


    　夢の中での十雲の問いかけを思い返しながら、花音は窓に目を向ける。


    　地面に降り注ぐ六月の夜雨に耳を澄ませる。


    　花音の不安を煽あおるように夜雨は勢いを増したまま、一向に降りやむ気配はなかった。

  


  
    



    第一章　予期せぬ必然の邂かい逅こう


    



    　新しいマスクとスーツは気持ち悪いくらい、身体からだに馴な染じんだ。


    　マスクをつけた高校生の少年──沖おき名な武尊たけるの耳元に、世話係の不ふ破わ朱あけ美みの声が響く。


    『いかがですか、武尊様。マスクやスーツの装着感に違和感はございますか？』


    「問題ありません。前回とおなじくらい最悪です」


    　ここは武尊が暮らす阿あ久く津つ邸に設けられた地下トレーニングルーム。


    　新調したヘルヴェノム卿きようのマスクとスーツを装着し、武尊は一人で佇たたずんでいた。いまは別室にいる朱美が、これから始まるスーツの検証実験にむけて準備を整えている。


    　朱美は阿久津家の世話係だが、同時に武尊のヘルヴェノム卿としての活動のサポートも担になってくれていた。


    『今回のテストは主にその機能の性能実験です。計測データが基準を満たしていれば、武尊様の要望どおり、機能のロックも解除されます。ここまではよろしいですか？』


    「はい、大丈夫です」


    『それでは、ただいまよりトレーニングルームをシミュレーション・モードへ移行します。ＡＣＭシステムを起動後、シミュレーションも連動してスタートいたしますので。武尊様のお好きなタイミングで始めてください』


    　武尊はマスクの内側でそっと一息吐いたのち、イメージする。


    　──ＡＣＭシステム、起動。


    　武尊が想起した瞬間、マスクと連動した自己拡張型サポートＡＩ、アルケマルス・システム──通称ＡＣＭシステムが作動し、武尊の脳に仕込まれたチップに働きかける。


    　他者に恐怖を与える者はまず己おのれの恐怖を飼い慣らさなければならない。


    　ＡＣＭシステムの設計コンセプトを忠実になぞるかのように、武尊の心に恐怖の記憶がフラッシュバックしていく。


    　コートの下の身につけたボディスーツの機能が覚醒、チタン製外骨格も膨張する。それらは怪人オルタとしての異能を持たない武尊にとっての、鎧よろいであり、剣であった。


    　一連のプロセスを経て沖名武尊は──ヘルヴェノム卿への変身を完了する。


    　ヘルヴェノム卿。それは怪人オルタたちの組織、禍か嶽がく社しやリヴァイアサンを束ねる総そう帥すいの名前であり、仮面とスーツを身に着けた武尊のもうひとつの名前でもある。


    　トレーニングルームが明滅し、部屋の中央にあるビジョンが浮かび上がってきた。


    　現れたのはリアルと寸分変わらない、ガイムーンの仮想モデル。武尊の幼なじみ、天羽あもうミアが変身する本物のガイムーンと姿は寸分も変わらない。


    　ガイムーンに変身する武尊の幼なじみの少女、ミアには潜在的に悪を倒し続けるというマインド・セットがかけられていた。


    　そんなヒーローという宿命を背負わされたミアを救うために、武尊たけるは悪の総そう帥すいヘルヴェノム卿きようとして、ガイムーンの前に立ちはだかる運命を選択したのだ。


    『前回破損したマスクに記録されていた戦闘データをもとに構成したガイムーンのシミュレーションです。シミュレーションとはいえ、体感的にも実戦に近い状態にするために、脳内チップを経由して、ガイムーンから受けたダメージも知覚されるよう設定しているのでご注意ください。仮想モデルの再現率は現実のガイムーンと比較して九七％以上の精度を……』


    「再現率に意味はない。どうせ実物は、常にこちらの想定を上回るのだから」


    『……でしたら目の前のガイムーンなど、軽く捻ひねり潰つぶさなければならないというわけですね？』


    「そのとおりだ」


    　ヘルヴェノム卿は頷うなずいたのち、自分の両手首を振る。


    　手首の機構から現出したのは一対の漆しつ黒こくのトンファーだ。マルス・インパクター──電磁式の衝撃加速装置を内蔵した、ヘルヴェノム卿の『牙』をしっかり両手に握り締める。


    『それでは実験を開始いたします。──「良き闘争」を、ヘルヴェノム卿』


    　朱あけ美みの言葉と共に、ガイムーンの仮想モデルは動いた。


    　ガイムーンの手刀が空くうを切る。その途端、ガイムーンの手首から生体弾丸が発射された。


    　超音速で飛来する計九発の生体弾丸を、ヘルヴェノム卿はマルス・インパクターを振るってことごとく撃ち落とす。


    　シミュレーションではあったが、マルス・インパクターを握った手には反動による痺しびれが襲いかかっていた。先日の激戦で感じた手ごたえそのままだ。


    　ガイムーンはすでに次のモーションへと移っていた。一瞬で距離を詰め、懐ふところに接近。そのまま、カミソリのように鋭いアッパーを繰り出す。


    　ヘルヴェノム卿は首を反らし、ガイムーンのアッパーを回避。カウンターとばかりに、ガイムーンの右こめかみにマルス・インパクターを叩たたき込む。マルス・インパクターが衝突シミュレーションとはいえヘルヴェノム卿の腕に重い手応えが伝わる。


    　だが、振り抜くことはできない。いつのまにかガイムーンが右上腕に展開した円形の生体シールドで受け止めていた。


    　その防御と同時にガイムーンが放つ左足のハイキック。だが今度はヘルヴェノム卿がガイムーンのキックを右手のマルス・インパクターで受け止める。


    　互いの攻撃を受け止める両者。戦闘の応酬のあいだに生じる、刹せつ那なの沈黙。


    　ここまではほぼ互角。スーツの反応速度、運動精度も共に向上し、ガイムーンの動きについていけていた。だが──、


    「お前の力はまだ、こんなものではないだろ……！」


    　武尊はヘルヴェノム卿のスーツの大だい腿たい部を強化。スーツに仕込まれたインナーマッスルを膨張し、通常の人間の二十倍まで脚力を向上させ、ガイムーンを突進で弾き飛ばした。


    　予期せぬパワーに、よろめくガイムーン。その隙すきにヘルヴェノム卿きようはガイムーンの懐ふところまで飛び込み、マルス・インパクターをガイムーンの胸元に突きつけた。


    　ガイムーン──天羽あもうミアの抱える弱点。彼女の胸元にはミアの母親を殺した怪人オルタからつけられた傷が残っており、いまもなおミアのトラウマとなっている。


    　そんな幼なじみの傷跡に、武尊たけるは躊ちゆう躇ちよなく鉄てつ槌ついを下した。


    　突きつけたマルス・インパクターの先から衝撃波が放たれ、ガイムーンは弾かれたように上体を後ろへのけぞらせた。


    　先日の決戦において、武尊はこの戦法で無敵のガイムーンに一いつ矢し報むくいた。このシミュレーションでもその事実はしっかり反映されているらしい。


    　しかし、これは次の状況フエーズへ移行するための、スイッチだ。


    　ガイムーンは、まるでゼンマイの切れたブリキの玩おも具ちやのようにぎこちなく上体を立て直す。


    　身体からだに巻きつけていた拘こう束そく具のベルトが自然に外れていく。


    　白い表皮に、文様のような紅あかい線条ラインが走る。


    「……暴走が始まったか」


    　天羽ミアとしての意識が消失した、『正義の機械』たるガイムーンの真の姿。


    『弱者を虐しいたげる悪を滅ぼせ』というマインド・セットに従い、無慈悲に『悪』を制裁する。そこに人間ネイテイブや怪人オルタの区別はない。


    　実際にミアは三年前、悪をなしていた人間を目の前にしてガイムーンに変身し、八人の高校生を殺した。そのことをいまのミアは覚えていない。


    　紅いガイムーンは特に身構えることもなく、悠然と立っていた。


    　と思う間もなく、いきなりガイムーンの姿が掻かき消える。


    　圧倒的な気配が接近するのを感じ取り、咄とつ嗟さにヘルヴェノム卿は身体をひねった。直後、赤い残像がヘルヴェノム卿を掠かする。


    　まるで戦闘機の如く、超音速のスピードで突撃を仕掛けるガイムーン。


    　あっという間にヘルヴェノム卿の脇を通り過ぎると、そのまま水泳選手のターンのように反転し、後方の壁を蹴けって再び跳躍。超音速の突撃を続けざまに繰り出す。


    　もはや視覚でガイムーンの動きを捉とらえるのは不可能だった。


    　ヘルヴェノム卿はその場で高々とジャンプ。天井にまで届きそうなほどの跳躍で、ガイムーンの突撃をかわそうとする。


    　だが跳ねたヘルヴェノム卿の真下で、いきなりガイムーンは床に手をつけて急停止した。


    　獣じみた体勢から、そのまま四肢で床を蹴って跳躍。


    　向かい来るガイムーンに、ヘルヴェノム卿は左手のマルス・インパクターを振るう。だがそれより早く、ガイムーンの右キックはヘルヴェノム卿の手首にめり込んだ。シミュレーションとは思えない、骨まで粉砕したような痛みだった。


    　ガイムーンの猛攻は止まらない。右足を振り抜いたガイムーンはさらに空中でジャイロ回転し、左足キックでヘルヴェノム卿きようの側頭部を抉えぐる。脳天を揺さぶられた武尊たけるは意識を持っていかれそうになりながら、床に倒れ伏した。


    　跳躍を続けたガイムーンはそのまま天井を蹴けり、落下の勢いを加えて、ヘルヴェノム卿の胴に拳を叩たたきつけた。


    　身体からだを貫通するような熱い痛みが武尊に襲いかかる。やすやすと武尊の纏まとった鎧よろいを打ち砕く、必殺の一撃。正義の暴力を全身で受け止めながら、武尊は確信する。


    　いまのままでは武尊は決してガイムーンに勝てない。そう、いまのままでは。


    『機能の解放を、なさいますか？』


    　無線で朱あけ美みが呼びかける。


    　ガイムーンの猛攻を受けながら、武尊は頷うなずいた。


    「……頼む」


    『承知しました。それでは開始いたします』


    　朱美の言葉と同時に、マスクの透過バイザー越しに浮上する黄色の文字。


    



    『ACM-SYSTEM ZODIAC MODE ON』


    



    　ガイムーンの攻撃を受けながら、武尊は咆ほう哮こうにも似た叫びをあげ、起き上がる。


    　幼なじみが被かぶった、正義の仮面を破るために。


    



    　そこで武尊の意識はブラックアウトした。
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    　──失敗だ、沖おき名な武尊。お前は失敗した。


    　俺を呼ぶのは誰だ……？　ここはどこだ？　戦いはどうなった？


    　──私はお前の影、お前の恐怖、お前の願望そのもの。私と繋つながるとき、私はいつでもお前を見ている。


    　わかった。誰でもいい。とにかく状況を教えてくれ。俺はいま、どうなって……。


    　──教えるまでもないだろ。よく周りを見てみろ。


    　そこで武尊は気づく。


    　自分の周囲に散らばる、原形もとどめぬ肉塊の数々に。


    　もがれた手足、撒まき散らされた内臓、裂かれた胴体の肉片。床は鮮血の海に覆おおわれ、どれが装着具で、どれが肉体なのかの見分けもつかない。


    「……タケ、ちゃん」


    　か細い声で誰かが呼びかける。武尊たけるは呼吸を荒くしながら、声がしたほうを振り向いた。


    　そこに転がるのはガイムーンの頭部だった。半分に割れたマスクから、光を失った濁りかけた瞳を露出させ、ミアの唇が動く。


    「──痛いよ、タケちゃん」


    　武尊はその場で絶叫する。だが武尊の叫びは、いつのまにか哄こう笑しようへ変わっていた。


    　幼なじみの亡なき骸がらを前に絶望の表情で笑い続ける武尊に、屍し人びとの声が呼びかける。


    



    　──これはお前が選び、望んだ結末だ。この光景を決して忘れるな、沖おき名な武尊。
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    「武尊様っ！」


    



    　武尊は目を覚ますと同時に激しく咳せき込んだ。意識がはっきりするにつれ、トレーニングルームに仰向けに倒れた自分と、こちらを心配そうに覗のぞき込む朱あけ美みに気づく。朱美の表情はいつになく切羽詰まっていた。


    　いつのまにか仮想モデルのガイムーンは消え、ＡＣＭシステムも停止している。武尊は荒い息をつきながら、マスクを脱いだ。ずっと意識を失っていたため、時間の感覚がない。


    「……いま、何時ですか？」


    「一一時五五分。実験開始から三五分が経過したところです。仮想モデルとの交戦中、突然武尊様の心肺が停止したので……」


    「心肺、停止？」


    「おそらくは攻撃のショックと、新機能の負荷が身体からだにかかったことによる結果かと……除細動装置がうまく働いてくれたようですが……」


    「……九死に一生、ですか」


    　武尊はスーツの胸元をさする。ヘルヴェノム卿きようのスーツの内部には緊急で心肺蘇生を施ほどこすための除細動装置が組み込まれている。実戦では一度も使っていなかったのに、まさかシミュレーションで使用するはめになるとは思ってもみなかったが。


    　改めて武尊はトレーニングルームの様子を見渡す。


    　部屋の中は、まるで竜巻が通り過ぎたかのようにいたるところに傷が走っていた。天井も、壁も、床も建材が剥はがされ、爪つめ痕あとや破壊の跡が刻み込まれている。


    　これが、武尊のもたらした『暴力』の結果なのだ。


    「……仮想モデルはどうなりましたか？」


    「撃破そのものには成功いたしました。原形をとどめないほどバラバラになっていましたが」


    　朱あけ美みは眉まゆをひそめ、淡々とした声で付け加える。


    「……千ち代よ様からの伝言です。『この結果にお前さんは満足しているのか？』、とのことです」


    「そう、ですか」


    　ガイムーンそのものは、たしかに撃破した。


    　だがこの結果は紛まぎれもなく、武尊たけるにとっての大敗北だった。
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    　トレーニングルームから出た武尊はスーツから私服に着替え、千代のもとへと向かう。すぐに心肺蘇生が効いたのが幸いしてか、後遺症らしきものはほとんどない。


    「それで、今後はどういう方針でいくつもりだい？」


    　車椅い子すに乗った阿あ久く津つ千代がお茶をすすりつつ、言った。


    　武尊は祖母であり、初代ヘルヴェノム卿きようでもある千代に淡々と答える。


    「……あの機能を使わずに済む方法を探ります。いままでもギリギリだけど生き残ってきたんです。ガイムーンを倒す方法は必ずある」


    「ガイムーンの力は進化している。それはお前さん自身がよくわかっているはずだ。天羽あもうミアの意志を挫くじくのは、そう簡単な話ではないぞ」


    「外ほかならぬガイムーンに、意志を挫かれたあなたが言いますか？」


    「私だからこそ、言えるんだよ。先代には敬意を払うんだね」


    　初代ヘルヴェノム卿だった千代はガイムーンへの敗北ですべてを失った。


    　オルタ細胞による変身で形成される外装器官。それは怪人オルタの力の要かなめであり、同時に変身者の精神と分かち難く結びついている。


    　すなわち外装器官は剥むき出しになった精神そのものなのだ。


    　外装器官を纏まとった状態で、他者に敗れ意志を挫かれたとき、その者は変身能力を喪失する。


    　阿久津千代──初代ヘルヴェノム卿は三年前の戦いでガイムーンに敗れ、変身能力を喪失した。組織も、力も、立つ脚も、なにもかも失った。


    　この街の絶対悪アルケマルスでなくなった千代が先の敗北でなにを悟ったのか、いまだに武尊は知らない。


    　わかっているのは、ヘルヴェノム卿のスーツを纏い、ガイムーンという正義の意志を打ち砕くことのみが、ミアをヒーローの呪じゆ縛ばくから解放する唯一の方法だということだけだ。


    「あらゆる方法を、可能性を、試すことだね。本当に、あらゆる方法を考え尽くさないと、お前さんはあのヒーローに勝てはしない」


    「わかってますよ。そんなに俺が心配ですか？」


    「バカを言いなさんな。私に肉親の情なんざ期待するんじゃあないよ」


    「あのー、お取り込み中、申し訳ありません」


    　廊下の奥から、ひょっこり朱あけ美みが顔を出す。


    「武尊たける様、お客様がお見えになられましたよ」


    「……わかりました。すぐ行きます」


    　武尊が玄関へ向かうと、そこにはつばの広い帽子を被かぶった黒髪の少女が立っていた。


    　水色のワンピースは、柔らかい肢体の曲線を描いている。流れるような黒髪は背中まで垂れ、まつげに縁取られた目は優しげな光を宿していた。


    　新生リヴァイアサンのメンバー、桜さくら井い花か音のん。怪人名オルタ・ネームはエコール。


    　千ち代よと朱美以外で唯一、武尊の秘密を共有している仲間だった。


    「お久しぶりです、桜井先輩。あの戦い以来、ですかね」


    「……そうなりますね。元気そうでなによりです、沖おき名なくん」


    　ぺこりと頭を下げる花音に、武尊は手を差し出した。


    「それじゃあ、行きましょうか」
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    　昔から天羽あもうミアは、ケガには強い体質だった。


    　汀てい子こＦＣでサッカーをしていたときも捻ねん挫ざや骨折とは無縁だったし、ガイムーンとしての活動を始めてからも、重傷を負ったことはなかった。


    　ヘルヴェノム卿きようとの激闘による傷も、すでに癒いえつつある。


    　今日もミアはマンションのリビングでいつもどおりトレーニングに励んでいた。


    「三三七……三三八……三三九……」


    　逆立ちの態勢で、指三本だけで身体からだを支え、肘ひじの屈伸を繰り返す。


    　タンクトップにショートパンツという極めてラフな格好。ぽたぽたと床に汗が垂れる。


    　だが、ミアは気にしない。こうして身体を動かしていれば、余計な気も紛まぎれる。


    　怒いかりも、哀しみも、不安も。


    　ミアはたった一人しかいない部屋の中で肉体を動かし続けた。


    



    『まったく呆あきれた回復力だねぇ。さっすがスペシャルなだけはあるよ』


    



    　三四〇回目の屈伸をしようとしたところで、ミアの動きが止まる。


    　気分が削そがれたミアは身体を直立へ戻すと、キッチンへ引っ込む。


    『キミも知っていると思うけどさ、外装器官は一種の生体カプセルとしての機能も果たしている。つまりキミがガイムーンとして変身しているあいだ、外装器官に包まれた人間ネイテイブ態は周囲のオルタ細胞の働きによって絶えず修復されているんだよ。その中でもキミはウルトラスーパーデラックスに回復力のずば抜けたオルタ神経節を移植されてるってわけ』


    　やかましく部屋じゅうに響く雑音を無視し、ミアは冷蔵庫の扉を開ける。


    　カップホルダーに入れたプロテインドリンクを取り出し、一気に体内に流し込んだ。


    『でもね、いくらキミがスペシャルだからってそこにあぐらをかいてちゃいけないよ。スペシャルっていうのは磨き続けるからこそ、スペシャルなんだから。じゃなけりゃ、キミはキミの望むヒーローになんてなれやしない。でしょ？』


    「あのさ」


    　ミアは口元を手の甲で拭ぬぐうと、リビングのテーブルに近づいた。テーブルの上に置かれたスマートフォン。そこには最近つけた二つのストラップがある。


    　月つき杜もりタワーのツッキーくん人形、そしてもうひとつはフクロウを模した人形。


    「余計なおしゃべりはやめて。あなたの役目はわたしのジャマをすることなの、〝ミネルヴァ〟」


    　フクロウ人形に話しかけると、人形に内蔵されたスピーカーから少年のような声が響いた。


    『ジャマだなんて心外だなぁ。ボクはただキミと友好関係を築きたいだけなのに』


    　フクロウの人形ストラップ──正確にはフクロウ型双方向通信端末器越しに、ミネルヴァはすねるような声を発した。


    　ミネルヴァ。それが声の主の呼び名である。


    　もっともミネルヴァとはこの奇妙なフクロウの人形を介してしかコンタクトが取れず、ミアは一度もミネルヴァの素顔を見たことがない。本人の弁によれば、ミアのヒーロー活動を援助してくれる【財団】から派遣された、ガイムーンの協力者であり、水みず町まち佐さ和わ子この後任ということらしい。


    　町医者である佐和子はミアがかつて所属していた少年サッカークラブ、汀てい子こＦＣのコーチを務めていた女性で、幼なじみの武尊たけるともども昔から世話になっていた恩師だった。


    　彼女にはもうひとつ、ミアのヒーロー活動をサポートする協力者としての一面もあった。


    　だが二週間ほど前、正体を知ったヘルヴェノム卿きようの手により、佐和子は殺されてしまった。


    　ミアにとって姉であり、師であり、友人だった佐和子の墓参りをしたあの日。


    　帰ってきたミアがマンションの郵便受けを見ると、大きな封筒が届いていた。入っていたのは、フクロウの人形ストラップと父からの手紙だった。


    　──いつでもお前を見守っている。これは新しい協力者だ。〝ミネルヴァ〟にあとを託す。


    　簡潔な文だったが、筆跡は紛まぎれもなく父のものだった。


    　初代ガイムーンだったミアの父。六年前までこの街で禍か嶽がく社しやリヴァイアサンの怪人たちと戦い続け、ミアにガイムーンの役目を託したいまは、仕事のために世界じゅうを飛び回っている。


    　それがどういう仕事なのか、そもそもどこでいまなにしているのかも、手紙にはなにも書かれていない。そのことに寂しさを覚えながら、ミアはフクロウの人形ストラップを手に取った。


    　しばらくミアがストラップを眺めていると、突然フクロウが喋しやべりだしたのだ。


    『はじめまして、天羽あもうミア。ボクのことは、〝ミネルヴァ〟と呼んでくれ』


    　父からの手紙を携たずさえていた。味方なのは間違いないだろう。


    　だがいまだにミアはミネルヴァの素顔を知らない。なにを考えているのかもわからない。


    「誰かと友達になりたいんだったらさ、まずは顔を見せたらどうなの？」


    『女子高生なのに、価値観古いねぇ。イマドキ、仕事相手でもネットのみの交流なんてザラだよ、ザラ。こう見えても忙しい身だからさ、勘弁してくれないかなー』


    「……父さんが言ってた。自分の都合しか喋らない奴は信用するなって」


    　ミアは自分でも意外なほど冷たい声こわ音ねで言った。


    「あなたとわたしはパートナーだよ。少なくとも、あなたの前任者の水みず町まち佐さ和わ子こはそうやってわたしに接してくれた。いまのままじゃ、わたしはあなたに命を預けられない」


    『おいおい、ボクたちの関係はパートナーなんて生ぬるいもんじゃない。ボクはキミにとっての影なのさ。いつもキミに寄り添い、キミと共にある。血縁よりも、愛よりも、ボクたちは固い絆きずなで結ばれてるんだぜ？』


    「はいはい、わかった、わかった…‥」


    　適当にあしらおうとするミアに、ミネルヴァは煽あおるような一言を付け加える。
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    『それにさ、理想的なパートナーのあり方で水みず町まち佐さ和わ子こを出すとかありえないでしょ。親身になって近づいた結果、彼女はヘルヴェノム卿きように正体がバレて殺されたわけでしょ？』


    「────ッ！」


    　ミアの頭が怒いかりで真っ白になった。


    　激しい感情が湧き上がり、なにも言えなくなる。


    『あれ？　怒っちゃった？　怒っちゃったよねー、ボクのこと殴りたいでしょ？　でもムリだよ、キミはボクに手を出せない。ボクがどこにいるか、何者か、キミは知らない。それはつまり、敵にとってもおなじということさ』


    　まるでミアを煽あおるように、ミネルヴァは喋しやべり続ける。


    『敵はキミの正体を知っている。だからボクは自分の安全を図るために、キミの前には姿を現せない。薄情だと思うのは勝手さ。でも、いまのキミはわかっているはずだよ。キミが戦った敵、〝総そう帥すい〟さんの恐ろしさを、ね』


    〝総帥〟さん──黒いヘルヴェノム卿。


    　言われずともわかっていた。ミネルヴァの言葉は正しい。反へ吐どが出るほど、正しい。


    『【財団】は〝総帥〟さんの死亡を確認できていない。まだまだヒーローの戦いは終わらないってことさ。いままでとおなじような戦い方を続けていたら、キミはもっと大事なモノを失う。そんなのは、キミだって望んではいないと思うけど』


    「……うん、そうだね。そのとおりだよ」


    　まだ戦いは終わっていない。ミア自身もそのことはわかっていた。


    　だから、あの墓参りの日に、覚悟を決めたのだ。


    　もう二度と大事な人を失ったりはしない。そのために、大切な人とも距離を置くことにしたのだから。大切な幼なじみ、沖おき名な武尊たけると。


    　自分の覚悟を思い出し、ようやくミアの頭は冷静になる。


    「もうあなたのやり方に口出しはしない。だからそっちも余計な干渉はしないで、いい？」


    『ドライだねー、月つき杜もり市のヒーローさんは。ま、できる限り、希望に沿うよう努力するよ』


    「お願い。そうして」


    『で、早速干渉するけどさー』


    　いっそのこと、このストラップごと叩たたき壊そうか思ったそのとき、ミネルヴァは告げた。


    『加か賀が里り区に怪人が出現。救急車が狙ねらわれてるっぽいよ。どうする？』


    　直後、ミアの意識が切り替わる。


    　ミネルヴァに返事もしないままミアはリビングから部屋へと引き返し、床に置いたスポーツバッグから純白の装着パーツを取り出す。新調されたプロテクターを肘ひじ、膝、手、足と順番に身につけ、体の各部にベルトを巻きつける。


    　そのままゆっくり深呼吸、両の拳を握り締め、叫んだ。


    「変身ッ」


    　全身の細胞を奮い立たせる鼓舞の叫びを契機に、ミアはガイムーンへと変身する。


    　ミアの行動を鍵かぎとし、体内に移植されたオルタ神経節が反応する。生成されたオルタ細胞は汗かん腺せんを経由して、服ごとミアの身体からだを包み込む。


    　顕けん現げんする外装器官。皮膚は硬質化した生体の鎧よろいに覆おおわれ、強化筋肉がミアの運動能力を超人レベルへ引き上げる。


    　唯一、外装器官に包まれてない顔に、ミアはそっとマスクを被かぶった。


    　白しろ兎うさぎにも似たそのマスクこそ、月つき杜もり市のヒーローの象徴。


    　そうして天羽あもうミアは、ガイムーンへの変身を完了する。


    　マスクの無線に接続したミネルヴァが声をかけた。


    『ボクが来てから初めての出動だね。ナビするから存分に暴れちゃいな、天羽ミア』


    「……いまのわたしは天羽ミアじゃない。悪の天敵、ガイムーンだ」


    　ミネルヴァに返事をしながらも、不思議と先ほどのようにイラだちはしない。


    　意識はすでに自分が助けるべき『弱者』と、倒すべき『悪』に集中している。


    　決して諦あきらめず、絶望的な状況を打破し、人々を救う。


    　それこそがヒーローなのだから。


    「ガイムーン、ゴー」
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    『今度の日曜日、月杜中央病院に一緒に来てもらえませんか？　エコールとしての力をお借りしたいので』


    　花か音のんが武尊たけるからのメールを受け取ったのは、四日前のことだった。


    　エコールとしての力を借りたい。つまりはリヴァイアサンの作戦として、という意味である。


    「ありがとうございます、先輩。付き添ってもらって」


    「あ、だ、大丈夫です、私にできることであれば……」


    　駅から続く歩道を武尊と並び歩く花音はそっと武尊の横顔を見つめた。


    　久しぶりに会った武尊の様子に変わりはない。あれだけの激闘を繰り広げてから、武尊の胸に去来したものがなんなのか、花音には窺うかがい知れない。


    「……怪け我がは、もう平気なんですか？」


    「まだすこし骨にヒビが入ってるみたいです。でもアシストスーツを着てますから」


    「え……。それって、まだちゃんと回復してないってことじゃ……」


    「休んでなんていられませんよ」武尊は自じ虐ぎやく気味に笑う。「立ち止まったら、たちまち置き去りにされる。俺たちの相手は、そういう敵ですから」


    「沖おき名なくん……」


    　花か音のんがなにか声をかけようとしたとき、武尊たけるが顔を上げる。


    　武尊の視線の先をたどった花音は、モダンな外観の建物を発見し、息を呑のんだ。


    　月つき杜もり中央病院、市内でも有数の大病院である。そして武尊と花音がこれから赴おもむこうとしている調査対象でもある。


    　ガイムーンの協力者だった町医者、水みず町まち佐さ和わ子こから持ち出した資料の中に、あるプロジェクトの存在が記されていたという。


    　それが、オルタ細胞を用いた人体実験プロジェクト。詳細については記載されていなかったが、武尊の話によれば、オルタ細胞の強化に関する実験が行われていたらしい。


    　武尊はそのプロジェクトが、ガイムーンに関連していると睨にらんでいた。より具体的に言えば、ガイムーンの強化につながるなにかが遂行されていると考えているらしい。


    　そのプロジェクトの進行阻止のために、武尊は調査を開始した。そしてプロジェクトに協力している施設として名前があったのが、この月杜中央病院だったのである。


    「桜さくら井い先輩、顔がこわばってますよ」


    　武尊の呼びかけに、はっと花音は口元を押さえた。緊張は押し殺していたつもりだったが、どうやら顔に出ていたらしい。武尊は苦笑しつつ、改めて病院に目を向け直す。


    「ご覧の通り、見かけは普通の病院です。露骨に警戒する必要なんてないですよ。あまり無茶して探りを入れる必要もありませんから。確認が取れれば、それで今日のところは撤退です」


    「確認が取れなければ……？」


    「候補地はまだあります。手がかりが見つかるまで調査を続けるだけです」


    「……それはガイムーンの弱点を見つける手がかりを、ですよね？」


    「もちろん」


    　武尊は短く答えた。眼鏡めがねをかけた横顔には、なんの感情も浮かばない。


    　花音もそれ以上は問い質たださず、ツバの広い帽子を被かぶり直す。そして武尊とともに病院内へと足を踏み入れた。


    　病院の中は外観と変わらず、凝った構造になっていた。エントランス・ロビーは八階まで吹き抜け構造になっており、天井は分厚いガラスが張り巡らされている。ガラス越しに差し込む光が、かえって院内のコントラストを際立たせていた。


    　武尊は病院の外来受付に行き、面会ノートに記帳する。


    　お見舞いにきた体ていを装って武尊たちはそのまま入院病棟へ移動すると、空いている病室の中に入る。ここなら誰の目にもとまる心配はない。


    「じゃあ、桜井先輩。お願いします」


    「……わかりました」


    　花音は帽子のつばを両手で握りながら、頭の中である曲を想起した。


    　頭に思い浮かべるのはチャイコフスキーの『白鳥の湖』である。それが花か音のんにとっての変身様式セレモニーだった。花音の右耳が発熱し、外装器官に包まれていく。まるでコウモリのように肥大化した耳へと変化する。


    　桜さくら井い花音、怪人名オルタ・ネームエコールの能力は人間の何万倍にも拡張された聴力だった。


    　その超人的な聴力は目では捉とらえきれない情報も拾う。交わされる人々の囁ささやき、床にこぼれた硬貨のわずかな落下音、あるいは人々の心臓の鼓動まで。


    　右耳に飛び込んでくる膨ぼう大だいな音の塊に、花音は目を閉じて意識を巡らせる。


    　音によって映像を描写するエコロケーション。


    　瞼まぶたの裏に、音の響きによって作られた「光景」が映し出される。


    



    『……先生、至急受付までお急ぎくだ……』『……搬送中の患者はいつ』『……ら、まー君、注射いたくない……』『……お気の毒ですが、奥様の容態は』『……誰も見舞いに来な……』


    



    　花音は膨大に耳に入ってくる情報と対たい峙じしながら、意識のフィルターをかけていく。


    　人間の脳はどんなに雑多な音の中からでも、自分の興味のある会話や人の名前を聞き分ける力を持っている。花音はある単語に集中し、音の洪水の中から目的の単語を検索する。


    　目的の単語、すなわち「オルタ」だ。


    



    『移植のドナー登録、連絡を……』『あの薬品の認可はまだかかるんじゃないか……』『メメント社の方との会合は……』『……酉とり賀が社長がまもなくくいらっしゃる予定ですが』


    



    　チューナーでラジオの周波数を合わせるように、花音は聴覚のフォーカスを様々な会話に合わせていく。フォーカスを切り替えるたびに、聞こえてくる会話も変化する。


    　しかしどれだけ注意を巡らしても、「オルタ」の単語を口にしている人間は見つからない。


    　一度、花音は瞼を開いた。どっと疲労感が押し寄せてくる。


    「ダメです、沖おき名なくん……。ちょっと、拾う音が多すぎて……」


    「そうですか……」


    　すると武尊たけるは折りたたんでいた病院のフロアマップを広げる。


    　武尊はまず人差し指で花音たちのいる病室を指してから廊下をなぞり、おなじ階にある「薬剤科」のフロアで指先を止めた。


    「このあたりの会話……いや、心音を聞き取ることってできますか？」


    「ここ、ですか？　あ、はい。突然なにかに遮さえぎられたりしない限りは……」


    「わかりました。それじゃあ、ちょっと行ってきます」


    「……行く？　え、沖名くん？」


    「俺の周りの音だけ集中して聞き取るようにしてください。なにか反応があったら、スマホでメッセ飛ばしてくれればいいので。それじゃ」


    　慌てる花か音のんに構わず、そのまま武尊たけるは病室を出ていった。


    　花音は戸惑いながらももう一度目を閉じて、武尊の音を拾うことに集中する。


    　廊下を進む武尊の足音、乱れることのない呼吸、淀よどみなく冷静なリズムを刻む心音。


    　やがて武尊の足が立ち止まる。


    　花音は、音を拾い出し武尊の周囲の「光景」を瞼まぶたの裏に再構成する。


    　音によって描写された、輪郭だけの空間。武尊がいるのは、薬剤科の受付だ。


    　受付ではスタッフが二人、いや三人ほど作業をしている。おそらく薬剤師だろう。救急カートを忙しげに押すナースが武尊の後ろを通りかかっていた。


    　花音は音を聞き漏らさないように集中する。


    「あの、すいません、ちょっといいですか？」


    　立ち止まった武尊は受付越しに医者に話しかける。


    　薬剤師は作業を止め、武尊のほうを振り向いた。


    「はい、どうしました？」


    「実はおばあちゃんがここで薬を処方してもらったんですけど、その薬についてちょっと聞きたくて……」


    「薬の相談？　ご本人じゃないんだね？　申し訳ないけど、薬についての相談は処方した本人じゃないと教えられませんよ」


    　薬剤師の声こわ音ねに険がこもる。明らかに武尊を警戒しているようだった。


    「そこをどうしても……よくわからない薬だったから副作用とかないか心配で……」


    　だが武尊は引き下がらない。


    「ダメダメ、薬の相談ならちゃんと予約を取ってきて。いつ処方した薬なのか、そもそも本当にうちで処方したものか証明できるものはあるの？　薬の現物は？」


    「それは持ってきてないんですけど……！」


    「だったら確認しようがないよ」


    　武尊の挙動不審な態度に、薬剤師はさらに警戒心を強める。ほかのスタッフも武尊と薬剤師のやりとりに目を向けていた。


    　武尊の意図がわからない。目立つことは避けろ、と言ったのは当の武尊自身のはずなのに。


    　しかし衆目を集める武尊の心音はまったく乱れていなかった。


    「だったら薬の名前、名前からだけでも調べてください！」


    　ひときわ武尊は大きな声を、まわりのスタッフにも聞こえるような声で言った。


    「アポトニトロって薬なんですけど！」


    　武尊が口にした意外な単語に、花音は困惑した。


    　アポトニトロ──リヴァイアサンの怪人オルタたちが使用していた自決用の薬である。服用すればオルタ神経節に劇的に作用し、服用した怪人オルタの肉体は爆散する。


    　だが花か音のんの戸惑いは、やがて驚きよう愕がくに変わる。


    　普通の人間が知るはずもないその単語に、激しく反応する心音があったからだ。


    　受付の後ろで、ノートパソコンを開いていた別の薬剤師の女だ。表情まではわからないが武尊たけるのほうへ顔を向けたまま、動どう悸きは激しさを増している。


    　一方、武尊に応対している薬剤師は、ただ怪け訝げんな顔つきになるばかりだった。


    「そんな薬、聞いたこともないけど……。本当にうちで処方されたものなの？　君のおばあちゃんの名前を聞かせてもらえる？」


    「ちょっと待ってください。処方してもらった日とか、ケータイにメモしたんで……」


    「いや、日付じゃなくて名前を聞いてるんだけど……」


    　噛かみ合ってない答えを返しながら、武尊はスマートフォンを開く。


    　花音からのメッセージを待っているのだろう。


    　もともとスマートフォンの画面を見ずにメールを打つのは慣れていた。花音は音による「光景」を瞼まぶたの裏に描えがいたまま、メッセージを作成し、漢字に変換せず、武尊に送信する。


    『うけつけおく　のーとぱそこんのひと　はんのうあり』


    　ちらりと武尊は受付の奥を一いち瞥べつする。


    　すると反応を示した薬剤師の女は、まるで疚やましいことがあるように視線を逸そらした。


    「……ごめんなさい、勘違いだったみたいです。また来ます」


    「あ、ちょっと、君！」


    　呼び止められるのも無視して、武尊は薬剤科から立ち去る。


    　だが花音は武尊のほうを追わず、動揺を示した薬剤師に注意を向け続ける。


    　薬剤師の女はなにか思案したのち、ノートパソコンを打つのをやめる。そのまま携帯電話を取り出すと、立ち上がって受付から離れようとした。


    　会話を聞かれないようにするためか、さらに奥の部屋へ引っ込むつもりのようだ。花音はさらに聴覚に意識を集中させる。


    　その途端、こめかみに鋭い痛みが走った。中途半端な怪人オルタ態への変身は、脳に大きな負担をかける。本来の人間ネイテイブ態とは異なる感覚を用いているためだ。


    　どうやら限界が近づいてるらしい。武尊からも無茶はするなと言われていた。


    　だが、花音は変身を解除しない。


    　もう少し、もう少しだけ踏み込めば。


    『……搬送中の救急車が怪人に襲われたってどういうことですか』


    　花音の意識は突然聞こえた会話にすべて持っていかれた。脇の階段を駆け下りる二人の医師が慌ただしい様子で話している。


    『わからん……ネットじゃガイムーンも現れたって大騒ぎに……』


    　医師たちの会話と、奥の部屋へと引っ込んだ薬剤師。


    　二つの情報が混在し、花か音のんの集中は完全に乱れた。頭痛はさらに激しさを増し、花音を責め立てる。どうやらこのあたりが限界のようだ。花音は瞼まぶたを開くと、右耳の外装器官を解除した。人間ネイテイブ時の姿を想起するだけで、肥大化した右耳は簡単に塵ちりとなって崩れ落ちる。


    「どうしました、桜さくら井い先輩」


    　武尊たけるが病室に戻ってくる。花音は慌てて首を振った。


    「すいません、さっきの薬剤師さん、沖おき名なくんが行ったあとどこかに電話をかけようとしたみたいなんですけど見失って……」


    「そうですか……でも、大丈夫ですよ。関係があるかもしれない人間を見つけられただけでも上々です。またその人が出てきたときに探りを入れれば──」


    「あの、それと……」花音は逡巡してから告げる。「……ここに向かっていた救急車が怪人オルタに襲われたって、いま医者の人たちが話してて……。それで……ガイムーンも現れたって……」


    　ほんの一瞬、武尊は目を大きく見開いた。


    　だがすぐにそんな感情を打ち消し、「そうですか」とそっけなく答える。


    「襲われてる場所は？　どんな怪人オルタかって話はありました？」


    「いえ……あ、でも、ネットで騒ぎになっているみたいですけど……」


    「わかりました。すぐ紡つむ生ぎさんたちにも連絡を。リヴァイアサンのメンバーじゃないとは思うけど……みんなにも動かないよう伝えないと」


    「……現場には、行かなくていいんですか？」


    　花音が尋ねると、武尊は苦笑して答えた。


    「行ったところでどうにもなりませんよ。暴れている怪人オルタのことは気になりますけど……どうせ結末は見えていますから。……正義のヒーローが勝つに決まっています」


    　武尊の表情は平静なのに、その最後の一言はぞくっとするほど冷たかった。


    　いまの花音には武尊の心音がどうなっているのかわからない。武尊がなにを思っているのかもわからなかった。


    



    
      ＊

    


    



    　武尊たちが月つき杜もり中央病院へ入るよりすこし前。


    　天羽あもうミアはガイムーンとして、救急車を襲った怪人たちと交戦していた。


    



    　ガイムーンはビルの屋上から屋上へ飛び移りながら、風を切って突っ走る。


    　道行く人々が頭上を見上げる。なかには歓声を送る者もいたが、いまのガイムーンは声援に応える余裕はなかった。


    　ただ、救わねばならない人を救うために。


    　ただ、倒さねばならない悪を倒すために。


    『このビルから飛び移ってるのはもしかしてパルクールってやつかい？　映画で見たことあるよ！　でもビルを走るのって、法律で禁止されてるんじゃなかったっけ？』


    「いまさらそんなこと気にしてられない。余計なこと話してないでナビをしてっ」


    　ガイムーンのマスクには音声レコーダーやアイカメラなどが内蔵されており、ガイムーンとしての戦闘記録が協力者の側にも共有されるようになっていた。


    　このため、いまガイムーンが視認している光景は、ミネルヴァにも見えている。


    『はいはい、生真面目だねー、これだから日本人は。あ、その先の交差点に飛び降りて。見えるでしょ？　エンストしている救急車とやられてる警官たちが』


    　ビルからビルへ飛び移りながら、ガイムーンは交差点を見据えた。


    　赤色灯を光らせる救急車が交差点の中央で停止している。エンジンがやられたのか、救急車の後部から黒煙があがっていた。


    　包囲していたらしい複数のパトカーも、ほぼすべてが大破。警官たちは地面に倒れ伏し、流された血でコンクリートが汚れている。


    　衆目もある街の真ん中で繰り広げられた惨状。あちこちに乗り捨てられた車があるのは、巻き添えになる前に乗客が逃げたからだろうか。


    　道路は現在封鎖され、危険を察してか野次馬すら近づいてこない。


    　そんな中で、救急車のバックドアを強引にこじ開けようとしている複数の人影があった。


    　数は五人。間違いない、救急車を襲った主犯の怪人たちだ。


    「わたしがいるこの街で……誰かを傷つけさせたりは……」


    　まだ怪人たちとの距離は離れている。


    　ガイムーンは走りながら、手刀を構える。右の手首に電気の火花が迸ほとばしる。


    「──させないッ！」


    　そのままガイムーンはビルの屋上から跳躍、交差点へと落下しながら手刀を振るった。電磁的な加速を施ほどこされて発射される生体弾丸──〝雷らい弾だん〟が怪人たちの足元に着弾。


    　怪人たちが救急車から後ずさった中、ガイムーンは交差点の中央に着地。改めて救急車のそばにいる怪人たちに相対する。


    　目の前の怪人たちはみな、おなじような姿をしていた。顔面を覆おおう、くちばしのような形状を持った不気味なマスク。瞳のない不気味なゴーグルをこちらに向け、緑色の体表には装着具のようなものが取り付けられている。


    　リヴァイアサンの怪人だろうか。そもそもなぜこの救急車を襲うのか。


    　理由はわからない。しかし相手が何者であれ、人々を脅おびやかす者は等しく、倒すべき悪だ。


    「──心が悲しみで濡ぬれたとき、正義を照らす白き月光ッ」


    　ガイムーンは天を指差し、宣言する。


    　傷つき倒れた人々の希望となるために。誰が来たのかを敵に知らしめるために。


    「悪の天敵ガイムーン、ここに見参ッ！」


    　マスクをつけた怪人たちはなにも答えない。アイコンタクトでお互いに意思の疎通を図ったのち、一斉に五人同時に飛びかかってきた。


    　ガイムーンはその場から動かない。ちまちまと戦う気は毛頭なかった。


    　足の筋肉を電流が駆け巡る。やがて充分にエネルギーが満ちたところで──全エネルギーを解放し、回し蹴げりを放った。


    　凄すさまじい衝撃を伴ともなう必殺技フイニツシユ・ムーブの回し蹴りが怪人たちを一撃で吹き飛ばす。表皮を形成する怪人たちの外装器官があっけなく破壊された。


    　ガイムーンは何人もの怪人たちの外装器官をこのキックで無力化してきた。


    　マスクの怪人たちもこれで立ち上がることはないはずだ。


    『すごい、すごい！　一発ＫＯじゃん！　まさにガイムーン無双！』


    「すこし黙ってて、ミネルヴァ」


    　ミアは答えながら、微妙な違和感を覚えていた。


    　あまりに手ごたえがなさすぎる。


    　彼らだけで、ここまでの惨状を作り出せるとはとても思えなかった。


    　地面に倒れている警官が呻うめき声を発した。


    　すぐにミアは思考を中断した。真相の確認はあとだ。まずは倒れている人たちの救助を優先しなければ。そのままガイムーンは警官に声をかけようと近づいた。


    　次の瞬間、鋭い殺気を感知する。咄とつ嗟さに後ろを振り向き、右腕から生体シールドを展開。


    　直後、鋭い刃が生体シールドに刺さった。


    　ガイムーンは警官をかばいながら、わずかに後ずさる。襲いかかってきた相手は盾たてから刃を抜くと、すぐにガイムーンから間合いを取って相対した。


    「人間ネイテイブの言葉にあったねぇ。最強の矛ほこと最強の盾、果たして強いのはどっちかってぇ。もっともこのマンティーナのは大鎌だけどねぇ、斬キリリリリ……」


    　耳みみ障ざわりな笑い声を発するのは、カマキリのような姿の怪人。


    　両手があるべき部位には死に神のような大鎌の刃が備えられており、刃の表面を赤い血が滴したたり落ちていく。ガイムーンの血ではない。


    「……ここで倒れている人たちは、お前の仕業か」


    「手足の腱けんを切ってやっただけさ。命までは奪っちゃいないよ。けど、そうだねぇ、早く処置しなければ、失血死で死ぬかもしれないけどねぇ、斬キリリリリ……」


    　ガイムーンは拳を握り締める。


    「だったら、すぐに救急車に来てもらわないと」


    「戯ざれ言ごと抜かすねぇ。私がそれを許すとでも？」


    「許す許さないじゃない。月つき杜もり市の正義のヒーローをなめるな」


    　目の前で誰も殺させはしない。目の前で誰かを傷つけたりはさせない。


    　もう二度と、佐和子の死のようなあんな経験をしないために。


    　ガイムーンはすぐに決着をつけようと、マンティーナに向かって走り出す。


    　だがマンティーナは、接近するガイムーンを見つめながら、ほくそ笑むように言った。


    「せっかちなヒーローさんだこと。あんたの相手は、私じゃあないよ？」


    「……？　なにを言って──」


    　直後、ガイムーンは周りを取り囲む気配に気づき、言葉を止めた。


    　必殺技フイニツシユ・ムーブを受けたはずの怪人たちがいつのまにか立ち上がっていたのだ。外装器官は無力化されず、傷の箇所は完全にふさがれている。


    　沈黙する怪人たちの視線を受けて、ガイムーンの全身に緊張が走った。


    「……お前たち、何者だ？」


    「企業秘密だよ、斬キリリリリ、成果は得られた。この辺が潮時かねぇ」


    「……成果？　なんの話？」


    「おかげで良いデータが取れたよ、ガイムーン。また会おうじゃないか」


    　マンティーナは両腕の鎌をこすり合わせる。


    　悲鳴のような不協和音が刃から響き渡った。


    「我らの良き闘争のために、そして良き実験のために……」


    　いきなりマンティーナが両手の刃を振るった。


    　大気が斬り裂かれ、発生する真空の刃カマイタチ──かまいたちの嵐が警官たちに襲いかかる。


    　ガイムーンは生体シールドを出したまま、かまいたちの猛攻を防いだ。突き抜けるような風がやむと、いつのまにかマンティーナたちは姿を消していた。


    　必殺技フイニツシユ・ムーブを耐えた、マスクの怪人たちも。


    『あちゃー、甘すぎだよ、殺すつもりでやんないから逃げられちゃうんだって』


    「そんなことよりも、救急車を……」


    『もう手配済み。ほら、サイレンが聞こえてきたでしょ？』


    　救急車のサイレンが近づいてくる。ひとまずこれで警官たちを死なせずにはすんだ。


    　しかし、ミアの脳裏にはいまだ、あのマスクの怪人たちの姿がこびりついていた。


    　意志を持たないかのような彼らの佇たたずまいが、心に引っかかり続ける。


    『ちょっとちょっと。心配するのは警官さんたちだけじゃないでしょ？　救急車の中の人がどうなってるか確かめてないでしょ？』


    　ガイムーンはハッと救急車のほうを見た。


    　運転席に座った救急隊員が二名、座席にもたれかかりながら気絶している。肩は動いているので息はあるようだ。だが、運ばれていた患者のほうは？


    　救急車へ駆け寄ったガイムーンは怪人たちに壊されたバックドアを開いた。


    　ストレッチャーに横たわっていたのは十歳ほどの少女だった。腕に点滴を受けながら、上体をすこし起こし、無表情でこちらを見返している。


    　透き通るような長い銀髪、薔ば薇らのように赤い瞳。その容姿はある意味、怪人以上に現実ばなれしている。まるで物語の世界から抜け出してきたみたいだ。


    「……ガイムーン？」


    　少女がか細い声で呟つぶやく。


    　ミアは少女を安心させるために、ガイムーンとして力強く頷うなずき返す。


    「もう安心して。すぐに別の救急車が来るから。怪け我がはないかな？」


    　そう声をかけるが、少女はじっとガイムーンを見返すばかりだった。


    「……どうしたの？　どこか具合が悪いの──」


    「余計なこと、しないでよ」


    　ミアは自分の聞き間違いかと思った。次になにかの誤解を疑った。


    　だが少女は表情を硬くしながら、念押しするように告げる。


    「あのままでも、私はよかったのに」


    　呆あつ気けに取られたミアはなにも言えず、少女を見つめる。『ガイムーン』、とミネルヴァが呼びかける。


    『早く撤退を。救急車と警察が到着するよ。見つかったらややこしいことになるよ？』


    　警察はガイムーンのヒーロー活動を認めてはいない。これ以上とどまれば、警察はこちらを捕まえるために動くだろう。ガイムーンは後ろ髪を引かれながらも、救急車から離れた。


    　ちらりとガイムーンは救急車のバックドアの表記を確認する。


    　そこには『月つき杜もり中央病院』と書かれていた。


    　現場を離脱し、屋上まで登ってからもう一度、ガイムーンは救急車を見下ろす。


    　少女を乗せたストレッチャーが救急隊員によって運び出され、別の救急車へ移し替えられる。


    「ねぇ、ミネルヴァ。さっきのマスクの怪人と、襲われた子について調べることはできる？」


    『ん？　怪人はともかく女の子のほうも調べるの？　どして？』


    「すこし、気になることがあって」


    　あの怪人は何者か。どうして少女を襲っていたのか。少女の言葉の真意はなんなのか。


    　マスクの下で、ミアは目を細める。


    　胸のざわめきが抑えられない。このざわめきがなにか、ミアは知っている。


    　嵐が来る予感のざわめきだ。
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    　武尊たけると花か音のんが病院へ来たときには青かった空も、帰る頃には橙だいだい色いろに変わっていた。


    　例の薬剤師を見つけることは結局できなかったものの、手がかりはつかめた。問題は、これからどう動いていくかだ。


    「……やっぱりさっきの薬剤師さんを捜すためにもう一度病院に？」


    　花音の言葉に、武尊は首を振った。


    「いや、その必要はないです。例の薬剤師には、別のアプローチで探りを入れます。人手も限られていますしね。適材適所でいきますよ」


    「そういうもの、なんですか？　なら、いいですけど……」


    　花音はやや釈然としない顔になりながらも、そっとため息をついた。


    「……やっぱりこの件、【財団】というのが関わっているんでしょうか？」


    【財団】──天羽あもうミアに正義のヒーローとしての力を授け、正義を行うためのマインド・セットを施ほどこした者たちの総称である。ガイムーンの活動をサポートし、ときに『協力者』までつける【財団】だが、その目的も、組織としての規模もいまだにわかっていない。


    　ただ言えるのは、武尊にとって【財団】はすべての元凶であり、ガイムーンを倒す上での最大の障壁であるということだけだ。


    「それも含めて、これから調べてかないとですね」


    　武尊はそう答えながら、ふと病院の建物を振り返って仰ぎ見る。


    　夕日を受ける病院は茜あかね色いろに染まり、どこか装いを変えていた。


    　夕焼けは嫌いだった。この病院の建物も嫌いだった。


    　どちらの光景も六年前のあの忌いまわしい記憶をいやでも連想させるからだ。


    　六年前。夕日に染まる境内を先に帰っていったミア、帰宅した先で怪人オルタに母親を殺され、重傷を負ったミアが搬送された月つき杜もり中央病院──。


    「沖おき名なくん」


    　武尊の服の袖そでを引っ張られる。なぜか花音が心配そうな目で武尊を見つめていた。


    　花音はすこし躊躇ためらってから、声をかけた。


    「あの、さっきのニュースのことやっぱり気にしてます？」


    　どのニュースか、などと確認する必要はなかった。武尊は苦笑して答えた。


    「……すみません、ちょっと昔のことを思い出していただけです。ニュースの件はそれこそ心配することじゃないですよ。あいつが戦うのは、いまに始まったことじゃありませんから」


    「……ガイムーンが出てきたの、沖名くんと戦って以来、ですよね」


    「もうちょっとおとなしくしててほしかったですけどね。こっちはまだ前回の怪け我がも治りきってないっていうのに……」


    　すると目の前の花か音のんは真剣な眼まな差ざしで、武尊たけるを覗のぞき込む。武尊が瞬まばたきしていると、「沖おき名なくん」と花音は再度呼びかけた。


    「……あまり一人で思いつめないでくださいね。沖名くんには私が、私たちがついています。紡つむ生ぎさんたちも、あの戦い以来、沖名くんのことを信頼していますから。だから……」


    「ええ、わかってますよ」


    　緊張している花音の顔をまっすぐ見返しながら、武尊は笑顔を浮かべて答えた。


    「これからも遠慮なく頼らせてもらいますよ。俺たち、『共犯者』ですからね」


    　花音は少しだけ安あん堵どしたように笑いながら「はい」と小さく頷うなずいた。


    　武尊が殺人を犯した夜から始まった、『共犯者』としての関係。


    　これを信頼と呼んでいいのかわからない。


    　おなじ罪と秘密を共有することで、お互いの心を縛りあっているだけなのかもしれない。


    　悪の仮面に溺おぼれるなと、以前も花音は言ってくれた。素顔を忘れるな、と自分に付き添ってくれた。そんな彼女の存在が武尊には眩まぶしく見える。だから武尊はまだ、こうして「沖名武尊」の素顔を保てている。


    　少なくとも、いまはまだ。


    　すると武尊は病院から慌ただしく出てくる医師たちを見かける。一台の救急車が病院の救命棟に入る。その救急車を見つめていると、花音がそっと耳打ちした。


    「もしかして、ガイムーンが助けたって救急車じゃ……」


    「たぶん、そうでしょうね」


    　救急車のバックドアが開けられ、ストレッチャーで患者が運び出される。顔までは見えない。だが白髪にも似た、透き通る銀髪が目に入った。


    　ガイムーンによって助けられた人間を見送りながら、眉まゆをひそめる。


    　怪人オルタたちに襲われた救急車、オルタ細胞の研究が行われている人体実験プロジェクト。


    　月つき杜もり中央病院という点で結びつけられた二つの出来事。はたしてこれは偶然なのだろうか。


    　そもそも怪人オルタたちはなぜ人前で救急車を襲ったのだろうか。


    　彼らとて、派手に暴れれば、ガイムーンが出動することくらいわかっていたはずなのに。


    　膨ふくらむ疑問に対し、しばし武尊が考えを巡らせていた、そのときだった。


    　──タケちゃん？


    　かすかに声が聞こえた。


    　武尊ははっと息を呑のんでから、ゆっくりと後ろを振り返る。


    　後ろに立つ、ジャージ姿の少女。片手にはスマートフォンを握り締め、短パンからはすらりと白い脚が伸びている。


    　まんまるに見開かれた母親譲りの蒼あおい瞳を見つめながら、武尊は言った。


    「──妙なところで会ったな、天羽さん」


    　ぴくっと少女、ミアの唇が震ふるえた。どういう態度で接するか決めかねているように、目を白黒させてから、いかにもよそゆきの笑顔を向ける。


    　ヒーローの仮面の代わりに、笑顔の仮面を被かぶりなおすかのように。


    「沖名くんこそ、こんなところでなにしてるの？」


    　二週間前、佐さ和わ子この墓の前で偶然出くわした武尊たけるとミアはそれぞれある誓いを立てていた。


    　ヒーローとして生きる道を選んだミアと、悪として生きる道を選んだ武尊。二人は互いの誓いを知らない。


    　だが、二人の歩く道は必然的に親しき人を遠ざける、仮面の道だった。


    　もう武尊とミアが昔のように親しく接することはない。


    　それぞれ想い合う二人はすべてをさらけ出すことは、できないのだ。
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    　天羽あもうミアについて、花か音のんは武尊や千ち代よから聞いた話でしか知らない。


    　武尊の幼なじみであること。


    　ガイムーンの正体であり、その身にはオルタ神経節が移植されていること。


    　彼女の精神には【財団】の手によってあるマインド・セットが組み込まれていること。


    　すなわち、『弱者を脅おびやかす悪を滅ぼせ』。


    　ミアに仕込まれたマインド・セットの縛りは絶大であり、しばしばガイムーンを『正義を執行する機械』へと変へん貌ぼうさせる。


    　花音自身、先日の戦いで暴走したガイムーンの恐ろしさを目まの当たりにした。


    　そんな正義に縛られた彼女を助けるために、武尊は二代目ヘルヴェノム卿きようとなった。


    　正義を屠ほふる絶対悪アルケマルスとして、天羽ミアをガイムーンの呪じゆ縛ばくから解き放つために。


    　ガイムーンと武尊の秘密を知ったあの殺人の夜から、花音はいつか必ず、天羽ミアに会う日が来るであろうことを心のどこかで予感していた。


    　だがそれが、いまこの瞬間だとはまったく想像だにしていなかった。


    　さらに驚いたことがもうひとつある。


    　現れた天羽ミアの顔に、花音は見覚えがあったのだ。


    「知り合いのお見舞いでちょっとな。そっちは？」


    「……わたしもおんなじようなもの、かな。ちょっと知り合いの子が病院に運ばれたから」


    　屈託なく笑うミアの視線が、ふと花音のほうへ向けられる。深い海に似た色の瞳とかち合い、反射的に花音はビクッと肩を震わせた。


    「ええと、そちらの方は？」


    「……お見舞いしてた人のお姉さんだよ。たまたま鉢合わせになって、帰る方向もおんなじだから一緒に帰ろうって」


    「あ、はい、そうなんです。はじめまして、桜さくら井い花か音のんです」


    「はじめまして、沖おき名なくんの同級生の天羽あもうミアです」


    　ぺこりと花音は頭を下げるが、ミアはなにかを見定めるように目を細めている。


    「あの……もしかしてどこかで会ったことあります？」


    　いままでガイムーンと接触したのは三度ほど。どちらも変身しているときだったため、ミアはこちらの素顔を知らない。そのはずだ。ならどこで会ったのだろう。


    　花音がなにか答えなければと思ったとき、ふとミアの握るスマートフォンが目にとまった。二つのストラップがついたスマートフォン。フクロウのマスコット人形と、三日月の形をした月つき杜もりタワーのマスコット、ツッキーくんの人形。


    　そういえばつい最近も、花音はツッキーくんを見かけたことがあった。あれはたしか月杜タワーの展望台へ遊びに行った際──。


    　突然、花音の頭になにかが閃ひらめく。


    「……迷子になった子をあやしてくれた人？」


    　はじめは眉まゆをひそめたミアも、「あっ」と目を見開く。


    「展望台で会ったお姉さん！」


    「……二人とも知り合いなのか？」　


    　事情がわからず困惑している武尊たけるに、花音は言った。


    「二週間ほど前に、天羽さんにちょっと助けてもらったことがあって……。名前は聞いてなかったんですけど……」


    　月杜タワーの展望台へ遊びに行った際、迷子の子供に出くわし、対応に困っていたところを、通りかかったミアに助けてもらったのだ。


    「二週間前……展望台……」


    　なぜか武尊は目を細めながら、唇を噛かみしめている。そんな武尊の様子が気になった花音だが、「いやぁ、でもすごい偶然ですよ！」とミアは興奮して喋しやべっている。


    「まさか、あのときのお姉さんにここで会えるなんて。わたしのこと、覚えていてくれたんですね！」


    「だってあのときは本当に助かりましたから。私一人ではどうにもならなかったので……」


    「もういいですよぉ。それ、前回もおなじこと言ってましたよ？」


    　どんどんミアは距離感を詰め、親しげな笑顔を浮かべる。花音のほうもそれをごく自然に受け入れ、つい顔をほころばせた。


    　まだ感激しているミアだったが、やがて武尊と花音の顔を見比べて呟つぶやいた。


    「でも、そっか二人は知り合いなのか……。なるほどね、沖名くんもいい人を見つけたようでなにより、なにより」


    「……天羽あもうさん、なにか誤解してない？」


    「べつに照れなくてもいいじゃない？　見ればわかるよ」


    　ミアはあっけらかんと答えながら、武尊たけるに言った。


    「安心してよ。沖おき名なくんがどうしてようと、いちいち気にしたりしないからさ。一緒に帰るなら、ちゃんと送り届けてあげること。あ、送り狼とかしたら絶対に許さないからね！」


    「天羽さんは、俺をなんだと思ってるんだ……」


    「うん？　ただの同級生だけど？」


    　気安く声をかけるミアは、どこにでもいる少女そのものだ。そんなミアに、武尊もまた普通に受け答えする。そこに花か音のんは二人の日常を垣かい間ま見る。


    　表面上はよくある同級生同士の会話だが、なぜか上っ面つらだけのようにも思えた。


    「……それじゃあ、わたしもこれで帰るとしますかね」


    　いきなりミアはくるりと背を向ける。


    　武尊は眼鏡めがねの奥で目を細めて、尋ねた。


    「お見舞いじゃなかったのか？」


    「……あー、うん、わたしのほうはもう用事済んだからね。今日のところはこれで」


    　花音はハッと病院に入っていった救急車を振り返った。


    　先ほどガイムーンが守ったという救急車に乗っていたという患者。ミアはその患者の様子を見に来たのだ。この普通に話している少女は、つい先ほどまで、怪人オルタたちと交戦していたという事実を思い返し、花音の背筋に寒気が走った。


    「では沖名くん、また明日学校で。桜井さんも、失礼しました」


    「い、いいえ」


    　もう一度ぺこりと花音は頭を下げる。ひらひらとミアは手を振りながら、駅のほうへ駆けていった。花音は遠くなるミアの背中を見送る。


    「沖名くん、か……」


    　武尊の呟つぶやきが聞こえ、振り返った花音は、息を呑のんだ。


    　夕日にさらされた武尊は、痛みに耐えるかのように、わずかに唇を噛かみ締めていた。


    　その顔に、花音は武尊の素顔を垣間見る。


    　傷だらけになっている武尊の心に、花音はなにも声をかけられない。


    　重い宿命に呪のろわれた武尊とミアに、どう接するべきかわからなかった。


    



    
      ＊

    


    



    　救急車への襲撃事件が起きたその夜。


    　六月の夜はうだるような湿気を帯びている。


    　現在のリヴァイアサンに属する唯一の第一種フアーストの怪人オルタ──伊い雅が路る加かはタバコの紫煙を燻くゆらせながら、薄暗いトンネルを歩いていった。


    　月つき杜もり市の地下に残された巨大なトンネル、敷ふ設せつされて半世紀が経たつため、壁が老朽化し、漆しつ喰くいが剥はがれかかっている。


    　伊雅はトンネルの脇に設けられた扉の前で立ち止まる。錆さびついた扉だが、床にはつい最近できた擦さつ過かの跡が残されていた。そのままドアノブを回し、重い扉を開けた。


    　むっとむせかえるほど甘い香りが鼻び腔こうをつく。気け怠だるささえ誘うほどの強烈な香りだった。


    　薄暗い照明のついただだっ広い部屋に、くつろぐいくつかの人影。そのうちの一人、口元をレースで覆おおい、ゴシック調のドレスを着込んだ貴婦人が甘ったるい声で囁ささやく。


    「あらあら、イカルガくん。やっとご到着？」


    「……この姿のときに怪人名オルタ・ネームで呼ぶのはマナー違反じゃないのかい？」


    　そう言って、伊雅──イカルガは顔をしかめるが、部屋にいる人影たちはまったく気にする様子を見せない。


    「なーに堅いこと言ってんのさ。ここにいるのは僕たちだけ、うざい人間名ネイテイブ・ネームにこだわる理由なくない？」


    　剥むき出しに張り巡らされたパイプラインの上で、ニヤニヤと笑う少年の姿があった。


    　第一種フアーストたちは基本的に外見と実際の年齢が一致しない。この数十年、変わり映えのない彼らの顔を眺めながら、イカルガは訪ねた。


    「で？　わざわざ俺をこんなトコに呼び出してなんのご用事だ？　──旧リヴァイアサンの元幹部さま方よぉ」


    　次の瞬間、氷のように冷たい殺気が部屋じゅうに充満する。


    　クスリ、と貴婦人がおかしそうに微ほほ笑えんだ。


    「なあに、イカルガくん。それって挑発のつもり？　わざわざ『旧』までつけて」


    「間違っていたか？　もうお前らは、リヴァイアサンの名前を捨てたんだろ？」


    「リヴァイアサンをドクモルの娘たちに名乗らせてあげたのは、次種ネクストたちが戦力としてどこまで使えるかを確かめるため。譲ったんじゃなく、貸してあげたってこと、忘れてない？」


    　天井にいた少年は跳躍すると、イカルガの前に降り立つ。眼前に現れたのは、醜しゆう悪あくなサルの怪人オルタ態だった。牙を剥むき出しにした少年──サル怪人オルタは言った。


    「来るべきリヴァイアサンの復活のためのテストケース。そのためにドクモルの娘が計画したバスジャックに投資してやったんだろ？　結局、バスジャックは失敗。そこでテストもおしまいになった。……なのにどうして、二代目ヘルヴェノム卿きようなんてのが出て来るんだ？」


    　ようやく相手は本題に入る気になったようだ。イカルガは軽く息を吐く。


    　旧リヴァイアサンの元幹部たちにとって、突然降って湧いたように現れた二代目ヘルヴェノム卿はもっとも気にかかる──あるいはもっとも忌いまわしき存在だろう。


    　今回の集会の目的は、二代目ヘルヴェノム卿きようと唯一接点があるイカルガから事情を聴くためらしい。事情を聴くだけ、で済めばいいのだが。


    「さあな。ただ先代とつながりがあるのは確かだ。あのババア、どうやらまだくたばってなかったらしい」


    「いいえ、イカルガくん。あの偉大なるヘルヴェノム卿は死んだもおなじよ、変身できなくなった怪人オルタに用なんかないもの」


    　部屋じゅうから突き刺さる敵意の視線を受け止めながら、イカルガは言った。


    「……俺は頭が悪いんでねぇ、言いたいことがあるなら、はっきり言ってくれないか？」


    「簡単な話さ、イカルガ。あの二代目ヘルヴェノム卿を僕らに差し出せ」


    　サル怪人オルタは声を低くした。毛むくじゃらの手に生えた鋭い爪を光らせる。


    「困るんだよ、いまさら二代目とやらに出てこられてもさ。怪人オルタに対する締め付けも厳しくなるし、ぶっちゃけこっちの商売の邪魔なんだよね。なにより、ヘルヴェノム卿……あの絶アル対ケマ悪ルスの名を汚す者を許すわけにはいかない」


    　やはりこうなったか。イカルガは予想どおりの展開にうんざりする。気に入らないものは殺す。いかにも闘争好きな第一種フアーストらしい発想だ。たぶんここにいる連中は全員、二代目の正体なんかどうでもよいのだ。ただ、いきなり現れた二代目ヘルヴェノム卿を自分の手で始末したくてウズウズしているだけなのだ。


    「許すわけにはいかない？　そんなに忠義に篤あつい連中だったか、お前ら？」


    「……それは差し出す気がないってことかな？」


    「なんなら、ここで『良き闘争』を始めるかい？　俺はそれでも全然構わんがね」


    　そのままイカルガはタバコの煙をサル怪人オルタに吹きつける。逆上気味に、サル怪人オルタの毛が逆立つ。イカルガは応戦の構えを取った。


    「よさんか、見苦しい。我らの故郷で無粋な真ま似ねをしてくれるな」


    　野太い声が重圧を伴ともなって、部屋を震ふるわせる。イカルガは声の主のほうを振り向いた。


    　そこに座っていたのは山のような巨体の男だった。


    　髪を剃そり落とした坊主頭に、大仰なヒゲを蓄たくわえた口元は、まるで戦国の僧兵を思わせる。


    　男の肩には、薄紫のチャイナドレスを着込んだ女性が媚こびるようにもたれかかっている。


    　イカルガは辟へき易えきとしながら、肩を落とした。


    「……相変わらず大仰な口調だな、ビートリガ。俺はこんなカビ臭くさい故郷はごめんだがね」


    「ふん、過去には敬意を払え。すぐ斜に構えるのはお主の悪い癖くせだ。我ら第一種フアーストはこの施設より生まれ、そして育てられた。こここそが、我ら怪人オルタの故郷である事実に相違はなかろう」


    　大男、ビートリガはそう言って、傍そばに置いた女の肩を抱き寄せた。


    　ここの施設がもともとなんだったのか、それを知る第一種フアーストも、知ろうとする第一種フアーストもいない。第一種フアーストたちの子供である次種ネクストたちはみな月つき杜もり市で生まれ育った。この施設の存在すら、知らない者がほとんどだろう。確かなのは、オルタ神経節を生まれながら宿した人造人間──怪人オルタがこの施設で生み出されたという事実だけだ。


    　ビートリガの言う通り、この場所こそが怪人オルタの歴史の始まりなのだ。


    「イカルガよ。お主、ほんとのところはどう思っているのだ。あの二代目ヘルヴェノム卿きようのことを。いまだに次種ネクストたちと組んでいるのは、あのヘルヴェノム卿を認めたからか？」


    　すでに灰のこぼれたタバコは短くなり、イカルガの指元にまで火種が迫っていた。そのままイカルガは床にタバコを投げ捨てると、靴くつの裏ですりつぶす。


    「そんなわけねぇだろよぉ。俺はただ、あの糞くそマスクをぶち殺す機会を窺うかがってるだけさ」


    　サル怪人オルタが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。


    　イカルガはまわりの怪人オルタたちを見回しながら、声を張り上げて主張した。


    「そんなに二代目のことが気になるなら、ひとつ教えてやるよ。あのヘルヴェノム卿の正体は人間ネイテイブだ、マスクとスーツで武装した、ただの人間ネイテイブさ」


    　怪人オルタたちがみな、息を呑のむ。第一種フアーストたちのほとんどは己おのれが怪人オルタであることに強烈な自負を抱いている。人間ネイテイブを上回る力を有した種族、それが怪人オルタだと。


    　だからイカルガが告げた事実は衝撃となって、第一種フアーストたちをどよめかせた。


    「どう思うよ、三年前の敗北でとっとと地下に潜った腰抜けの第一種フアーストども。お前らが生き恥さらしているあいだに、ただの人間ネイテイブがガイムーンを討ち取っちまうぞ」


    「ならばなおさら、どうしてその人間ネイテイブを売らないのかしら、イカルガくん。私たちの力を結集すれば、次種ネクストともども葬ほうむり去るのは簡単でしょ？」


    「なんで俺の獲物を腰抜けどもに売る必要があるんだ？　この狩りは、俺のものだ。横取りしたい奴がいるなら、とっとと名乗り出な。いますぐぐちゃぐちゃの肉塊にしてやるからよぉ」


    　次の瞬間、イカルガの首はあっけなく切り裂かれた。


    　真空の刃が通り過ぎるとともに落下するイカルガの首。だが首は床へぶつかった途端、魚のように跳ね回る触手の切れ端へと変わった。


    「おっとっと。危ない、危ない」


    　かまいたちが通り過ぎた場所より一歩引いたところから、イカルガは姿を現した。


    　人間ネイテイブ態ではなく、イカを模した怪人オルタ態で触手を蠢うごめかせる。


    　イカルガの身体からだは体表細胞の色素を組み替え、自在に変身することができる。あらかじめ怪人オルタ態に変身し、その上で人間ネイテイブ態の姿を擬態するなどじつに容た易やすい。


    「……さっきからどこの愛人かと思ったが、お前さんかよ、マンティーナ。いつからビートリガに股また開くようになった？」


    「イカ野郎はお黙りなさいな。触手の擬態なんてずいぶん狡ずるい手を使うねぇ」


    　ビートリガの傍そばにいたチャイナドレスの女性、マンティーナはいつの間に変身様式セレモニーを済ませたのか、大鎌に変化させた右腕を振りながら、フン、と鼻で笑った。


    「幹部にもなれなかった三下がよくほざく。ビートリガ、もうちょい愛人教育をどうにかしたほうがいいんじゃねぇの？」


    「そう言うな。お主の知っているマンティーナとおなじと思わんほうがいい。すぐに寝首を掻かかれるぞ？　それにすまんがな、イカルガ……」　


    　ビートリガはヒゲをたくわえた口元でにやりと笑った。その眼光は獲物を前にした獣のようにギラギラと光り輝く。


    「お主の獲物、このビートリガが先にもらい受けさせてもらうぞ」


    「……おいおい、どうしたんだい、大口叩たたいて。挑発のつもりかい？」


    　イカルガは尋ねながら、透明化した触手を部屋中に張り巡らせる。溶解液を放出できる触手の先端をビートリガに向け、回答次第ではすぐに始末できるよう準備を整える。


    「そういきり立つな。まずは余の計画を見てから、判断するがよい」


    　するとビートリガはタブレット端末をイカルガに投げてよこした。触手で受け取ったイカルガは端末の画面をタップし、そこに表示されたファイルを確認する。


    　イカルガはしばらくタブレット端末を眺め、ビートリガの言う『計画』の全貌を知った。


    「……おい、この『計画』だがな、二代目も勘づいているぜ。ちょうどオルタ細胞の人体実験プロジェクトを探れって指令が出ていたところだ」


    　ビートリガは意外そうに目を見開いたが、すぐに歯をむき出しにして笑った。


    「ならばちょどいい。役者は集いだしとるというわけか！　ガイムーンだけでなく、二代目ヘルヴェノム卿きようすらも来ようとはまさに僥ぎよう倖こうなり！」


    「なんでガイムーンの名前が出てくる？」


    「決まってる。この計画を利用し、あのガイムーンを討ち取るためよ」


    　イカルガはじっとビートリガを見据えた。周りの連中からもビートリガを嘲あざける気配はない。どうやら伊達や虚勢ではなく、本当にガイムーンを倒せる算段を整えているようだった。


    「お主の気持ちはわかっておる。獲物を横取りされるのを嫌うのは、我ら第一種ファーストの本能と言ってもよい。だからこそ、狙ねらっている獲物の価値を問いたくはないか？」


    　ビートリガの目がぎょろりと動き、イカルガが仕込んだ触手の方向を見やる。


    　イカルガの目もく論ろ見みはすでに看破されていた。奇襲はバレた時点で奇襲ではなくなる。そして元幹部であるビートリガとまともにぶつかれば、イカルガは決して無事では済まない。


    「……で？　お前の実験とやらにこいつらは納得してんのかい？」


    「すでに交渉は済んでいる。我らのリヴァイアサンを取り戻す布石だからな」


    「なるほどねぇ……」


    　イカルガは頭を振ってから、変身を解除する。


    　伊い雅が路る加かとしての姿で両手を挙げ、降伏のポーズを取った。


    「オーケイ、いいだろ。お前がどこまでやれるのか、見届けてやるよ」


    「ふむ……ドクモルの娘たちも巻き添えになるかもしれんがいいか？」


    　あっさりとイカルガは答える。


    「好きにしな。次種ネクストどもがどうなろうが知ったこっちゃねぇしよ」


    「よかろう、ならば存分に見ているがよい……」


    　ビートリガは立ち上がると、自らの変身様式セレモニーを実行する。


    　みるみるうちにその巨体が外装器官に包まれた。現れたのは、甲虫のような皮膚。頭部から生えるのは、王者の冠のごとき巨大な角。


    　カブトムシの怪人オルタ、ビートリガは牙の生えた口を剥むき出しにして笑った。


    「このビートリガの、良き闘争をなぁ!!」


    



    　獣の咆ほう哮こうにも似た嗤わらい声が地下トンネルに反響する。


    　だが月つき杜もり市の住民は誰一人、その声に気づくことはない。

  


  
    



    第二章　悪と正義と共犯者


    



    　ガイムーンとして怪人たちと交戦してから三日後。


    　制服姿のミアは月つき杜もり第一高校の生徒たちに紛まぎれながら、通学路を歩いていた。


    「……なんでラノベやマンガだと、幼なじみって報むくわれないんですかね？」


    　隣を歩く後輩、都筑つづき希のぞ美みの言葉に、ミアは心臓が跳ね上がりそうになった。


    　図書委員の一年生である希美とは図書室に通っているうちに仲良くなり、こうして登下校で出くわしたときは並んで歩くようになっていた。


    　しかし今日の希美の話はいつにも増して先が見えない。


    「……え、えーと、都筑さん、どうしたの、突然」


    「いえですね、ず───っと楽しみに読んでいたファンタジーもののラノベのシリーズがこないだ完結したんですけど、それが主人公が終盤に登場したポッと出のヒロインと結ばれるってまさかのエンドでして。しかも一巻のメインヒロインだった幼なじみの子が最後、ラスボスになって殺される超バッド展開！　なんですかこれ！　いつか結ばれる日が来ると楽しみに読み続けていた私の気持ちはどうしてくれるのですか！」


    「それはまた超展開だね……」


    「しかもネットでは炎上してるかと思いきや、神展開と絶賛されるありさま！　もう私、わからない！　世の中がわからないです！　物語のためにキャラクターを殺すなかれ！　キャラクターが物語を動かすべきなのです！　……あれ、いまのもしかして名言じゃないですか？」


    「いや、勢いで言ってるだけだよね？」


    　ミアはつっこみながら、苦笑した。


    　いまのミアにとって、こういう会話をしているひと時はとてもありがたかった。


    　寄りどころである日常がここにあり、守るべき日常がここにある。そんな当たり前の事実を強く実感できるからだ。


    　だが、こうして普通に会話はしても、それ以上近い距離には踏み込めない。


    　不自然に離れすぎることもなく、あくまで普通の女子高生に見える、適切な距離。


    　それがミアにとっての、大切な人たちを失わないための防衛ラインだったから。


    「……って、おや？　あそこにいるのは沖おき名な先輩」


    　希美の言葉に、ミアは思わず顔を上げた。相変わらず野暮ったい眼鏡めがねをかけた武尊たけるは一人自転車を押しながら、さっさとミアたちの前を歩いている。


    　ミアが表情を硬くするのも気づかず、「おーい」と希美は武尊のほうへ駆け寄っていった。


    「おっはよーございます、沖名先輩！　今日も元気にぼっちですかー！」


    「……『元気にぼっち』ってどういう状態だ、それ」


    　無愛想に振り返った武尊たけるは希のぞ美みだけでなく、ミアの存在にも気づく。


    　ミアは感情を抑え、「おはよう、沖おき名なくん」と、武尊に会釈した。


    「……天羽あもうさんと都筑つづきさん、最近よく一緒にいるね」


    「あー言われてみればエンカウント率は急上昇中な気がしますね。ほら、よく言うじゃないですか。一回仲良くなるとどうしても意識しちゃうというか、自然と相手のことが目に留まりやすくなる、みたいな。ね、天羽先輩」


    「あ、うん、そうね。そうかもね」


    「沖名先輩は視野が狭いんですよ。だから誰かとエンカウントしても見み逃のがしちゃうんです。その点、私は抜かりません。どんな出会いも、フラグも決して見逃すことはなく──」


    　不意に希美は言葉を切り、スマホを取り出す。


    　どうやら着信があったらしく、画面を見た途端、みるみる顔を青ざめさせていった。


    「よっちんからです……。今日、図書委員の早番だったの忘れてました……」


    「あー、それは早く行ったほうがいいね。それは」


    　武尊に促された希美は黙って頷うなずくと、脇目もふらずに駆けだしていった。


    「朝からほんとに元気だな、都筑さんは」


    「朝から眠そうな人よりいいと思うけどね、沖名くん」


    「……あっそ」


    　武尊はぶっきらぼうに答えてから、自転車を押してゆっくりと歩き出す。


    　隣に並ぶミアはふと、武尊とこうして一緒に登校の道を歩くのは初めてなことに気づく。


    　ちらりと覗のぞき見た武尊の横顔はいつにも増して老け込んで見える。なぜか目の下に隈くまのようなものも浮かんでいた。気になったミアが声をかけようとしたそのとき、


    「……この時間に、一緒になるのは初めてだったな」


    　先に口を開いた武尊の言葉に、ミアの小さな疑問はたちまち霧散する。この状況に武尊もおなじ感想を抱いていたことに内心ドキドキしながらも、「ん」と小さく頷うなずいた。


    「なんか家にいても落ちつかなくてさ。教室で本でも読もうかと思って」


    「本を読むなら、教室よりも図書室のほうが静かでいいんじゃないか？」


    「いや、いいよ。もうべつに、あそこに行く必要もないし」


    「……そっか」


    　短く答える武尊に、ミアは自じ嘲ちよう気味に苦笑した。


    　ほんのすこし前まで、用もなくミアは図書室に通っていた。図書室の受付にいる武尊にすこしでも近づきたくて。


    　六年前に月つき杜もり市を離れてからまた高校に入学し武尊と再会するまでにできた空白の時間を、なんとか埋めようと一人でもがいていた。


    　だけどいまはもう、そんな努力をしようとは思わない。


    　不意に訪れた沈黙を気まずく思ったのか、武尊たけるはコホンと咳せき払いしてから話題を振った。


    「最近どうなんだよ。部活の助っ人にも、汀てい子こＦＣにも顔出してないって聞いたけど」


    「やらなきゃいけないことがあるからさ。女子高生はいろいろ大変なんですよ。……っていうか、どうしたの沖おき名なくん。今日はやけに話しかけてくるね」


    「いや。このところ、二人で話すこと、あんまりなかったから」


    「なに言ってるの、こないだだって話し──」そこでミアは言葉を切った。「……あ、そういえばそうか。ちゃんと話したの、佐さ和わちゃんの墓参りのとき以来だね」


    　佐さ和わ子この墓参りに訪れた日、ミアは偶然武尊と出くわした。そこで武尊にかけられた言葉をきっかけに、みっともないほどの泣き顔をさらしてしまったのだ。


    「まぁ、なんだ。あんまり無理はするな。相談できる相手くらいは作っておけよ」


    　どうやら武尊は『相談できる相手』に自身を含めるつもりはないらしい。


    　不意に訪れた寂しさを押し殺し、ミアは笑顔で答えた。


    「……そうだね、うん。努力してみるよ」


    　実際のところ、武尊に相談なんてできるわけがないのだ。武尊にすべてをさらけだせば、武尊をガイムーンの戦いに巻き込むこととなり、最悪の場合、佐和子の悲劇を繰り返す。


    　いっそ完全に武尊を無視できればどれだけ楽だろうかと思ってしまうが、武尊に不審がられでもすれば、結果はおなじだろう。


    　この日常を守るために、適切な距離感をミアは維持しなければならない。


    「ホントさ、幼なじみだからって、無理に気遣う必要とかないんだよ？」


    　武尊の眉まゆがぴくりと動く。ミアは武尊の反応に気づかないふりをして言った。


    「前に言ってたじゃん。絶対なんてものはない。あの意味、やっとわたしもわかったからさ。これからは普通の同級生として接しようよ。せっかく沖名くんにも彼女ができたんだし」


    「彼女？」


    「桜さくら井いさんのこと。ちょっとしか喋しやべったことないけど、いい人だよね」


    「……あのとき会ったばかりだって言っただろ」


    「そのわりにはすごく仲よさそうだったけどね。いいじゃん。優しそうな人だし、胸も大きいし、いいじゃん、アタックしちゃいなよ。沖名くんともきっとお似合いだと思うよ」


    「……お似合いどうこうに、胸は関係ないだろ」


    　ミアは昨日の武尊と花か音のんの様子を思い浮かべる。


    　あれは知り合ったばかりの人間の距離感じゃなかった。もっと親密な、絆きずなのようなものをミアは感じ取っていた。


    　武尊と花音の関係に嫉しつ妬となんてしていない。してはいけない。仮に恋人だったとしても、そうでなかったとしても、二人の関係を、ミアは祝福しなければならない。


    「……桜井先輩と、月つき杜もりタワーで会ったんだよな？　それってもしかして……」


    「うん。こないだのデートのとき。わたし、お手洗い行って席はずしてたじゃん。そのときにちょっとね」


    　ミアはつとめてなんでもない態度で答える。


    　大丈夫。心臓の鼓動も正常だ。わたしは動揺なんてしていない。全然していない。


    「あのデートはお互い、よい思い出ってことで大事にしまっときましょうよ。これからは未来のことを考えていかないとね、沖おき名なくん」


    　ミアは無理やりに再び笑顔を作って言った。


    「きっと天国の佐さ和わちゃんだって、わたしたちが笑ってたほうが安心すると思うよ」


    「……まぁ、それはそうだな」


    　武尊たけるも透明な微ほほ笑えみを浮かべて答える。


    「きっと、そうだ」


    　ミネルヴァの指摘は最初から間違っている。初めからミアは武尊と花か音のんの関係に嫉しつ妬となんてしていない。そもそもヒーローに個人の恋愛や幸福など不要なのだ。


    　ヒーローが守るべきは他者の幸福であり、自分の幸福ではないのだから。


    　それからミアと武尊は校舎に着くまで他愛のない会話を続けた。


    　日常という仮面を被かぶるための会話を。
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    　学校に到着した武尊は駐輪場に向かうためミアと別れた。


    「それじゃあ、沖名くん。桜さくら井いさんによろしく」


    　そう言って手を振るミアの背中を、武尊は見送り続ける。そしてミアの背中が見えなくなったところで、そっと目の下の隈くまを指でなぞった。


    　一瞬、ミアがこちらの顔をうかがっていたときはヒヤリとしたが、すぐに話を振って注意を逸そらしたおかげで、ミアもそれほど気に留めることはなかった。


    　どれほど小さくても、ミアに気づかれる要因は取り除かなければならない。ミアの目には、いまの武尊が、ただの幼なじみの「沖名武尊」として認識されなければならないのだから。


    　自転車を止めてから、武尊はスマートフォンでネットのニュースを確認する。そこには小さな記事で本日未明に起きたマンションからの転落事故に関するニュースが報じられていた。


    　今朝、マンションの自室のベランダから女性が路上に落ちて死亡。


    　女の本名はニュースに載っていないが、「月つき杜もり市内病院勤務の薬剤師」という記載はされていた。警察は事故とみて、捜査を進めているらしい。だがその見立ては間違っている。


    　これは殺人だ。すべて武尊がおこなった殺人なのだ。


    　武尊は昨夜のことを思い返す。


    



    「お、お願い！　本当に私はなにも知らないの！　信じて……！」


    　マンションの部屋の中で、花か音のんが探り当てた薬剤師の女が腰を抜かしながらうろたえる。


    　そんな透とう子こに、武尊たけるは──ヘルヴェノム卿きようとして相対していた。


    「怯おびえることはない。ただ君の知っていることを話してくれればいいのだ。君が知っている、プロジェクトの全貌について……」


    「だ、だからそんなプロジェクトのことなど、なにも、なにも知らない！　そもそも、ヘルヴェノム卿がなぜ私を……ここまで私を運んできた奴らも、もしかして怪人……！」


    「いいや。彼らはただの私の『協力者』だ。まぁ、君が気にすることはない」


    　月つき杜もり中央病院から帰ったあと、武尊は女性の身元を調べ上げていた。


    　そして住所を突き止め、病院から帰宅したばかりの彼女のもとに、ヘルヴェノム卿として現れたのである。マンションの部屋に侵入するくらい、わざわざリヴァイアサンのメンバーを動かす必要もない。


    　それに尋問ということであれば、ヘルヴェノム卿ほどその力に長たけた者もいないのだ。


    「できれば君には素直に協力してもらいたかったのだが……仕方ないな……」


    「な……なにをする気で──」


    　薬剤師の女はそれ以上、言葉を発せられなかった。顔を痙けい攣れんさせ、喘あえぐように呼吸する。まるで抗あらがえぬ恐怖に侵されたかのように。


    〝恐怖支配テルール〟。か弱き怪人オルタたちを統べる絶対悪アルケマルスの力。


    　恐怖の表情を浮かべる透子に、ヘルヴェノム卿は問いかける。


    「さぁ、答えてくれ。私は君を助けたいのだ。この恐怖から、早く君も逃のがれたいだろ？」


    「い……いや……いや、いや、いや、いや、いやぁ！」


    　女性は首を振りながら絶叫する。両目からとめどなく涙をこぼしながら、それでも争い続ける。


    「あの人たちは……言ったの！　協力すれば……息子と娘を助けてくれるって！　あの子たちのために……プロジェクトのことを、話すわけにはいかないのぉ……！」


    「あの子たち……。そうか、君にも守るものがあるということか……」


    「殺すなら殺しなさい！　絶対に、絶対にお前なんかに話したりなんて──」


    



    　──私たちがいるじゃない。二人でミアを守るの。


    



    　叫ぶ女性の顔が一瞬、佐さ和わ子この面影と重なる。武尊は仮面の下で唇を噛かみながら、己おのれのフラッシュバックを振り切るべく、〝恐怖支配テルール〟のレベルを強めた。女性はもはや悲鳴を発することもできず、ただ息を喘がせた。


    〝恐怖支配テルール〟が与える恐怖には段階がある。いま薬剤師の女性が味わっている恐怖は金縛りなどでは済まない。このまま恐怖が持続すれば、間違いなく心を壊す。


    「大切なもののために命を投げ出す？　それは愚かだよ。じつに愚かな選択だ……」ヘルヴェノム卿きようは歌うような声で囁ささやいた。「さぁ、知っていることを話したまえ。激しい恐怖は脳を蝕むしばみ、破壊する。大切な子供の顔すら、思い出せなくなるぞ？」


    「いや……いやぁ……京きよう子こぉ……！　茂しげるぅ……！」


    　薬剤師の女性のすすり泣く声が部屋じゅうに響き渡る。ヘルヴェノム卿は恐怖で壊れゆく女を見つめながら、彼女が喋しやべりだすのをじっと待ち続けた。やがて薬剤師の女性の中でなにかが壊れたのか、ぷつりと喚くのを止め、虚ろな眼まな差ざしのままプロジェクトに関する情報を話し出したのである。


    　そして手がかりを得たヘルヴェノム卿は恐怖のあまり心が壊れてしまった薬剤師の女性をベランダに連れて行き、とんとその背中を軽く押した。


    　そして薬剤師の女性はじつにあっけなく、路上へ転落して、命を落としたのだ。


    



    　武尊たけるは昨夜、薬剤師から得た情報を整理する。


    　薬剤師の女性は、プロジェクトにおいて病院ともうひとつの協力団体を繋つなぐ仲介業者の役目を担になっていただけであり、プロジェクトの全貌まで把握していたわけではなかったらしい。


    　薬剤師の女性がプロジェクトに参加したのは、重傷を負った子供たちの治療のため。どうやら彼女に話を持ちかけた者たちは、彼女の子供たちに高度な医療を受けさせると約束していたようだ。子供の行方は現在調べているところだが、マンションの部屋に手がかりが残されていなかったことからして、すでに海外の病院に移されている可能性もある。子供から話を聞くことは難しいだろう。


    　だが薬剤師の女性からもたらされた情報により、少なくともプロジェクトの実在と、プロジェクトを推進するもうひとつの協力団体を知ることができた。


    　メメント社。三年前に設立された製薬ベンチャー企業だ。


    　月つき杜もり市の中心に本社ビルを置くメメント社は三年前に起業して以来急成長を続けており、市内に複数の研究施設、製薬工場を有していた。


    　薬剤師の話によれば、オルタ細胞の人体実験プロジェクトに関わるデータがメメント社研究施設のデータルームに保管されているらしい。


    　まだメメント社と【財団】とのつながりはわからない。だが、薬剤師の死により、向こうも気づいたはずだ。自分たちのプロジェクトを調べている者の存在に。


    　もっとも単に施設を襲撃したところで、バックアップを取られていた可能性もゼロではない。はたして相手がなんの研究をしていたのか調べるために、データは奪取しておいたほうがいいだろう。


    　問題はどうやってメンバーを納得させるかだが──オルタ細胞を強化しているプロジェクトの概要を伝え、そのデータ利用がガイムーン打倒につながることを説けば、納得させることはできるはずだ。


    　立ち止まっている猶ゆう予よはない。行動は迅速に起こさなければならない。


    　メールを打とうとした武尊たけるはふと先ほどのミアの言葉を思い返した。


    「天国の佐さ和わちゃん、か」


    　幼い頃から汀てい子こＦＣのコーチとして、ミアと武尊を見守ってくれていた佐さ和わ子こ。怪人オルタに対してあれだけの悪意を向けていたものの、やはり武尊にとって佐和子は恩師であり、間違いなく大切な人だった。


    　そんな佐和子を、武尊はこの手で刺し殺した。


    　そして昨日も、武尊は守るべき者を持った他者を、この手で突き落とした。


    　天国と地獄が本当に存在するのかはわからない。だがもし地獄が存在するなら、間違いなくそこが武尊の終着点となるに違いない。佐和子を殺し、子供を守ろうとした薬剤師の母親を殺し、これからもまた悪をなそうとする自分は間違いなく、それが最もふさわしい結末だ。


    　だから地獄へ落ちる前に、為なすべきことを為さねばならない。


    　武尊にはもうひとつ気にかかっていることがあった。月つき杜もり中央病院を襲った、あの怪人オルタたちのことだ。月杜中央病院への調査も続けるべきだろう。


    　武尊はスマートフォンの画面をタップし、新生リヴァイアサンのメンバー宛あてと、花か音のん宛にそれぞれメールを作成する。


    　すべては適材適所だ。武尊はメールを作成し終えると、すぐに送信する。


    　もう立ち止まることも、引き返すこともできない。


    　ただ、自らの守りたいもののために、為すべきことを為すだけだ。
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    　放課後、花音はふたたび月杜中央病院を訪れていた。


    『月杜中央病院で、例の怪人オルタに襲われた患者について情報を集めてください。俺たちの追っている件となにか関連があるかもしれません。紡つむ生ぎさんたちにはほかの任務をお願いしていますのでよろしくお願いします』


    　それが先ほど、花音が受け取ったメールだった。


    　紡生たちに確認をとったところ、すでに彼女たちも二代目ヘルヴェノム卿きようから別のメールを受け取り、動き出しているとのことだった。メメント社の施設にある情報の奪取、それが紡生たちの任務であるらしい。


    　メールを受け取ったとき、花音は違和感を覚えた。武尊のメールには、例の薬剤師についてはなにも触れられていなかったからだ。はたしてメメント社という名前を、武尊たけるはどこから入手したのだろうか。


    　武尊に確認をとると、『別のアプローチでうまく情報を得られたので、薬剤師のことは気にしなくていいです』とだけ返信が来た。それで一応花か音のんも納得し、病院にやってきたのである。


    　花音は改めて、夏の夕日に照らされた病院を眺める。


    　街中にそびえ立つ病院はまるで、悪意を抱えた要塞のようにも見えた。その印象が花音の錯覚にすぎないことも理解していたが、それでもここが敵地である可能性は極めて高いのだ。


    　花音の脳裏をよぎったのは、天羽あもうミアとの邂かい逅こうだった。


    　さすがに今日また出くわすことはないだろうが、警戒はしておいたほうがいいだろう。


    　しばらく迷った末、花音は頬ほおを両手で叩たたいた。


    「──さぁ、行きますか」


    　そして花音は月つき杜もり中央病院へ歩いていった。
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    　花音が病院へ向かったのと同時刻。


    　新生リヴァイアサンのメンバーであるアラクネたちは、月杜市の外れにあるメメント社の研究施設に潜入していた。


    『アラクネ、糸の準備はどうなっている？』


    「もうできてるわ。合図があれば、いつでもいける」


    　無線越しに聞こえるヘルヴェノム卿きようの指示に、蜘く蛛もを模した頭部の顎あごが動く。


    　紡つむ生ぎの怪人オルタ態、アラクネは蜘蛛を模した怪人オルタである。


    　アラクネは施設に侵入する仕掛けのために、吐いた糸を施設じゅうに張り巡らせていた。大量の糸を吐いてしまったので、また糸を吐けるようになるまで『充じゆう填てん』に時間がかかるが、もうこれ以上吐く必要もないだろう。


    　そんなアラクネのそばには、仲間の怪人オルタたちが控えている。


    　レミオ──カメレオンを模した瓶かめ呂ろ礼れ央おの怪人オルタ態。


    　ハトル、マトル──猫を模した、猫ねこ宮みや葉は斗と子こ・麻ま斗と子この怪人オルタ態。


    　総勢四名の〝悪の結社リヴァイアサン〟のメンバーたち。ここにはいないエコール、イカルガ、ヘルヴェノム卿を合わせても七人しかいない。秘密結社にしてはずいぶんこぢんまりしている。改めてアラクネはそう思い直した。全盛期のリヴァイアサンにはまだ遠く及ばない。


    　それでも彼らが禍か嶽がく社しやリヴァイアサンを名乗っているのは、現状の社会で虐げられている怪人オルタたちの現状を打破するためである。そのために怪人オルタたちの天敵であるガイムーン打倒を目下の目的に掲げ、二代目ヘルヴェノム卿に従い、作戦行動を繰り広げていた。


    　そして今回の作戦目的として言い渡されたのが、研究施設のデータルームに保管されている『オルタ細胞人体実験プロジェクト』のデータ奪取である。


    『了解した。それでは始めよう、諸君。──すべては怪人オルタの未来のために』


    　ヘルヴェノム卿きようの宣告を合図に、アラクネはスイッチを押した。


    　アラクネの糸と連結した電力発生装置が発した高電圧により、伝導性の糸に高電流が伝っていく。施設の壁には張り巡らされた糸は瞬時に高圧電線となり、潜入ルートの警備システムを焼き切った。監視カメラ、赤外線センサー、警備ロボット、それらのシステムが停止したことを確認し、アラクネたちはバックパックを背負いながら駆け出す。


    　もともとこの施設に勤務している職員は少ない。彼らが異変に気づくのに要する時間は事前に行ったシミュレーションで三十分前後と見積もっていた。それだけ時間があれば、任務を完了させるのに支障はない。ヘルヴェノム卿はアラクネたちから離れた場所で逐一情報を確認しつつ、随時こちらへの指示を送り続ける。


    『通路の先にある第三管制室の扉を破って侵入を。目的地へはその部屋からしか経由できない』


    「管制室に人がいた場合はどう対処すればいい？」


    　レミオの問いかけに、ヘルヴェノム卿はすぐ答えた。


    『目的の達成が最優先だ。迅速に事が進むのであれば手段は問わない』


    「……了解だ、大将」


    　レミオはまるで身構えるように、口から肥大した舌をぺろりと出した。


    　マトルはライフル銃を、ハトルはナイフを構える。


    　もともと特異な身体能力を持つ怪人オルタたちは人間ネイテイブのように武器を使うことはあまりない。


    　だが怪人オルタの中でも格段に優れた運動能力を持つハトルとマトルは自分たちの運動性能をフルに生かした攻撃ができるよう、あえて武装するスタイルを取っていた。


    　みなはなにも言わない。だがヘルヴェノム卿の指示にある言外の意味に、みなが気づいていた。


    　手段は問わない。つまり状況によっては殺人も許可するということだ。


    　前回までは人死にを避ける方向で動いていたヘルヴェノム卿だったが、ここへ来て方針が若干変わりつつあるのをアラクネは肌で感じ取っていた。


    　一行はそのまま突き当たりに出る。そこで第三管制室の扉を発見した。


    「お、アレだな」


    　レミオはカメレオンに似た長い舌を鞭むちのように勢いよくしならせた。棍こん棒ぼうのように丸まった舌の先端がドアを突き破り、アラクネたちは第三管制室へと侵入する。


    　最新鋭の端末がずらりと並んだ部屋には、電子ロックのかかったゲートが設置されていた。


    　ゲートの先にはさらに別の扉があり、向こう側から重い駆動音が響いている。


    「第三管制室に到達。誰もいないわ」


    『了解した。そのままロックを解除してデータルームへ進め。……ここから先は電磁シールドの影響で通信も途絶える。あとは打ち合わせどおりに頼む』


    「ええ、ヘルヴェノム卿きよう」


    　アラクネたちは互いに頷うなずき合うと、バックパックからセキュリティーキーを取り出した。


    　ヘルヴェノム卿から支給されていたセキュリティーカードは問題なく機能し、ゲートはすんなりと開錠される。


    　そのままリヴァイアサンの面々はゲートを突破し、最後の扉を開けた。


    　扉の先にあるのは、部屋というよりもだだっ広い倉庫のようだった。


    　排熱対策のために天井も床も、広く設計されており、ちょっとした体育館を連想させる。


    　そんな空間に、高さ二メートルほどの筐きよう体たいが一〇〇台ほど等間隔に設置されている。


    　筐体の内部には、メメント社内のデータが保存されたＨＤＤ、そしてデータを管理するネットワークを構築するためのサーバーなどが格納されている。筐体は冷却ファンを駆動させ、熱を排出しながら、メメント社内の機密データを守り続けている。


    　整然と列をなす筐体群の間にできた通路を進みながら、アラクネたちは筐体のひとつに近寄る。ハトル、マトル、レミオたちが見張っているあいだ、アラクネはバックパックを下ろし、中からノートＰＣを取り出した。


    　セキュリティーカードとおなじく、事前に支給されたノートＰＣには、データルームのネットワークへログインするためのソフトがあらかじめ仕込まれている。


    　以前、ヘルヴェノム卿が行った作戦により、新生リヴァイアサンには人間ネイテイブのスポンサーがついている。物資や弾薬の調達には事欠かない。


    　アラクネはＵＳＢケーブルでノートＰＣと筐体内部のサーバーを接続し、内部データのネットワークにアクセスする。ログインを完了したノートＰＣはそのままデータルームのネットワークから主要なデータをコピーするために、待機状態となった。


    　これでメメント社の実験データを奪取するという任務目標はひとまず達成できそうだ。


    　ここまでは順調にいっている。アラクネたちはひとまず安あん堵どの息を漏らした。


    「ねーねー、ほんとかな。このデータを使えば、ハトルたちも強くなれるっていうの」


    　心の余裕ができたのか、ハトルがテンションを上げて尋ねる。


    　アラクネは苦笑しながら答えた。


    「どうかしらね。ヘルヴェノム卿の言葉を信じるなら、オルタ細胞の強化データを利用して、ガイムーンに対抗しうる力を手に入れるって話だったけど……」


    「わざわざ大将の指示でここまで出向いてやってんだ。そうでなくちゃ困るよ」


    　うんざりしたように肩を下ろすレミオに、マトルは小首をかしげる。


    「レミオさん……ヘルヴェノム卿のこと、こないだの戦いで見直したんじゃなかったの……？」


    「あのガイムーンとやりあって生き残った。そこは認めてやってるだけだ」レミオはぶっきらぼうに言い放った。「まだアイツに関しては評価待ちってところ。……第一おかしいだろ。人間ネイテイブが怪人オルタを指揮するなんてよ」


    「まぁ、それを言うなら、そもそもガイムーンとの戦いに人間ネイテイブが生き残ったっていうのが驚きなんだけど……」


    　アラクネはノートＰＣの画面を見つめる。まだコピー完了まで時間がある。警備員が気づいている気配はない。冷却ファンの音が轟ごう々ごうと唸うなりをあげ続けている。


    　ふとアラクネの脳裏に、あの夜のことがよぎる。


    　二代目ヘルヴェノム卿きようが自分たちを助け、最強を誇るガイムーンに肉薄した姿を目の当たりにしたアラクネたちは彼への評価を改めたのだが、それでも完全に支持するムードにならなかった。それは二代目ヘルヴェノム卿の正体が人間ネイテイブであることが露見したからである。


    　なぜ人間ネイテイブがヘルヴェノム卿の名を語っているのか。いまだに二代目はその答えを示していない。アラクネたちのあいだでも何度か議論が持ち上がったのだが、そのときにイカルガがこう言ったのだ。


    「正体がなんであれ、ヘルヴェノム卿って神輿みこしは担いでおくに越したことはないんじゃないかねぇ？　しばらくは様子を見てもいいんじゃないのぉ？」


    　もっとも二代目に敵意を向けていた第一種フアースト怪人オルタであるイカルガの意見に、結局アラクネたちも従うことにしたのだ。


    　そのイカルガはといえば、なぜか今回の作戦召集にも連絡を寄こさず、作戦に参加してくることもなかった。


    　イカルガはいつも人を煙けむに巻くような言動を取り、決して本心を悟らせない。


    　いまは二代目におとなしく従っているように見えるイカルガが、本当はなにを考えているのか、アラクネには見当もつかなかった。


    　おなじ怪人オルタでも、第一種フアーストと次種ネクストのあいだには価値観に大きな隔へだたりがあるのだから。


    　そう思いながら、アラクネはノートパソコンの画面に集中する。


    　作業終了の時間も残りわずかまで迫っていた。そろそろ撤退の準備に取り掛からねばならない。シミュレーションではもうまもなく警備員が来る頃──。


    　そのときだ。


    　ハトルが危険を察知した猫のように、ヒゲをピンと立てて呟つぶやいた。


    「……誰かいる、しかも複数」


    　メンバーたちの警戒指数が一気に跳ね上がる。すぐにアラクネはケーブルを引き抜き、ノートＰＣをバックパックにしまった。


    　レミオはあたりに目配せしながら尋ねる。


    「誰かって、警備員か？」


    「…‥ちがう、気がします」マトルが緊張した面おも持もちでライフルを構えた。「……データルームの中に隠れ潜ひそんでいたみたいです。ボクたちを取り囲んでます」


    　ハトルたちの言葉を裏付けるように、複数の足音がデータルームに響き渡った。


    　スパコンの列の合間にできた直線状の通路。その両端を人影たちが塞ふさいでいく。


    　顔面を覆おおう、くちばしのような形状を持った不気味なマスク。グロテスクな緑色の体表をした、おなじ姿の人影たち。


    　あまりに異様なその姿に、アラクネたちは息を呑のんだ。


    「警備員……じゃねえな。もしかして怪人オルタか？　にしちゃあ、オレらみたいなのとは姿がちと違うようだが……ひょっとしてこないだガイムーンとやりあったって連中じゃ……」


    　警戒するカメレオンのごとく、レミオが肥大化した眼球をぐりぐりと動かしながら、あたりを探っていたそのときだ。


    「斬キリリリリ……笑わせるんじゃないよ。私らと、お前ら次種ネクストを同列にするなんてねぇ」


    　か細くゆらめく声こわ音ねが、アラクネたちを嘲あざける。


    　マスクをつけた怪人オルタたちの背後から、カマキリを模した姿の怪人オルタが現れた。


    　女性の肢体は節足動物を連想させる甲こう殻かくで覆われ、両手には鋭く巨大な鎌かまを備えている。


    　アラクネはある確信をこめて尋ねた。


    「……あなた、第一種フアーストね？」


    「斬キリリリリ……はじめまして、ドクモルの娘。あたしゃ、マンティーナって者さ。二代目ヘルヴェノム卿きようとやらはいないのかい？　雑ざ魚こが集まってるじゃないのさ」


    「気色わりー喋しやべり方してんじゃねー、おばさん。なんで人間ネイテイブの施設に第一種フアーストがいやがるんだ！」


    「答える義理なんかないよ、小僧。それより、二代目ヘルヴェノム卿とやらはどこにいるんだい？　さっきまで連絡を取っていただろ？」


    「……それこそ答える義理なんてないわよ」


    「ふーん、そうかい」


    　マンティーナは両手の鎌で刃をこすり合わせる。甲高く耳みみ障ざわりな異音がデータルームにこだまし、相対したアラクネ獲物たちの不安を煽あおり立てる。


    「だったら答える気になれるよう、腕の一本でも切り落としてやろうかねぇ……」　


    　通路を塞ふさぐマスクの怪人オルタたちが手に警棒を構える。


    　無線が途絶えているいま、ヘルヴェノム卿からの救援も期待できない。


    　アラクネたちは現況を確認する。


    　筐きよう体たいの列によって仕切られた一直線の通路、前方には二名のマスクの怪人オルタとマンティーナ、後方には三名のマスクの怪人オルタたちが待ち構え、挟み撃ちの格好になっている。


    　仮にもマンティーナは第一種フアーストだ。戦闘能力でいえば基本的に次種ネクストは第一種フアーストに劣る。


    　正面から戦闘しても勝ち目はない。それに今回の任務は戦闘が目的ではないのだ。もう任務の達成が不可能な以上、すぐに撤退しなければならない。


    　突破できるとすればマンティーナのいない側──つまり後方だ。


    　アラクネたちは視線で合図する。


    　すぐにマトルは後ろを振り返り、ライフルを発砲した。三人並んでいたマスクの怪人オルタたちに立て続けに発砲する。あっけなくマスクの怪人オルタたちは吹き飛ばされた。


    　意外なほどの手ごたえのなさに戸惑うのも一瞬、すぐにアラクネたちは倒れたマスクの怪人オルタたちを踏み越え、駆け出す。


    「行かせないよぉ！」


    　マンティーナが両手の鎌かまを振るった。迸ほとばしる真空の刃カマイタチが鱗うろこだらけのレミオの頬ほおを掠かする。かまいたちにより、筐きよう体たいの一部が切り裂かれた。


    　だがアラクネたちは止まらず、出口に向かって走り続ける。


    　闘争などしない。戦闘はあくまで最終手段なのだから。とにかくいまは逃げる。データルームの扉ももうすぐだ。そこから出て、脱出すれば──。


    　だが扉の前まで来て、リヴァイアサンのメンバーたちは立ち止まった。


    　扉の前にはさらに別のマスクの怪人オルタたちが五名ほど、ずらりと並んでいたからだ。


    　アラクネは糸を吐き出そうとするが、まだ体内での再生成が間に合っていない。


    「雑ざ魚こが……！　数ばっかりうじゃうじゃ増えたところで……！」


    　レミオはカメレオンにも似た舌を変幻自在にしならせた。毒針を持った先端部がマスクの怪人たちの腹部を殴打する。


    　怪人オルタたちはあっけなく倒されたが、すぐに起き上がる。よほど打たれ強いのか、レミオの直撃を食らっても、平然としていた。


    「おいおい、まじかよ……」


    「ここはアタシに任せてよ……」


    　アラクネの隣で、ハトルがコンバットナイフを握り締める。扉に立ちはだかる五名のマスクの怪人オルタたちを見据えた。そのままハトルは豹ひようのように体たい躯くを躍らせる。筐体の上に飛び乗ったのち、マスクの怪人オルタたちの懐ふところへ飛び込んだ。


    　ハトルのヒゲが小刻みに揺れる。あらゆる体感覚を人間の数十倍に高めるそのヒゲは、ハトルの持つ最大の武器である。


    　マスクの怪人オルタたちの身体からだは外装器官に覆おおわれている。コンバットナイフといえども、刃の通る隙すきはない。だがどれほど強固な鎧よろいにも構造的に脆もろい箇所は存在する。


    　怪人オルタ本人にもわからないその箇所を、ハトルは察知することができた。


    　動く直前、ハトルは満面の笑みを浮かべて言った。


    「……くたばっちゃえ！」


    　硬化した緑の体表組織と共に、鮮血が迸る。


    　首筋を、胸元を、足を斬られたマスクの怪人オルタたちはそのまま倒れ伏した。


    　ナイフについた血をハトルは舌先でぺろりと舐なめる。外装器官ごと、中にいる生体も切り捨てていたはずだった。だが、いきなりハトルの足首が掴つかまれる。


    「へ？　ちょ、ちょっと！」


    　鮮血に濡ぬれたマスクの怪人オルタたちがふたたび立ち上がる。傷口は再生した外装器官によって急速に塞ふさがれていた。いくら怪人オルタとはいえ、異常なまでの再生スピードだ。


    「こら！　お前！　はなせーっ！」


    　足首を掴まれたハトルはじたばたともがくが、立ち上がったマスクの怪人オルタたちによって逆さ吊づりにされた。いつのまにかマスクの怪人オルタの上腕部が膨ふくれ上がっている。筋力を増大させ、そのまま手にした警棒をハトルめがけて振り抜こうとした。


    「ハトル！」


    　マトルが叫び、すぐにライフルを発砲。


    　爆はぜるような発射音とともに放たれた銃弾はハトルの足首を掴む怪人オルタの身体からだへ着弾する。


    　狙ねらったのは再生しかけている外装器官の箇所。


    　どんな生物であれ、怪人オルタであれ、再生したばかりの箇所は基本的に脆もろい。ハトルのナイフで切り裂けたのだ。銃弾はそのまま外装器官ごと生体を貫く算段だった。


    　だが着弾の瞬間、銃弾は外装器官に弾かれた。


    「そんな……！」


    　マトルは愕がく然ぜんとする。


    　単純な再生ではない。まるで細胞の強度が上がっているかのようだ。


    　銃撃など気にも留めず、マスクの怪人オルタはハトルに警棒を振り抜いた。


    　警棒が接触した瞬間、電光が炸さく裂れつした。ハトルは悲鳴をあげて、床へ転がされる。外装器官越しに生体へダメージが加えられたのか、わずかに口から血を吐いていた。


    「ハトル……！　しっかりして！」


    「ご、ごめん……だ、大丈夫だから……」


    　床へ転がったハトルに、マトルは駆け寄る。


    　マスクの怪人オルタたちは警棒を握り締めたまま動かない。


    　彼らが手にしているのは対怪人オルタ用に開発された、特殊警棒。接触の瞬間に強力な電気を浴びせ、外装器官越しにもダメージを与える。その威力はいまのハトルが物語っていた。


    「斬キリリリ……これで力の差は理解してもらえたかい？」


    　背中からゆっくり近づく足音が聞こえる。


    　マンティーナに率いられた先ほどのマスクの怪人オルタたち。マトルに吹き飛ばされた三名もまるで攻撃を受けた事実などなかったかのように振る舞っている。


    「なんなの、あなたたち……。そいつらは、怪人オルタなの……？」


    「歴れつきとした怪人オルタさ。第一種フアーストでも、次種ネクストでもない──外種エクストラだけどね」


    「……エクストラ？」


    　アラクネの言葉にも、外種エクストラはマスクを被かぶったまま、沈黙を続ける。


    　まるで自らの意思を失った機械のように。


    「さぁさぁ、次種ネクストども。あんたたちもリヴァイアサンを名乗るのだったら、この闘争を楽しもうじゃないかぁ」


    　マンティーナはひどく愉たのしげな声で告げた。


    　アラクネは黙ったまま、この状況を理解する。


    　こちらは四人、敵は十一人。


    　戦力差では圧倒的に不利。


    　それでも自分たちには勝つ以外の選択肢は残されていないのだ。


    　どちらかの命が尽きるまで、この闘争は終わらない。
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    　月つき杜もり第一高校の放課後、ミアは制服姿のままでまっすぐ月杜中央病院へ向かった。


    　先日、ガイムーンとして出動した際に、怪人たちに襲われていた銀髪の少女に会うためだ。


    　少女の名前は上かみ良ら真ま耶や。


    　いまは心臓病の治療のため、月杜中央病院に入院しているらしい。


    　ミアは先日、ミネルヴァから受けた報告を思い返す。


    



    『上良真耶、月杜市に住む小学生だね。両親はともに大手企業で働くエリート・オブ・ザ・エリート。真耶は心臓病を患わずらってるとかで、もともとあの病院に入院する予定だったみたい。入院予定だった真耶が救急車で搬送されたのは、病態の悪化が原因ってことっぽいけど、詳細は不明。ま、いまは容態も安定して、持ち直しているみたいだけどね』


    　救急車を襲撃した怪人たちと戦ったその日の夜。


    　ミネルヴァはもう襲われた真耶の情報をいつもどおり手際よく入手していた。ミネルヴァの高い情報収集能力に驚きつつ、ミアはひとまず真耶が無事だったことに安あん堵どする。


    　次に気になったのはやはりあの怪人たちのことだった。


    　彼らは何者なのか。なぜ真耶を襲ったのか。


    『そっちについては結局わからずじまいだった。けど、あのカマキリ怪人の素性はわかったよ。名前はマンティーナ、怪人たちの言葉で言えばファーストと呼ばれている世代のグループかな。少なくともリヴァイアサンのメンバーなのは間違いない。いまも所属しているかはわからないけど』


    「じゃあ、やっぱり。あの怪人たちを動かしているのはヘルヴェノム卿きよう……」


    『決めつけるのは早計だよ。そういう先入観は本質を見失いかねない。ま、じっくり調べてみようよ』


    　ミアは真ま耶やの言葉を思い返す。


    　──余計なこと、しないでよ。


    　──あのままでも、あたしはよかったのに。


    　本当に気にする必要がないのだろうか。


    　彼女はなにか事件について知っていると考えるのが妥当ではないのか。　


    『とにかく、あんまり無茶はしないことだね。その月つき杜もり中央病院って、ちょーっときな臭くさい噂うわさがあるみたいだから』


    「きな臭い噂？」


    　ミネルヴァが声のトーンをいくぶん低くして言った。


    『重病で入院していた患者がさ、忽こつ然ぜんと姿を消しちゃうんだって。表向きには死亡って形で処理されてるらしいんだけど、遺族が遺体を引き取りに来た痕こん跡せきもない。そういう噂が、三年くらい前から流れてるっぽい』


    「……噂のソースは？　そんな話、いままで聞いたこともないけど」


    『ネットにも週刊誌にも載ってない、病院スタッフの生の噂だよ。こう見えてもボクは顔が広いからね。あとで消えた患者のリスト送るよ。ま、怪人との関わりはわからないけどね』


    「……意外とやるときはやるんだね、ミネルヴァ」


    『もうちょっとボクを有効に活用しなよ、天羽あもうミア。上かみ良ら真耶の病室は四一二号室だから。いつだってやれる奴さ、天羽ミア。敵がどこに潜ひそんでいるかわからない。ボクも努力はするけど、最後にキミを守れるのはキミ自身だ。そのことはどうか忘れずにね』


    



    　ミネルヴァの報告と忠告を思い返しながら、ミアは肩にかけたスポーツバッグに手を置いた。中に入っているのはガイムーンのマスクと装着具。いつ、なにがあってもいいように、ミアは学校へ行くときにも持ち運んでいる。


    　ミアは月杜中央病院の扉をくぐり抜け、上良真耶が入院している四一二号室へと向かった。


    　院内の廊下を歩くと、アルコールと消毒液の匂いが鼻を突いてくる。最初に連想したのは、焼け落ちた佐さ和わ子この診療所であり、次にベッドに横たわる自分の姿を思い出した。


    　六年前、ミアはこの病院に搬送されたことがある。


    　怪人たちに母親を殺され、自身も重傷を負い、ミアは長らく昏こん睡すい状態にあったらしい。ようやく目覚めたときには、もうミアは月杜市を離れ、ガイムーンの力を手にしていた。


    　怪人に襲われたミアは重体に陥おちいり、現在知られている医療技術で治ち癒ゆすることは不可能な状態だったという。だからミアはオルタ神経節を移植された。


    　オルタ神経節が生み出す外装器官の再生能力と治癒能力を利用することで、ミアは自身の健康を取り戻したのだ。


    　もし手術を受けなかったら、ミアはいまでもこの病院に入院し続けていたかもしれない。


    『許してくれ、ミア。こうするしかお前を助けることはできなかったんだ……』


    　以前、先代ガイムーンであるミアの父親は懺ざん悔げするようにそう謝ったことがあった。


    　おそらく父はわかっていたのだろう。ヒーローとなった者がどれほど過酷な宿命を背負わされるのかを。当時は父の懺悔の意味をわかっていなかったミアも、佐さ和わ子この死によって、ようやくその理由を知ることができた。


    　それでも、ミアは一度だって父の選択を恨んだことはない。


    　ヒーローとして生きる覚悟はとうにできている。


    「ここか……」


    　やがてミアは目的の病室に到着する。


    　ミアは二度、大きく深呼吸してからコンコンと扉をノックした。


    　すると中から、「……どうぞ」とか細い声が返ってきた。扉を開けると、ひと筋の風が頬ほおを撫なでた。開け放たれた窓のカーテンが海面の波のように揺らいでいる。


    　銀髪の少女──上かみ良ら真ま耶やは上体を起こし、窓の外に広がる街の景色を眺めていた。


    　部屋の中には真耶のベッドしかない。病室というよりも、ホテルの個室のようだ。ソファにテレビ、本棚まで用意されている。病室のランク付けという考え方は好きではないが、この病室は間違いなく、高級病室に分類されるだろう。
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    「はじめまして。上かみ良ら真ま耶やさん、だよね？」


    　病室に入ったミアが声をかけると、初めて真耶は顔をミアのほうへ向けた。


    　薔ば薇らのような赤い瞳がミアを覗のぞき込む。


    　まるで雪のような印象の少女だった。触れてしまえば、すぐに溶けてなくなりそうなほど存在が儚はかなげに見える。


    　真耶は答えない。だがこの場合の沈黙は肯定ととって間違いはないだろう。


    「わたし、月つき杜もり第一高校のボランティア部の天羽あもうミアです。いま新しく入院してきた子に、病院での活動を案内してるの。ちょっと説明したいからここの椅い子す、借りてもいいかな？」


    　月杜第一高等学校にあるボランティア部は、月杜中央病院にて重病の子供たちのためのボランティア活動を行っている。何度かミアも手伝いで参加したことがあるので、活動内容はだいたい把握している。赤の他人の病室を訪ねる口実には好都合だった。


    　真耶はこくりと頷うなずいた。少なくとも拒絶するつもりはないらしい。


    　ミアはベッド脇の椅子に腰掛けて、ちらりと傍そばに置かれた本棚に目を向ける。


    『失われた時を求めて』『罪と罰』『黒い雨』『カーミラ』『神々は渇く』『戦争と平和』『ユリシーズ』全四巻……。


    「子供が読むにはおかしな本ばかりだったかしら？」


    　こちらの胸中を言い当てたかのような真耶の問いかけに、ミアはすぐ首を横に振った。


    「ううん。ただすごいなって思って。全部古典なんだよね？　本が好きなの？」


    「……ええ。本くらいしか、遊び相手はいなかったから」


    　真耶は涼しげな声こわ音ねで答えた。泰たい然ぜんとした態度のせいか。幼い容姿に似合わず彼女の精神はひどく大人びているようだった。


    「じゃあさ、わたしが話し相手になろうか？」


    「……あなたが？」


    　真耶の目が訝いぶかしむように細められる。


    「もしかして、私がかわいそうだとでも思った？」


    「まさか。ちがう、ちがう。えーと、取引みたいなもの？」


    　ミアは怯ひるまず、いたずらっぽさを装って言った。


    「ボランティア部の活動っていろいろ大変なんだよね。変な雑用を押しつけられるときもあるしさ。だから、一緒に口裏合わせてくれると、ありがたいかなーと」


    「……呆あきれた。私をサボる口実に利用するつもり？」


    「その代わり、真耶ちゃんが欲しいものはゲームでもなんでも持ってきちゃうよ！　どう？　悪くないでしょ？」


    　大人びてしまった子供というのは大概、相手の偽善や上から目線の優しさに敏感に反応する。だからこそ真ま耶やとは対等の関係で接しなければならない。一方的な優しさではなく、利害関係を明示すれば、少なくともこちらの話に耳を傾けてくれるはずだ。


    　真耶はまるで値踏みするようにミアを見つめる。


    　考え込んでから、真耶は色素の薄い唇を開いた。


    「あなたには、好きな本ってあるかしら？」


    「好きな本？」


    　唐突な問いかけに、ミアは考え込んでしまう。だが、すぐにあるタイトルが思い浮かんだ。


    「『アルジャーノンに花束を』、かな。真耶ちゃん、読んだことある？」


    「ダニエル・キイスね。題名とあらすじだけなら。読んだことまではないけど」


    「そうなんだ。わたしも、つい最近読んだばかりなんだけどね、お父さんに薦すすめられて」


    「お父さん、そう……」


    　真耶はすこし声のトーンを落とし、再度尋ねた。


    「仲がいいのね、本を薦め合うことができるなんて」


    「薦め合ってはいないよ。近頃は手紙のやりとりばかりで全然会えてないし。いろいろ仕事が忙しいみたいでさ、わたしのお父さん」


    「あら、だったら私とおなじね。私も、全然両親には会えてないから」


    　なんでもないことのように真耶は言う。その口調がかえって、彼女が抱える寂しさを浮き彫りにしていた。同情はしない。ただ真耶の持つ寂しさにミアは共感する。


    「お父さんとお母さんは元気なの？」


    「外国で忙しく飛び回っているわ。でも平気よ。いまはインターネットでどこでも繋つながるし」


    「そっか。じゃあよかったね。わたしなんてネットがあっても全然お父さんと繋がらないもの。たまに手紙がくるだけだし」


    「お母さんは？」


    「わたしのママンは、いま天国だから」


    　大好きだった母親。優しかった母親の顔を思い出すと、ずきりと胸の傷が痛んだ。


    　母を殺した怪人が口ずさんでいた『スタンド・バイ・ミー』が、いまもミアの心にリフレインし続けている。しかしミアはそれらの心の痛みを受け流す。


    　真耶は二、三度瞬まばたきしてから、そっと顔を逸そらした。


    「……ええと、ごめんなさい」


    「謝らなくていいよ。話を振ったの、わたしなんだから」


    　初めてミアは、真耶の態度に年相応の子供らしさを垣かい間ま見る。


    　すると真耶はベッドから体をずらして、棚から一冊の文庫本を取り出した。アンソニー・バージェスの『時計じかけのオレンジ』だ。


    「お詫びよ。私が好きな本を貸したげる。読み終わったら感想を聞かせて。あなたなら大事に扱ってくれそうね」


    「それって……」


    「連絡先なんて教えない。ちゃんとこの部屋に来て、私に感想を伝えること」


    　真ま耶やはそっぽを向いたまま、早口で話す。


    「ちゃんと私の暇ひまつぶしの相手をしてくれること。それが私からの取引条件よ、いい？」


    「……うん、わかった。真耶ちゃん、ありがとう」


    　ミアは微ほほ笑えみながら、真耶から文庫本を受け取る。そこで彼女の白い指についたインクの汚れを発見した。ミアの視線に気づき、さっと真耶は手を引っ込める。


    「……そろそろ行って。もうすぐ人が来るの。あなたがいると迷惑になるから」


    「あ、それは邪魔しちゃダメだね。ごめん、ごめん。すぐに行くよ」


    　ミアは椅い子すから立ち上がる。文庫本をバッグにしまいながら、それとなく真耶に問いかけた。


    「もうすぐ人が来るって、病院の人？　検査とか？」


    「……警察よ。あなた、昨日のニュース見てないの？」


    　ミアはぴたりと動きを止めた。


    　相変わらず真耶は窓の外を眺めている。空に浮かぶ、流れる雲を見つめていた。


    「……そっか。怪人に襲われたのって、真耶ちゃんだったんだね。すごく怖い思いをしたんじゃないの？」


    「全然、ちっとも怖くなんかないわ。だって、あれは怪人じゃないもの」


    「えっ？」


    　思わずミアは声をあげてしまう。


    　すると真耶はこちらを振り返り、初めて微笑みかけた。


    　まるで聞き分けのない子供をあやす、静かな微笑みだった。


    「新しい世界へ生まれ変わろうとしている、蛹さなぎよ」


    「真耶ちゃん、それってどういう意味──」


    「必ず、また来てよね。私、待ってるから」


    　真耶はミアの言葉を遮さえぎって言った。


    　そのままミアは頷うなずくことしかできず、四一二号室を出た。


    　間違いない。真耶はあの怪人たちが何者なのか知っている。そして彼らを恐れているどころか、受け入れている節すらある。


    　ひとまず次に会う口実は取りつけられたのだ。これから親交を深めつつ、事情を聞いてみよう。ミアはそう考えながら、一階に降りようとエレベーターを待つ。


    「……天羽あもうさん？」


    　背中から呼びかける声があった。


    　振り向いたミアはそこにいた人物を見て、息を呑のんだ。


    　長い黒髪の少女が緊張した面おも持もちでミアを見ている。臙えん脂じ色のスカーフを巻いた清せい楚そなデザインの制服には見覚えがある。名門聖セントジョージ学園の制服だ。


    　少女──桜さくら井い花か音のんはぎこちなく笑いかけながら言った。


    「ど、どうも。偶然、ですね……」


    



    
      ＊

    


    



    　マンティーナたちとの闘争に入ってから、どれくらいの時間が経たっただろう。


    　五分か、十分か。もはや時間の感覚は曖あい昧まいになっていた。


    「はぁ……はぁ……はぁ……」


    　大だい腿たい部を斬りつけられ、床に倒れたアラクネはほかの仲間たちの姿をみやった。


    　レミオはマンティーナに背中を生体ごと斬られ、倒れ伏して呻うめいている。ハトルは外種エクストラたちから代わる代わる特殊警棒で叩たたかれリンチを受け、ハトルを助けようと奮闘したマトルは外種エクストラの一人に首根っこを捕まれ、筐きよう体たいに頭を打ちつけられていた。


    　マンティーナが囀さえずるような笑い声をあげる。


    「しっかし、なんて斬り応えのない連中なんだろうねぇ。こんなザマでリヴァイアサンの名を名乗れると本気で思っちまってたのかい？」


    「……リヴァイアサンの名前を譲ゆずったのはあなたたちでしょ。初代ヘルヴェノム卿きようがガイムーンに敗北してから、リヴァイアサンの名前を自ら捨てたのはあなたたち第一種フアーストでしょうが！」


    「私らがリヴァイアサンを名乗ることを許したのはね、あくまでお前たち次種ネクストがどこまでやれるのかをテストするためさ。そしてお前たちはテストに合格できなかった」


    　マンティーナの鎌かまがアラクネの肩に刺さる。呻き声を発するアラクネの頭に、もうひとつの鎌があてがわれ、無理やり顔の向きを変えさせられる。


    「さぁ、よく見な、ドクモルの娘。これがお前たちが犯した過ちの結果さ……」


    「ちくしょ……逃げろ、アラクネ……」


    　呻くように言ったレミオだったが、外種エクストラたちに傷を踏みつけられ、短い悲鳴をあげた。


    　アラクネの視界に廃棄物のように倒れた仲間たちの姿が映る。「やめて……」と震ふるえて言うアラクネの耳元へ、マンティーナが口を寄せて蠢うごめいた。


    「後悔を抱いたまま、震えて死ね。半はん端ぱ者ものの、次種ネクストどもが」


    　マンティーナの鎌がアラクネの首めがけて振られる。


    　アラクネが一瞬後に訪れる死を悟った、まさにそのときだ。


    



    「──半端者は果たしてどちらだろうな」


    



    　突如、怖おぞ気けの立つような『圧』がアラクネの背筋を襲った。


    　マンティーナの刃がカタカタと震ふるえている。外種エクストラたちも時間が止まったようにぴたりと静止していた。いまこの場にいる全員がおなじ感情に支配されている。


    　生物にとって最も原初的な感情、すなわち、恐怖。アラクネはこの恐怖の根源を知っている。


    　ヘルヴェノム卿きようの持つ絶対悪アルケマルスの象徴たる力──〝恐怖支配テルール〟だ。


    　魂を持つ生命は彼かの者が発する恐怖に抗あらがえず、頭を垂れる。


    「宣告しておこう。これは闘争ではない。ただの裁定である」


    「お前は……！」


    　屍し人びとの声で告げる黒い影。時が止まった世界で、影は自在に闊かつ歩ぽする。スパコンの残ざん骸がいを踏みつけ、マンティーナへと歩み寄る。


    　虚無の髑どく髏ろを模した仮面が暗がりに浮かび上がった。


    　両手には牙にも似たトンファーを構え、黒い影──二代目ヘルヴェノム卿は告げる。


    「これが私の裁きだ、マンティーナ。決して安住の死を迎えられると思うな」


    



    
      ＊

    


    



    　武尊たけるが異変に気づいたのは、監視していた警備員の動きからだった。


    　変事が起きてもまるで動こうとしない警備員たちに違和感を覚えた武尊は、今回の作戦が相手に筒抜けになっていたのを察知し、駆けつけてきたのだ。


    　相手からなにかしらの動きはあるかもしれないとは思っていた。


    　だがまさか第一種フアーストの怪人オルタ、マンティーナがここに現れたのは予想外だった。ガイムーンと交戦した、マスクの怪人オルタたち──外種エクストラたちもなぜ一緒にいるのかはわからない。


    　それでも彼らが敵であり、排除するべき存在なのは確実である。


    　ならばヘルヴェノム卿として、武尊は相応の行動を取らなければならない。


    「ようやくご登場かい、二代目ヘルヴェノム卿……。噂うわさどおり、先代の猿まねだけは得意みたいだねぇ……そんなので〝恐怖支配テルール〟を極めたつもり──」


    　マンティーナの言葉は途中で遮さえぎられる。ヘルヴェノム卿が手にしたトンファー、マルス・インパクターがマンティーナの鎌かまを打ち砕いていた。


    「斬きぃやああああああああああああああああああああああああ！」


    　断末魔の悲鳴をあげるマンティーナだが、ヘルヴェノム卿の〝恐怖支配テルール〟により抵抗することすら許されない。


    「イカルガは〝恐怖支配テルール〟を克服しているようだったが、お前はそうでもないようだな。闘争の意志なき怪人オルタが、よく我々の邪魔をしてくれたものだ」


    「外種エクストラ……外種エクストラ……ただちに戦闘を開始せよ……外種エクストラ……」


    「無駄だ。いまここでお前を助けられる者などいない」


    　外種エクストラたちは痙けい攣れんしたように身体からだを震ふるわせて、動けなくなっていた。いまこの場は完全に、ヘルヴェノム卿きようによって統制されている。誰もこの恐怖から逃のがれられない。


    「さぁ、マンティーナ。時間はたっぷりある。君が持つ、すべての情報を吐きたまえ」


    「誰が、あんたなんかっ……！」


    「そうか」


    　ヘルヴェノム卿はマンティーナの顔をマルス・インパクターで殴りつけた。短い悲鳴をあげるマンティーナの顔から砕けた甲こう殻かくの破片が飛び散っていく。


    　武尊たけるは仮面の下で目を細める。


    　どこまでの暴力を施ほどこせば、この女は口を割るのだろうか。〝恐怖支配テルール〟の力を強めて無理やり吐かせてもいいが、この女は強きよう靭じんな精神の持ち主ではない。下手に調整が狂えば、心を壊すおそれがある。やはり古典的な手段でいこう。


    　手足の一本でも砕けばきっと白状する。おそらくマンティーナの背後にいるのはリヴァイアサンの元幹部たちだろうか。ほかの第一種フアーストどもへの牽けん制せいに使えるかもしれない。


    　冷静に、冷徹に、武尊が思考を巡らせていたそのときだ。


    　油の切れたブリキ人形のように、マンティーナは首を動かす。無理やり声帯を震わせ、怒いかりに満ちた怨えん嗟さの声を撒まき散らす。


    「意志なき怪人オルタ……？　責任の取り方……？　無力な人間ネイテイブがなにをほざいてんのさ……！」


    　ぼろっとマンティーナのカマキリ面が半分崩れ落ちる。剥はがれた外装器官の下から、狂気に苛さいなまれた女の目が露あらわになった。


    「第一種フアーストを舐なめんじゃないよ、ガキがぁぁああああ！」


    　ぞわりと嫌な予感が膨ふくれ上がる。ヘルヴェノム卿は速やかに動きを封じるべく、マンティーナの脚に一撃を加えようとした。


    　だが、それよりも早くマンティーナは行動する。恐怖の拘こう束そくを振り切ったマンティーナは残っていたほうの鎌かまで、いきなり自身の胸を貫いたのだ。


    「ガハッ！」


    　マンティーナは口から赤い血を吐いた。生体ごと貫いた深い傷、当然マンティーナ自身も無事に済むわけがない。だがマンティーナは笑っている。笑い続けている。


    　次の瞬間、爆散するような光がマンティーナから発せられた。


    　すかさずヘルヴェノム卿は後退し、マンティーナから距離を取った。


    　あるいはマンティーナだったモノと呼ぶべきか。


    　そこにいたのは怪人オルタではなく、体長二ｍを超す巨大なカマキリの怪物モンスターだった。


    　マンティーナの面おも影かげを残した怪物はじっと複眼をヘルヴェノム卿へと向ける。


    　下半身からは二対の脚を生やし、身体全体は蟹かにのような甲殻で覆おおわれている。そのフォルムは半人半獣のケンタウルスを連想させた。怪物の巨大な体たい躯くが動くたびに、脇に設置された筐きよう体たいが押し倒されていく。


    「なんなの、これ……」


    　呆ぼう然ぜんとしたアラクネの呟つぶやきは、この場にいるメンバーたちの気持ちを代弁していた。


    　千ち代よから怪人オルタの知識を叩たたき込まれている武尊たけるも、こんな形態はいままで聞いたことがない。


    　先ほどよりもずっと巨大に膨ふくれ上がった両手の鎌かまは象すらも両断できるスケールを備えている。ヘルヴェノム卿きようは両手のマルス・インパクターを振るった。


    　発生させた衝撃波によるロングレンジ攻撃。


    　竜巻のような威力の衝撃波を正面から浴び、カマキリの怪物はのけぞる。だがダメージと呼ぶほどの衝撃を与えられなかった。


    「キリ……キリ……キリリリ……」


    　鳴き声というより、金属を引っ掻かいたような不愉快な音が部屋じゅうに反響した。


    　理性は感じられない。まさに闘争の獣だ。


    　武尊は戦いの心構えを変える。人間ではなく、獣と相対するつもりで向き合う。


    　怪物はヘルヴェノム卿をじっと見つめたのち、出し抜けに脚を動かした。


    　猛烈な勢いで駆動する二対の脚。その突進はまさに怒いかれる闘牛だ。


    　だがヘルヴェノム卿は避よけない。


    　両腕のインナーマッスルを強化し、マルス・インパクターを出力全開で振るった。


    　両手に握った牙の先が、怪物の胴体部──腹部にできた関節を抉えぐる。放出された衝撃波が関節を伝い、内側の肉を爆砕した。


    　しかし怪物の突進は止まらない。気にも留めていないようだ。


    　両腕の巨大な鎌を、ヘルヴェノム卿の頭上めがけて振り下ろす。


    　すぐにヘルヴェノム卿はマルス・インパクターを引き抜き、刃の側面に向けて振り抜いた。


    　だが鎌は砕けず、ヒビひとつ入らない。


    　怪物はぎろりとこちらを睨にらみ、そのまま腕を振るった。丸太でぶん殴られたかのような衝撃に襲われ、ヘルヴェノム卿の体が弾き飛ばされる。


    　なんとか態勢を崩さず着地したが、怪物の反応も素早い。


    「キリ、キリキリ、キリキリキリキリリリリリリリリリィィィィィィ!!」


    　悲鳴にも、歓声にも似た反響音を発しながら、ヘルヴェノム卿に接近。ふたたび両腕の鎌で斬りつけてくる。


    　ヘルヴェノム卿は咄とつ嗟さに、両手のマルス・インパクターで鎌を受け止め、鍔つばぜり合う。


    　尋常ではないパワーに押されてか、本体から破裂音が響いた。マルス・インパクターの棒部分に亀裂が走る。


    〝恐怖支配テルール〟がまったく通用していない。マンティーナだったはずのこの怪物には恐怖を感じる機能が消失しているようだ。恐怖する心がない者に、〝恐怖支配テルール〟の力は及ばない。


    　このままでは確実に自分は競せり負ける。


    　あの機能を使うしか──。


    　一瞬、そんな考えが頭をよぎったが、機能のロックを解除するためには、特別な条件が必要となる。まだ武尊たけるはロックを解除する条件を満たしてはいない。


    　マルス・インパクターから煙が上がり、力が抜ける。もう限界が近づいていた。


    　新機能は使えない。ならば残った手立てで対処するしかない。


    　──まだ使える『牙』はほかにもあるのだから。


    　ついに両手のマルス・インパクターが砕けた。


    　競り勝った怪物は力が抜けたのか、一瞬その体勢が弛緩する。


    　その隙すきにヘルヴェノム卿きようは拳を握り締め、新たな牙を覚醒させた。


    「ファング・バースト、起動」


    　ヘルヴェノム卿の手首から拳を挟みこむように、一対のチタン製のブレードが現出する。


    　ブレードの威容はまさに手から生えた牙フアングだった。


    　そのままヘルヴェノム卿は怪物の懐ふところへ飛び込み、拳を叩たたき込む。二本の牙は怪物の喉元へ刺さった。だが体表は分厚く牙は深くまで到達しない。


    　怪物は唸うなり声をあげながら、鎌かまでヘルヴェノム卿の首を斬り落としにかかる。


    　しかしヘルヴェノム卿の攻撃はまだ終わっていなかった。


    　超高速で振動する二本のブレード。その振動は爆発的な衝撃波となり、怪物の外装器官を爆散。怪物は天を仰ぐとそのまま動かなくなる。


    　ヘルヴェノム卿は拳を引き抜き、荒く息を吐いた。拳から蒸気が吹き出ている。マルス・インパクターと同等の威力を拳で再現しているのだ。当然、反動はある。強烈な痛みが武尊たけるの拳を苛さいなんでいた。手の骨が折れているかもしれない。


    　怪物の外装器官が塵ちりとなって消えていく。もう起き上がることはないだろう。ヘルヴェノム卿は今度こそ尋問するべく、怪物と化していたマンティーナへ近づいていった。


    『これ以上、マンティーナに手出ししないでいただこうか』


    　コントラバスのような重い響きを伴ともなった声がした。


    　ヘルヴェノム卿の前に立ちはだかったのは、一人の外種エクストラだった。いつの間に〝恐怖支配テルール〟から逃のがれたのか。ヘルヴェノム卿は咄とつ嗟さに、眼前の敵に向けて〝恐怖支配テルール〟を放とうとする。


    『無駄だ。この外種エクストラはいま脳内チップに干渉し、扁へん桃とう体たいの働きを抑えている。恐怖を受容する器官が機能していなければ、〝恐怖支配テルール〟は効力を発揮しない。それはお主も、先日のガイムーンとの戦いで承知しているはずだ』


    　どうやら声の主は、外種エクストラが着けたマスクのスピーカー越しに話しているらしい。脳内チップによる操作。まるでロボットのような扱いだ。


    「……お前は誰だ？」


    『無線越しに失礼する。余は禍か嶽がく社しやリヴァイアサン、元幹部ビートリガ。栄光ある第一種フアーストの怪人オルタである。マンティーナが世話になった』


    　ビートリガ。


    　武尊たけるはその名前を頭に刻み込む。


    　リヴァイアサンの元幹部ということは、マンティーナよりも実力は上ということか。


    「……世話になったのはお互い様だ。変わった部下たちがいるようだが」


    『企業秘密、としておこう。おかげでよい実証試験になった。ひとまずここは痛み分けといかないか？　こちらも我が社の施設を破壊されたのでな。ま、バックアップは取っているので大した損害ではないがね』


    「我が社……？　どういうことだ？」


    　ヘルヴェノム卿きようの問いかけに、ビートリガはせせら笑うばかりだ。


    『答える義務はなかろう。秘密があるのはお互い様であろう？』


    「そんな言葉で我らが納得すると？」


    『納得する、しないという話ではない。こちらはいつでもそちらの〝恐怖支配テルール〟を断ち切れる。外種エクストラが相討ち覚悟で臨のぞめば、お主らの兵力をどれだけ削れるだろうな』


    　ヘルヴェノム卿も、アラクネたちも動くことはできなかった。


    　まだこの外種エクストラの力の正体がわからない。下手に手を出すのは危険すぎる。


    　だが武尊は妙な既視感デジヤブを覚えていた。


    　マスクを着けた外種エクストラたち、怪物化したマンティーナ。まったく姿は違うのに、武尊の脳裏に浮かんだのはあるイメージだった。


    　純白の仮面を被かぶり、時として正義の機械となり、怪物並みの力を振るう月つき杜もり市のヒーロー。


    　彼らは似ていた。ガイムーンによく似ているのだ。


    「ビートリガ、貴様の目的はなんだ？　なぜ我々を襲撃する？」


    　ヘルヴェノム卿は交渉を切り出す。


    　彼から目を離してはならないと直感が告げた。武尊の知らないところで動いているシナリオがある。誰の筋書きか、なにが目的か、武尊は見過ごすわけにはいかなかった。


    　そこに自分が、なによりミアが関わっているのだとしたら。


    『余の目的？　もちろん、決まっておろう』


    　スピーカー越しのビートリガの声が奇妙なトーンで弾んだ。外種エクストラの腕がだらりと下がる。


    　まるで用済みになった玩おも具ちやのように。


    『──敵将の首を討ち取ることだ！』


    　いきなり外種エクストラの胴が真っ二つに分断された。


    　強烈な空気の圧が襲いかかる。瀕ひん死しのマンティーナが放った真空の刃カマイタチ。とっさにヘルヴェノム卿きようは左拳を突き出した。


    　瞬間的に展開されるファング・バーストの衝撃により、かまいたちが相そう殺さいされる。だがすべてを受け止めきれたわけではない。


    　左拳から血が噴き出す。左腕のスーツがズタズタに切られ、衝撃の余波はマスクにまで伝わった。透過バイザー越しに亀裂が走る。そのせいで、〝恐怖支配テルール〟の効力が途絶えてしまう。


    　拘こう束そくから逃のがれた外種エクストラたちが一斉に球体を取り出し、そのまま床へと投げつけた。


    　データルームじゅうを満たす閃せん光こう。


    　ダメージを負ったヘルヴェノム卿は対応に遅れてしまった。


    「この借りは必ず返すよ……斬キリリリリ……」


    　置き土産みやげのようなマンティーナの笑い声が反響する。それに続く足音。


    「待て……マンティーナ……！」


    　ヘルヴェノム卿の声も虚しく、視界がもとに戻ったとき、マンティーナと外種エクストラたちの姿はどこにも見えなかった。


    　あとに残されたのは破壊された筐きよう体たいと、胴体を両断された外種エクストラの死体のみ。


    　倒れているハトルのもとへ近づいたマトルは、ぴくりと耳を動かした。


    「近づいている……足音が複数……もうすぐこちらへ来る……」


    「また外種エクストラたち？」


    　レミオを介抱するアラクネに、マトルは首を振った。


    「……たぶん、違う。警備員っぽい。無線で警察も呼んでる……」


    「向こうが去った直後に来るなんてね……。どんだけ虫のいいタイミングなのよ……」


    「退却だ。いまの状態では、人間ネイテイブと交戦するのは望ましくない」


    　マトルはハトルを、アラクネはレミオを起こし、それぞれの肩を抱いた。


    　ヘルヴェノム卿も傷だらけの手を押さえて撤退しようとするが、床に置かれた外種エクストラの死体を一いち瞥べつする。


    「……ヘルヴェノム卿？」


    　アラクネの呼びかけにも答えず、ヘルヴェノム卿は外種エクストラに近づき、そのマスクを剥はぎ取った。


    　外種エクストラのマスクの下から出てきたのは、普通の男の顔だった。街を歩けば、きっとすぐに出くわす平凡な男が、光を失った瞳をヘルヴェノム卿に向けていた。
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    　ヘルヴェノム卿たちがマンティーナ・外種エクストラたちと激闘を繰り広げていたのとおなじ頃。


    　花か音のんはミアと一緒に、月つき杜もり中央病院のすぐそばにある喫茶店に入っていた。


    「急に誘って申し訳なかったです。忙しくはないんですか……？」


    「全然平気ですよ。このあと特に用事もありませんから。聖セントジョージ学園の人、だったんですね。まさかまた病院で会うなんて……」


    　テーブルを挟んだ向かい側に座る天羽あもうミアが微ほほ笑えむ。


    　こうして素顔を晒して会うのは三度目となる。それでもいまだに花か音のんはミアとどう接していいのかわからずにいた。


    　あの薬剤師のめぼしい手がかりも見つからず、引き返そうとしたそのときにミアの声を聞いてしまい、つい花音は声をかけてしまったのだ。


    　わざわざ危険を冒してまでミアに声をかけたのは、任務のためだった。


    　会話のすべてを聞き取れたわけではないが、どうやらミアは昨日怪人オルタに襲われた子供に会いに来ていたらしい。


    　なぜガイムーンである天羽ミアが病院に通い続けているのか。武尊たけるも口にこそ出さなかったが、救急車を襲った謎の怪人オルタと月つき杜もり中央病院の関わりを気にしているようだった。


    　もしかしたら花音とミアはおなじものを追いかけているのかもしれない。だからこそ、こうして接触をしたというのが理由のひとつ。


    　そしてもうひとつ最大の理由は──敵である天羽あもうミアがどんな人物なのかを見極めるため。


    「前はろくにお話しできなかったので。月杜タワーで会ったときから、また会いたいなって思ってたんです」


    「本当ですか？　覚えてもらえてたなんて光栄ですね。けど、まさか沖おき名なくんと知り合いだったなんて驚きですよ」


    　表面上は親しげだが『沖名くん』というときだけミアの口調に力がこもったように思える。


    　エコールの能力が影響しているのか生まれつきなのか、人間ネイテイブ態においても、花音は優れた聴覚を持っている。だから相手の言葉のわずかな機微に敏感に反応してしまう。


    　ミアは無理をして、わざわざ『沖名くん』という呼び方をしている。


    　まずは無難な話題から始めよう。花音は心の中で戦略を立てる。


    　そこからお互いの信頼関係を築いていけば──。


    「それでですね、桜さくら井いさん。沖名くんとは、本当はどこで知り合ったんですか？」


    　ミアの切り出しはど直球だった。


    　花音の頭から一瞬で小こ賢ざかしい戦略が吹き飛び、心臓が跳ね上がりそうになる。


    「……ええと、それはこないだ話したとおり、病院で……」


    「昨日会ったばかりっていうの、嘘うそですよね？　全然そんなふうに見えませんでしたよ？」


    　花音は言葉を詰まらせた。


    　その反応で確信したのか、ミアはにやりと笑う。


    「大丈夫ですよ。詮せん索さくなんてしません。沖名くんもやるなー、どこで桜井さんみたいな美人さんと知り合ったんだか……」


    「あ、あの、天羽あもうさん。私、沖おき名なくんとは本当にただ病院で出くわしただけで……」


    「はいはい、そういうことにしておきます」


    　ミアは微ほほ笑えむが、いまだどこか気にしているそぶりがある。


    　こうなったら、こちらも正面から切り込むしかない。花か音のんは覚悟を決めて尋ねた。


    「沖名くんとは、もう付き合いが長いんですか？」


    「……わたしですか？　うーん、どうなんですかね。途中で間が空いてますけど、幼なじみではありますね」


    　ミアは苦笑しながら言った。


    「わたしのお父さんと沖名くんのお父さんが親友同士で、家も隣同士で……、だから昔からよくお互いの家を行き来して、遊んだりするようになって……いつからの付き合いなのかも、よくわからないんですよね。腐れ縁？　みたいな」


    「そうなんですか……。素敵ですね。私は引越しが多かったから、なかなかそういう関係になれた友達っていなくて、正直うらやましいですよ」


    「いいことばかりじゃないですよ？　相手のいいところも、ダメなところもたくさん目についちゃいますから。ほら、よく言うじゃないですか。幼なじみは恋愛対象として見られない、って」


    「……そういうもの、なんですか？」


    「そういうものらしいですよ。だから全然ロマンチックなものじゃないです。いまはあんまり喋しやべらなくなりましたしね」


    　ミアの口調に淀よどみはない。


    　どこまでが本音で、どこからが演技なのか、花音には区別がつかなかった。


    　とにかくいまは話を繋つなげていこう。そう思いながら、花音は言った。


    「けど、意外とそういう関係であるほど、いままでと違うギャップを見つけて好きになるとかって展開もありますよね。数年ぶりに再会したら幼なじみの背が伸びて、カッコよくなっててときめくとか、天羽さんも案外そういうのがちょっとあったんじゃ……」


    「いやいや、ないですよー、あるわけないじゃないですかー」


    　ミアは笑いながら、妙に力がこもった口調で否定した。


    「そりゃあ、プラスの方向でギャップとかあれば別ですけど、久しぶりに会ったら、妙に老け顔になってたし。あの眼鏡めがねも正直ないと思うんですよ。だいたいタケちゃん相手にいまさらときめくもなにも……」


    「タケちゃん？」


    　花音の問いかけに、ミアは致命的なミスを犯したように硬直する。


    　やがて彼女はみるみるうちに顔を真っ赤に染めた。


    　そんなミアの反応を新鮮に思い、驚く花音の脳裏にふとある名前がひらめく。


    　沖おき名な武尊たける。武尊。たける。タケちゃん。


    「……もしかして沖名くんのことですか？」


    「ち、違うんです！　これはべつに昔の呼び名がたまたま出ちゃっただけで、いまはタケちゃん、じゃなかった、沖名くんのことなんて全然なんとも思ってなくて！　いや、そりゃたしかに高校で会ったときはずいぶん背が伸びたなぁ、とか、大人びたなぁとか思いましたけど……でもほんとそういうのじゃ……ああ、もうどう言えば！」


    　ミアは顔を赤くしながら、必死に言い訳を繰り返す。


    　しばらく唖あ然ぜんとミアを眺めていた花か音のんだが、堪こらえきれず吹き出してしまった。


    「ちょっと！　どうして笑うんですか！」


    「ごめんなさい……、けど、だって……」


    　身構えていた自分がバカみたいだった。


    　ヘルヴェノム卿きようの素顔である武尊が、どこにでもいる普通の高校生であるように。


    　ガイムーンであるミアの素顔もまた、どこにでもいる普通の女子高生なのだ。


    　そして同時に気づいてしまう。ミアが抱く、幼なじみへの感情に。


    「やっぱり素敵な関係じゃないですか。天羽あもうさんと、沖名くんは」


    　ミアは顔を赤くしながら、コホンと咳せき払いする。それからぽつりぽつりと話し始めた。


    「昔はよく助けられてたんですよ……。ああ見えて、正義感が強いというか……面倒見がいいというか……近所にうさぎ神社って場所があって、そこでよく遊んでたんですけど……わたしが泣いていたときに駆けつけてくれたりして……まぁ、そういうかっこいいところがあったのは認めますよ……。再会したときには、もうずいぶん様子が変わってて、正直戸惑ったんですけど……。あ、でも意外と変わってないとこもあるのかな？　ぶっきらぼうなくせに気を使うっていうか、変なところで頑固っていうか……」
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    「あ、それわかります」つい花か音のんも頷うなずいてしまう。「なかなか自分の本音を口にしようとしないというか……クールなようで、妙に優しいというか……」


    「そうなんですよ！　ああいうとこ、ほんと腹たつんですよね！　かっこつけしいなんですよ」


    　我が意を得たりとばかりに、テンションが高くなるミアだが、ふと冷静な顔になって花音を見つめる。ミアの視線が気になり、花音が首を傾かしげたそのときだ。


    「正直なところ沖おき名なくんのこと、どう思ってますか？」


    　ミアはまっすぐに花音を見返しながら、問いかけた。


    　この子はいつでもまっすぐなんだな、と花音は気づく。だがヒーローという言葉には、まっすぐな目をした人間が一番似つかわしい気がする。


    　秘密を明かすわけにはいかない。


    　しかし、ただごまかすような返事もしたくなかった。


    「沖名くんには、その、いろいろとお世話になってて……気になっているのも事実です。でも天羽あもうさんが思うような、恋愛感情とは違うのかなって……。きっと沖名くんもおなじことを言うと思いますけど……」


    　花音の言葉に偽りはない。


    　どのみち、武尊たけるとの関係に恋愛なんて感情が入る余地はないのだ。


    　親友でも、恋人でもない、共犯者という関係をミアが知ったら、彼女はどんな顔をするのだろうか。花音の欺ぎ瞞まんに気づかないミアは念押しするように尋ねた。


    「……じゃあ、嫌いってことはないんですね」


    「もちろんです！　当たり前じゃないですか！」


    　反射的に答えてから、慌てて花音は口を塞ふさいだ。だがミアはその反応を見て、なぜか安あん堵どしたように肩を下ろす。そしていきなり頭を下げた。


    「これからも沖名くんのこと、よろしくお願いしますね」


    　ミアは寂しげに笑いながら言った。


    「桜さくら井いさんみたいな人が、沖名くんを見てくれていたら、安心できるから」


    　そこに花音は、ミアの抱える孤独を垣かい間ま見た。


    　もうミアは武尊のことを『タケちゃん』と呼ぶことはないのだ。


    　初めてミアに会ったときの言葉を思い返す。


    　あのとき、ミアは「連れを待たせている」と何度か言っていた。確認するまでもない。きっとその相手は武尊たけるなのだろう。月つき杜もりタワーでデートする武尊とミアの姿をうまく想像はできなかったが、きっと二人にとって楽しい時間だったのだろうと確信する。


    　だってあのとき、ほんの一瞬だけ邂かい逅こうしたミアはとても幸せそうな様子だったから。


    　だから、だろうか。


    　話をしながら、花か音のんの中ではどんどん違和感が膨ふくれ上がっていた。


    　本当にこの少女が、あのガイムーンの正体なのだろうか。


    　幾度も遭遇したガイムーンの姿と、目の前の天羽あもうミアの姿がまったく結びつかない。


    「あの、桜さくら井いさん、どうかしましたか？」


    「あ、いいえ、ちょっと考えごとをしてて……」


    　花音が返事をしたそのときだ。いきなり花音のスマートフォンが震ふるえだした。


    　紡つむ生ぎからの電話だった。


    「……ごめんなさい。ちょっと電話に出ますね」


    「どうぞ、どうぞ。おかまいなく」


    　花音は席を立ち、電話に出る。


    「……もしもし、花音ですけど」


    『花音？　紡生よ。いまどこにいるの？』


    　電話口に出た紡生はなぜか焦あせった声をあげている。


    　不穏な気配を感じ取った花音は眉まゆをひそめた。


    「いま月杜中央病院の近くですけど……どうかしました？」


    『花音、よく聞いて。いまこっちは襲撃を受けたわ。相手は第一種フアーストの怪人オルタ。妙な連中も引き連れている』


    　花音は息を呑のんだ。すぐに事態が飲み込めない。


    「……みんなは、紡生さんたちは大丈夫なんですか!?」


    『もう現場から撤収したわ。命に別条はないけど、礼れ央おと葉は斗と子こが大怪け我がを負ってる……。ヘルヴェノム卿きようが駆けつけてくれて助かったけど……』


    「瓶かめ呂ろさんと……葉斗子ちゃんが……」


    『とにかく今日はまっすぐ寮に帰りなさい。いい？　妙な寄り道なんて絶対にしないこと。寮に着いたらまた連絡して。それじゃあ』


    　そのまま紡生は電話を切る。花音は動揺を押し殺して席へ戻った。


    「……天羽さん。ちょっと急用ができたので私、これで失礼しますね」


    「そうなんですか？　じゃあ、わたしも出ますよ。もうこんな時間だし……」


    　二人は揃そろって店を出た。最寄り駅に向かう花音とは別に、バス亭へ行こうとしていたミアと喫茶店で別れる。


    「……あの桜井さん、大丈夫ですか？　なんだか顔が青白いですよ？」


    「あ、全然平気です。大したことじゃないので……」


    「ならいいですけど……なんかあったら言ってください。微力ながら力になれると思いますから。じゃあ桜さくら井いさん！　病院でまた会いましょう！」


    　そう言ってミアは手を振り、疾風のように走り去っていく。


    　また会いましょう。花か音のんは胸中でミアの言葉を繰り返した。


    　突然、背筋を冷たいものが駆け抜ける。いまの紡つむ生ぎの電話により、自分たちがいまどれほど危険な状況に置かれているのかを認識してしまったからだ。


    　第一種フアーストの怪人オルタの襲撃。月つき杜もり中央病院。天羽あもうミアの動向。


    　はたしてなにがこの街で動き出しているのか、花音には見渡すことなんてできない。


    　ただ自分たちを取り巻く悪意を前にして、己おのれの存在のか弱さに途方にくれることしかできなかった。
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    　メメント社研究施設における、ヘルヴェノム卿きようとマンティーナの激突から二時間後。


    　月杜市の雑居ビルが立ち並ぶ一帯。


    『伊い雅が探偵事務所』という看板が掲げられた事務所にて、伊い雅が路る加かはテレビのニュースを眺めていた。たった一人だけの事務所は手狭で、ひどく質素なものだった。


    　だがニュースは政権の不祥事や株価の変動といった変わり映えのない内容を流すばかりで、伊雅が望んでいる情報を流してはくれない。


    　伊雅はタバコを咥くわえようとしたが、先日、タバコの臭いが事務所に染み付いて、ビルのオーナーから苦情が来たことを思い出す。


    　人間ネイテイブのルールに従うことを煩わずらわしく思いつつ、伊雅は椅い子すから立ち上がった。


    　伊雅が嫌うのは悪目立ちだ。不必要に目立てば、注目を浴び、行動に制限がかかってしまう。あくまで息をひそめ、チャンスを窺うかがい続ける。それが伊雅の処世術だった。


    　唯一の喫煙スペースである非常口の踊り場へと出る。ビルの外壁に設置された非常階段の踊り場からは、すぐそばを通過する電車の路線を見下ろすことができた。


    　ちょうど伊雅のいる踊り場はビルの五階。当然、ビルの下からこちらの様子を確認できる者はない。都会の中にあって、伊雅がいる踊り場は死角となっていた。


    　だからこそ、待ち伏せにうってつけと言ってもいい。


    「……ひとまず切り抜けてきたようだな。ヘルヴェノム卿」


    　タバコを咥える伊雅の後頭部に、冷たい刃が突きつけられた。


    　伊雅の背後から、ぬっと二代目ヘルヴェノム卿が姿を現す。


    　拳から伸びた、ファング・バーストの牙がいつでも伊雅の頭を貫けるように構えられた。


    「質問に答えろ、イカルガ。お前に拒否権はない」


    「おいおい、二代目ともあろうお方が怪人オルタ社会のマナーをお忘れかい？　人間ネイテイブ態でいるときに怪人名オルタ・ネームで呼ぶんじゃねーよ」


    「どちらも大して違わないだろ。貴様のこだわりに付き合うつもりはない」


    「ハッ、言ってくれるねぇ……」


    　伊い雅がはタバコの煙を吐き捨てる。


    　近くにアラクネやレミオが潜ひそんではいないかと警戒するが、どうやらヘルヴェノム卿きよう一人だけらしい。わざわざ単身で乗り込んでくるとは。


    　総帥トップというよりもまるで突撃兵クルーパーだ。武器を突きつけられているせいで、変身する隙すきも与えられない。ここはおとなしく従うほかなさそうだ。


    「まわりくどいのはなしにしようぜ？　どうせ聞きたいことは山ほどあるんだろ？」


    「……ビートリガ、禍か嶽がく社しやリヴァイアサンの戦闘部門、特化隊将校。つまりは怪人オルタで構成された攻撃部隊を率いる幹部だったな」


    　ヘルヴェノム卿は虚無の声で問いかけた。


    「イカルガ、お前は奴と結託しているのか？」


    「ノーだ。俺は静観しているだけだ。リヴァイアサンについての情報は漏らしていない」


    「……三年前にメメント社を創立した社長、酉とり賀が響ひびき。それがビートリガの人間ネイテイブ態の正体だとうのは知っていたのか？」


    「俺を責めるのはお門かど違いだぞ。俺だってそれを知ったのはつい最近なんだ。リヴァイアサンが壊滅してから、ほかの連中がどうしてたかなんて知ったこっちゃねーよ」


    「言い訳はいい」


    　刃の先がさらに後頭部へ押しつけられる。鋭い刃がわずかに皮ひ膚ふにめりこんだ。


    「ビートリガの目的はなんだ？　……あの外種エクストラとはいったいなんだ？」


    　伊雅はタバコの煙をふっと吐いた。白い煙が風に吹かれてあっという間に消える。


    　どんなものだって消えるときは一瞬で儚はかない。理想も、希望も、命さえも。


    「目的？　ハン、ビートリガ──いや、第一種フアーストにそんな大層なものはありゃしねーよ」


    　月つき杜もり市の街並みを見ながら、伊雅はせせら笑う。


    「気にくわねーから壊す。気にくわねーから殺す。俺たち怪人オルタの生き方なんてシンプルなもんさ。どだい、俺たちみたいなバケモンがこうやって人間ネイテイブの社会に住んでるってことに無理がある。はは、なんで先代は俺たちをわざわざこんな街に閉じ込めたんだろうな。まるで虫かごじゃねーか……」


    「……なにが言いたい？」


    「ビートリガは壊したがってるのさ。この虫かごを。そのための兵隊が外種エクストラってわけさ。俺たちのような先天的な怪人オルタじゃない。どっかから連れてきた人間ネイテイブにオルタ神経節を移植した、人工怪人オルタの兵隊さ」


    　人間ネイテイブを後天的に怪人オルタへ改造する試みは、いまに始まったことではない。


    　骨髄移植手術の要領でオルタ神経節を移植することで、理論的には人工的に怪人オルタを量産することは可能だった。旧リヴァイアサン内部でも昔、研究が進められたらしいが、先代により研究が禁じられたため、構想は幻に終わった。


    　それをいまになって復活させたのが、ビートリガの外種エクストラ計画である。


    　だがヘルヴェノム卿きようはまだ納得してないようだった。


    「……オルタ神経節を人間に移植できる技術があるのは知っている。だが外種エクストラたちにはまだなにか秘密がある。マンティーナも見たことのない変身をしていた。この計画は本当にビートリガだけなのか？　奴の背後には誰がいる？」


    「見たことのない変身？　ああ、なるほど。ビートリガが言ってたのはそういうことかぁ。協力しているスポンサーがいるとかってのは小耳に挟んだが……それ以上のことは俺も知らんよ。言ったろ？　俺はただ、静観しているだけだってよ」


    「そうやって傍観者を気取れば逃げ切れると思ったのか。ビートリガのもとへ案内しろ。お前はコンタクトを取る手段を持っているはずだ」


    「そう焦あせるなよ。奴をうまく使えば、もっと素敵な成果をあげてくれるかもしれんのに」


    「素敵な成果？」


    「ああ、ビートリガが言ってたぜ？」


    　伊い雅がは手すりから大きく上半身を乗り出す。


    　指に挟まれたタバコの火種は、もうフィルターの付近まで近づいていた。


    



    「あのガイムーンを討ち取る準備もできている、ってな」


    



    　一瞬、ヘルヴェノム卿から息を呑のむ気配があった。


    　生じたほんのわずかな隙すきを、伊雅は見み逃のがさない。


    　いきなり伊雅は指に挟んでいたタバコを口に放り込み、一気に飲み込んだ。


    　怪人オルタはみな、人間ネイテイブ態から怪人オルタ態へ移行するための独自の変身様式セレモニーを持っている。それは日常生活でむやみに怪人オルタ態へ変身してしまわないようにするための心理的ブレーキである。


    　伊雅にとっての変身様式セレモニーは極めてシンプルだった。


    　タバコを飲むという行為がスイッチとなり、伊い雅が路る加かのオルタ神経節は活性化。


    　イカにも似たグロテスクな怪人オルタ態──イカルガになる。


    　ヘルヴェノム卿が反応し、手首から生えた一対のブレードを刺そうとする。


    　だが素早く蠢うごめいたイカルガの触手がヘルヴェノム卿の反対の手を縛り上げた。その瞬間、ヘルヴェノム卿の身体からだが軽く痙けい攣れんした。


    「動揺しすぎだなぁ、二代目。反応が遅い、遅い。こっちの手をずいぶん痛めてるみたいだが、ひょっとしてマンティーナにやられたかぁ？」


    「……ずいぶん思い切った変身様式セレモニーじゃないか、イカルガ」


    「身体からだに摂取したニコチンも、人間ネイテイブ態を包む外装器官によってきっちり浄化される。それにこっちのほうが気分もハイになれる。ちゃんと帳尻は合っているさ」


    　ヘルヴェノム卿きようはそれでも触手を振り切って攻撃しようとするが、動きを止める。


    　イカルガがすでに張り巡らせた、溶解液を発射する触手に気づいたらしい。


    「しかし、二代目ともあろうお方が、ガイムーンにはずいぶん敏感なんだなぁ。獲物に執着すんのは第一種フアーストの悪あく癖へきかと思ったが、人間ネイテイブもそうなのかい？」


    「……獲物を誰かが仕留めるかなどどうでもいい。私はただ、私の邪魔をする者は容赦しないだけだ。たとえそれが味方であったとしてもな」


    「ハハ、なーんか勘違いしてねぇか？」


    　イカルガは粘膜で覆おおわれた頭を、ヘルヴェノム卿に近づける。


    　真っ黒い眼球がヘルヴェノム卿を映し出す。


    「初めから俺はお前の味方じゃない。俺はただ、お前が本当に喰くらうに値する獲物かどうか見極めたいだけさぁ。がっかりさせないでくれよ？　それなりには期待はしているんだからよ」


    「……このまま私が、敵であるお前を本気で放っておくと思っているのか？」


    「穏やかじゃないねぇ。いいのかい？　俺というお目付役を殺しちまえば、お前は今度こそ第一種フアースト全体を敵に回すことになっちまうぜ？」


    　ヘルヴェノム卿は沈黙する。


    　初代ヘルヴェノム卿が敗北し、旧リヴァイアサンが壊滅し、この街に住む怪人オルタたちは危あやうい均きん衡こうを保ち続けていた。


    　第一種フアーストたちはみな戦うための動機を欲しがっている。敵の血に飢えている。いまイカルガが殺されれば、果てしのない闘争の幕が切って落とされることになる。


    　二代目ヘルヴェノム卿は長い間、沈黙していた。


    　やがて答えが出たのか、ゆっくりと腕を下ろす。


    「……第一種フアーストたちに伝えろ。この闘争で、私は自らが絶対悪アルケマルスであることを証明してみせる。私を敵に回すということの意味を必ず教えてやる」


    「了解した、二代目。きっちり伝えておこうじゃねーか」


    　ヘルヴェノム卿はゆっくり後ずさると、陰に紛まぎれるようにして消えていった。おそらくは光学迷彩の一種だろう。


    　一人、踊り場に残されたイカルガは変身を解き、伊い雅が路る加かの姿へと戻る。


    「……あいつ、本気で殺すつもりだったな」


    　以前のヘルヴェノム卿には殺人を忌き避ひするような部分があった。だからこそ、イカルガはある意味、二代目をまがい物として一いつ蹴しゆうすることもできたのだが。


    　なにがあったのかはわからない。それでも二代目ヘルヴェノム卿きようの中でなにか大きな覚悟ができたのは確かなようだ。


    　伊い雅がはいつもの斜に構えた態度ではなく、素の感情を露あらわにして言った。


    「ハッ、気にくわねーな」


    　ビルのそばの路線を電車が通過する。


    　規則正しい電車の音を聞きながら、伊雅は静かに事務所の中へ引っ込んだ。

  


  
    



    第三章　ヒーローのジレンマ


    



    　桜さくら井い花か音のんは聖セントジョージ学園中等部へ入学した際、初めて月つき杜もり市に足を踏み入れた。


    　怪人オルタがいる街。ヒーローがいる街。


    　それを当たり前の日常として受け入れている街。


    　外からこの街へ来たばかりの花音にとって、月杜市とはおよそ現実ばなれした噂うわさのつきまとうおとぎ話のような街だった。


    



    「なるほど。それが桜井さんの抱く月杜市の印象なのですね」


    　十と雲ぐも能のう武むは庭に植えたトマトに水をかけていた。花音は十雲邸の縁側に座り込みながら、水をやる十雲の姿を眺める。


    　初めての講義を受け終えたその日。花音はそのまま塾生たちの昼食会に誘われたのだ。


    「おい、葉は斗と子こ！　カレーになに混ぜてんだ、てめーは！」「え？　隠し味に決まってるでしょ？　チョコとかコーヒーとか入れたりするでしょ」「だからって腐りかけのバナナって……あれ？　結構いける？」「麻ま斗と子こそこの皿を運ぶの手伝って。ほら、そこのサボってる集団もちゃっちゃと働け！」「紡つむ生ぎお姉ちゃん、学級委員みたい……」


    　居間から賑にぎやかな声が響く。花音はそわそわと居間のほうを窺うかがった。


    「気になりますか？」


    　十雲の問いかけに、花音は顔を赤くしながら頷うなずく。


    「私だけこんなところにいるのも……やっぱり手伝ったほうが……」


    「今日のところは我慢してください。彼らもあなたのことを歓迎したいのです。我々みたいな者にとって、仲間はとても貴重な存在ですから」


    「仲間……」　


    　花音は繰り返す。だがいまだに花音はその言葉の意味を実感できなかった。


    「怪人オルタが怖いですか？」


    　びくっと花音は背筋を震ふるわせた。


    　十雲は穏やかな眼まな差ざしを向けている。賢者のような瞳で花音の心を見透かすかのように。


    「悪の結社リヴァイアサン。ヘルヴェノム卿きようと呼ばれる総そう帥すいによって率いられた怪人オルタたちは、月杜市に潜伏しながら、世界征服を目論んでいる。怪人こそは悪の手先……。世間でのイメージはざっとそんなところですかね」


    「あ、あの、私、十雲先生たちのことを怖がっているわけでは……！」


    「わかっています。あなたが怖がっているのは、あなた自身だ。正確にはあなたの中に眠る、怪人オルタの血でしょう」


    　花か音のんは手を強く組んだまま、押し黙る。


    　もともと花音は月つき杜もり市育ちではない。


    　生まれたときにはすでに児童養護施設に預けられ、いまの家族である桜さくら井い家に引き取られた。


    　ごく普通の家族だったと思う。


    　だから十歳の誕生日に両親から血縁がないと打ち明けられても、あまりショックではなかった。家族の絆きずなを疑わずに済むほどの愛情を、きちんと両親から受け取っていたのだから。


    　しかし同時期に花音はある事実と直面してしまった。


    「紡つむ生ぎから聞きました。初めて怪人オルタ態が発現したのは、あなたが十歳の頃だったそうですね。どういうきっかけで変身したか覚えていますか？」


    「……誕生日プレゼントでもらったクラシックのＣＤを聴いていたときです。ベルリン交響楽団演奏の『白鳥の湖』。昔、バレエをやっていたので……」


    「チャイコフスキーですか。なるほど。さながらあなたは悪魔によって白鳥へと姿を変えられたオデット、というわけですね」


    「……どちらかというと、オディールかもしれませんけど」


    　美しき姫である白鳥のオデットと、悪魔の娘である黒鳥オディール。


    　演奏を聴きながら、『白鳥の湖』の世界に浸っていた花音は、オデットとオディール、ふたりの心に想いを巡らせた。


    　バレエの演目において通常、オデットとオディールはおなじバレリーナが演じる。まったく性格の違う二つの役をバレリーナは踊り分け──「変身」するのだ。


    　自分だったら、どう踊るだろう。どう演じるだろう。白鳥になるって、どういう気持ちなのだろう。そうして「ここではないどこか」に想いを巡らせていたときに、彼女は本当に「変身」を遂げてしまったのだ。


    「いままでに変身したのは何度ですか？」


    「……最初は月に一度。周期は決まってるんですけど、ときどきいきなり変身することもあって……。まだ父と母にはバレていない、はずですけど……」


    「そして自分の秘密を知るために怪人が住む街──月杜市へやってきた、と。目的はリヴァイアサンですか？　それともあなたの実の親を捜しに？」


    　十と雲ぐもは質問を投げかけながらトマトの実に触れ、ひとつひとつの状態を確かめる。


    　まだ多くの実は熟うれかけで青みがかっていた。収穫にはすこし早い。


    「……もしかしたら、逃げたかっただけもしれません……。正体がバレるのが怖くて……いままでの普通が壊れるのが怖くて……」


    「逃げるのも立派な『闘争』の手段のひとつですよ。あなたの心の平穏を保つために取った手段ならば、そう卑下することもないでしょう」


    「心の平穏なんて、無理ですよ……。だってどれだけ逃げても、私は私から逃げられない……。怪人オルタであることからは逃げられないんです……！」


    　抑え込んでいた感情が、花か音のんの身から迸ほとばしる。


    「学校の友達とだってろくに話せない……。親しくなって、自分が怪物だってバレるのが怖い……怖いんです……！　こんな私にどんな『良き闘争』ができるっていうんですか……！　いっそのこと、心のない怪物だったらどれだけよかったか……！」


    　花音は慌てて口を押さえた。「怪物」という一言を口にしてしまったことに気づき、青ざめる。


    「あ、あの、違うんです。いまのは……十と雲ぐも先生たちが怪物と言ってるわけではなくて……」


    



    「──この世に命を授かった怪人オルタたちはか弱くバラバラだった、


    　　　ひとたび鉈なたを振るわれればたちまち散りゆく命だった。


    　　　彼らは生きるために、団結せねばならなかった──」


    



    　まるで歌うような調子で十雲は語り始めた。


    　花音は訝いぶかしみながら十雲の語りに耳を傾ける。まるで恐ろしい昔話のような、神話のようなその語りが花音の心に染み込んでいく。


    



    「──だから怪人オルタたちは集つどった。


    　　　闘争と死に魅入られた髑どく髏ろのもとに。


    　　　恐怖で万人を支配する髑髏のもとに──」


    



    　髑髏という単語に、花音がイメージしたのはひとつだけだ。


    　それは怪人たちの代名詞とも呼ぶべき存在。この街の住民ではない花音ですらも、すでに耳にしたことのある怪物の名前だ。


    



    「──彼かの髑髏の名前はヘルヴェノム卿きよう。


    　　　月をも呑のみ込む螺ら旋せんの双そう龍りゆうを統すべし者。


    　　　異形と死を束ねる、怪人オルタのための絶対悪アルケマルスなり──」


    



    　まるで熱に浮かされたように、花音は十雲の語りをじっと聞いていた。


    　すると十雲はどこか照れ臭くさそうに鼻の頭を掻かいた。


    「いまのはリヴァイアサンに伝わる物語、我々は【アルケマルス神話】と呼んでいます。神なき怪人オルタたちがこしらえた自前の宗教です。私たち第一種フアーストは人工的に作られた存在ですから。こんなふうに己おのれの拠よりどころとなる文化を自分で築くしかなかったのです」


    「……人工的に、作られた？」


    「この月つき杜もり市の地下深くには破棄された地下研究施設があります。我々はそこで生まれ、育ったのです。この社会から切り離された、忘れられた場所。そここそが我々の故郷なのですよ」


    　思わず花か音のんは自分の足元を見下ろした。だが視界に映るのはどこにでもあるありふれた地面だ。十と雲ぐもの話がまるでおとぎ話のように遠い出来事に思える。


    「次種ネクスト世代にはなかなか実感しづらいでしょうね。何人もの研究者が私たちのような先天的にオルタ神経節を宿した存在を作り、育てていった。自分たちの生きていた環境がどれほど異常だったのかを知ったのは、ずいぶんあとになってからでしたよ……」


    「……だから、先生たちはリヴァイアサンを結成したのですか？」


    「あの頃は、生きるために団結しなければならなかった。そのためのリヴァイアサンだったんです。いまはもう最初の理念から遠い姿の組織になってしまいましたが……」


    　十雲の瞳からはなんの感情も窺うかがえない。絶望なのか、怒いかりなのか、諦てい念ねんなのか、花音にはまったく読み取ることができなかった。


    「かつての我々がそうであったように、あなたもまた、一から作り直していかねばならないのです。自分の自我を、確かな拠よりどころを」


    「……私は人間ですよね？　たとえ怪人オルタでも、人間に違いはありませんよね？」


    「己おのれが何者かを最後に定義するのは、己自身です。あなたが人間でいたいなら、まず人間の定義をきちんと自分の中に定めるべきです」


    　すると十雲はトマトの実をもぎり、花音に投げてよこした。


    　両手で受け取った実はとても赤く熟うれていた。


    「まずはあなただけの変身様式セレモニーを身につけましょう。そうすれば勝手に変身してしまうリスクは避けられる。知識を身につければ、あなたもなにと戦うべきかがわかるはずです。あなただけの『良き闘争』が見つかりますよ」


    「私だけの、『良き闘争』……」


    「物事を学び、知識を身につけなさい。この世界についてあなたはよく識しらなければならない。状況の正しい認識のみが、悲劇を回避しうるのですから」


    　花音は手にしたトマトをもてあそぶ。


    　すると十雲もまた熟れたトマトをもぎり、口にかじりついた。


    「ちょうど食べ頃ですよ。桜さくら井いさんも、どうぞ遠慮なさらず」


    「……いただきます」


    　恐る恐る花音はトマトを口にした。甘みのある味が口いっぱいに広がる。


    「おいしい」


    　自然と花音は呟つぶやいていた。


    「ちょっと！　お父さん、先に食べないでって言ったでしょ！　トマトはサラダにして出すつもりだったんだから！」


    　いきなり縁側に現れた紡つむ生ぎに、花か音のんはむせてしまった。「あ、ごめん……」と紡生は慌てて花音の背中を叩たたいた。


    「ごめん、驚かすつもりじゃなかったけど……。大丈夫？」


    「へ、平気です。ありがとうございます……」


    「はは、紡生も後輩のためになるとずいぶんと張り切るのですね」


    「あ、当たり前でしょう。おなじ学校の後輩をもてなさなくてどーすんの！　ね、桜さくら井いさん？」


    　紡生が照れ臭くさそうに、花音を覗のぞき込む。


    　花音はトマトの種がついたまま顔をほころばせた。


    　まだ自分の『良き闘争』がなにかはわからない。


    　だが、いまここでなら確かに花音は心の拠よりどころを見つけられそうな気がする。


    



    　桜井花音、十三歳。いまは過ぎ去りし夏の記憶。


    　この二年後、月つき杜もり市に帰還したガイムーンによって絶対悪アルケマルスは敗北し、リヴァイアサンは壊滅する。そして拠りどころを失った怪人オルタへの取り締まりも強化され、多くの怪人オルタたちが捕まり、殺された。その中にはリヴァイアサンと関わりを絶っていた十と雲ぐも能のう武むも含まれていた。


    　平穏を望んでいたはずの花音は否応なく、暴力を伴ともなった闘争へ足を踏み入れるのだった。


    



    
      ＊

    


    



    　マンティーナ、外種エクストラたちとの激突から、数日が経過していた。


    　窓の外にはしとしとと雨が降り続けている。


    　図書室の受付に座る武尊たけるはいつものように貸し出し票の整理作業をしていた。


    「沖おき名な先輩、マクガフィンって言葉ご存じですか？」


    　おなじくカウンター番をしている希のぞ美みが唐突に話を振ってくる。


    「……映画監督が使ってた用語だっけ。登場人物の動機付け、話の進行に用いられる小道具・仕掛けのことでしょ？　敵のスパイが狙ねらうアイテムや、たまたま手に入れてしまった書類が話を動かすきっかけになるもの、みたいな」


    「むっ。無駄に博識ですね、沖名先輩。最初に聞いたときマフィンの一種だと思っていた私がバカみたいじゃないですか。……あれ、もしかして本当にバカなのか？」


    「いきなりどうしたの、都筑つづきさん」


    「いえ、大したことではないのですが。この無駄にやることのない図書室の受付という状況を打ち崩すマクガフィンがないか考えていたもので」


    「……それを言うなら、マクガフィンじゃなくて暇ひまつぶしじゃない？」


    「ふむ、そうとも言いますね」


    　放課後の図書室は相変わらず閑散としていた。雨降りの天気も相まって、気け怠だるささえ覚える。劇的なことなどなにも起こりようのない。


    　武尊たけるは苦笑しながら付け加えた。


    「無理に暇をつぶす必要もないでしょ。何事もない平和が一番という説もあるし」


    「そんなもんですかねー」


    　希のぞ美みは唇を尖とがらせたままスマホをいじりだす。


    　そのまま貸し出し票の整理を続ける武尊の腕には時折、鈍い痛みが走った。


    　まだガイムーンとの闘いの傷が癒いえてない状況で行われた、マンティーナとの闘い。武尊の身体からだは無数の傷で蝕むしばまれている。


    　それでも武尊は周りに悟られないよう腕の痛みをおくびにも出さない。いかにも普通の高校生の日常を演じ続ける。


    「しまったー。そうだー、忘れてたー」


    　いきなり希美は素すっ頓とん狂きような声をあげると、武尊のほうを向き直る。


    「すいません、沖おき名な先輩。職員室まで運ばないといけない資料があったので、ちょっくら持って行ってもらっていいですか？　ダンボール一箱分なので」


    「……職員室ってまたずいぶん遠いな」


    「お願いします。まさかか弱い後輩女子に力仕事を押しつける先輩じゃないですよね？」


    「……わかった、わかった。ダンボール一箱分だよね？」


    「はい！　図書準備室の机の上に置いてありますので！　ハードカバー本ぎっしり詰まってるので頑張ってくださいね！」


    「はいはい……」


    　武尊はさっさと図書準備室に引っ込みダンボールを持ち上げる。ずしりとした重みが腕にかかったが、なんとか運べそうだ。そのまま職員室へ向かって歩き始める。


    　廊下に出て、一人歩く武尊の頭はここ最近の出来事へ想いを馳せていく。


    　ビートリガ、外種エクストラ、メメント社、月つき杜もり中央病院。


    　繋つながりそうで、いまだに全体図が見えないバラバラのピース。


    　メメント社での交戦から新生リヴァイアサンは動いていない。外種エクストラとの交戦で歯が立たなかったという事実が彼らに重い影を残していた。イカルガも宣言どおり、静観を決め込むつもりらしい。ビートリガの包囲網がどこまで迫っているのかわからない以上、花か音のんに頼んでいた病院探索の任務も続行するわけにはいかない。


    　状況は極めて絶望的だった。


    　武尊は先日の千ち代よとの会話を思い返した。


    



    
      ＊

    


    



    「オルタ神経節を人間へ移植する技術が存在することはお前さんもご承知のとおりだ。さらに理論上では、オルタ神経節に干渉し、怪人オルタとしての力を強化することも確かに可能。旧リヴァイアサンのデータベースからビートリガがそれらの技術を持ち出して、外種エクストラやマンティーナの新たな姿を生み出したとしても不思議ではない」


    　イカルガとの邂かい逅こうの後。


    　阿あ久く津つ邸の和室にて、武尊たけるはイカルガから聞いた話をすべて千ち代よに打ち明けた。現状、真相に最も近い答えを導き出せるのは千代だけだと判断したからである。


    　メメント社とビートリガの繋つながりを知ってもなお、武尊にはまだどうしても解決できない疑問があった。


    「……でもあれはただのオルタ細胞じゃありませんでした。外種エクストラの特性は、あの高い再生能力。あんなのまるで……」


    「ガイムーンに似ている、と？」


    　千代は老ろう眼がん鏡きようの奥の瞳を細めた。


    「ガイムーンのオルタとしての最大の特性は、状況に合わせて自身の形態を適合・変化させる機能だ。たとえばガイムーンがよく出す盾たて、とかね。本来生物っていうのは恒常性ホメオタシス、つまり外部の環境変化によらず自らを保つことこそが、重要な特質となるが、ガイムーンはあえてその恒常性ホメオタシスを打ち崩している」


    「じゃあ、ほかの怪人オルタはあとから姿を変えたりはできない……？」


    「できない。安定して存在できないものなど生物じゃない、幽霊みたいなもんさ。だが天羽あもうミアに移植されたオルタ神経節には、あらかじめその恒常性ホメオタシスを弱める特別な設計が施ほどこされている。そしてその特別な設計が外種エクストラにも施されている。ガイムーンほど、特別な大仰な力を備えているわけじゃなさそうだがね」


    「つまり外種エクストラは人工的に生み出された怪人オルタというよりも、量産化されたガイムーン……」


    　もともとメメント社を調べたのは、【財団】との関わりを疑ってのことだった。


    　武尊はずっと抱いていた疑念を口にする。


    「ビートリガは、【財団】と手を組んでいると思いますか？」


    「……わからない。私が知るビートリガは、もっとわかりやすい戦闘バカだったよ。少なくとも、悪知恵を働かせて、誰かと手を組むような奴じゃなかったはずだがね」


    「……イカルガは言っていました。ビートリガには、ガイムーンを倒す手立てがあると。俺たちだけではない、奴はガイムーンもその標的に定めているんです」


    　初代ヘルヴェノム卿きように心酔していた怪人オルタであれば、絶対悪アルケマルスを破ったガイムーンの強さは肌身でわかっているはずだ。それでもなお、ガイムーンを相手にするとわざわざ宣言している。


    　そもそも【財団】はガイムーンを生み出した黒幕である。


    　ビートリガと【財団】がもし手を組んでいるのであれば、なぜわざわざガイムーンを危険にさらすような作戦を認めているのか。


    　千ち代よは黙りこくっていた。自らを「抜け殻」と自じ虐ぎやくする老婆だが、その眼まな差ざしにはいまだ深い知性が宿っている。


    「……お前さんにとってのガイムーンは天羽あもうミアただ一人だが、【財団】にとってはそうでもないのかもしれない」


    　武尊たけるは眉まゆをしかめた。


    　だが、千代の言葉を咀そ嚼しやくするうち、ある考えに思い至り息を呑のんだ。


    「【財団】がなにを目的にしているのかまではわからん。けどね、外種エクストラがもし本当に量産化されたガイムーンとするならば、【財団】はそれだけ多くの実験サンプルを得たとも言える。つまりガイムーンの代わりはいくらでもいるということさ」


    　そして千代は極めて冷静に、事実を突きつけるように問いかけた。


    「だからいまのガイムーンに──天羽ミアに少々無茶な実験を施ほどこしても構わない、そう考えても不思議はないんじゃないかねぇ？」
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    　ダンボールを抱えた武尊は職員室のある階に到着する。


    　すこし腕が痺しびれてきた。鍛えているとはいえ、本を詰めたダンボールはかなりの重さとなって腕にのしかかってくる。


    　耐えきれなくなる前にさっさと運んでしまおうと、武尊がダンボールを持ち直して移動を再開しようとしたそのときだ。


    「手伝うよ、沖おき名なくん」


    「ああ、ありがと──」


    　助っ人に現れたのが天羽ミアだと気づき、武尊は目を見開いた。


    　ミアはさっさとダンボールから本をいくつか取り出し、腕に抱え込む。おかげで武尊の持つダンボールはぐっと軽くなった。


    「うわ、重た……。これ、職員室に運べばいいんだよね？　こんなの一人で運ぼうなんて無茶するねぇ」


    「……なんでここに？」


    「都築つづきさんからのメール。重い荷物運んでる人がいるから手伝ってくれって。……相手が沖名くんだとは聞いてなかったけど」


    「都築さんが？」


    　すると武尊のポケットに入れていたスマホが震ふるえだす。武尊はダンボールを抱えながら、スマホを取り出した。着信は、希のぞ美みからのメッセージだった。


    『マクガフィンは用意しました！　がんばって天羽あもう先輩と仲直りしてくださいね！』


    　武尊たけるはため息をつきながら、スマホをしまう。


    　希美のことだ。別に深い目もく論ろ見みがあるわけでもないだろ。ただ武尊とミアの姿を見ていた後輩としてなにか思うところがあったのかもしれない。


    「よし、じゃあ行こっか、沖おき名なくん」


    　ミアはそう言って、本を抱えて歩き出す。武尊は改めて、自分の抱えるダンボールを見つめる。マクガフィン。状況を動かすきっかけの道具。


    「こないだ言ってた、知り合いのお見舞いはできたのか？」


    　武尊はミアの背中に話しかける。


    　ミアは振り返りもせず、「うん、おかげさまでね」と答えた。


    「ちょっと気難しい子だけど、なんだか放っておけなくてさ。しばらく病院に通うつもり」


    「……またお得意のおせっかいか」


    「沖名くんには関係ないでしょ。好きでやってるんだから」


    「まぁ、そうだな」


    　口をついて出るのは、相変わらず他愛のない言葉だ。


    　ミアと会話を交わしながら、頭の中ではビートリガや外種エクストラたちの一件について考え続ける。


    　特に武尊にとって一番の謎なぞは、外種エクストラの正体だった。人間ネイテイブにオルタ神経節を移植した存在。である外種エクストラだが、その量産には大量の被験者が必要となってくる。


    　その被験者をビートリガはどこから集めてきたのだろうか。


    「でもその子、放っておけないんだよね。お見舞いする人もいないみたいで。だからいま頑張って仲良くなろうとしているとこなの」


    「お見舞いする人もいないって、両親はいるんじゃないの？」


    「お仕事で忙しいみたい。だから真ま耶やちゃん……あ、その子の名前なんだけどね、いっつも寂しそうにしているんだ」


    「そっか」


    　真耶。たしか上かみ良ら真耶だったか。花か音のんから報告は受けていた。ミアが何度か真耶のお見舞いに行っているらしいこともすでに耳に入れている。この真耶の存在も武尊には引っかかっていた。話を聞く限りでは、普通の人間の子供のようだったが、なぜそんな子供が外種エクストラたちに襲われたりしたのだろうか。


    　真耶の両親を洗えば、なにか出てくるのだろうか。そう考える武尊はふと、先日あった別の『母親』の存在を思い出す。


    



    　──あの人たちは……言ったの！　協力すれば……息子と娘を助けてくれるって！


    



    　武尊たけるが〝恐怖支配テルール〟で追い詰めた薬剤師の女。彼女の子供たちもまた重傷を抱えていたらしいことを思い出す。病気の真ま耶や、重傷の子供たち。いずれも身体からだに不自由を抱えていた。そして病院という施設に加えて考えるべき──オルタ細胞の持つ特性。


    　武尊は息を呑のんで、立ち止まった。


    　前を歩くミアは武尊の様子にも気づかず、話し続ける。


    「いやぁわたしもまた次の週末に行くつもりなんだけど、なにを持っていってあげればいいのかよくわからないんだよね。花、だとユリは縁起が悪いからダメなんだっけ？　こういうときに常識って試されるというか。……って、あれ？」


    　本を抱えたミアは立ち止まり、武尊のほうを振り返る。


    「どうかしたの？　沖おき名なくん」


    　きょとんと首を傾かしげるミアの顔が、かつてのミアの姿とオーバーラップする。


    　六年前、月つき杜もり中央病院に搬送されたミアの姿──。


    　全身に包帯を巻き、腕にチューブを取りつけて眠りにつく、変わり果てたミアの姿──。


    　武尊はようやく確信したのだ。


    　どうやってビートリガが、いや、【財団】がガイムーンを封じようとしているのかを。


    　それはあまりにも周到で、残酷で、醜悪な計画だった。


    　すべては仕組まれた罠わななのだ。


    　なんでもいい。とにかくミアを説得しなければならない。病院へ行かせてはならない。いま、ここで引き止めなければ、ミアは罠に絡め取られてしまう。


    　だが武尊が口を開こうとするよりも先に、なぜかミアはこちらに詰め寄ってきた。


    　あっという間に距離を縮めてから、おもむろに本を片腕で抱え直すと、いきなり空いた手で武尊の腕を掴つかむ。


    　突然、鈍い痛みが走り、武尊は思わず声を出しそうになった。


    「やっぱり……なにか様子がおかしいと思ったら……！」


    　ミアは心配そうに瞳を光らせ、武尊に矢継ぎ早に尋ねる。


    「どこで痛めたの!?　いつからなの!?　もう、重い荷物なんて持ってる場合じゃないよ！　保健室、一緒に行こうか!?」


    「あ、いや、大丈夫……大したことないから……」


    　気を削そがれた武尊はダンボールを持ち直し、腕を引いた。笑顔を取り繕つくろうとするが、表情がこわばって、うまく直せない。


    「ちょっと転んだだけだから……。放っておけばすぐに治る……」


    「もう、またそういうこと言って！　昔からそういうところあるよね！　汀てい子こＦＣのときもさ、なんだっけ、チームの人数が足りなくなると出場できなくなるからって、捻ねん挫ざしてるの無理に隠して試合に出ようとして、すーぐ佐さ和わちゃんにばれちゃってさ。ゲンコツ食らってたことあったよね」


    「そんな昔のことは忘れた」


    　武尊たけるはさっさと先を歩こうとする。早くミアに伝えなければならない焦あせりと、ミアに傷を気づかれた動揺で、さっきから思考がまとまらない。


    　そんな武尊の様子を知ってか知らずか、後ろにいるミアはなおも話しかけ続ける。


    「……意地を張るのもいいけど、張りすぎたりしちゃダメだよ。そういうの、沖おき名なくんの悪い癖くせなんだから」


    「……お前に心配されちゃ、おしまいだな」


    「なに言ってるの！　心配くらいするに決まってるでしょ！」


    　ミアは本を抱えながら、武尊の前に回り込んだ。


    　蒼あおい瞳を苛か烈れつに輝かせ、真正面から武尊に怒いかりをぶつける。


    



    「だってタケちゃんがそういう無理するときって、誰かのために必死でなにかをやろうとしてるときじゃん！」


    



    　ミアは叫んでから、はっと慌てて口を閉じた。久しぶりにタケちゃんと呼ばれた武尊は、今度こそなにも言えずに立ち尽くした。ただただ、まっすぐな怒いかりを示すミアを正面から見返し続ける。やがてミアの怒りは氷解し、優しい微ほほ笑えみへと変わる。
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    　目に涙をたたえながら、ミアは言った。


    「……お節介な幼なじみからアドバイスだけどさ。人ってどんなに成長しても根っこの部分ってあんまり変わらないらしいよ……？　だから沖おき名なくんの優しさも昔のまま、なにも変わってないんだと思う。もっとさ、まわりにいる人のことも気にかけてあげなって。わたしだけじゃない。きっと桜さくら井いさんだって、沖名くんのことを心配してると思うよ？」


    「……なんでここで桜井さんの名前が出て来るんだ」


    「だってこないだ、桜井さんと病院で会ったし」


    　武尊たけるは息を呑のんだ。そんな報告は花か音のんから受けていなかった。


    「……話したのか？」


    「うん。向こうから話しかけられてね。やっぱりすごく良い人だった。っていうか可愛かわいらしい人だよ。ちゃんと、沖名くんのこと見て、心配してくれる人だね」


    　ミアの言葉を聞くたびに、武尊の動どう悸きが増していく。花音の正体に気づかれる心配からでも、ミアに伝えられない焦あせりからでもない。


    　ミアが差し伸べる優しさに、武尊は恐怖していた。


    「だからさ、何度も言ってるでしょ？　沖名くんはああいう人を大事にしないとダメだって。タケちゃんが心の底から笑ってくれれば……わたしも安心できるからさ」


    　そう言って、ミアはくるりと武尊に背を向けた。


    「早く行こ。この資料、さっさと職員室へ運ばないとね」


    　そう言って本を抱えていくミアの背中に、武尊はなにも言葉をかけられなかった。二人は資料を職員室へ運び、別れた。


    「じゃ、桜井さんにもよろしくね！」


    　去り際のミアの言葉にも、武尊は「……ああ」と力ない返事しかできなかった。


    　残された武尊の耳元には、外の雨音がやけに強く響いて聞こえる。先ほどのミアの言葉が残響となって、武尊の心に響いた。


    　──だから沖名くんの優しさも昔のまま、なにも変わってないんだと思う。


    　気づくと武尊の腕が小さな痙けい攣れんを起こしていた。痛みによる痙攣ではない。武尊はとっさに震ふるえる腕を抑えるが、痙攣は収まってくれなかった。


    「なにいまさらびびってんだよ、沖名武尊……」


    　武尊は自じ嘲ちよう気味に笑い、吐き捨てる。


    「もう引き返せないだろ……なんのためにいままでこの手を汚してきたと思ってる……！」


    　恩師である水みず町まち佐さ和わ子こを殺した。子供を守ろうとした薬剤師の女性を殺した。武尊が進む道には屍が転がり続ける。いままで失われてきたもののために。これから失われゆくもののために。後退も、停滞も許されない。ただ歩いて、歩いて、歩いて、歩き続けて──。


    　次の瞬間、腹の底から嘔おう吐と感がこみ上げてきた。すぐに武尊たけるは誰もいないトイレへ駆け込むと、洗面台に吐と瀉しや物をぶちまける。吐瀉物には、赤い血が混ざっていた。


    



    　──だから言ったでしょ、武尊。優しくて平穏な日常を選びなさいって。いまのあんたの姿は、あんた自身の選択が招いた結末よ？


    



    　武尊は顔をあげて、洗面台の鏡を見た。鏡に映った武尊の顔に、水みず町まち佐さ和わ子この姿がオーバーラップする。血の気が引けた顔つきの佐和子はニタニタと武尊に笑いかけていた。


    　──いったいこの状況からどうやってあんたがミアを助け出すのか楽しみね。優しい優しいタケちゃんの心が、壊れないといいけどね。


    　答える代わりに武尊は洗面台の鏡を叩たたき割る。割れた鏡の破片が散らばり、殴った拳から血がぽたぽたと滴したたり落ちた。それでも佐和子の気配は消えない。道化のように皮肉る佐和子の声が、武尊の耳にこだまし続ける。


    　──忘れたらダメよ、武尊。あんたは私を殺したんだから。どれだけ見ないふりをしても、あんたはこの痛みから一生逃のがれられない。そう、一生よ。


    「わかってる……わかってるさ、佐さ和わちゃん……」


    　武尊はつぶやきながら、血の流れた拳にハンカチを巻きつける。動どう悸きもいまは治まりつつあるようだった。拳から伝わる痛みで、武尊の意識は現実へと引き戻される。


    　例えるならいまの武尊は、月つき杜もり市という盤上で動く駒のような存在だ。武尊だけではない。ミアも、花か音のんたちも、進行を管理するゲーム・マスターによって動かされる駒なのだ。


    　何者かもしれないゲーム・マスターの紡つむぐシナリオは、つつがなく進行している。


    　ミアを引き止めることはできない。


    　この状況を打ち砕くマクガフィンなどどこにもない。


    　武尊も、ミアも、ただ破滅の結末に向かって進んでいる。ならば座して、破滅の運命を受け入れるのか。出口の見えない状況で、ただ息を潜ひそめて機会を窺うかがうのか。


    　──断じて、否いなだ。


    　誰のシナリオによる陰謀か。誰が進行を司つかさどるゲームマスターなのか。いまだわからないが、誰であろうと関係ない。絶対悪アルケマルスとは運命に抗あらがい、支配するものでなければならない。


    　たとえ状況を破るマクガフィンはなくとも、まだたぐりよせられる糸は残っている。


    



    　──『共犯者』として、存分に頼ってください。


    



    「お言葉どおり、存分に頼らせて……いえ、利用させてもらいます」　


    　武尊たけるはここにはいない花か音のんに向けて呟つぶやく。


    　そしてスマートフォンを取り出し、花音へのメッセージを打ち始めた。
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    　メメント社での激闘から数日後、花か音のんは傘かさをさして雨の街を歩いていた。


    　傘の上で雨つぶが跳ねる。


    　小気味よく、リズムよく。だが傘を持って歩く花音の足取りはどこまでも重い。


    　外種エクストラと呼ばれる者たちと新生リヴァイアサンの交戦。


    　みな、命に別状はなく、重傷を負った瓶かめ呂ろや葉は斗と子こもいまは回復しつつある。


    　だがそれは目に見える傷のみだ。心の傷はそうもいかない。


    「葉斗子も、麻ま斗と子こも、まだ戦闘のショックを抱えている。礼れ央おもこのところは顔を出そうとしない。伊い雅がさんは相変わらず音信不通よ……」


    　先日、花音は紡つむ生ぎの家まで見舞いに行った。育ての親であるフレイガを亡くした葉斗子と麻斗子は紡生のもとへ身を寄せており、二人の様子を心配し、ケーキを手土産にしていた。


    　だが葉斗子も麻斗子も、部屋に引きこもったきりで出てこようとはしない。


    　紡生は疲れた表情で頭を振った。


    「ビートリガも、マンティーナも本気よ。第一種フアーストたちは本気で、外種エクストラとかいう兵隊どもを使って私たちを潰つぶす気でいる。おなじ怪人オルタのはずなのにね」


    　そうして　紡生は弱気な眼まな差ざしで棚にたてかけられた写真を見つめた。


    「こんなとき、父がいたらなんて言ったかしら……」


    　花音が寮に飾っているのとおなじ、『異人塾』の面々の写真である。


    　十と雲ぐもとまだ世界に潜ひそむ悪意なんてなにも知らなかった頃の花音や紡生たち、そしていまはもういないメンバーたちが写っていた。結局、その日は葉斗子や麻斗子と会うこともできず、大した話もできないまま、花音は紡生の家を立ち去った。


    　この状況で自分になにができるのかわからない。


    　だがそれでも、こんな自分を必要としている人がいる。


    　雨道を歩く花音は石段の前で立ち止まった。苔こけの生えた古い石段の先には、塗装がいくらか剥はがれた鳥居が見えた。


    　鳥居のそばに、門番として飾られた一対の兎うさぎの石像。狛こま犬いぬならぬ、狛兎と呼ぶらしい。


    　羽はね鷺さぎ神社。通称──うさぎ神社。ここが花音の目的の場所である。


    　花音は雨に濡ぬれた石段を上り、境内へたどり着く。


    　どこか物寂しさを覚える境内の中心に、傘を差した武尊の姿があった。


    　闇にも似た、漆しつ黒こくの傘が武尊にはよく似合う。まるで生者の魂を求める死に神のようだ。


    「すいません、桜さくら井い先輩。こんなところまでお呼びして」


    「いえ……でも珍しいですね、千ち代よさんの家以外のところで待ち合わせなんて……」


    「……ただの個人的な感傷です。まぁ、ゲン担ぎみたいなものですよ」


    　冗談とも本気ともつかない様子で、武尊たけるは告げる。マンティーナと交戦し、怪け我がを負ったという話だったが、案外元気そうに見える。


    「それで私に聞きたいことっていったいなんなんですか？」


    　花か音のんが尋ねると、武尊は眼鏡めがねの奥の瞳を細める。


    　武尊の目が、じっと花音を捉とらえる。


    「天羽あもうミアに接触したというのは本当ですか？」


    　ぞわりと花音の背中に鳥肌が立った。武尊の声こわ音ねは、ヘルヴェノム卿きようのものではない、素顔の武尊の声だ。それなのに、抗あらがいがたい『圧』を伴ともなっているような錯覚を覚える。


    　花音は慌てて頭を下げた。


    「ごめんなさい……勝手なことをして……。任務の途中で天羽さんを見かけて、私、どうしても気になってしまって……」


    「そう、ですか」


    　武尊はなにも答えない。


    　とても冷たい眼まな差ざしをしたまま、花音を見つめる。


    「──ビートリガはガイムーンを倒すつもりでいるようです」


    　いきなりそんな話を切り出され、花音は目を見開いた。


    　事実だけを淡々と述べる武尊の態度からは、人間らしい感情がまったく伺えない。


    「具体的には外種エクストラの計画を使ってでしょう。ほぼ確実に、【財団】も裏で関与している。天羽ミアは確実に罠わなにとらわれています」


    「……そんな、だってあのガイムーンを倒す方法なんて、簡単にあるとは……」


    「方法についてはすでに検討がついています。おそらくビートリガは【財団】と繋つながりがある。本当にその方法を用意していると考えて、間違いないでしょう。このままだと確実にガイムーンは敗北……最悪の場合、天羽ミアが死に至る」


    　武尊の言葉に、花音はなにも言うことができなかった。おそらく武尊には確証があるのだろう。その確証がなにかはわからなくても、間違っていないことだけは、花音にも信じられた。


    　だからいまここで花音が問題にすべきは、ガイムーンを倒す方法についてではない。


    「それで、沖おき名なくんはどうするつもりなんですか？」


    　花音の問いに、武尊は短く答えた。


    「当初のプランを遂行します。メメント社がビートリガの会社である以上、そこからオルタ細胞の人体プロジェクト──外種エクストラに関するデータを奪取する。そのうえで、ビートリガの勢力を完かん膚ぷなきまでに殲せん滅めつするのです」


    「……でも、こないだの戦いでみんな傷ついています。そう簡単に奪取なんて──」


    「確かにそうです。怪人オルタ態からさらに変身したマンティーナに〝恐怖支配テルール〟は通用しなかった。イカルガのように〝恐怖支配テルール〟に耐性を持った第一種フアーストもいる。おそらくビートリガにも俺の〝恐怖支配テルール〟は通じないでしょう。加えて戦闘を繰り返せば繰り返すほど強くなる、外種エクストラの部隊。こちらの戦力はまず通用しません」


    　それでも武尊たけるは力強く断言した。


    



    「──だがそんなものはなにひとつ、諦める理由になりはしない」


    



    　花か音のんは息を呑のんだ。武尊は表情を変えないままだった。心の内に秘めた覚悟も、決断も、すべて自らの表情に隠している。


    「桜さくら井い先輩はこのまま天羽あもうミアへの接触を続けてください。リヴァイアサンのほかのメンバーには気づかれず、彼女の動向から目を離さないようにして欲しいのです」


    「……いいんですか？　沖おき名なくんは天羽さんとの接触を嫌がっていたのでは……」


    「桜井先輩だって気づいているはずだ。ミアが会っている少女、上かみ良ら真ま耶やには外種エクストラとなんらかのつながりがある。もしもビートリガがミアを、ガイムーンを狙ねらうのであれば、上良真耶と接触しているときになんらかのアクションを起こす可能性が極めて高い。その瞬間を突いて、彼らの懐ふところに潜り込む必要があるのです」


    「それってつまり……」花音は恐る恐る尋ねた。「私に囮おとりになれ、ってことですか？」


    　武尊は答えなかった。その沈黙がなによりも雄弁に肯定を物語っていた。


    　花音は胸元を抑え、震ふるえながら息を吐いた。


    「……さっき沖名くんが言っていた殲せん滅めつって、どういう意味ですか？　ビートリガも……外種エクストラも、みんな殺すってことですか？」


    「必要とあらば」


    　武尊の返答によどみはない。その武尊の態度に、花音はある考えがよぎる。


    　いつのまにか話題にあがらなくなった、あの薬剤師の女についてだ。


    「……こないだ沖名くん、言ってましたよね。あの薬剤師の女の人、別のアプローチを辿たどって調べるって。別のアプローチって、いったいなんのことですか？　あの人から、沖名くんはどんな風に情報を聞き出したんですか？」


    　武尊は沈黙する。その態度に一切の揺らぎはない。


    　街の中にあって、境内は雨音のみが響き渡っている。


    　きっと昔からこの境内は変わっていないのだろうと想像する。この神社の境内でかつて遊びまわっていた子供たちの姿を、花音は想像する。


    　花音は動どう悸きを押さえながら、絞り出すようにして言った。


    「こないだ……天羽あもうさんと話をしたんです……。天羽さん、沖おき名なくんとの思い出をいろいろ話してくれて……。ここなんですよね……？　昔、天羽さんとよく遊んだ神社って、ここのことなんですよね……？」


    「……ええ、そうです」


    　そう返事する武尊たけるの口調に、わずかな苦みが含まれていた。


    　ようやく垣かい間ま見えた素の武尊らしさに、花か音のんは安あん堵どする。大丈夫、まだ武尊は人としての心を失っていない。


    「天羽さん、言ってましたよ？　昔の沖名くんはとても正義感が強くて……天羽さんが泣いているときによく駆けつけてくれたって……。もういまは変わったって天羽さんは言ってましたけど……きっと本当の沖名くんは、その頃からちっとも変わってないと思うんです！」


    　花音はあのガイムーンとの決戦前夜の出来事を思い返す。


    　花音を助けるため、自らの悪を貫くために。恩師を殺した武尊は涙を流していた。おそらくこれからどんな人生を歩むことになろうと、花音はあの武尊の姿を忘れはしないだろう。


    　花音は知っている。武尊が持つ本来の優しさを。絶対悪アルケマルスにならんとしている武尊がどれだけ人間らしさを備えた少年なのかを。


    　そんな武尊だから、花音は彼の犯した「罪」を共に背負うと誓った。これから彼が犯すであろう「罪」もまた背負うと覚悟したのだ。


    　武尊の優しさを、失わせたくなかったから。


    「わかってます。天羽さんを助けることがどれだけ大変かってことは……、でもそれで沖名くんが傷つくなんて……いえ、傷つくことすら止めようとするなんて、やっぱり間違ってます！　だからそんな平気そうな顔で我慢しないでください。もっとあなたの素顔をさらしてください！　沖名くん！」


    　武尊は傘かさをさしたまま、武尊は花音を見つめ返す。


    　やがて武尊は淡々と口を開いた。


    「きょう、ここへ来たのは確かめたかったからなんですよ」


    「……確かめる？」


    「いまの俺がうさぎ神社へ来て、どう感じるのか。それを確かめてみたかったんです。昔のような感傷に浸れるのかどうかを。それでここの境内に立って、すぐにわかりました。俺はもうこの神社になんの未練も湧かないってことに」


    　花音は唇を開いたまま、なにも言えなかった。


    　そんな花音に、武尊は笑いかける。


    「優しさなんていらないですよ。俺はヒーローを倒す絶対悪アルケマルスにならなくちゃいけない。悪に優しさなんて、必要ないでしょ？」


    　花音は思い知った。『共犯者』であった武尊とのあいだにある、深い断絶に。


    　どれほど策謀を巡らせようと、武尊たけるの行動原理はシンプルだ。


    　天羽あもうミアを助けたい。ただそれだけに武尊は自分も、仲間も、切り捨てようとしている。その過程で、どれだけ自分が傷つくのも厭いとわずに。


    　やっぱり武尊は馬鹿だ。


    　そんな武尊を助けたいと願う花か音のんは、とてつもない大馬鹿だ。


    「……その任務、引き受けますよ。武尊くん」


    　花音は、武尊のほうへ歩いていった。


    　武尊の顔がよく見えるように、すぐ目と鼻の距離までぐっと顔を近づける。


    　ミアの瞳が海のように深い蒼あおなら、武尊の瞳は漆しつ黒こくの夜。


    　だがどんな夜空にも月は昇り、星が瞬またたくように、決して拭ぬぐえぬ光の瞬きを宿している。


    　花音はそんなかすかな光が瞬く夜空に惹ひかれた。この光を決して絶やしてはならない。


    「なにがあっても、私は絶対に生きて帰ります。天羽さんの手を離したりは絶対にしません。なにも犠牲にすることなく、終わらせてみせますから」


    　花音は、雨がかかった武尊の濡ぬれた頬ほおに手を当てた。


    　これが花音の『良き闘争』なのかはわからない。真に戦うべき敵がなにかもまだ見定められていない。しかし、自らの戦う場所がここにある。それだけは確かだ。


    　花音の返答に武尊はぎこちなく笑いかける。


    　泣き顔にも見える儚はかない笑顔を浮かべながら、武尊は言った。


    「ええ。お願いします、花音先輩」


    　雨はいまだに降りやまない。だがもうこの雨は立ち止まる理由になりはしない。


    　どんな嵐が来ようとも、小さき双そう龍りゆうは月を呑のみ込む闘争を続けようとしていた──。


    



    
      ＊

    


    



    　迎えた週末。ミアはマンションの自室で出かける準備をしていた。


    『ふっふっふー、どうやら上かみ良ら真ま耶やの親愛度は順調に高められているみたいだねぇ』


    　相変わらずミネルヴァはハイテンションな口調で話し続けるが、近頃はミアもこの喋しやべり口調に慣れつつあった。軽くため息をつきながら、ミアは言った。


    「あなたのキャラが結局、いまだにつかみきれないままなんだけど……。素顔のあなたも、そんな感じなの？」


    『おっと、ボクの素顔はシークレットだね。それに顔なんか見せなくても、ボクが有能なことに変わりはないでしょ？』


    「それ、自分で言うの……」


    　ミアはぞんざいに返事しながら、プリントアウトされた顔写真付きの行方不明者リストを眺める。病院で行方がわからなくなった患者たちの名簿だ。


    　いったいどこからこんなに詳細な情報を集めてきたのかと内心驚いていたが、調子に乗らせるだけなので口には出さない。いずれにしろ、今日は真ま耶やをお見舞いがてら、行方不明者の線からも調査してみるつもりだ。


    　やるべきことはたくさんある。立ち止まっている暇ひまなんてないのだ。


    



    　──なぁ、ミア。お前はいま本当にやりたいことをやれているのか？　


    



    「……やってるに決まってるじゃん、バカっ」


    『ん？　なにか言ったかい？』


    「なんでもないよ。じゃあ、行こうか。ミネルヴァ」


    　ミアはガイムーンのマスクと装着具の入ったスポーツバッグを肩にかけ、部屋を出た。


    　梅雨時の月つき杜もり市も本日は快晴。目に見える限りでは悪が動いている気配はない。あくまでも、目に見える限りにおいては。


    　マンションを出てから四〇分ほどして、月杜中央病院へ到着する。そのままミアは真耶の病室を訪ねた。


    　到着したミアは病室の扉をノックする。だが、扉の向こうから反応はない。


    「天羽あもうミアです。真耶ちゃん、いる？　貸してもらった本、読み終わったから来たよー」


    　だがやはり返事はない。不審に思いながら、ミアは病室の扉を恐る恐る開けた。


    　病室には誰もいなかった。


    　ベッドにはついさっきまで誰かが寝ていた痕あとがあり、窓は開け放たれている。ミアは風に揺れるカーテンを抑え、窓を閉めた。


    「……ミネルヴァ」


    『例の噂うわさと決めつけるのは早計だ、天羽ミア。もっともいまが検査の時間じゃないのは、事前に確認済みだけどね。ひとまずボクのストラップを掲げて、病室の様子をよく見せてほしい』


    　いつになくミネルヴァの冷静な指示に、ミアは素直に従う。


    　スマートフォンから、フクロウ人形のストラップを外し、掲げてみせる。フクロウの目に取りつけられたアイカメラのレンズが動き、病室の様子を『観察』する。記録された映像データは無線を介して、ミネルヴァ本人へと転送されている。


    『……しかしほんと小難しそうなタイトルばかり並んでるね。ちゃんと読んでんの？』


    「うん、どれもかなり読み込まれてるみたいだよ。ほら、装丁もボロボロになってるし……」


    　ミアは本棚から一冊のハードカバー本を取り出す。分厚い本はどのページにもめくった跡がついていた。暇つぶしに読める分量ではないが。


    『待った。天羽ミア、本棚をもう一度確認して』


    　ミアは取り出したハードカバー本が並んでいた本の列に目を向ける。隙すき間まができたために立てかけられていた本が斜めに傾く。本と本のあいだに、一枚の折りたたんだ紙が置かれていた。


    　ミアは折りたたまれていた紙を広げる。


    　それはいかにも子供らしい筆致で書かれた、書きかけの手紙だった。


    



    　お父さん　お母さん　お元気ですか？


    　パリはいまどんな天気ですか。


    　わたしも早く病気を治して、そっちへ行けたらいいなって思ってます。


    　お父さんがくれた本のおかげで、全然さみしくなんかないよ。


    　またいつか一緒に紫陽花あじさいの花を見に行けるといいね。


    　早く会える日を楽しみにしています。それでは


    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真ま耶や


    



    『なんだ、手がかりじゃないのかよ、ったく。おませなふりして、ただの寂しがり屋ちゃんだったのか。手紙を書いたはいいけど、結局出せなくなったってとこ？　もうベタだねー、キミもそう思わない？』


    「……ッ、……グスッ」


    『…………あの、カメラのレンズの外だからわからないけど、もしかして泣いてる？』


    「泣いて、ないっ。いいから、捜すよっ」


    　ミアは手紙を折りたたみ、本棚にしまう。こみあげる涙を拭ふき取り、落ち着くのを待った。


    　やはり真耶を放っておいてはいけない。


    　改めてミアはその気持ちを強くする。


    　絶対に彼女を一人にしてはいけないのだ。


    　病室を出たミアは通りすがりの看護師たちに真耶の行方を尋ねる。だが誰も真耶を見かけた者はおらず、首を傾かしげるばかりだった。


    「四一二号室の真耶ちゃん？　さぁ、散歩に出かけているんじゃない？」


    　誰も真耶を心配する者はいない。患者が消える噂うわさが流れているというのに、病院のスタッフはみな気にする素振りもない。


    『これは院内をしらみつぶしに捜すしかなさそうだ。それでも見つからなければ、病院の誰かに相談しよう』


    「……わかった」


    『なあに、心配することはないよ。子供なんてひょっこりいなくなるものさ。こういうのは得てして、くだらないオチで終わるものだって相場が決まってる』


    「……もしかして励ましてくれてる？」


    『キミのメンタル管理もボクの仕事だからね。言葉ひとつでパフォーマンス上げてくれるなら、安いもんだよ』


    「……よく言うよ。こないだは煽あおってたくせに」


    　ミネルヴァの軽口に肩を竦すくめながら、ミアは真ま耶やの行きそうな場所を考える。


    　月つき杜もり中央病院の敷地は広く、一人で捜し回るには少々骨が折れる。ひとまず子供が回りそうな場所を重点的に捜すしかない。まずはこのフロアから捜して──。


    「天羽あもうさん！」


    　声をかけられたミアが振り返る。


    　そこには私服姿の花か音のんが立っていた。白いブラウスの胸元には、ネックレスのロケットが銀色に光っている。


    　だがミアよりも早く、花音は続けて言った。


    「天羽さん、もしかして真耶さんって子を捜してますか？」


    「えっ」


    　驚くミアをよそに、花音は大胆に近寄っていく。


    「すいません、さっき天羽さんと看護師さんが話しているところを見かけましたので。よろしければ、捜すのをお手伝いしますけど」


    「でも、そんな、桜さくら井いさんに悪いし……」


    　どうしてもミアは花音の厚意を受け取ることができない。


    　佐さ和わ子この死以来、どんな些さ細さいな事柄でも他人を巻き込むことに臆おく病びようになっていた。リヴァイアサンが関わっている可能性がある事態なら、なおさらだ。


    　だからこそミアは花音の申し出を断ろうとするが──。


    「なに言ってるんですか、善は急げです。ほら、行きますよ」


    　花音はミアの手を強引に取ると、さっさと歩き出した。ミアは慌てながら、花音に引っ張られるがままにされる。


    「少なくともこのフロアには小学生はいなかったですよ。だったらほかの場所を捜したほうが合理的です。広い院内を一人で捜し歩いても、疲れるだけですし」


    「けど、関係ない桜井さんに手伝ってもらうのも……」


    「天羽さん」


    　花音は振り返ると、優しく微ほほ笑えんで言った。


    「私だって、困っている天羽さんを放ってなんておけません。いまさら関係ないもなにもないですよ」


    　ミアは答えられない。


    　しばらく迷い、花音の手を握り返す。


    「……用もないのにほかのフロアへ行くとも考えにくいです。入院している患者が集まりそうな場所といえば一階の食堂か、売店か……」


    「そういえば、ここ、中庭もありましたよね。患者さんが集まってるのをよく見かけますし」


    「中庭……」


    



    　──またいつか一緒に紫陽花あじさいの花を見に行けるといいね。


    



    　ミアは手紙にはっと思い至り、花か音のんに尋ねた。


    「この病院の中庭に、紫陽花の咲いている場所ってありますか？」
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    　花音が声をかけたのは偶然ではない。


    　ミアがこの病院へ来たときから、ずっと様子を窺うかがっていたのだ。


    　武尊たけるから事前にミアが病院へ来る日を聞いていた花音は、事前にミアを待ち伏せし、会話の一部始終を聞いていた。そして頃合いを見て声をかけたのだ。


    　そのことに罪悪感を覚えつつ、花音はミアと一緒にエレベーターが来るのを待つ。


    「前に中庭の花壇に紫陽花が咲いていたのを見かけたことがあります。もし紫陽花を見に行ったのなら、たぶん真ま耶やちゃんもそこにいるんじゃないかと……」


    「そんな場所があったんだ……。詳しいんですね、桜さくら井いさん」


    「あ、いや、私も偶然通りかかって見かけただけでしたから」


    　病院を調査するために、ずっと花音は院内を調べまわっていた。おかげで病院内になにがあるのかはいやというほど把握できていた。


    「真耶ちゃんとはまだ知り合ったばかりなんですけどね……。なんだか向こうにも煙けむたがられているような気がして……」


    「でも、放っておけないんですよね？」


    「はは、そうですね。桜井さんとおんなじです」


    　エレベーターを待ちながら、ミアは笑って言った。


    　それからふと寂しそうに目を細める。


    「前に、沖おき名なくんからはお節介だって怒られたことがありますけど……。真耶ちゃんにとっても迷惑だったのかな……」


    「迷惑かどうかは向かい合ってみないとわかりませんよ。なにがその人の救いになるかなんて、わかりませんから」


    「……ありがとうございます、桜井さん」


    　ほっとミアが安あん堵どしているところで、エレベーターはやってくる。


    　花か音のんはちらりと周りを窺うかがった。


    　自分たち二人以外には誰も乗り込んでくる気配がない。


    「どうかしたんですか？」


    「……いいえ、なんでもないです」


    　あの病室で、ミアはずっと誰かと話していたのを耳にしていた。


    　ミネルヴァ、と名乗っていただろうか。どうやらスマートフォンとは別の通信機器で連絡を取り合っているらしい。何者かはわからないが会話の内容から察するに、あの水みず町まち佐さ和わ子ことおなじ、ガイムーンの『協力者サポーター』ではないかと思われた。


    　ミアの態度からして、花音の正体を訝いぶかしんでいる様子はない。だが、姿の見えない『協力者』のほうはどうだろう。水町佐和子も、ヘルヴェノム卿きようの正体を察して、武尊たけるに警告してきたことがあった。こちらのボロを出さないよう、慎重に行動しなければならない。


    　やがてエレベーターは一階に到着し、扉が開く。


    　二人はロビーに足を踏み出す。中庭へ続く扉はロビーを横断した先にある。


    「今日は天気もいいですしね。案外、真ま耶やちゃんも外の空気を吸いたくなっただけかもしれませんよ」


    「だと、いいんですけどね」


    　答えるミアの態度には、まだ拭ぬぐいきれぬ焦あせりがあった。


    　花音は先ほど聞いたミアとミネルヴァの会話を思い出す。『例の噂うわさ』、とミネルヴァは口にしていた。ミアの焦りは、おそらくその噂と無関係ではないはずだ。


    　遠回しに、花音は尋ねてみる。


    「なにか、ほかに気になることでもあるんですか？」


    「あ、いや、そういうわけじゃないんですけど……」


    　あくまでミアは言葉を濁す。無関係の人間を巻き込まないようにという配慮だろう。簡単には口を割りそうにない。花音たちは扉をくぐり、中庭へと出る。生い茂った芝しば生ふに敷かれた歩道には、多くの患者が往来していた。


    　花音はすこしミアに近寄ると、小声で尋ねた。


    「……この病院、変な噂があるって聞いたんですけど、それとなにか関係が？」


    　ミアの目が見開かれる。すこし迷った末に、こくりと頷うなずいた。


    「……怪談みたいな噂ではあるんですけどね、どうしても気になって。患者が突然行方不明になるなんて気味が悪いじゃないですか。それに真耶ちゃん、こないだも大変な事件に巻き込まれたみたいだから……」


    「患者が行方不明……？」


    「病院内では噂になってるみたいですけど。……警察も動いていないし、本当かどうかはわからないんですけどね」


    「そうなんですか……。本当に怪談みたい話ですね……」


    　花か音のんは相あい槌づちを打ちながら、違和感を覚える。


    　ここ最近、ずっと花音は病院に張りこみ、院内で囁ささやかれる会話をエコールとしての能力で拾い続けていた。


    　だが一度たりとも、そんな噂を耳にしたことはない。


    「……天羽あもうさん、その噂うわさなんですけど、いったい誰から──」


    「あっ！　いた！」


    　ミアは立ち止まる。ミアの視線の先を辿たどると、ベンチに座る少女の姿があった。


    　道端に咲いた紫陽花あじさいを見つめる、寝間着を着た銀髪の少女。


    　あれが上かみ良ら真ま耶やらしい。


    　ミアは嬉しそうに真耶のもとへ駆け出す。


    「真耶ちゃん、ここにいたんだね！」


    　呼びかけられた真耶がゆっくり振り返る。


    「あら、久しぶりね。本は読み終わったの？」


    　老ろう獪かいさを思わせる嗄しやがれた声に、花音は驚く。ルビーのような真耶の瞳が花音を不思議そうに見つめていることに気づき、慌てて頭を下げた。


    「はじめまして、えっと、天羽ミアさんの友達の、桜さくら井い花音です」


    　友達という言葉にミアは意外そうな顔を向けるが、花音は笑って頷うなずいた。


    　へー、と感心したように真耶が呟つぶやく。


    「あなたみたいな変わった人にもお友達がいたのね。ミアお姉さん」


    「ちょっと真耶ちゃん？　変人扱いするのはやめてくれる？」


    　ミアは苦笑しながら、スポーツバッグの脇のポケットから文庫本を取り出す。


    「はい。借りてた本、面白かったよ。ありがとうね。でも、真耶ちゃん。一人で勝手に病室を出てったらダメだよ。心配しちゃったじゃん」


    「あなたが来ると知っていれば、ちゃんと部屋で待っていたわ。それに……」


    　真耶は顔を曇らせて、紫陽花の花を見つめる。


    　可か憐れんに咲く紫陽花は中庭に慎ましやかな彩りを添える。


    「中庭に咲いているって聞いたから、どうしても見ておきたくなって……」


    「……好きなんだね、紫陽花の花」


    　ぎゅっと真耶は膝小僧においた手を握り締める。ミアはそっと真耶の隣に座った。


    　まるで自分は敵じゃないと安心させるみたいに、ミアは真耶に寄り添う。


    「……また見たくなったら、遠慮なく言いなよ。話し相手としては物足りないかもしれないけど、一緒に綺き麗れいな花を眺めるくらいならできるからさ」


    「……やっぱり変わってるわ、あなた」


    　答える真ま耶やの声は、照れているのを隠そうとしているようにも聞こえた。


    　二人のやりとりを見ていた花か音のんは胸を撫なで下ろす。


    　関わりのないはずの他人を心の底から心配し、自然と相手に寄り添うことのできるミアは、紛まぎれもなくヒーローの資質を備えているのだろう。それは得難い資質であり、賞賛されるべき特質だった。


    　花音はぎゅっと唇を噛かみしめる。


    　そんなミアの資質ですら、武尊たけるにとっては憎むべきものなのだ。ミアを救うために、ヒーローとしてのミアを壊そうとしている。それは本当に許される行為なのだろうか。


    　いや、なにを言っている。ガイムーンはこれまで何人もの怪人オルタを倒してきたではないか。なによりガイムーンが旧リヴァイアサンを壊してしまったからこそ、十と雲ぐもは殺された。多くの怪人オルタが受難の道を歩んだ。仕込まれたマインド・セットにより、花音たちをも殺そうとした。


    　だが、ミアは友達だ。真耶へのごまかしで言ったのではない。本心から、花音はミアと友達になりたいと願っている。


    　花音の思いはどうしようもなく矛む盾じゆんしていた。


    　そんな矛盾を必死に飲み込み、花音が声をかけようとした。


    　そのときだ。ミアがなにかを察知したように、いきなり月つき杜もり中央病院の病棟を振り返った。


    　先ほどまであった親しみを一切失くしたような、ミアの冷たい双そう眸ぼうに、思わず花音は竦すくみあがる。そこに一瞬、ガイムーンの姿を垣かい間ま見た気がしたからだ。


    「ミアちゃん……？」


    　花音が声をかけた次の瞬間、病棟からけたたましい警報が鳴り響いた。


    　轟とどろくような悲鳴。病棟から響く怒号と、何かが荒らされる音。


    　何が起きたのかは、病棟から逃げてくる人々の叫びで理解した。


    「怪人だ！　怪人の襲撃だ！」


    　襲撃。その報を聞き、花音は硬直する。


    　もちろん新生リヴァイアサンの仕業ではない。反射的に連想したのは、紡つむ生ぎたちを襲ったという第一種フアーストの怪人オルタ、ビートリガたちの軍勢。噂うわさに聞く、外種エクストラたちか。


    　花音はぐっとネックレスを握り締める。とにかくこの状況で変身するわけにはいかない。真耶だっているのだ。ミアと一緒に、安全な場所まで避難しなくては。


    「天羽あもうさん、真耶ちゃん……ここは危険です……早く逃げましょ！」


    　花音が呼びかけても、ミアはじっと虚無の眼まな差ざしで病棟を見つめたまま動かない。


    　患者やスタッフたちが恐怖で逃げ惑う中、自らの敵を見定めるように立ち尽くしている。まるでミアの心のどこかにあるスイッチがバチッと切り替わったかのようだ。


    　やがてミアは抑よく揚ようのない声で言った。


    「……桜さくら井いさんは真耶ちゃんを連れて早く逃げて。わたし、行かなくちゃ」


    「待ってください。行くって、どこへ」


    　花か音のんは病棟へ走り出そうとするミアの腕を掴つかもうとした。


    　そこで花音はミアが持ち歩いているスポーツバッグに気づく。あのガイムーンの仮面と、装着具をしまうには、バッグはぴったりの大きさだった。


    　ミアはここで変身するつもりなのだ。


    　絶対に行かせてはならない。衝動的に花音はミアを取り押さえようとするが、容赦なく振り払われてしまう。


    　そのままミアは花音や真ま耶やを一いち瞥べつせずに告げた。


    「二人はそのまま逃げて。わたしもあとから行く。それじゃ」


    「待って、天羽あもうさん！　──ミアちゃん、待って！」


    　花音の叫びなど聞こえてないかのように、ミアは疾風のように病棟へ走っていく。


    　倒すべき悪を、倒すために。


    　花音の動どう悸きは止まらない。そしていまになってようやく確信した。


    　紛まぎれもなくミアは、ガイムーンだ。迷いなく走っていったミアの背中は、これまで花音が対たい峙じしてきたガイムーンの姿となにも変わらない。


    　マインド・セット。


    　初めて花音はミアにかけられたマインド・セットを実感する。


    　天羽ミアにかけられた呪のろいを目まの当たりにする。


    　いまの行動にミアの意志は関わっているのだろうか。ミア本人は自らの意志で決めているつもりなのかもしれない。誰かを守るために行動しているつもりなのかしれない。


    　だがいまのミアの姿はまるで、『悪』が現れれば機械的に反応するロボットのようだ。


    　あのマインド・セットこそが、ガイムーンの根源となっている呪いであり、武尊たけるの憎悪する、打ち砕くべき正義なのだ。


    　絶対に手は離さないと約束したのに。


    　花音の中に限りない悔しさがこみあげるが、もうどうにもできない。


    　いまは、武尊に事態を連絡するほうが先だ。真耶も早く連れて逃げなければならない。


    　すぐに花音はスマートフォンを取り出し、メールを打つ。そして真耶のほうを振り向いた花音はそこで固まってしまった。


    　ベンチに座っていたはずの真耶が忽こつ然ぜんと姿を消してしまっていたのだ。


    「あれ……真耶ちゃん……？」


    　花音はあたりを見回すが、真耶らしき姿は見当たらない。


    　血の気が引けた。どこかに消えてしまったのか。群衆に紛れてしまったのか。


    　捜しに行こうと花音が動き出そうとしたときである。


    「おっと動かないほうがいいねぇ、次種ネクストのお嬢さん」


    　鋭い刃が花か音のんの背中に押し当てられ、体が硬直する。斬キリリリ……と囀さえずるような笑い声が鼓膜を打った。


    　あたりを通り過ぎる群衆は、花音に迫る刃に気づいていない。よく見れば、花音のほうを無慈悲に観察する者たちの姿も見える。一般人ではない。怪人オルタか人間ネイテイブかはわからないが、間違いなく敵だ。すでに花音は包囲網に取り囲まれていた。


    「……どなたですか？　ネクストってなんのことだか、私にはさっぱり……」


    「トボけんじゃないよぉ。情報提供があったんだ。あんた、新生リヴァイアサンの怪人オルタだろ？　こそこそあたりを嗅かぎ回ってたそうじゃないか」


    　もう逃げ場はない。即座に花音は手にしていたスマートフォンを地面に叩たたき割った。ほう、と後ろにいた声が感心する。


    「情報を守るほうを優先したか。次種ネクストにしては根性が座ってるようじゃないか」


    「……あなたがマンティーナですね。よくもアラクネさんたちを……」


    「なにを言ってるんだい。恨むなら、己おのれの罪深き弱さを恨むんだねぇ」


    　マンティーナは下げ卑びた声を出しながら、花音の黒髪を鎌かまの縁ですくい取る。


    　花音は怖おぞ気けがたつのを堪こらえながら、胸元のネックレスを握り締めた。


    「──ついてきな。あんたからはじっくり聞きたい話があるからねぇ」
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    　ミアは変わり果てた病棟のロビーを見つめる。


    　病棟は発煙筒によって煙があふれ、設備があちこちめちゃくちゃに破壊されていた。


    　怪人による襲撃の痕あと。だが肝心の怪人たちの姿は見えない。


    　いまのミアの意識から、花音や真ま耶やを心配する気持ちが消えたわけではない。だが目の前に迫った脅威に、ミアの気持ちはすっかり上書きされた。


    　怪人を倒し、この脅威を取り除く。それがいまのミアの最優先事項だった。


    『どこに怪人がいるかわからない。すぐに変身して備えたほうがいいね、天羽あもうミア』


    「わかった」


    　ミアはトイレに駆け込むと、スポーツバッグをおろし、装甲具を身につける。身体からだじゅうにきゅっとベルトが締まる感覚。そのまま握り締めた拳を腰に当てて、ミアは叫んだ。


    「変身ッ！」


    　外装器官を纏まといマスクを装着したミアは、悪の天敵ガイムーンへと変身する。


    　ガイムーンは病院内を駆け出した。


    　パニックになっていた患者たちが現れたガイムーンに気づく。


    「ガイムーン！」「ガイムーンだ！」「ガイムーンが来てくれた！」


    　ヒーローが来てくれた。たったそれだけの事実が病院にいる人々を勇気づける。唖あ然ぜんとする病院スタッフに、ガイムーンは尋ねる。


    「怪人は、いまどこに？」


    「い、いま、地下駐車場に行ったと警備員から連絡が……」


    「わかりました。あなたたちもすぐに避難してください」


    　すぐにガイムーンは地下駐車場へ通じる階段を駆け下りる。


    　降り立った地下駐車場は足音だけが反響する。上の騒ぎとは切り離されているかのようだ。


    　ガイムーンは火花の散る拳を握り締め、いつでも〝雷弾〟を放てる準備を整える。


    　刃のように気配を研とぎ澄ます。


    　悪を倒せと、ミアの魂に囁ささやきかける。


    　あたりに視線を巡らせるガイムーンはふと駐車場に止められた車に目を向ける。車に取りつけられたサイドミラーに映るガイムーンの背後で動く人影があった。


    　あのとき、真ま耶やを襲ったマスクの怪人たちだ。


    　背後を振り返ったガイムーンは〝雷弾〟を発射。帯電した生体弾丸がトラックの傍そばの柱を打ち砕いた。さっとマスクの怪人はトラックの陰に隠れる。


    　一瞬ではあったが、ガイムーンの視界は隠れた人影の姿を捉とらえていた。


    　間違いない。あのとき、真耶を襲ったマスクの怪人たちだ。


    『ガイムーン、気をつけて。取り囲まれてる』


    「わかってる」


    　反響する複数の足音。まるでガイムーンを挑発しているかのようだ。


    　姿を見せない敵にガイムーンは問いかけた。


    「あなたたちの狙ねらいはなに？　なぜこの病院を襲ったの？」


    　怪人たちからの返答はない。ガイムーンはじっと息を凝こらす。


    　感じ取るのは、相手の行動のリズムだ。足音のリズムに同調し静かにタイミングを窺うかがう。


    　足音の数からして取り囲んでいるのは前回とおなじく、おそらく五人。向こうが焦じれて攻め込んできたタイミングで全員を無力化し、制圧。今度こそ絶対に逃がしてはならない。もうこれ以上、真耶が狙われないようにするために──。


    



    「余計なことしないで、って言わなかったかしら？」


    



    　その真耶が、銀髪をなびかせて地下駐車場の陰から現れた。いつもの涼しげな表情からは想像できないほど、真耶の赤い瞳は苛か烈れつな輝きを放っている。


    「真耶ちゃん……」


    　ガイムーンは近づこうとするが、真耶は「来ないで」と冷たく拒絶した。


    「私からなにも奪うなっ。私から幸せを奪うなっ、ガイムーン」


    「……なにを言ってる？」


    　困惑するミアをよそに、真ま耶やのそばにいくつもの人影が寄り添う。鳥のくちばしのような突起物を備えた、奇妙なマスクの怪人──外種エクストラたち。


    　以前、真耶は彼らを「新しい世界へ生まれ変わろうとしている蛹さなぎ」と呼んでいた。


    　真耶にとって彼らはなんなのだ？　わたしが倒すべき『悪』ではないのか？


    『理解できぬ、と言いたげだな。ガイムーン』


    　突然、マスクの怪人の一人が声を発する。だがそれは怪人が直接喋しやべっているのではなく、スピーカー越しの音声のようだった。


    　重く響いたその声は、どこか猛たけ々だけしさを感じさせる。


    『こうしてお目にかかれて光栄だ、仇きゆう敵てきよ。余はビートリガ。あの愛いとおしき禍か嶽がく社しやリヴァイアサンの幹部である』


    「ビートリガ……リヴァイアサンの幹部だと……！」


    　禍嶽社リヴァイアサン。それを率いる、髑どく髏ろの仮面を被かぶった絶対悪アルケマルス。


    「やっぱり、裏で糸を引いているのはヘルヴェノム卿きようだったのか……」


    『さて、それはどうかな』


    　スピーカー越しのビートリガはほくそ笑む。


    　いますぐにマスクの怪人たちを蹴け散ちらし、真耶を助け出すことはできる。だが、こちらに敵意を向ける真耶が、ガイムーンの意志を止める。


    　守るべき弱者と、倒すべき悪。


    　ガイムーンの正義は、誰かの助けを求める声に反応する。誰かを脅おびやかす悪に反応する。


    　その構図が歪ゆがみ始めている。ガイムーンの拳を縛りつけている。


    「その子を離せ……お前たちがなにを企たくらもうと、わたしが必ず打ち砕く」


    『強がるでない、正義のヒーロー。せっかくだ。我らとともに来てみるか？』


    「え？」


    　すると地下駐車場の奥の壁が割れ、闇へと続く道が露あらわになる。


    　驚きよう愕がくするガイムーンに、ビートリガは誘うように語りかけた。


    



    『見せてやろう、余の野望の姿を。お主の正義とやらが通じるか、試させてもらおうぞ』
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    　花か音のんから、月つき杜もり中央病院が襲撃されたという一報が入った。


    　すぐに武尊たけるは花音の電話にかけ直すが、なぜか電話が一向に繋つながらない。テレビを点つけると、早速『月つき杜もり中央病院、複数の怪人たちにより襲撃』のニュースが流れていた。そしてガイムーンが現れたという情報も報道されていた。


    　もう状況は動き出してしまった。


    　敵は──ビートリガは、いよいよガイムーンを仕留めるつもりらしい。


    　武尊たけるはニュースを確認したのち、阿あ久く津つ邸の地下室へと降り立った。


    　阿久津邸の地下には大きく二つの部屋が設けられている。武尊が戦闘訓練をするためのトレーニングルーム、そしてヘルヴェノム卿きようとしての装備を収納した管理ルームだ。


    　まるで古代の神殿のように静せい謐ひつな空間。


    　その中央に鎮座した強化ガラスのショーケースには、武尊がヘルヴェノム卿となるための、黒衣のスーツと、髑どく髏ろを模した仮面が収納されている。


    　武尊はぐるりと部屋を見渡した。


    　ショーケース以外にはなにも置かれていない整然とした部屋だが、壁にも床にも、無数のコンピューターが埋め込まれている。ひとつひとつのコンピューターは神経細胞のように振る舞い、巨大な脳のネットワークを形成する。


    　ＡＣＭシステム。初代ヘルヴェノム卿の思考パターンや記憶を実装した、サポートＡＩであり、武尊に絶対悪アルケマルスの資格があるかを常に判定し続ける裁定者。　


    　ヘルヴェノム卿として表舞台に出る前から、武尊はヘルヴェノム卿のスーツと仮面を身につけて、特訓を重ねてきた。


    　システムと連動するためのチップを脳に埋め込み、幾度もトラウマを呼び出された。


    　初めて千ち代よに会い、スーツを与えられてから六年。武尊は身も心も、ヘルヴェノム卿という仮面に蝕むしばまれ続けてきた。いままでも、そしてこれからも。


    　武尊はショーケースの鍵かぎを取り出すと、じっと仮面を見つめた。


    「迷っているようね、武尊」


    　揶揄するような声が耳朶を打った。


    　武尊は目の前のショーケースを見つめる。ショーケースのガラス越しに、水みず町まち佐さ和わ子この幻が笑いかけている。


    　武尊は鍵を握り締めながら、言った。


    「……幻が、俺になんの用だ？」


    「恩師になんて口の訊き方をするの。あんたが心配だから出てきてあげたっていうのに」


    　佐和子の幻はにたにたと笑いながら、問いかける。


    「あんたは自分の考えが正しいことを確信している。その対処法もわかっている。だけど、それをなすべきかいまだにあんたは迷っている。あんた本人は覚悟を決めたつもりなんでしょうけど、おあいにく様。罪悪感を抱いているからこそ、私はあんたの前に出てきたのよ」


    　佐和子の言葉は、武尊の胸にやまびこのように反響する。


    　はたして生前の佐さ和わ子こが実際にこんな口調だったのか、武尊たけるには確信が持てなくなる。生前の佐和子との比較に意味があるとも思えない。


    　いまここで話している水みず町まち佐和子は亡霊ではない。武尊の心が見せる幻なのだ。


    　だからこの佐和子が語る言葉は、すべて武尊の内面の一部を模倣しているにすぎない。


    「あんたが行けば、また大勢の屍が転がる。私やあの薬剤師どころじゃない、たくさんの死があんたにのしかかる。ねぇ、あんたが殺した薬剤師の女、彼女は子供を守るためにビートリガたちに協力していた。誰かを守るために悪をなす。まるであんたにそっくりじゃない？」


    「……そんなの、ただのこじつけだろ」


    　武尊はすげなく、しかしはっきり言葉に出して否定した。


    　幻の声を、肉声で打ち消し、迷いを打ち払おうとする。


    「……すべては言葉の定義の問題だった。正義と悪。これほど、主観的で曖あい昧まいな概念はないけれども、ガイムーンの正義に関してなら、明確に定義はできる。すなわち──『弱者を脅おびやかす悪を滅ぼせ』」


    　自分に語りかける武尊の言葉に、佐和子の幻が乗っかった。


    「でも、その定義自体が曖昧であるように思えるけど？」


    「曖昧に決まってますよ。なにが『悪』で、なにが『弱者』かを決めるのはミアの主観なんだから。もっと言えば、ミアが共感できるかどうかなんだ」


    　ガイムーンは弱者の共感のもと、弱者を脅おびやかす『悪』を討つ。


    　ミアにとっての『悪』とは、イデオロギーにかかわらず、あくまで他者を脅かす者を指す。


    「共感できれば正義、共感できなければ悪。節操がないけど、思い切りがよくてわかりやすいわね。悪なきところに正義は生まれず。まさにノーヴィラン、ノーヒーロー。だから興味深いところよね。だったらさ──」


    　佐和子は笑みをやめて、一切の感情をなくした無表情になって尋ねた。


    



    「もしも倒すべき悪を見み出いだせなかったら、ヒーローは──ミアはいったいどうなっちゃうのかしら？」


    



    　武尊はその問いかけに答えず、ショーケースに鍵かぎを差し込んだ。ショーケースが開け放たれた途端、佐和子の幻は消え、武尊は現実に立ち返る。


    　すでに準備は整っている。いまさら迷いなどあるはずもない。


    　あとはただ望んだ結末に向けて、屍だらけの道を進み続けるしかないのだ。


    　ミアにとっての唯一無二の絶対悪アルケマルスとなるために。


    　武尊はショーケースに収められたヘルヴェノム卿きようの仮面に手を伸ばした。


    



    
      ＊

    


    



    　ガイムーンが月つき杜もり中央病院の地下駐車場から開かれた扉を抜けると、巨大なトンネルに行き着いた。トンネルには古びた路線が敷かれ、トロッコ列車が置かれている。


    『乗るがいい、ガイムーン。そこにお主の求める答えがある』


    　マスクの怪人たち──どうやら外種エクストラというらしい──と、ビートリガに押され、ガイムーンはトロッコ列車に乗り込む。


    　そして真ま耶やも、外種エクストラの傍そばにぴたりと寄り添い、あとをついていった。


    　いますぐここで外種エクストラたちを倒すのは容た易やすいが、真耶が傍にいるために簡単に手出しはできない。しかも真耶は自らすすんで、外種エクストラたちと行動を共にしている。


    　そのためガイムーンも身動きが取れず、いまはただ助ける隙すきを狙ねらいながら、彼らについていくほかなかった。　


    　地下にいるため電波の状況がよくないのか、ミネルヴァとの通信はノイズだらけで聞き取れない。ガイムーンは完全に孤立してしまった。ここが月杜市のどこなのかもわからない。


    　トロッコ列車は振動音をトンネルに響かせながら前進する。


    　まるで護送される囚しゆう人じんになった気分だ。


    『このトンネルがなにかわかるか、ガイムーン』


    　ビートリガの声に、ガイムーンは首を横に振った。


    「……さぁね。興味もないけど」


    『ここは我ら、第一種ファーストの故郷だ。月杜市に忘れられた、歴史の墓標である。お主ら地上の者たちが顧みなかった、月杜市の闇さ』


    　ガイムーンは──ミアは、過ぎゆく地下トンネルを見つめる。


    　誰からも顧みられない暗いトンネル。こんな場所で育った魂がどうなるのか。ミアには想像もできない。ここを故郷と呼んで誇る、ビートリガの感性も。


    「こんなところが故郷だとしたら、あなたたちはずいぶん寂しいところから生まれたんだね」


    『言ってくれるではないか、余の故郷を愚ぐ弄ろうするとは。まぁ、寂しいだけの場所かどうかはまだ断じるには早いぞ？　まもなく到着だ』


    　トロッコ列車がトンネルを抜け、巨大な地下空間へと入り込む。


    　線路の両脇には朽ちかけた建物が並び、壊れかかった連絡通路が建物のあいだを連結している。まるで地下に築かれた文明の残り香のようだ。


    　怪人たちはこの月つき杜もり市の闇の中で生まれ、そして育った。


    　その事実を反はん芻すうするうちに、ガイムーンたちを乗せたトロッコ列車が、ある建物の前で停止する。その建物だけ明かりがつけられ、とこどころ補修されていた。


    　続々と列車を降りていく外種エクストラたちに、真耶も、そしてガイムーンも付き従う。


    　建物に入ると消毒液のような匂いが鼻をつく。照明もつけられ、意外なほどの賑にぎわいに満ちていた。なにより驚いたのが、防疫服を着た人間が歩いていることだった。


    　こちらのショックに気づいたように、ビートリガは補足する。


    『連中は余の兵隊どもだ。わかりやすく言い換えれば、社員になるか。人間ネイティブの力を借りるのは少々癪しやくにさわるが、怪人オルタといえど経済には逆らえんのでな』


    「……つまりあなたは社長ということ？　あなたみたいなのに協力する人がいるなんて」


    「これでも人望はあるのだよ。お主にはわかるまいがな」


    「……わかりたくもないね」


    　外種エクストラたちがある部屋の扉を開ける。


    　そこは一種の管制室だった。正面には大きな窓ガラスが張られ、多数のモニターが机に設置されている。モニターに映っている心電図や血液データには目もくれず、ガイムーンは窓ガラスの向こうに広がる光景に釘付けになる。


    「なに……これ……」


    　窓ガラスの向こうは巨大なホールとなっており、いくつものカプセルが鎮座していた。


    　まるでＳＦ映画に出てきそうな医療カプセルの中は透き通ったエメラルドグリーンの溶液に満たされ──人が眠っていた。男、女、成人から子供まで、カプセルの中に納められている。まるでホルマリン漬けにされた生物標本のようだ。


    　ガイムーンはいますぐ彼らを助けようと、動き出そうとした。


    　だが、それも真ま耶やの声によって止められた。


    「あなたが助ける必要なんてないわ。だってあの人たちは、望んでここへ来たんだもの。私とおなじくね」


    「……望んで？」


    「そうだ」


    　管制室に、大柄な男が入ってきた。堂々たる巨体に派手な柄のスーツを着用し、まるで武将のようなヒゲを生やしている。この男が何者か、ガイムーンはすぐに察した。


    「お前が、ビートリガか……」


    　ビートリガは人間の姿でにやりと笑う。剥むき出しになった剛健な歯が誇らしげに白く輝く。


    「そういきり立つな、ここにはお主が倒すべき『悪』など存在しない。ここにあるのは、人間ネイテイブ流に言うところの、需要と供給だ」


    「需要と、供給……？」


    「お主なら知っているはずだ。オルタ神経節、そして外装器官に秘められた高い自己再生機能を。オルタ細胞に関する研究データは決して外部には漏れず、外へ出ることはなかった。だがもしもその秘密が人間ネイテイブの手に渡ったなら、人間ネイテイブの歴史が始まって以来の医療革命となっただろうな。オルタ細胞の力を有効的に活用すれば、どんな病を抱えた人間も健康な状態に戻すことができるだろう」


    　ビートリガは話しながら、窓ガラスのほうへ近づく。


    　ガラスの向こうで整然と並んだカプセルたちをうっとりとした眼まな差ざしで眺める。


    「我ら第一種フアーストは遺伝子操作によって、オルタ細胞を生成する能力を生まれながらに備わった。それにより高い知性と気高き魂を宿しつつ、強きよう靱じんなる肉体をも手に入れた。だが人間ネイテイブは違う。彼らの肉体はあまりに脆ぜい弱じやくだ。だから余は彼らに施ほどこしを与えたのだ」


    「なにをふざけたことを……。少なくとも、あなたは『悪』でしょ。人々を襲い、さらって、こんな実験を──」


    「まだ気づかないのか？　言ったはずだ。これはサービスだ。余は人間ネイテイブどもにサービスを提供してやったにすぎん」


    　ビートリガは野太い指を鳴らした。


    



    「怪人オルタの力、というサービスをな」


    



    　すると外種エクストラたちは一斉にマスクを外し、素顔を晒さらす。


    　晒された人間ネイテイブとしての素顔に、ミアは見覚えがあった。


    　全員、資料に載っていた月つき杜もり中央病院から行方不明になっていた患者たちだった。


    「彼らはみな、末期の病、あるいは治せぬ傷を負った者ばかり。彼らは健康な肉体を欲し、病に怯おびえぬ平穏を求めていた。だから余が授けたのだ！　彼らを外種エクストラとし、強きよう靱じんなる肉体を与えてやったのだ！」


    　患者たちはうつろな眼まな差ざしでガイムーンを見つめる。視線にこめられた感情が非難なのか、糾弾なのか、ミアにはわからない。


    「そんなものは、詭き弁べんだ……。だってお前は、その人たちを使って戦わせてるじゃないか……。あの交差点でも、さっきの病院でも、たくさんの人々を傷つけた……」


    「手術の対価として余の仕事を手伝ってもらっただけさ。彼らの望みを叶かなえてやったことに相違はない。上かみ良ら真ま耶やを見てみろ。この娘は一度でもお主の助けを求めたりはしたかね？」


    　ガイムーンは真耶のほうへ向き直り、手を伸ばそうとする。


    　だがその手は届かなかった。


    　真耶は外種エクストラの後ろにさっと隠れた。そんな真耶を外種エクストラは優しく抱きしめる。


    「私は、この病気を治したいのっ」


    　赤い瞳が照明に照らされて輝く。白い頬ほおに流れる一滴の雫しずく。


    「早く、お父さんとお母さんに、元気な姿を見せたいっ。一緒に紫陽花あじさいを見たいのっ。だから、私たちの邪魔をしないでっ」


    　ミアに見せていた大人びた態度とはまるで違う、年相応の彼女の素顔。


    　ガイムーンは硬直する。ミアの動どう悸きは激しくなる。


    　真ま耶やの気持ちが痛いほど理解できてしまう。


    　かつてのミアもまた怪人に刺されて、重傷を負ったものの、オルタ神経節を移植されることでガイムーンとなり、健康な肉体を取り戻した。


    　それは真耶やほかの外種エクストラたちとなにも変わらない。


    　彼らはみな、かつての天羽あもうミア自身なのだ。


    　ミアは彼らの気持ちに共感する。かつての自分を外種エクストラたちに重ね合わせる。


    　ここに倒すべき悪はいない。守るべき弱者もいない。


    



    　それに気づいた途端、ガイムーンの腕を包む外装がいきなりボロボロと崩れ始めた。


    



    「……な、なんでっ、なんでっ！」


    「お主の変身様式セレモニーの要かなめとなるのは、弱者への共感と弱者を脅おびやかす悪意への憎悪、だったな」


    　驚きよう愕がくするガイムーンに、ビートリガは囁ささやきながら、ゆっくりと近づいていく。


    「だからこそ、お主はいま外装器官を保てなくなっている。お主の意識が、ここに『悪』はいないと認めているからだ」


    「なにを……なにを言って……」


    「否定したいか？　なら試すがいい。いまここで、お主の力を振るい、余を倒してみるがいい！」


    　ビートリガは両手を広げ、ガイムーンの攻撃を待ち構える。


    　ガイムーンは崩れゆく身体からだを押さえながら、震ふるえる拳をビートリガに向けた。


    　生体弾丸である〝雷弾〟を発射しようとするが、拳は震えたままなにもできない。


    　あの激闘の夜、相対したヘルヴェノム卿きようの言葉が蘇よみがえる。


    



    　──つまり、それが君の正義の限界というわけだ、ガイムーン。


    



    　ちがう。


    



    　──君の正義は、他者に依存した正義だ。他者の怒いかりに寄生した正義だ。君は自分の感情のままに戦うことができない。


    



    　ちがうっ、ちがう。


    



    　──他人に自分の意志を任せる者に、どんな正義が貫けると？　君は他人を言い訳に戦う口実が欲しいだけだ。


    



    　ちがう、ちがうちがうちがうちがうちがう！


    



    　──君の正義はなにも救えない。


    



    　──ただ、壊しているだけだ。


    



    「ちがああああああああああああああああああああああうっ！」


    　絶叫するミアのこめかみに鋭い痛みが走った。


    　そのままガイムーンはよろめき、膝をつく。身体からだからオルタ細胞が塵ちりとなって散っていく。


    「どうやら限界が近づいているようだな。よろしい。ならば余が直々に引導を与えてやろう」


    　いきなりビートリガは腰に手を当てると、なにかを取り出す。


    　漆うるし塗りの柄をした、刃渡り三〇㎝ほどの小刀だ。その小刀でこちらを攻撃するのかと思ったが、相手ははまったく予想外の行動に出た。


    　次の瞬間、ビートリガは手にした小刀で己おのれの腹をかっさばいたのだ。


    　ビートリガの額に脂汗が滲しみ出る。しかし自らのスーツを血に染めながら、ビートリガはヒゲを蓄えた口元で笑みを作る。


    「とくと見よぉ……このビートリガの……真の姿をぉ!!」


    　そして、ビートリガは変身した。


    　雄々しくそびえる巨大な角、異様に膨ふくれ上がった全身は鎧よろいのごとく硬質な体表に覆おおわれている。カブトムシを模しながらも、貌かおつきは獰どう猛もうさを宿していた。口から生えた牙から蒸気のような息を吐き、静かにガイムーンを見据えている。


    　いまの切腹行為こそが、ビートリガの変身様式セレモニーに外ほかならない。


    　怪人オルタ態となったビートリガはしばらく自らの腹をさすっていたが、


    「ふん！」


    　いきなり握った拳で空中を殴った。


    　その一瞬の後、凄すさまじい衝撃波がガイムーンに襲いかかった。


    　以前、黒いヘルヴェノム卿きようと交戦したときに繰り出されたあのトンファーとおなじ、いや、それ以上の破壊力を秘めた衝撃がガイムーンを直撃。


    　身体が脆もろくなったガイムーンはそのまま扉まで叩たたきつけられた。


    「どうだ、ガイムーン。余の拳は骨身にしみるであろう？」


    　ビートリガは関節をほぐすように両肩をゆっくり回す。挑戦者をあしらおうとする王者の風格が漂う。ミアは痛みに耐えながら、どうするか考える。だが思考は一向にまとまらない。頭痛と、体の痛みに遮さえぎられ、意識が飛びそうになる。


    　ここで敗北するわけにはいかない。ここで正体を晒さらすわけにはいかない。


    　だがその想いだけを頼りに、ミアは扉を開け、一気に走った。


    「はっはっは、敵を前にして逃亡か！　『悪の天敵』が聞いて呆あきれる！」


    　ビートリガの嘲ちよう笑しようが響く。


    　だがミアの脳裏を支配するのは外種エクストラたち、そして真ま耶やの冷たい視線だった。


    　ガイムーンの正義は崩され、外装器官も崩れていく。


    　それでもミアはガイムーンのマスクだけを被かぶり続ける。必死に正義の仮面にすがりつく。


    　なんのためにすがりついているのかもわからない。


    　だってここには守るべき弱者も、倒すべき悪はいない。


    「あ…ああ…ああ……」


    　排除されるべきは、ガイムーン──ミア自身なのだから。


    「ああああああああああああああああああああああああああああ!!」
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    「ごめんね、天羽あもうミア。これもボクの仕事なんだ」


    　ガイムーンのマスク越しに轟とどろく、ミアの悲鳴。天羽ミアの協力者、コードネーム〝ミネルヴァ〟は彼女の悲鳴をイヤホンで聞きながら、ひとり呟つぶやく。


    　すべては【財団】によって仕組まれた『実験』だった。


    　実験テーマは『過酷なストレスを与えたときに生じる、ガイムーンの状態変化の観察』。


    　意図的にマインド・セットに負荷をかけ、ガイムーンを危機的状況に陥おちいらせることで、ふたたび能力の進化を引き起こせるかを観察する。それが今回の実験目的である。


    　もともと天羽ミアに移植されたオルタ神経節は特別スペシャルだった。彼女のオルタ神経節が生成するオルタ細胞は変身者の意志を反映させやすいように設計されている。だからミアはマインド・セットを施ほどこされ、進化の方向性を定められた上で、その能力を進化させる様々な実験を行うことが当初から【財団】内で予定されていたのだ。


    　その計画も三年前にガイムーンが一般人を殺した暴走事故により、凍結となった。


    　以降は協力者である水みず町まち佐さ和わ子こを介した、天羽ミアの現状維持に止とどまり、ガイムーンの能力進化もまた平へい衡こう状態に陥ったのである。


    　状況が一変したのは先月、ガイムーンが月つき杜もりＭＡＴビルで繰り広げたあの闘争だった。


    　あの闘争を経て、ガイムーンは自力で拘こう束そくを解き、【財団】の想定をも上回る能力を示して見せたのである。結局、ガイムーンの暴走状態は収束し、発現した能力は消失したものの、【財団】はこれらの結果を見み逃のがしはしなかった。


    　まだガイムーンにはさらなる進化の可能性が残されている。


    　先月の闘争では、ヘルヴェノム卿きようという強大な敵によって進化のトリガーが引かれた。


    　ならばガイムーンをあえて危機的状況に追い込むことで、さらなる能力の進化を引き起こすことができるのではないか。


    　もちろん、これは危険な実験である。失敗すれば、最悪の場合、天羽あもうミアという貴重なサンプルを永遠に失う結果にもなりかねない。だが【財団】はそれらのリスクを承知で実行した。これには第一種フアーストと協力して進められていた外種エクストラ計画によって多くの実験サンプルを調達できるようになったという事実も関与している。


    　何事もバックアップは必要だ。


    　ガイムーンの代わりは他にいくらでもいる。そして外種エクストラとビートリガたちを材料にして、ミアを心理的に追い込むための実験が組み立てられたのだ。


    　今回の件におけるミネルヴァの役割は、実験を適切に進めるテクニシャンである。そのために、ミネルヴァは実験テーマに沿って、天羽ミアというサンプルを誘導してきた。


    　ミアをこの件に関わらせるきっかけとなった上かみ良ら真ま耶やの襲撃、さらに深入りさせるための月つき杜もり中央病院に関する偽にせの噂うわさ、外種エクストラに関する資料。


    　すべては仕組まれた茶番である。


    　天羽ミア。自らが踊らされていることにも気づかず、友情も、恋愛も、すべての幸せを捨てて、ヒーローになろうとしている哀れな正義の道化。


    　まだ実験の結果がどうなるのかはわからないがどのような結果になろうと、【財団】にはさして痛手にはならない。なぜなら科学とはトライ＆エラーで発展するものだから。


    　科学に失敗はつきものだ。


    『ぐわ……ああ…ああああああ………』


    　まるで赤ん坊の泣き声にも似た、天羽ミアの悲鳴を聞きながら、ミネルヴァは決してミアには届かない言葉を呟つぶやいた。


    



    「がんばってよ、ヒーロー。キミの後輩として、期待はしているんだからさ？」


    



    
      ＊

    


    



    　遠くで誰かの悲鳴が聞こえた気がした。


    　変身していないのに、花か音のんの耳は敏感に外の音を捉とらえる。


    　ぼんやりした意識で花音は誰の悲鳴だったのかを考える。悲鳴はミアの声に似ている気がした。天羽ミア、彼女もここへ連れてこられているのだろうか。


    　だが、どうして彼女が悲鳴をあげるような状況に追い込まれているのかがわからない。ガイムーンは不可能を可能にするヒーローのはずだ。


    　そんなミアがいったいどうして──


    「余計なことを考えている余裕があるのかい？　え、お嬢さん？」


    「グハァッ！」


    　次の瞬間、花か音のんに巻かれた電線から電気ショックが流された。


    　半裸の花音が全身をのけぞらせるたび、両手首に巻かれた鎖が音を立てて揺れる。


    　全身の服を破かれ、下着姿だけになった花音はわざと上半身だけ前に倒れる格好で縛り吊つるされてた。不安定な体勢により、上半身の体重がかかり、肩の関節がきしみだす。


    　花音は薄暗い個室に閉じ込められていた。分厚いコンクリートでできた壁はあちこち漆しつ喰くいが剥はがれ、花音の悲鳴を反響させる。染みのような跡は血けつ痕こんだろうか。


    　天井のエアダクトから吹く風は生暖かく、どこかカビ臭くさい。狭い部屋の中にいるのは、マンティーナと花音のみ。ここがどこにある部屋なのかはわからない。マンティーナと外種エクストラたちに目隠しをされて連れてこられたため、場所の見当もつかなかった。


    　足元には破かれた服と、チェーンを切られたネックレス、空っぽになったピストンが転がっている。自白剤か、なにかを注射され、意識が霞みそうになる。


    　苦痛で息を喘あえぎらせている花音に、マンティーナがゆっくり近づく。


    「いいねぇ、いい顔してるじゃないか、あんた。あたしは好きだよ、絶望に喘あえぐその表情……嗚あ呼あ、たまらないねぇ……。でもまださ、まだ足りないよ。あたしの顔をこんなにしたやつの部下……代償はまだまだ高くつくさ……！」
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    　うっとりした顔で囀さえずるマンティーナは異様な姿をしていた。


    　彼女の左顔面は包帯で覆おおい隠されている。遊女のように着崩した着物の袖そでからは死に神のような鎌かまをのぞかせ、襟えり元もとから見える首元にも鱗うろこのような外皮が付着している。


    　まるで怪人オルタ態から人間ネイティブ態へ移行する途中のようにも見えた。


    　おそらくは前回、マンティーナが行ったという特殊な変身の副作用だろう。


    「……こんな拷問、いくら続けたってむだ、ですよ……。私は、あなたなんかに口を割ったりなんてしません……仲間のことを売ったりしなっ──」


    　花か音のんの太ももに、マンティーナの鎌が刺さった。


    　白い肌に、どくどくと赤い血が流れていく。


    「あ、ああ、があああああああ……！」


    「怪人オルタ態になって傷を塞ふさいだらどうだい。薬を打たれた脳みそでできるなら、だけどね」


    　花音は歯を食いしばりながら、マンティーナを睨にらむ。


    　何度も花音は変身を試みる。だが、薬だけでなく流される電流のせいで、変身するために意識を集中させることもままならない。


    「いいからあんたはさっさと仲間の情報を吐くことだけを考えるんだねぇ。五体がバラバラになっても知らないよ？」


    「……いったい、誰なんですか。私の情報を……あなたたちに伝えたのは……」


    「それを親切に教えるとでも思ってんのかい？」


    　誰かに裏切られたのか。花音の人間ネイティブ態での素性を誰かがバラしたというのだろうか。


    　だがそれにしては、マンティーナたちは自分の素性しか把握していないらしい。


    　少なくともマンティーナたちはまだ二代目ヘルヴェノム卿きよう、武尊たけるのことには気づいていない。


    　ならば、ここで自分が口を割るわけにはいかない。どんな苦痛と屈辱を受けようとも、ここで武尊と仲間たちを守りきらなければならない。


    「しかし、面白い奇遇があったもんだねぇ。まさかガイムーンと一緒に新生リヴァイアサンの怪人オルタもとっ捕まえられるなんて。今日は本当に、良き日じゃないか」


    「ガイムーンを……。じゃあ、さっきの悲鳴は……」


    「おや、聞こえたのかい？　いまごろ、ビートリガに嬲なぶられてる頃だろうさ。ガイムーンは地に落ちた。もうあたしらの敵じゃあない」


    　ガイムーンがここにいる。天羽あもうミアがここにいる。


    「……本気で勝てると思っているのですか。ガイムーンをここへ連れ込んだ時点であなたたちの敗北は決まっています。あなたたちは負ける」


    「いいや。わかってないのはあんたのほうさ」


    　マンティーナが人間ネイティブ態のままになった片手で、花音の顎あごを持ち上げた。


    「ほうら、よく耳をすましてみな。旧リヴァイアサンを壊滅させた仇きゆう敵てきが泣き叫んでいるよ。ガイムーンは自らの正義のジレンマにはまって死ぬ。あとは二代目ヘルヴェノム卿きようを狩るだけ。それももう、時間の問題さ」


    　子供の泣き声のようなミアの悲鳴が施設じゅうに響く。


    　誰も手を差しのべられない。助けられる者は誰もいない。


    「この街のヒーローのファンタジーとやらも、もうすぐ終わりさ」


    



    　同時刻　地下施設内部にて。


    



    「ああ……うあああ……ああああああああああああ…………」


    



    　ビートリガから逃のがれたミアは呻うめき続ける。もはや外装器官はほとんどが剥はがれ落ち、かろうじて装着したマスクだけがガイムーンの名残となっている。


    　よろめきながらミアは部屋へと入り込む。


    　なにかの倉庫らしいなんの変哲もない部屋だ。そのままミアは床に倒れこんだ。


    　もうそこにミアの意識と呼べるものはほとんど消えかかっている。


    　マインド・セットに生じた矛む盾じゆんが、ミアの精神に重大なエラーを引き起こしている。


    「無様だな、ガイムーン。まさかこんなにあっけないとはな」


    　ビートリガが倉庫に踏み込む。外種エクストラたちもあとからそれに続く。


    「スポンサーから今回の計画を持ちかけられたときは半信半疑だったが、こうもうまくいってしまうといっそ哀れなものよ。せめてもの情けだ。無駄に苦しみを長引かせはしない」


    　ビートリガは牙を剥むいて笑った。


    　ミアは立ち上がれない。自分の身に迫る危機すらも、ミアは認識できていないのだ。


    「サヨナラだ、ヒーロー」


    　ビートリガは頑強な拳を握り締めると、ミアのすべてを粉砕するべく振るう──。


    



    　そしてまさにおなじ瞬間、別室で囚とらわれていた花か音のんは呟つぶやいた。


    



    「……本当に、そう思っているんですか？」


    



    　まるで宣戦布告をするように、花音は問いかけた。


    



    
      ＊

    


    



    「……はぁ？　なにが言いたいんだ、この次種ネクストは」


    　花か音のんの言葉に、マンティーナはなおも嘲あざけりの笑みを続ける。鎌かまの刃先で、花音の頬ほおをそっとなぞった。なぞった皮ひ膚ふの表面に一本の薄い傷が走る。


    「言ったろ？　あたしらはガイムーンを完璧に封じたんだ。もうあたしらを阻はばめる者は誰もいない。まさかガイムーンに期待しているわけじゃ──」


    「あなたちは敵を見誤っている。あなたたちの本当の敵は、ガイムーンじゃない」


    　そこで初めて、マンティーナは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。


    　花音は淡々と喋しやべり続ける。燃えたぎる感情を抑え込みながら、語り続ける。


    「あなたたちは傷つけてはならない人を傷つけた。手を出してはならない人に手を出した。罰を下すのはガイムーンでも、私でもない。『あの方』だけだ」


    「……なに言ってるんだい。ここへ誰かが来るとでも？　誰からも忘れられた、この場所にいったい誰が来るって──」


    「私がなんの覚悟もなく、黙って捕まえられてきたと思いますか？　なんの準備もなく、おとなしく捕まえられてきたと思いますか？」


    　マンティーナは目を細め、床に視線を落とした。


    　床に散らばるのはマンティーナが切り刻んだ衣服、花音に打ち込んだ薬のピストン、あとはチェーンの切れたネックレスのロケット。


    　マンティーナはロケットを踏みつける。壊されたロケットの残ざん骸がいからは可愛かわいらしいデザインに似つかわしくない機械部品が出てきた。まるで発信機のような外観の機械部品。


    「私は囮おとりであり、ガイド役です。罠わなを仕掛けられたのは、あなたたちのほうです」


    「この……くそ次種ネクストがぁあああああっ！」


    　怒いかりの形相になったマンティーナが鎌を振るおうとする。だがその直後、爆発音とともに激しく建物が振動した。


    　天井から埃ほこりが舞い、マンティーナはよろめく。


    　施設に警報が鳴り響く。まるで恐怖で震ふるえる悲鳴のような警報だった。


    　驚きよう愕がくするマンティーナに、花音はゆっくり告げる。


    



    「さぁ、来ましたよ。闘争の嵐を引き連れる、絶対悪アルケマルスが」
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    　ガイムーンに振るう拳を、ビートリガは寸前で止めた。


    　爆発による振動でも、建物に響く警報からでもない。


    　全身に、のしかかるような『圧』を感じたからだ。


    　外種エクストラたちが一斉に動かなくなる。ガスマスクを被かぶった人工の怪人オルタたちは恐怖でわなわな全身を震ふるわせる。この空間に恐怖の波が伝でん播ぱしている。


    　ビートリガにとっては懐かしい感覚だった。まだオリジナルには及ばない。だが本質は似ている。この感覚の名前を、ビートリガはひとつしか知らない。


    「余にそんなまがい物の〝恐怖支配テルール〟が通じると思ったか？　二代目ヘルヴェノム卿きよう」


    　ビートリガの呼びかけに応えるように、天井から何者かが突き破って現れる。


    　鴉からす羽ば色のコートを纏まとった、虚無の髑どく髏ろの仮面。二代目ヘルヴェノム卿を名乗る男はビートリガと、倒れるガイムーンのあいだに割って入るように立ちはだかる。


    　第一種ファーストの怪人オルタビートリガと二代目ヘルヴェノム卿。


    　月つき杜もり市の闇が産み落とした異形たちがいまここに対たい峙じした。

  


  
    



    第四章　機械仕掛けの獣


    



    　二代目ヘルヴェノム卿きようとビートリガが対たい峙じしていた頃。


    　阿あ久く津つ邸の縁側にて交わされた会話があった。


    



    「本当によろしかったのでしょうか、千ち代よ様。あのまま武尊たける様を行かせて」


    「いまさら心配になったかい？　あの子自身も言っていたじゃないか。あの子は常に不利な戦いを強いられてきたんだ。常に劣勢があの子の基本なんだよ」


    「そうではありません。千代様にとってビートリガは子供同然の存在。武尊様と戦うことになにか思うところがあるのではありませんか？」


    「……子供同然、か」


    　千代はキセルを吹かしながら、月を見上げる。


    　夜空に輝く満月に目を細める。


    「怪人オルタが誕生して、半世紀。思えば、月つき杜もり市という街はずっと二つの顔を孕はらみながら発展してきたんだったねえ。人間ネイティブが暮らす表側と、怪人オルタが暮らす裏側。満月だっていつも姿が見えるのは表側だけだが、裏側だってちゃんと存在する。いや、していたと言うべきだろうね」


    　千代はかつて見た夜空を思い浮かべる。


    　研究者として初めて怪人オルタの開発プロジェクトに関わったときも。


    　自らを実験台としてオルタ神経節を移植したときも。


    　地上に出た怪人オルタたちを導くためにリヴァイアサンを結成すると決めたときも。


    　月はいつも変わらず夜空に浮かんでいた。


    「……すべてを統括していたはずの【財団】も内部分裂を繰り返し、当初のシナリオから逸脱してしまいましたから。私が属する平衡派と、ガイムーンを主導として動く先鋭派。今回の件は間違いなく、先鋭派が主導しているものだと思われますが……」


    「もはやこの街は社会実験のフィールドという枠組みを超えてしまった。人間ネイティブ、怪人オルタを問わず、いろんな連中のエゴが画策し、衝突し合っている。そういう意味では不肖の孫とビートリガが衝突するのも必然さ。まったく世の中はなんて無情だろうね……」


    「千代様」


    　朱あけ美みは千代の隣に座ると、にっこり微ほほ笑えむ。


    「お言葉のわりには、ずいぶん愉たのしそうな顔をなさるのですね」


    「愉しそう？」


    　そこで千代は初めて、自分の顔が笑っていることに気づいた。それからクックックと堪こらえるように笑う。老婆とは思えない、企たくらみに満ちた笑いだった。


    「……これであの子には期待してんのさ。まだガキの頃に、幼なじみの仇かたきを取るために絶対悪アルケマルスを本気で殺そうとしたあの子だからこそ、私はヘルヴェノム卿きようの名をあれに託したのだから」


    「千ち代よ様、とんだ大悪党ですね」


    「じゃなければ、孫をこんな地獄へ叩たたき込むわけがないだろ？」


    　千代はキセルを吹かしながら、満月を眺める。


    　老いぼれた自分には月はもう思い出を映す鏡にしか思えない。だが、武尊たけるにとっての月は倒すべき対象なのだろう。


    「……もしも悪に定義があるとすれば、それは世の理を否定しようとする魂そのもの。いまだ絶対悪アルケマルスには届かないが、武尊は最も重要なその定義を満たしている」


    　そして千代はキセルの煙を吐きながら呟つぶやいた。


    「この街すべてをぶち壊すんだ、二代目ヘルヴェノム卿。それだけがお前さんの望みを叶かなえる、たったひとつの方法なのだから」
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    　同時刻。


    　月つき杜もり市の地下にて、ヘルヴェノム卿はビートリガと相対する。


    　発動した〝恐怖支配テルール〟は外種エクストラたちを封じたが、ビートリガはまるで意に介さない。


    　どうやらイカルガのように〝恐怖支配テルール〟に耐性を持っているらしい。


    「まさか、お主がここまで来るとは思わなかったぞ。ようこそ、我らの故郷へ」


    　恭うやうやしく礼をするビートリガだが、ヘルヴェノム卿は一いち瞥べつしただけで、すぐに後ろを振り返る。


    　そこにはガイムーンのマスクをつけて転がる天羽あもうミアの姿があった。ほとんど外装器官は剥はがれ落ち、〝恐怖支配テルール〟を発動させるまでもなく、倒れ伏している。


    　ミアは荒い呼吸をしたまま、ヘルヴェノム卿の存在にも気づかない。


    「……ここまでよく追い詰めてくれた。礼を言う、ビートリガ。あとは私に任せろ」


    　ヘルヴェノム卿の手首から一対のブレードが飛び出る。帯電したチタン製のブレードはいまのミアにとどめを刺すには十分な殺傷力がある。


    「さらばだ、ガイムーン」


    　そのままヘルヴェノム卿は一切の躊ちゆう躇ちよなく、天羽ミアを刺そうと刃を振り下ろし──　


    「待たれよ、ヘルヴェノム卿」


    　刃先が届く前にぴたりと静止した。


    　ビートリガが低い唸うなり声をあげる。表情がわかりにくい怪人オルタ態でも、いまビートリガがなにを思っているのかは手に取るようにわかった。


    　いま、ビートリガは怒いかりを露あらわにしている。


    「それは余の獲物だ。余が仕掛け、余が追い詰めたのだ。とどめを刺すのも、余に権利がある」


    「なにを言ってるのだ？　ガイムーンは、我が親愛なる宿敵だ。先代からヘルヴェノム卿きようの名を継いだ者として、私にはこの者に最後の引導を渡す義務がある」


    「義務だと？　笑しよう止し千せん万ばん。そもそも我ら第一種ファーストはお主をヘルヴェノム卿の後継者などと認めてはおらん。──なんなら、いまここでお主を始末してもいいのだぞ？」


    　ビートリガから強い殺気が膨ふくれ上がる。上腕の筋肉が異様に膨れ上がる。


    　ヘルヴェノム卿はミアに刃を向けたまま動かない。


    「ならば提案だ。私とお前で決闘をしないか、ビートリガ」


    　ヘルヴェノム卿の言葉にも、ビートリガは怒気を孕はらんだ目で、こちらの出方を窺うかがうように眺めている。


    「旧リヴァイアサンでは、意見が対立した場合は決闘で正当性を決めていたと聞く。お前は私を倒したいのだろう？　この決着のつけ方のほうが都合はいいのではないか？」


    「勝ったほうがガイムーンを仕留めると？　……話にならんな。余にはその決闘を受けるメリットが見当たらんが」


    「決闘を受けてくれるならば、誓約状を書こう。私の保有する資産すべてを譲渡する。現在、新生リヴァイアサンのスポンサーとなっている企業の株式、先代より授かったマスクとスーツの設計図、技術データ、そのすべてをだ。これでもまだメリットはないと？　求めていた獲物の首を一気に討ち取れるのだ。そう悪い話でもあるまい」


    「……なるほどな」


    　ビートリガの殺気は消えない。


    　だが徐々に怒いかりは薄れ、ビートリガの声こわ音ねが面白がるような響きに変わり始める。


    「誓約状はいらん。わざわざまどろっこしい人間ネイティブのルールに合わせることもなかろう。ちょうど良いステージもあるしな。お主の化けの皮を剥はぐには絶好の舞台だ。ついてきていただけるかな」


    「むろんだ。だが約束してほしい。我々の決着がつくまでのあいだ、ガイムーンには一切手出ししないと」


    「お主もずいぶん獲物にはこだわるタチなのだな。いいだろう、たとえ敵であろうと約束は守るのがこのビートリガの信条だ」


    「感謝する」


    　屍し人びとの声で答えつつ、ヘルヴェノム卿はようやくミアから刃を退いた。


    　その拍子に、二体の虫の死し骸がいがミアのすぐそばに転がった。


    　仮面の下で武尊たけるは深く息を吐く。


    　ギリギリの、綱渡りの交渉だった。


    　これでしばらくミアの安全は確保される。少なくともビートリガに怪しまれず、決闘へ持ち込むことができた。


    　以前、ビートリガも、イカルガも言っていた。


    　第一種ファーストは己おのれの闘争に誇りを持ち、己の狙ねらった獲物に非常にこだわる。第三者の横取りを決して許しはしない。ましてや、相手が敵である二代目ヘルヴェノム卿きようならばなおさらだ。


    　ビートリガは策を弄ろうするよりも、自らの手で敵を討とうとするタイプだ。ならば、狙っていた首であるガイムーンとヘルヴェノム卿を自らの手で始末できる機会を逃のがすはずもない。


    　武尊たけるは仮面越しに、ミアの被かぶったガイムーンのマスクを見つめる。


    　様々なシナリオを展開させている【財団】のことだ。ガイムーンのマスクかなにかに通信機能はあるだろう。いまのこの様子も、記録されているかもしれない。


    　だが、武尊は刃を向けるふりをして、対抗策となる装置をミアのそばに配置していた。


    　虫の死し骸がいに偽装した、小型通信妨害装置と超音波発生装置。通信妨害装置は、【財団】との通信を遮さえぎるため。超音波発生装置は、潜り込んでいた仲間に位置を知らせるため。


    　ほかの新生リヴァイアサンのメンバーもこの地下施設にすでに潜入している。別室に捕らえられている花か音のんにも救援が駆けつけているはずだ。


    　結末がどうなるのか誰にもわからない。武尊たちにできるのは、ただ望んだ結果へたどり着くために、最善を尽くすことだけなのだから。


    「さぁ、参ろうか、ヘルヴェノム卿」


    　ビートリガがついてこいとばかりに手を振ってくる。


    　ヘルヴェノム卿は頷うなずくと、ビートリガとともにミアを置いて部屋を出ていった。


    　結局ミアは、最後までヘルヴェノム卿の存在に気づくことはなかった。
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    「くそ……！　やってくれたね、〝総そう帥すい〟さん……！」


    　ミネルヴァのつけたイヤホンからはノイズが流れる。マスクのカメラも通信が途絶され、現場の様子が確認できない。


    　おそらくは通信妨害装置の類たぐいだろう。完全にミネルヴァは、事件の中心である舞台から弾かれたのだ。まるでこちらの干渉は決して許さないと言わんばかりの対策ぶりだ。


    　コードネーム、〝総帥〟。


    　ヘルヴェノム卿を自称する、水みず町まち佐さ和わ子こを殺害し、ガイムーンを敗北寸前まで追い込んだ謎の人物。【財団】では計画を阻害する因子として、最優先排除対象に指定されていた。


    　三年前にガイムーンが破ったヘルヴェノム卿と同一人物なのかはわかっていない。人間ネイティブではないかとも、かつて【財団】で開発され、その後破棄された機関の装備を使用しているとも言われていたが、真偽はわかっていない。


    　ただ今回の実験においても、〝総そう帥すい〟が障壁となるのは容易に想像できた。


    　だからこそ【財団】はエージェントを通じてビートリガを焚たきつけ、〝総帥〟をも排除しようとしたのだ。


    　しかしよりにもよって、このタイミングで介入してくるとは。


    　ミネルヴァは思案する。


    【財団】の描いたシナリオが覆くつがえされようとしているこの非常事態にどう動くべきか。


    　止とどまるか、救援を呼ぶか、それとも──。


    　ミネルヴァのスマートフォンが鳴った。上司からのメールである。どうやら向こうも事態に気づいたらしい。メールの文章はとても簡素だった。


    『事態の後始末を。ミネルヴァ』


    「……はいはい。ったく、人使いの荒い上司で困っちゃうよ」


    　ミネルヴァは天を仰いだのち、これからの事態を想像し、うんざりしながら呟つぶやいた。


    「しゃーない、コッチも出動するとしますかね」
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    　──『花か音のん先輩。もしも外種エクストラたちに襲われたら、おとなしく捕まるようにしてください』


    　雨が降る羽はね鷺さぎ神社の境内にて、武尊たけるはそう言ってネックレスを渡した。


    　──『このネックレスに発信機が仕込まれています。これがある限り、俺はあなたを助けに行ける。だから絶対に離さないでください』


    「……やっぱり、あなたは来ちゃうんですね」


    　壊れたネックレスを見つめながら、花音は唇を噛かみしめる。


    「……でも、全部終わったわけじゃない。せめてあなたが取り返しのつかないことを起こす前に、事態を収束すればまだ──」


    「うるせえええええ、このアマぁああああああっ！」


    　マンティーナは怒いかりのままに叫ぶ。


    　花音をここへ不用意に連れてきた失態に気づいたらしい。


    「囀さえずるな、喋しやべるな、笑うな。次種ネクストのくせに、次種ネクストのくせに、次種ネクストのくせに、怪人オルタの面つら汚よごしの世代のくせにぃ!!」　


    　鎌かまを構えるマンティーナだが、花音は笑う。


    　どうして第一種ファーストがこんなに次種ネクストを憎むのか。十と雲ぐもは闘争を続ける生き方しか知らないからだと言った。だが正確にはもうすこし違う気がする。


    　第一種ファーストはただ否定されるのが怖いのだ。人間ネイティブの社会で孤立して生きざるを得なかった自分たちの生き方を、次の世代に否定されるのが怖いのだ。


    　怪人オルタはか弱い。いまならその意味がわかる。


    　どれだけ強きよう靭じんな肉体を宿そうと、怪人オルタは心の弱さからは逃のがれられない。


    「お前の持ってる情報なんて知るか！　その腐った面をいますぐ切り裂いて──」


    　逆上したマンティーナが襲いかかろうとするが、突然聞こえた曲に立ち止まる。


    　エアダクトから大音量で流れる、ベルリン交響楽団の『白鳥の湖』。


    　鼓膜を震ふるわせるオーケストラの演奏が、花か音のんの心を震わせる。怪人オルタ態に変身するための変身様式セレモニーを奏でる。


    「お前、じゃないですよ……私にだって、怪人名オルタ・ネームはあるんですから……！」


    　花音のオルタ神経節が活性化する。耳は肥大化し、口から牙が生える。翼のような皮膜がついた腕。まるでコウモリにも似た姿の、花音の怪人オルタ態。


    　──『あなたの名前はカノン、つまりは輪唱。あなたの声は誰かの心に響き合い、孤独な魂に共鳴するきっかけとなるでしょう。響き合いエコー、呼びかけるコール。それがあなたの怪人名オルタ・ネーム』


    



    「我が名はエコール。二代目ヘルヴェノム卿きように従う、異形と死を束ねる絶対悪アルケマルスの徒なり！」


    



    　桜さくら井い花音──エコールは鎖に繋つながれたまま、咆ほう哮こうした。


    　エコールの口から迸ほとばしる〝超音波の弾丸〟。二〇万ヘルツの超音波を凝縮した、音の塊がマンティーナに直撃する。怪人オルタ態と人間ネイティブ態が混在した姿になっているマンティーナは三半規管を揺らされる。だが、ノックダウンはされても完全に意識を失ったわけではない。


    「この……お前たちが……お前たちがリヴァイアサンを語るな──」


    　次の瞬間、マンティーナの人間ネイティブ態のままになっていた素足にナイフが刺さった。はじめ、なにが起きたのか理解していなかったマンティーナは遅れて表情を歪ゆがませた。


    「ぐわあああああああああああああああああああああああああ!!」


    　マンティーナは苦痛の悲鳴をあげながら、床を転げ回る。


    「痛い？　痛いよね？　エコールねーちんを傷つけてくれたお礼だよ？」


    「次種ネクストを舐なめすぎたようね、マンティーナ」


    　通気口を破って降り立ったのは、アラクネとハトルだった。


    　マンティーナは痛みを堪こらえながら、立ち上がろうとする。だがその前にアラクネが糸を吐き、マンティーナの身体からだを完全に拘こう束そくした。


    　糸に縛られるマンティーナは身体から異様な蒸気を発しながら、もがき続ける。


    「お前らぁ……よくもぉ……よくもぉおお！」


    「……これだけ痛めつけられても変身しないのは、できないってことなのかしらね。原因はこないだの、あの変身の後遺症？　どちらにしろ、私たちの敵ではないわね」


    　図星なのかマンティーナは黙ったまま答えない。ハトルはエコールのもとへ駆け寄ると鎖を怪人オルタの力で壊し、嬉しそうに抱きついてきた。


    「よかった！　無事だったんだね、エコールねーちん！」


    「ええ、危ないところでしたけど……まさか音源まで持ってきてくれてたなんて……」


    「当然よ。あなたの変身様式セレモニーの訓練、どんだけ付き合ったと思っているのよ」


    　アラクネは小型の音楽プレイヤーを掲げた。エコールは感謝を示しながら、部屋に向かってくる複数の足音に気づく。数は六人、外種エクストラたちだ。


    　いまのマンティーナなら拘こう束そくが解けることもないだろう。早く部屋を出たほうがよさそうだ。


    「敵が近づいてきます。早く行きましょう」


    「ハトルと私はこのままデータルームへ向かうわ。まだデータ奪取の任務があるから」


    「そうそう！　こないだやられた借りは、きっちり返してやらないと！　エコールねーちんはポインターの鳴るところへ向かって！」


    「ポインター？」


    「ヘルヴェノム卿きようからの指示よ。超高周波の音を出した装置を置いていったから、その場所へ向かってほしいって。なにをするかはその装置を見ればわかるそうよ」


    「……わかりました」


    　エコールはアラクネとハトルのほうを向き、頷うなずいた。


    「二人ともありがとうございます。またあとで会いましょう」


    「ええ、必ず」「死んじゃダメだからね、エコールねーちん！」


    　部屋を出てから、エコールとアラクネたちは二手に分かれて、駆け出す。


    　建物の中で巻き起こる、爆発音。そして悲鳴。アラクネたち以外にも誰かが動いている。


    　おそらくはマトルか、レミオだろう。


    　いくつもの音が多重に響き合う中、超音波を発している音源の場所を、エコールはすぐに特定できた。音源のそばで呻うめいている、天羽あもうミアの存在にも。


    「……待っててください、ミアちゃん」


    　エコールは走る。ただ、走り続ける。


    　愛いとおしき『敵』を助けるために。大切な『共犯者』の想いを守るために。


    「いま、私が行きますから！」　
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    　ヘルヴェノム卿が案内されたのは、広い円形のステージだった。


    　ステージは金網のフェンスに取り囲まれている。向こう側は一切の闇に閉ざされているため、まるでステージだけが闇から浮かび上がった台座のようにも見える。


    　足を踏み入れたヘルヴェノム卿が連想したのは、古代ローマの競技場コロッセオだった。


    「ここは我ら第一種ファーストが命を懸かけて闘争を繰り広げた、神聖なる闘技場だ。こここそが我らの闘争の原点、世界の姿を教えてくれた教壇である」


    「教壇？　このような寂しい場所で世界のなにを学べるというのだ？」


    「決まっておろう。弱肉強食という原理をだ」


    　ビートリガは陶とう酔すいしたように語る。


    　自らの異常さにも気づかず、その口調は不気味な熱を帯びていく。


    「怪人オルタとして生まれた我らは、毎日のようにこのステージで闘争を強いられた。勝てば生き残り、敗北すれば死ぬ。そうして我々は淘とう汰たされ、洗練され、最も気高く、強き者だけが栄光ある第一種ファーストとなった。こここそが我らの原点なのだよ」


    　武尊たけるは想像する。


    　かつてこのステージで競い合った、か弱き怪人オルタたちの姿を想像する。兄弟であり、友人であったはずの彼らが繰り返してきた殺し合いの日常。


    　だがビートリガはそんな日常を誇らしげに語っている。きっとビートリガだけではない。ほかの第一種ファーストにしても捉とらえ方はおなじだろう。


    　人間の目から見た異常も、第一種ファーストにとっては正常なのだ。


    「お前たちのような闘争の獣をまとめるのに、先代もどれほど苦労されたことか……」


    「黙れっ」


    　突如、ステージが大きく揺れる。


    　ビートリガの拳がステージの床にめりこみ、周囲に亀裂をつくっていた。


    　ビートリガの角先が突き刺すように、ヘルヴェノム卿きようへ向けられる。


    「所詮、お主にはわからぬ話だ。ヘルヴェノム卿こそは絶対の力。リヴァイアサンこそは絶対の絆きずな。敵しかいない人間ネイティブの社会で生きてこられたのは、絶対悪アルケマルスを具現化した存在たるヘルヴェノム卿の導きのおかげだ。ヘルヴェノム卿こそは父であり、母であり、侵さざるべき存在なのだ。お主とは背負っているものが根本的に違う！」


    　そしてビートリガは吠ほえた。


    「余は認めない。お主はヘルヴェノム卿でも、ましてや絶対悪アルケマルスでもない。その不ふ遜そんなスーツで力を得たと勘違いした、悪の皮をかぶったニセモノである！　ヘルヴェノム卿と我らが歩み、紡つむいできた歴史に、貴様のようなニセモノが立ち入ることなど断じて認めんッ!!」


    　野太い声の圧力がフェンスをガタガタと揺らす。


    　電流のような振動が、スーツの表面にも伝った。


    「悪の皮を被かぶったニセモノ、か」


    　ビートリガの、第一種ファーストが二代目に抱く憎悪を、武尊はスーツ越しに感じる。


    　のしかかるのは、月つき杜もり市の裏側で育はぐくまれた漆しつ黒こくの歴史であり、怪人オルタたちが紡つむいだ血と暴力の歴史である。初代ヘルヴェノム卿と第一種ファーストのあいだには、絆と呼ぶにはあまりに重い繋つながりがある。彼らの歴史の中において、二代目ヘルヴェノム卿きようの存在はいわば招かれざる部外者に外ほかならない。


    　それでも、だ。


    「……私には私の戦う理由がある。いままで失ってきたもののために、これから失われゆくもののために、ここで敗北するわけにはいかない」


    「これから失われゆくもの、それはお主の命かな？」


    「いいや、ちがう。私を邪魔する者たちの命だ」


    　ビートリガはもうなにも答えない。力を蓄えるように両足を大きく開き、態勢を低く構えた。


    　武尊たけるは〝恐怖支配テルール〟のスイッチを切った。ビートリガに〝恐怖支配テルール〟は通用しない。ならばここはスーツの運動性能にエネルギーを特化させるべきだ。


    　まもなく訪れる、闘争に集中するために。


    　ステージに流れる静寂の時間。


    　ビートリガはゆっくり息を吸うと、右足を高々と持ち上げた。力士の四し股このように天まで雄たけ々だけしく足を上げたのち──


    「ハァッ！」


    　急転直下でステージを踏み抜く。


    　直後、大地震のような衝撃がステージ全体に伝播した。　


    　巨大な怪物が大地を踏みならしているかのような振動が襲いかかる。とっさにヘルヴェノム卿は大だい腿たい部のインナーマッスルを強化し、持ちこたえる。


    　だが、それすらも一瞬の隙すきとなった。


    「立ち尽くしてる場合かぁ！」


    　ビートリガは吠ほえながら、角を振るった。とっさにヘルヴェノム卿は横へ飛びのいて回避。


    　空気を歪ゆがませる衝撃が脇を掠かすり、背後にあったフェンスを破裂させた。


    　マルス・インパクターとおなじ、衝撃波によるロングレンジ攻撃。


    　身体からだじゅうから衝撃波を放つ、まさに生きたマルス・インパクターだ。触れるものすべてを、ビートリガは破壊することができるのだ。


    　続けざまにビートリガはワンツーパンチを繰り出し、両拳からさらに衝撃波の弾丸を発射した。回避の際に体勢を崩していたヘルヴェノム卿は再度、避よけることができない。


    　だから、敢えて衝撃波に飛び込み──殴りつけた。


    　直後、ヘルヴェノム卿の拳から生えた一対の牙が振動する。ゴォッと眼前の空間を歪ませ、爆発した。ビリビリとした反動が拳に伝わる。


    　ビートリガが感心したように息を吐いた。


    「お主が以前持っていた武器が、余の能力に極めて似ていたとは聞いていたが……その爪にもおなじ機能があるようだな……。殴りつけて相そう殺さいしたか？」


    　だが、とビートリガは続ける。


    「果たして己おのれの繰り出す攻撃に、お主自身が耐えられるのかの？」


    　ヘルヴェノム卿きようは答えない。


    　ＡＣＭシステムによって武尊たけるの痛覚は抑制されている。もしもこの抑制がなかったら、今頃激痛で動けなくなっていただろう。


    　何発も使える技ではない。またマルス・インパクターのようにロングレンジの攻撃ができるわけでもない。


    　いかにしてビートリガの発生する衝撃波をかいくぐり、接近するべきか。


    「こう遠回しに攻撃をしても仕方ないな」ビートリガはにやりと笑った。「どれ、もっと遊んでやろうか」


    　いきなりビートリガの背中の甲こう殻かくに裂け目ができる。


    　二つに割れた甲殻が広がり、一対の翅はねへと展開する。


    　翅が振動した次の瞬間、ビートリガは超高速でヘルヴェノム卿に突進した。


    　背中の翅から繰り出した衝撃波で飛行するビートリガの姿は、まさにロケット砲弾。


    　角を向けて襲いかかるビートリガから、ヘルヴェノム卿は跳躍して回避する。


    　ビートリガの体を飛び越しながら、ヘルヴェム卿は爪を振るって、自分と交差するビートリガの体を斬りつけた。だがブレードの刃先は火花を散らし、ビートリガの鎧よろいに阻はばまれる。マンティーナとは比較にならないほどの硬質さだ。まるで金剛石を相手どっているかのようだ。
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    　ヘルヴェノム卿きようは着地後、すぐに態勢を整え、次のアクションへ移行する。ビートリガの突進は威力こそ強力だが、回避は容易。そして一度回避すれば、あとは隙すきだらけだ。


    　奴が動きを止めたその瞬間、鎧よろいの関節にブレードを叩たたき込めば──。


    「──すぐに立ち上がれる、とでも思ったか？」


    　突進していたはずのビートリガが床を力強く踏みつける。


    　次の瞬間、ビートリガを中心に衝撃の津波が放たれた。


    　凄すさまじき衝撃の津波に、ヘルヴェノム卿は床から弾き飛ばされる。床を転がされたヘルヴェノム卿に、ぬっと巨大な影が差し込む。


    　ビートリガの拳が高々と振り上げられる。


    　顔面に向けて振り下ろされる強大な拳。寸前で、ヘルヴェノム卿は拳を避よけつつ、ビートリガの腹にブレードを突き立てる。


    　発動するファング・バーストの衝撃に一瞬ビートリガはよろめいたが、それだけだった。


    「やはりお主の力は模造品だな。本物の暴力にはかなわない」


    　うるさい蚊を振り払うように、ビートリガから離れた衝撃波がヘルヴェノム卿を弾き飛ばした。無造作にヘルヴェノム卿が床に転がされているあいだ、ビートリガは展開した翅はねを戻し、ぱんぱんと殴られた箇所を払う。


    　触れるものすべてを破壊するビートリガの戦闘スタイルは、まるで第一種ファーストの生き方そのものを体現しているかのようだ。


    　ならば、ヘルヴェノム卿はビートリガを支配しなければならない。


    　闘争と死に魅入られた髑どく髏ろとして。


    　恐怖で万人を支配する髑髏として。


    「……模造品でも、本物でも、関係ない。私はただ己おのれの目的を遂行するだけだ」


    　ヘルヴェノム卿は両腕を十字形に構えた。


    　手首から飛び出た一対のブレードはまさに獣の牙であり、爪。


    　己の爪を光らせながら、ヘルヴェノム卿は告げる。


    「私はお前の恐怖であり、敗北である。いまそれを、教えてやる」


    



    
      ＊

    


    



    　超音波を頼りに、走ってきたエコールは、ついに部屋へとたどり着く。


    　外種エクストラたちとの交戦を覚悟していたが、運がいいことに外種エクストラやほかの怪人オルタの姿は見当たらない。


    　超聴力で確認した限りでは、どうやらほかに暴れている怪人オルタのほうへ続々と集結しているらしい。誰が暴れているのかまではわからなかったが。


    　考えるのはあとででいい。


    　いまはミアを助けることに集中するべきだ。


    　エコールは扉を開ける前に、怪人オルタ態を解除する。


    　桜さくら井い花か音のんの姿へ戻ると、アラクネから渡されていた上着を羽は織おった。変身していたおかげで、拷問で受けた傷も回復している。万が一にもミアに正体を悟られるわけにはいかない。ここにいる理由は、マンティーナに誘ゆう拐かいされたと言うつもりだった。


    　そして花音は扉を開けて、絶句した。


    　ガイムーンのマスクを着けたミアが床に転がっていた。幾度となく、怪人オルタを倒してきた『悪の天敵』からあまりにほど遠い、痛々しい姿を晒さらしている。


    「ミアちゃん……しっかりして……ミアちゃん……！」　


    　花音は近寄り、ミアを揺さぶる。


    　だが、ミアは虚ろな声を出すのみでなにも反応しない。


    　どうしてミアがこんな目にあっているのか、花音にはわからない。だが、先ほどマンティーナは『正義のジレンマ』と形容していた。


    　おそらくは、ミアに仕込まれたマインド・セットのせいだろう。


    　ミアの惨状に動揺する花音は、ミアのそばに転がる二体の虫の死し骸がいを発見する。そのうちの一体からは微かなモスキート音が聞こえていた。虫の死骸をつまみあげた花音は、ちょうど死骸の腹部に機械のスイッチがあることに気づく。


    　間違いない。武尊たけるの用意した装置だ。花音はそのままスイッチを押した。


    　すると虫の死骸から抑よく揚ようのついた武尊の声が再生される。


    『ミアを連れて、施設の最深部、最も騒ぎが大きくなっている場所へと移動してください。傍そばにある通信妨害装置もお忘れなく』


    「……最も騒ぎが大きくなっている場所？」


    　施設の構造はわからないが、ひたすら階段を下っていけばいいのだろう。なぜミアを連れていくのか、なぜ騒ぎの大きい場所と曖あい昧まいな指示なのかはわからない。


    　だが、迷う理由はなかった。


    　すでに武尊は準備を整えている。ミアを助ける手立てを整えているのだ。


    　花音は、もうひとつの装置──通信妨害装置を上着のポケットにしまうと、倒れているミアを背負う。ミアの体は華きや奢しやで、意外なほど軽かった。


    「ミアちゃん、頑張ってください。もうちょっとの辛抱ですから……」


    　答える声はなかった。


    　いまのミアなら気づかれる心配はないだろう。花音は頭の中で曲を想起し、耳を肥大化させて部分的な変身を行う。


    　施設内に響き合う音を探知し、状況を確認する。いま、このフロアに新生リヴァイアサンのメンバーや外種エクストラたちの姿はない。施設のどこかで激闘の音が響き続けている。


    　花か音のんはミアの体重を感じながら、部屋を出た。


    「うう……うあああ……」


    　背中のミアは変わらずに呻うめき続けている。はたしていまのミアが、天羽あもうミアなのか、ガイムーンなのか、花音には判断がつかない。


    　だから花音は必死に呼びかける。


    「……ミアちゃん。私、こないだミアちゃんが話してくれた、あの神社、行ってきたんですよ。私にとってはなにもない小さな神社だけど、きっとミアちゃんにとっては、そうじゃないんですよね……。私が知らない、ミアちゃんと武尊たけるくんの思い出が、あそこにはたくさん詰まってるんですよね」


    　階段を発見した花音は、一段一段慎重に下りていく。時折、建物は小刻みに振動した。足場の悪い道を、花音はミアを大事に背負って移動する。


    　傷自体が回復したとはいえ、まだ拷ごう問もんの疲労が残っている。


    　背中におぶったミアを背負い直す。すっと花音は息を吐いた。


    「ひどいんですよ、武尊くん……そんな大切な場所に、もう未練がないとか言って……自分が傷つくのわかってるくせに、ひどいことばかりやって……バカですよねぇ、私……あんなひどい悪の総そう帥すいの心を守りたいなんて、いまでも思ってるんですから……」
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    　階段の明かりが急に消える。より一層、花か音のんは耳へと意識を集中させた。


    　部分的な変身により体力が消耗される。加えて敵にいつ遭遇するかわからないストレスで、花音の意識はかすみそうになる。


    　だから花音は自分を鼓舞するために、秘めた心情を吐と露ろした。


    「もし運命が違えば、私たちはもっと違う関係になれたんですかね……。たとえば私がミアちゃんや武尊たけるくんとおなじ学校に通ってて、ヒーローとか怪人とか関係なく仲良くなって、一緒に遊んだり、喧けん嘩かしたり、恋こい話ばなしたり……そんなどこにでもある日常を送れる関係に、なれたんですかね……」


    　花音の視界が急に霞みはじめる。


    　なにかが頬ほおを流れ落ちるが、両手が塞ふさがっているので拭ふき取ることもできない。


    　言葉が溢あふれて止まらない。背負った友人に抱いた親愛と憎悪がない交ぜになって、花音の口から溢れでる。


    「ミアちゃんのせいで、私の大事な場所は壊された……。私のせいで、ミアちゃんは大事な人を失った……。知ってます……？　私たち、何度も戦ってるんですよ……？　ミアちゃんと私は敵同士で……これからも傷つけ合って、大事なものを失っていくかもしれない……それでも、私はあなたと友達でいたい……！」


    　花音はついに階段を下り切る。下へ下りる階段は見当たらない。どうやらここが最深部らしい。これが最後。もうすぐ目的地だ。


    　精一杯、花音は鼓舞するように言った。


    「本当に、ミアちゃんはバカです……武尊くんは大バカです……そんな二人を好きになった私は救いようのない底抜けの大バカです……！　帰ったらたくさん武尊くんの悪口言いましょう……。もう少しです……あと少しで、きっとあなたは助かるはずですから……！」


    　助かる。そう、助かるはずだ。


    　武尊の抜け目のなさを、花音は嫌というほど知っている。この施設への襲撃にあたって、もう武尊は、ミアを救うためのシナリオを完成させているはずだ。


    　施設の最深部にたどり着いた花音は、もう一度周りの様子に意識を集中する。


    　指示にあった『最も騒ぎが大きくなっている場所』にたどり着くべく、瞼まぶたを閉じて、音の反響が描く光景を『視認』した。


    「……え？」


    　最初、花音は悪い夢を見ているのかと思った。


    　やがてそれが現実だとわかり、言葉が出なくなる。


    「武尊くん……あなた……！」


    　花音は悲鳴をあげそうになるのをこらえ、嗚お咽えつを堪こらえた。


    　どうして武尊があんな指示を出したのか理解する。


    　やはり武尊たけるは、ミアを救うためのシナリオを完成させていた。ミアを正義のジレンマから解放するための、おぞましいシナリオをだ。


    　背中のミアはいまだに目覚めようとしない。


    　覚悟を決めた花か音のんは、ミアを背負って歩き出す。


    　その先に、なにも救いがないことを承知しながら──


    



    
      ＊

    


    



    　ビートリガの拳から繰り出される衝撃波が、ヘルヴェノム卿きように襲いかかった。


    　ヘルヴェノム卿は腕を交差し、防御する。


    　堪こらえるヘルヴェノム卿は後ろへと弾かれ、金網のフェンスに背中から衝突した。


    「まだくたばってくれるなよ？」


    　いつのまにかビートリガが接近し、角が腹部を刺し貫こうとする。咄とつ嗟さにヘルヴェノム卿は角を掴つかみ、持ちこたえようとした。だが、


    「甘い、甘いぞぉ！」


    　勢いよくビートリガは角をすくい上げる。


    　なすすべもなくヘルヴェノム卿の体は宙を舞った。きりもみしながら落下するヘルヴェノム卿に、さらにビートリガは拳から繰り出した衝撃波の連撃を食らわす。


    　幾度となく攻撃を食らったヘルヴェノム卿はそのまま壁に叩たたきつけられる。


    　ビートリガは蒸気をあげる手を振りながら、唸うなり声を発した。


    「……他愛もない。仮にもガイムーンと交戦して生き残った強者が、この程度とはな。イカルガはお主にこだわっていたが、どうやらその価値はなかったようだ」


    　ヘルヴェノム卿はダメージを堪えながら、どうにか立ち上がる。


    　いまのところヘルヴェノム卿はまったくビートリガにダメージを与えることができずにいた。


    　ビートリガはその巨きよ躯くを生かしたパワープレイに加えて、衝撃波を飛ばし、ミドルレンジからの攻撃も可能となっている。戦闘経験の差も歴然。加えて、唯一の武装であるブレードも鎧よろいに阻はばまれて、ほぼ太刀打ちができない。


    　闘争に特化した怪人オルタとでは、もともとのポテンシャルが違う。


    　いまのヘルヴェノム卿の力ではビートリガに対抗できない。


    　肩で息をするヘルヴェノム卿はもう一度爪を構えるが、その意志を挫くじくようにビートリガは床を踏み鳴らした。すぐにヘルヴェノム卿は倒れこむ。


    　ビートリガは吐き捨てるように言った。


    「そんな程度で、ヘルヴェノム卿を名乗ろうとしていたとはな。まるで話にならん。お主の闘争からはなんの意志も感じられん」


    「……ならばビートリガ、お前の意志とはいったいなんだ？　人間ネイティブと手を組み、外種エクストラを生み出し、お前はどんな理想を描いている？」


    「決まっておろう。余の望みはひとつ、『建国』である！」


    「……建国？」


    「左様」


    　ビートリガは両手を広げ、重々しい響きを伴ともなった声を発する。ここにはいない民衆に語りかけるかのように。


    「禍か嶽がく社しやリヴァイアサン亡きいま、我らは新たな絆きずなを作らなければならない。新たな環境を作らなければならない。もはや忍耐のときは過ぎた。いまこそ怪人オルタは、『結社』を超える『国家』を手に入れるべきなのだ！」


    「……そのための兵士、というわけか」


    「外種エクストラは優秀な『戦闘員』だ。志願者はいくらでも調達できる。ドクモルが唱えたたわけた理想論とは違う。これぞ、人間ネイティブと怪人オルタの現実的かつ理想的な関係だ。そうは思わないか？」


    「……お前はただ、人間ネイティブを奴ど隷れいに仕立て上げているだけだろうが」


    　ヘルヴェノム卿きようは言った。


    「あの外種エクストラのマスクを回収してわかった……。あのマスクは脳に埋め込んだというチップと連動し、外種エクストラたちを洗脳する機能を持っている。もとは一般市民である外種エクストラたちが躊ちゆう躇ちよなく戦闘行為を行えたのはそのためだ。お前は外種エクストラたちを自分たちの都合のいいように動くロボットに仕立てただけだ」


    　ビートリガは大きく口を開いた。愉快そうに、牙を生やした口で笑う。


    「だったら、どうした？　言ったはずだ。この世界の原理は弱肉強食。人間ネイティブは怪人オルタの糧かてとなる。それが我らの正しき関係であろう」


    　施設のどこかで爆発音が響く。振動で金網のフェンスがカタカタと揺れる。


    　だがビートリガはまるで意に介した様子を見せない。


    「余にはそれを行える力がある！　あの偉大なる初代ヘルヴェノム卿がいないいま、新たな王が我らには必要なのだ！　その責務を果たす力と意志を、余は持っている！　次代の怪人オルタを導き、統率するのはこのビートリガこそふさわしいのだ！」


    　びりびりとした声の『圧』は、まさに王の風格を放っていた。


    　なぜビートリガがヘルヴェノム卿にこだわるのか、武尊たけるは理解する。


    　ビートリガの野望は、怪人オルタの新たな王に君臨すること。リヴァイアサンに代わる、怪人オルタの新たな秩序を打ちたてること。


    　言うなれば、ビートリガはヘルヴェノム卿の後釜に座りたかったのだ。だから新生リヴァイアサンと二代目ヘルヴェノム卿をなんとしても排除したかったのだろう。


    　ならば──


    「……なぜお前は、ガイムーンを標的にした？　わざわざ衆目を集めるような真ま似ねをせずとも、計画を進めることはできたはずだ。なぜガイムーンを巻き込んだ？」


    「簡単な話よ。スポンサーからの依頼だ」


    　ビートリガはあっさりと、いかにもどうでもいいという口ぶりで答える。


    「外種エクストラの基礎となっているオルタ神経節も、移植技術も、その業務提携者から提供されたもの。ビジネスばかりは人間ネイティブの力を借りねばどうしようもならんからな。今回の計画も、すべてそのスポンサーの企たくらみよ。成功すれば、さらに投資を増やしてくれると申したのでな」


    「……つまり、それ以外の理由はないということか？」


    「いずれ手を下すべき仇きゆう敵てきではあるからな。たまたまその機会が巡ってきたので、余が手を下したまでよ。しっかしあっけないものよの、あのようなことで無敵を誇るガイムーンがあっさり倒れようとは」


    　そのままビートリガは相対するヘルヴェノム卿きように、嘲あざけりの眼まな差ざしを向けた。


    「さぁ、そろそろお主とガイムーンの首をもらい受けようか。安心しろ。ガイムーンのとどめを刺すのは余の役目だが、因縁ある宿敵同士、二人の髑どく髏ろは仲良く飾ってやろう。余の『良き闘争』もこれにて終幕──」


    「……お前は思い違いをしている」


    「は？　なにがだ？」


    　ヘルヴェノム卿の言葉を、ビートリガはせせら笑った。


    　また施設のどこかで爆音が鳴る。外で響く警報はステージまで届き、外で起きている事態の深刻さを物語っている。


    「お前の野望はもう潰ついえた。お前の『建国』の夢は永久に叶かなうことはない」


    　またひとつ、爆発音が轟とどろく。


    　ヘルヴェノム卿の仮面の下で、武尊たけるは大きく息を吐いた。


    　思考は正常に働いている。いまの自分の行動の結果を正しく認識できている。動揺も、焦あせりも感じていない。情動と思考は完全に切り離されている。


    　問題はなにもない。武尊の描いたシナリオはつつがなく進行している。


    「……よもやこの外の騒ぎを言っているのか。笑わせるな。どれだけ暴れようと、お主の子飼いの次種ネクストどもに落とせる施設ではない」


    　ビートリガはまるで動じた様子を見せない。


    「お主とて知っているはずだ。あの次種ネクストどもでは外種エクストラたちに勝てん。人間ネイティブもろくに殺せぬ者にいったいなにができるという。だいたい、お主が同胞である外種エクストラを殺せるわけが──」


    「言ったはずだ。これから失われてゆくは、私を邪魔する者たちの命。人間ネイティブか、怪人オルタかという区別などなんの意味も持たない」


    　ビートリガの呼吸が変わる。ヘルヴェノム卿がなにを仕掛けたのか、気づいたのだろう。その推察を肯定するべく、ヘルヴェノム卿きようは付け加える。


    「よく耳を澄ませてみろ。聞こえるだろ？　お前の兵隊の哀れな断末魔の悲鳴が」
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    　花か音のんは、ミアを背負いながら通路を歩く。


    　もう耳を澄ませる必要などなかった。五感を通じて、いやでも惨劇が伝わってきたからだ。


    　幾度も建物を揺らす振動、鼻び腔こうをつく血の匂い、響き渡る誰かの悲鳴。


    　最も騒ぎが多くなっている場所。たしかにそうだ。


    　こみあげる吐き気を懸命に抑えながら、花音は通路を曲がり、立ち止まった。


    　わかっていたのに、動どう悸きは激しさを増していく。まともな呼吸すらできなくなる。恐怖と怒いかりと悲しみがないまぜになって心をかき乱す。


    　花音は耳にまとった外装器官を解除した。


    　動揺する心を律して、己おのれの役割を果たすべく花音は言った。


    「起きてください……ミアちゃん……起きてください……」


    　背中に抱えたミアがもそりと反応する。呻うめくのをやめたのは、花音の声に反応したからか。施設に響く悲鳴を耳にしたからなのか。


    　どちらでも構わない。この惨状を認識してくれるのなら。


    「寝ている場合じゃ、ないですよ……。さぁ、よく見てください……」


    



    　壁じゅうに散った夥おびただしい血けつ痕こん。五体はばらばらに引きちぎられ、どれがどの部位なのか検討もつかない。何十人という、外種エクストラだったモノの成れの果て。


    



    　それこそが絶対悪アルケマルスたるヘルヴェノム武尊卿が描いた、シナリオの光景だった。
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    「バカな……バカな、バカな、バカな、バカなぁ！」


    　必死に事実を否定するように、ビートリガは頭を振った


    「ありえない、外種エクストラが敗れるなど……。外種エクストラは戦闘を学習し、強くなる者たち……。次種ネクスト程度に負けるはずがない……負けるはずがないのに……！」


    「──躊躇うろたえるのは結構だが、よそ見をしている余裕はあるのか？」


    　いつのまにかビートリガの懐ふところに、ヘルヴェノム卿が潜り込む。ビートリガは振り払おうと動くが、それよりも早くヘルヴェノム卿のブレードが叩たたき込まれた。


    　ビートリガの肩関節を正確に貫く刃。急にヘルヴェノム卿きようの動きの練度が上がり、ビートリガは激しい動揺を見せる。


    　それを見み逃のがさず、ヘルヴェノム卿はファング・バーストを叩たたき込む。発動の瞬間、上腕部のインナーマッスルが強化される。


    　何倍にも膨ふくれ上がった腕力は電磁的に加速され、ビートリガの肩を破壊した。


    「グガァッ！」


    　ビートリガの巨体が後退し、フェンスの間際まで追いつめられる。


    　攻撃を食らった肩を押さえ、驚きよう愕がくした目でこちらを見つめる。


    「……少し時間がかかった。お前の戦闘スタイルに適合するまでにな」


    　ヘルヴェノム卿は反動によるダメージなどおくびにも出さずに告げた。


    「お前のところの外種エクストラとおなじだ。もはやお前の攻撃パターンの計測は完了している。私の力はお前に対抗できるよう最適化された」


    「なにを、言って……」


    「迎え撃つ準備は完了した、ということだ」


    　武尊たけるの意識と同調したアルケマルス・システム──ＡＣＭシステムは膨大な戦闘データをもとに最適な行動・戦略を算出し、スーツに反映させる。


    　この頃は対ガイムーン用のトレーニングを積んでいたため、ガイムーンとはまるでタイプが違うビートリガへの対策が遅れてしまったのだ。


    　攻撃パターンを計測するためには回避するのではなく、ビートリガの攻撃を直接受け、攻撃を繰り返す作業が必要になる。


    　ここまでずっと押されてきたが、ビートリガの戦闘データを完璧に測定したいまなら、どのタイミングで動き、どのタイミングで強化すればいいのかが手に取るようにわかる。


    　そして動揺を隠しきれないビートリガに、ヘルヴェノム卿はダメ押しの一言を加える。


    「お前は次種ネクスト程度に負けるはずがないと言ったな」


    　ふたたび起こる爆発で、建物の壁ごと大きく震ふるえる。


    　まるで施設全体が悲鳴をあげているかのようだ。


    「私の仲間が次種ネクストだけだと、いつ判断した？」


    　今度こそ、ビートリガは愕がく然ぜんとしたように口を開けた。


    　ここに至って、ビートリガも思い出したのだろう。


    　新生リヴァイサンのメンバーにいる唯一の第一種ファーストの存在を。


    「そんなはずはない！　だって奴は、奴はぁ！」


    「どれだけ否定しようと、結果は変わらん。ひとつだけ私から言えるとすれば……」


    　ヘルヴェノム卿は警戒を込めながら言った。


    「イカルガがどれだけ殺すのか、私にも予想できないということだけだ」
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    　イカルガは決して快楽殺人者でも、闘争主義者でもない。


    　目的の遂行のためならば、決して手段を躊ちゆう躇ちよしたりはしないというだけの話だ。


    　たとえその目的のために、どれだけ多くの命が失われようとも。


    　外種エクストラたちは逃げ惑う。仲間の屍し体たいを前にし、恐怖の叫びをあげて、後退しようとしている。


    　彼らが攻撃してくる気配はなかった。外種エクストラたちはもともと高い自己再生能力と学習能力以外に特別な異能を持たない。


    　体表の色素を再構成し、周囲の景色に溶け込んでいるイカルガを視認できない。


    　混乱に陥おちいっている外種エクストラを見つめながら、適当に目についた一体に溶解液を浴びせる。マスクにかかった液はあっというまに中の顔まで溶かし、そのまま絶命する。


    「おいおい、もうちょい根性出せよ。手ごたえがなさすぎるじゃねぇかよぉ」


    　イカルガはそばにいた外種エクストラを触手で締め付け、剛力で五体をバラバラに引き裂いていく。


    　外種エクストラに有効な対抗策、なんということはない。さっさと殺せばいいのだ。


    　躊躇ためらいなく、速やかに。さながら鶏の首をきゅっと切り落とすように。


    　戦闘を長引かせれば長引かせるほど外種エクストラは学習し、強化していく。あのお人好しのアラクネたちでは初めから相性の悪い相手なのだ。


    　しかし、とイカルガは内心笑いそうになる。まさかこんな作戦をあの二代目が立案し、あまつさえ自分が呼ばれることになるとは思ってもみなかった。


    　──『イカルガ、お前のやり方で完かん膚ぷなきまでに外種エクストラを駆逐しろ』


    　数時間前、ヘルヴェノム卿きようはいきなり電話越しにそう告げてきた。


    　──『外種エクストラの性能はもう十分確認できたはずだ』


    「ハッ、わかってるじゃねーかよ、二代目」


    　ビートリガがヘルヴェノム卿を狙ねらうと宣言したとき、イカルガが止めるでもなく静観を決めた理由。


    　それは外種エクストラとやらがどこまでヘルヴェノム卿に対抗できるのかを確かめたかったからだ。


    「設計のコンセプトは悪かねぇ。だが、兵隊として使うんなら、もうちょい制御をどうにかしたほうがいいなぁ」


    　臓物と血の臭いが通路を満たす。さすがにそろそろ返り血を浴びすぎて、迷彩が効かなくなっているのかもしれない。


    　だがもう外種エクストラたちに恐怖の記憶は刻み付けられている。ここまでくると、人間ネイティブとなにも変わりはしない。マスクで洗脳を受けているという話だったが、中途半端に元の意識が残っているのが災いしているのだろう。


    　どこまでやれるのか期待していたが、これではヘルヴェノム卿きようの首を討ち取るのは到底不可能だ。ましてや、これを兵隊にして怪人オルタの国家を築こうという、ビートリガの野望も、ただの与太話にしか聞こえない。


    「ビートリガ、敵の敵は味方じゃない。ただの別の敵なんだぜ？」


    　そしてイカルガは殺さつ戮りくを続ける。


    



    『悪』の暴力に怯おびえる、『弱者』の悲鳴が施設じゅうに響き渡る。
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    　誰かの呼ぶ声が、聞こえた気がした。


    　ミアはおぼろげな意識の中、目を開いた。どうやら自分は誰かに背負われているらしい。


    　しかしいったい誰に？　そもそも、どうして自分はここに？


    　なにもわからないまま、ミアはマスク越しに、その光景を目まの当たりにする。


    



    　壁にかかった夥おびただしい血、それは紛まぎれもなく、悪意が通り過ぎた痕あとだ。


    　──なに、これ。


    　誰のものともわからない引きちぎられた身体からだが床に転がっている。


    　──誰がこんな真ま似ねを。


    　通路の奥から悲鳴が聞こえる。誰かが助けを求めている。


    　──助けなきゃ……早く助けなきゃ……。


    　明確な『悪意』の痕こん跡せきと、轟とどろく『弱者』の叫びを耳にして、エラーを起こしていたミアのマインド・セットが急速に回復する。心の歯車が正しくかち合い、正常に機能し始める。


    　ミアの心に囁ささやきかける。冷たい正義が覚醒する。


    



    　悪を滅ぼせ。悪を滅ぼせ。悪を滅ぼせ。悪を滅ぼせ。悪を滅ぼせ。


    



    　あの月つき杜もりＭＡＴビルでの激闘のように、ミアの意識は消え、『正義の機械』へと変へん貌ぼうしていく。変貌のプロセスに、ミアはただ身を任せる。余計な抵抗はしない。


    　みんなを救えるのなら、この身がどうなろうと構いはしない──


    



    「甘えないでください」


    



    　歯車の回転が止まる。沈みかけていたミアの意識が刺激される。ぼんやりとした意識の中、ミアは口に出して答えた。


    　──誰？　誰なの？　呼びかけるのは、いったい誰なの？


    「あなたはまたそうやって、暴走して逃げるつもりですか？　マインド・セットとかいうのに心を預けて、辛つらいことから全部目を逸そらすつもりなんですか」


    　──マインド・セット？　なんのことだか知らないけど……逃げてなんかない……。もうわたしは、逃げちゃいけないんだ……運命から逃げちゃいけない……。だって、わたしはヒーローなんだから。みんなを助ける、ヒーローなんだから。


    「笑わせないでください。自分ひとりも幸せにできない人間が、いったい誰を救えるっていうんですか。大事なものを切り捨てて生きるような人間に、いったいなにを守れるっていうんですか！」


    　──なんで関係ない人にそんなこと言われなくちゃいけないの。わたしのなにがわかるっていうの……。お願いだから、わたしの邪魔をしないで！


    「関係なくなんか、ないっ。私だって、あなたとおなじものを守りたいと思ってる！　あなたが大切にしている人の幸せを願ってる！」


    　ミアはマスク越しに目を瞬またたかせた。


    　自分を背負っていたのは、病院にいるはずの花か音のんだった。


    　涙をたたえた花音が、マスクを被かぶったミアを見つめている。


    　目の前の惨状を認識しながら、いまだミアの意識は夢と現うつつのあいだを彷徨さまよっていた。だからそこにいる花音に、現実感が湧かない。


    　──あれ？　なんで桜さくら井いさんがここに？　わたし、夢でも見てるのかな……。はは、そうだよね。花音さんがこんなとこにいて、こんなこと言うはずないのに。


    「……ええ、そうです。これはあなたが見ている夢の一部。きっと目が覚めれば、あなたはすべてを忘れている。だから、言わせてください」


    　夢の中の花音は静かに問いかける。


    「あなたが本当にやりたいことは、なんですか？　あなたの心はなにを望んでいるのですか？」


    　背中におぶられていたミアはゆっくり床に降ろされる。


    　ふらふらと立ち上がりながら、ミアは通路の奥を見つめた。


    　聞こえてくる誰かの悲鳴。現在進行形で、惨劇は続いている。


    　決まってる。


    　やりたいことも、やるべきことも、初めから決まってる。


    　みんなを助けたい。


    　目の前で泣いている誰かの悲しみを振り払いたい。ただ、それだけだよ。


    　止まっていた心の歯車が回り出す。


    　ミア自身の意識とぴたりと噛かみ合い、唸うなりをあげて、底知れぬエネルギーを生み出す。


    　夢の中の花か音のんは透明な笑みを浮かべる。


    　たおやかな笑みなのに、なぜか怒っているようにも、泣いているようにも見えた。


    「それがあなたのやりたいことなら行ってください、ミアちゃん。でも、どうか忘れないでください。あなたを助けたい人だってちゃんといることを。もしもその想いまで踏みにじるというなら──私は容赦なく、あなたの敵になりますから」


    　花音の言葉の意味を、ミアは半分も理解していなかった。


    　だが、それは守らなければならない約束な気がした。　


    　だからミアは頷うなずく。


    



    　わかった。約束する。だから、行ってくる！


    



    「変身ッ！」


    



    　ミアは叫び、ポーズを取る。それはミアが正義の仮面を被かぶるための変身様式セレモニー。　


    　ふたたびオルタ神経節は活性化し、外装器官が復活する。


    　天羽あもうミアは、ガイムーンへと変身する。いつのまにか身体からだじゅうに巻きついたベルトが外れていく。だがミアは気にかけない。


    　天羽ミアとしての意識を保ったまま、湧き上がる力を抑え込む。


    　なにも恐れるものはない。なにも迷うことはない。


    　倒すべき悪を倒すために。守るべき人を守るために。


    　ガイムーンは叫んだ。


    「ガイムーン、ゴー」


    　ジレンマから解放されたヒーローは駆け出していく。


    　疾風のように去りゆく背中を、花音は黙って見送った。


    　自分の役割は果たせた。もうこの事態に、花音ができることはなにもない。それを実感した花音はその場にへたりこんだ。


    　外種エクストラたちの血で汚れながら、花音は自分の無力さにすすり泣き続けた。
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    「この……人間ネイティブ風情が……!!」


    　最適化されたヘルヴェノム卿きようの猛攻に、ビートリガの体表はボロボロになっていた。外装器官の回復が鈍くなっている。確実に蓄積されたダメージは、ビートリガの怪人オルタとしてのプライドを削り取っていた。


    　ヘルヴェノム卿きようの仮面の下で、武尊たけるは自分の作戦を振り返った。


    　武尊が外種エクストラたちを虐殺させたのは、ビートリガを動揺させるためではない。


    　あくまでもミアを復活させるため、ガイムーンに施ほどこされたマインド・セットを正しく作動させるための作戦だった。


    　正義や悪という概念は本来、相対的であり、主観的である。


    　だがミアの正義はマインド・セットという形で明確な定義がなされていた。


    　すなわち、『弱者を脅おびやかす悪を滅ぼせ』。だからこそ、ミアの正義では通用しない状況に直面したとき、ミアの心はたやすくエラーを起こしフリーズする。


    　ではそのエラーが、ヒーローとしてのガイムーンを壊す契機になり得るだろうか。


    　【財団】が描いたシナリオの推察を千ち代よに話したところ、彼女は断言した。


    　──天羽あもうミアのマインド・セットは、いわばガイムーンへ変身するための変身様式セレモニーを構成する要素。外装器官の破壊によって変身能力を喪失した例はあっても、変身様式セレモニーの阻害により変身能力を喪失した例は過去に一度も観測されたことがない。おそらくは、この実験がうまくいかなければ、天羽ミアの精神は完かん膚ぷなきまでに破壊されるだろうね。


    　だから武尊は、この『実験』そのものを破壊する方向へと動いた。


    　ミアの心を安定させるには、マインド・セットが正常に働く環境を用意してやる必要がある。そのために武尊は、イカルガを使ってこの状況を作り上げたのだ。


    　明らかなる『悪意』によって、助けるべき『悪意』が跋ばつ扈こする環境を。


    　失われるのは、武尊の望みを邪魔する命たち。


    　そこに人間ネイティブや怪人オルタといった区別は存在しない。


    　──あの人たちは……言ったの！　協力すれば……息子と娘を助けてくれるって！


    　以前、拷問にかけた薬剤師の女性の言葉、脳裏をよぎる。おそらく重傷を負ったという彼女の子供たちも外種エクストラの被験者にされたのだろう。だとすれば、いまイカルガが殺した外種エクストラたちの中には、彼女の子供たちもいたのかもしれない。


    　だが武尊にはそれ以上の感慨は湧かなかった。ただ改めて事実を反はん芻すうしただけだった。


    　武尊の望みは、ミアの救済のみ。たったひとりを救うために、どれだけの命が引き換えになろうとも構うつもりはない。


    　果たして目もく論ろ見みどおりにミアが回復したのかはわからない。


    　いまはただこの状況を生き残ることに専念するのみだ。


    　ヘルヴェノム卿はビートリガに向けて、手のひらで煽あおってみせる。


    「もう終わりか？　第一種ファーストの意志とやらも大したことがないな」


    「貴様ぁあああああ！」


    　逆上したビートリガは背中の甲こう殻かくを開き、翅はね状に展開。


    　空間が歪ゆがみ、周囲にソニック・ブームが撒まき散らしながら、再度の突進を試みる。


    　翅はね状から発した衝撃波で推進する、ビートリガの肉弾ミサイル。


    　Ｆ１マシンと同等の速度で迫りくるビートリガを、ヘルヴェノム卿きようは回避もせずにじっと待ち受ける。


    　接近の瞬間、ヘルヴェノム卿は右足を上げ、かかと落としをビートリガの後頭部へと叩たたき込んだ。最適のタイミングで放たれたかかと落としは、最高の威力となって、ビートリガの顔面を床へとめり込ませる。


    　ビートリガは全身を痙けい攣れんさせるが、動く気配はない。


    　武尊たけるは荒く息を吐いた。まだ、ビートリガには聞かねばならないことがある。ここでとどめを刺すわけにはいかない。


    　まずは身動きを完全に封じて、闘争の決着を──


    「まだ……終わりではないぞ……」


    　ピキィッ


    　足元に転がるビートリガの体表に亀裂が走り、そこからまばゆい黄金に輝く組織が姿を覗のぞかせていた。本能的に危機を察した武尊はすぐに飛びのく。


    　直後、ビートリガは──新たな姿に変身した。膨ふくれ上がる巨きよ躯く、体表の鎧よろいは内側からの膨張に耐え切れずに割れ、新たな黄金の皮ひ膚ふを顕けん現げんさせる。


    　全長八ｍはあろうかという、異形の巨人。


    　金色の角を掲げ、血走った目でヘルヴェノム卿を見下ろしている。


    「……やはり、マンティーナとおなじ能力をお前も持っていたのか」


    「おうとも、これぞ人間ネイティブ態、怪人オルタ態に続く、怪人オルタの第三の形態──強化エボル態である」


    　マンティーナと違い、巨大化したビートリガは以前と変わらぬ不ふ遜そんな態度で受け答えをする。武尊の疑問を気取ったのか、ビートリガは巨大な口を笑みで歪ゆがませた。


    「マンティーナに施ほどこされた手術をさらに改良し、知性を残したまま強化エボル態へ移行することに成功した。……ここまでコケにされたとあっては、致し方あるまい！」


    　ビートリガの巨拳が床に向けて振り下ろされた。


    　ヘルヴェノム卿はとっさに離脱するも、直後、空気が膨張したような衝撃によって身体からだを弾き飛ばされる。


    　まるで隕いん石せきが衝突したような苛か烈れつな拳撃。


    　砕かれた床の破片は衝撃に飛ばされ、弾丸となってヘルヴェノム卿に襲いかかる。


    　スーツを打ち据えられたヘルヴェノム卿は一瞬、意識が飛びそうになった。


    　膨大な戦闘データを有するＡＣＭシステムにおいても、このような巨大な敵との戦闘は想定されていない。最適化は間に合わない。このままでは嬲なぶり殺しにされる。


    「どうだぁ、ヘルヴェノム卿！　これぞ怪人オルタの可能性！　力を極めし者の姿！　原型をとどめて死ねると思うなぁ！　虫けらのように、捻ひねり潰つぶしてくれる！」


    「……その強化エボル態へと変身する技術も、スポンサーに提供してもらったものなのか？」


    「そうとも、そうとも、そうだとも。まったく素晴らしい技術ではないか。この力を完璧に制御できたとき、怪人オルタは必ずや天下を手中に収めることができるであろう！　いつの時代も、王とは絶対の暴力を有するものだからな！」


    「……なるほどな。つまりは暴走したガイムーンの力とおなじ原理というわけか……」


    　恒常性ホメオタシスを弱められ、変身者の意志をより強く反映するよう設計されたオルタ神経節。いまのビートリガの姿は強さを求めた、ビートリガ本人の願望の現れなのだろう。


    　強化エボル態。おそらくそれが、あの暴走したガイムーンの形態の名前。


    　武尊たけるにとって、ヘルヴェノム卿きようにとって、討ち果たさなくてはならない敵とおなじ力──。


    「お主さえ、お主の首さえ討ち取れば、いくらでもやり直せる！　ガイムーンも討ち果たし、余を邪魔する狼ろう藉ぜき者ものをことごとく排すれば、今度こそ我が覇道を進めるというもの！　外種エクストラを殺したところでいい気になるな！　量産し直すための技術も、被験者も、まだいくらでもあるのだからな！　さぁ、ヘルヴェノム卿！　おとなしくその首を余に献上し──」


    



    「──黙れよ」


    



    　ヘルヴェノム卿はたった一言だけ呟つぶやいた。


    　ビートリガは牙を剥むいて呻うめくが、ヘルヴェノム卿を見下ろして急に動きを止める。


    　特段、ヘルヴェノム卿の姿に変化はない。


    　だが、怪人オルタ特有の獣じみた感覚でなにかを感じ取ったのかもしれない。


    　ヘルヴェノム卿が仮面の下側に宿した、巨大な感情に。


    



    「お前は犯してはならない罪を犯した」


    　　　　　　──俺がこの世でもっとも憎むものとおなじ姿にお前はなってしまった。


    



    「おかげで私はようやく『鍵かぎ』を手にできる」


    　　　　　　──あの機能の解放条件は、『対象に対するどす黒い怒いかりと殺意』。


    



    「見せてやろう。私の意志の真なる姿を」


    　　　　　　──お前に対する怒りも、殺意も、もう俺には十分みなぎっている。


    



    「我がうちに眠る、闘争の獣の姿を！」


    　　　　　　──終わりだよ、ビートリガ。もう俺は、最後まで止まらない。


    



    　そしてヘルヴェノム卿きようは、沖おき名な武尊たけるは宣告する。


    　己おのれの有り様を変へん貌ぼうさせる、鍵かぎたる言葉を。


    



    「──〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟、発動」


    



    『ACM-SYSTEM ZODIAC MODE ON』


    



    　封印されていた機能のロックが解除される。


    　武尊を包むスーツのインナーマッスルが膨張し、全身の感覚が一気に研とぎ澄まされた。四肢が伸び、人の形をしたスーツはより闘争に特化した形態へと移行する。


    「みすみす最後まで変身を許すとでも思ったか！」


    　強化エボル態のビートリガは咆ほう哮こうをあげ、ダイヤモンドをも砕く衝撃の拳を繰り出した。


    　ヘルヴェノム卿は四肢を曲げ、勢いよく地面を蹴ける。ビートリガの目線まで跳躍。唖あ然ぜんとするビートリガの表情筋の動きがスローモーションのように知覚される。


    　脳内に分泌される脳内麻薬で武尊の意識は限りなくハイとなっていた。


    　無限の高揚感に、無敵の全能感。四肢から獣の爪のごとくチタン製のブレードが展開される。武尊は膨ふくれ上がるエネルギーを身体からだじゅうに満たしていく。
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    　変形したヘルヴェノム卿きようの姿は、ビートリガの攻撃を回避して着地する。


    　その姿はまるで直立した漆しつ黒こくの獅子だ。


    　四肢に宿した爪を光らせ、膨ふくれ上がった身体からだから濃厚な暴力の気配を発する。


    



    　──〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟は暴走したガイムーンに対抗しうる、ヘルヴェノム卿の強化形態。無限に進化しうる正義を仕留めるための、絶対的な暴力装置だ。


    　武尊たけるの脳裏に、千ち代よの言葉が蘇よみがえる。


    



    　──だが〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟は一度発動すれば、対象を殺すまで闘争を止めない。まさに暴走したガイムーンとおなじようにね。理性と情動を切り離せ。さもなければお前さんは、守りたいものを自らの手で壊すことになるだろうから。


    



    　ビートリガの脇を掠かすめ、ヘルヴェノム卿は自在に跳躍し続ける。


    　地面へ、フェンスへ、あるいはビートリガの足元へ。目にも留まらぬスピードで移動するヘルヴェノム卿を、ビートリガは視認しきれない。


    「そんなガラクタのこけおどしでぇ……！」


    　強化エボル態となったビートリガの角が激しく振動する。ビートリガの巨きよ躯くはひとつの振動体と化す。ステージの床が、フェンスが、唸うなりを上げて振動する。


    　ビートリガの全身から放たれる振動波は、武器であると同時に感覚器官の機能も兼ねていた。原理はエコールの持つエコロケーションと同種である。ステージを揺らす振動波は、ビートリガ自身へ反射され、感覚情報へと変換される。


    　それはまさに支配の力だった。


    　いま、ビートリガはこのステージ上で起こるあらゆる事象を掌握していた。どれほどヘルヴェノム卿が縦横無尽に駆け回ろうと捉とらえられぬはずはない。


    　タン、と後方のフェンスに着地する物音。金網のフェンスに爪を食い込ませ、虎こ視し眈たん々たんと狙ねらう瞳を感知する。


    　ビートリガはこの場にいるすべてを掌握している。何者も逃のがれることはできない。


    　仁王立ちするビートリガは振動波の強度をコントロール。


    　瞬間、ヘルヴェノム卿が捕まっていたフェンスが突如として破裂した。


    　ヘルヴェノム卿は唸りながら、フェンスを駆ける。駆けた痕あとをビートリガの衝撃波が追跡する。獣と化したヘルヴェノム卿に衝撃波の津波を差し向けた。


    　ビートリガの発する振動は無機物を操作し、まるで生き物のように振る舞わせる。


    　振動で操作されたフェンスは次々とヘルヴェノム卿に牙を剥むいた。


    　もはやこのステージ自体が、ビートリガの肉体そのものといっても過言ではなかった。いまのヘルヴェノム卿きようは釈しや迦かの手のひらの上で踊る猿にも等しい。


    「さて、そろそろ握りつぶしてやろうか」


    　ビートリガがぐっと拳を握る。それに合わせて、ヘルヴェノム卿の掴つかんでいたフェンスの周囲が破り切られ、ヘルヴェノム卿を包み込んだ。


    　ヘルヴェノム卿はフェンスの猛攻からも逃のがれ、跳躍。そのままビートリガの巨体に飛びつかんとする。ビートリガは振り返らない。振り返る必要もなかった。


    　コンクリートでできたステージの床が突如として弾け飛ぶ。砕けた無数のコンクリートの破片はそのひとつひとつがすべて散弾と化し、飛びかかったヘルヴェノム卿の腹を直撃し続ける。


    　襲いかかる破片の猛攻。ヘルヴェノム卿の仮面のバイザーにもヒビが入る。


    〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟のスペックはわからないが、正体の見当はついている。


    　すなわち意識のリミッターを外しての、スーツの機動性の底上げ。


    　いまのヘルヴェノム卿は理性を失っている。ただ本能のままに駆動する獣である。


    　所詮はスーツの性能に頼っているだけ。行動パターンも単調になり、実に動きが読みやすい。スーツの保護があろうと、散弾の直撃を食らって無事では済まないだろう。


    　そう、無事なはずはないのだから。


    



    　グルルル……


    



    　ありえないはずの獣の唸うなりを耳にする。


    　すべてを掌しよう握あくしているはずのビートリガは予想外の事態に動揺し、後ろを振り返った。


    　ビートリガは気づかなかった。


    　床から放たれたコンクリートの破片の散弾を、ヘルヴェノム卿は四肢に宿した爪から放った衝撃波でことごとく防いだことを。さらに破片を足場にして蹴けり、ビートリガへ飛びかかってきていたという事実を。


    　振り返ったビートリガの角に、ヘルヴェノム卿は爪を躍らせ飛びかかる。


    　ぞわりとビートリガの背筋に寒いものが走った。


    　自らに生じた感情の正体を見極める前に、ビートリガは反射的に角を振り下ろした。


    　神の鉄てつ槌ついにも似た、黄金の角の斧おのの一いつ閃せん。


    　直下に振り下ろされた角はコンクリートの床を爆砕した。


    　撒まき散らされる膨大な風圧と衝撃により、周囲を取り囲むフェンスが薙なぎ払われる。第一種ファーストの血の歴史を綴つづってきたステージは、塵ちりと埃ほこりが充満する廃はい墟きよと化す。


    　敵の肉片すら残らぬ凄すさまじき衝撃。だがその余韻が薄れてもなお、ビートリガは角を振り下ろしたまま、動こうとしない。


    　いや、動けなかった。


    「なぜ……なぜだ……」


    　角から出る振動波はなにも感知していない。


    　それなのにビートリガの視界には、紛まぎれもなくその姿が映っていたのだ。


    　振り下ろした角の上に、悠然と爪を食い込ませる〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟の姿が。


    　いまのヘルヴェノム卿きようは全身の感覚が極限まで強化されている。四肢から伝わる振動の周波数も数ナノヘルツの誤差で感知できた。


    　ビートリガが感知のために出している振動波とまったくおなじ周波数の衝撃波を四肢から放出し、相そう殺さい。一種のステルス状態を生み出したのである。　


    　黄金の角に四肢をつけたヘルヴェノム卿の姿を目まの当たりにし、ビートリガはガチガチと歯を鳴らした。ヘルヴェノム卿の、武尊たけるの放つ殺意と怒いかりが第一種ファーストの怪人を恐怖に追い込む。


    　武尊の心に巣食った影がささやき続ける。


    　敵を許すな、決して容よう赦しやはするな。


    　エネルギーを放出し尽くしたビートリガが次の攻撃を繰り出す前に、ヘルヴェノム卿は強化されたパワーで黄金の角をへし折った。


    　ビートリガの断末魔の悲鳴が響き渡る。だがヘルヴェノム卿は止まらない。ヘルヴェノム卿は四肢を駆動し、ビートリガの強化された外装器官をずたずたに破壊する。


    　もはやこれは闘争と呼べるものではなくなっていた。


    　一方的な暴力で徹底的に他者を蹂じゆう躙りんする、無慈悲な暴ぼう虐ぎやくである。


    　武尊の意識は、完全に呑のまれていた。


    　敵の命尽きるそのときまで、獣の怒りは決して止まらない。


    



    
      ＊

    


    



    　もはや何人殺したのか、イカルガは記憶が定かではなくなっていた。


    　二〇人？　三〇人？　いや、もっとか？


    　外種エクストラ以外にも目についた研究員は八つ裂きにしていた。


    　人間ネイティブも、怪人オルタも区別なく、殺しに殺し尽くした気がする。


    「しっかし、ビートリガもずいぶんご大層なモンを準備したじゃねぇか」


    　イカルガは触手にこびりついた血を振り払いながら、自分がいるホールを見渡した。


    　もともとこの施設は第一種ファーストが生み出された研究機関の一部である。イカルガがいたのは半世紀近くも昔の話だが、それでも建物の内装にはとこどころ見覚えがあった。


    　半世紀前、ここには第一種ファーストを生み出す試験管が並んでいた。幼き頃、試験管の中で育つ胎児の兄弟たちを眺めていたのも遠い昔。


    　いまでは試験管の代わりに、外種エクストラたちを納めた医療カプセルが並んでいる。中で眠る被験者たちの安らかな寝顔を見て、イカルガは彼らの魂の平穏を祈った。


    　だからすこしでも安らかに逝いけるようにと、片っぱしから生命維持装置を破壊していく。


    　次々と心電図がアラートを起こし、被験者の心肺停止を伝える。そろそろ撤収しようかと考え始めたイカルガだが、ふと足を止めた。なにげなく医療カプセルの物陰を覗のぞき込み、ヒューッと口笛を吹く。


    「これは、これは……。こんなチビちゃんまで被験者に交ざってたとはねぇ」


    　カプセルの物陰に、小さな子供が二人隠れ潜ひそんでいた。顔の半分を包帯で覆おおった少女と、右腕の肘ひじから先をなくした少年。最後の希望とばかりに外種エクストラにすがったのだろう。


    　可哀かわい想そうなことをしてしまった、と心の底からイカルガは思う。


    　未来ある子供たちの心に、深いトラウマを与えてしまった。さて俺は彼らをどうするべきだろうか。絞め殺すか、千ち切ぎり殺すか。溶解液を使うのは却下だ。幼子の柔らかい体は直接嬲なぶるに限る。どちらにせよ彼らが将来、このトラウマに怯おびえ続けて生きるくらいならいまこの瞬間に殺してやるのが一番だ。


    「……ま、ごちゃごちゃ考えても仕方ないか」


    　悩むのも面倒になり、とりあえず触手を伸ばした。子供たちは絶望とも、諦あきらめともつかぬ顔を浮かべる。どんな表情をしようが最後に骸むくろになるのはおなじなのだから。


    「おやすみ、ガキンチョ。いい夢見ろヨォ」


    　そしてイカルガの触手の先端が子供の首に触れようとしたそのとき──


    



    「心が闇に怯えるとき、邪悪を祓はらう白き疾風！」


    



    　すぐにイカルガは触手を引っ込めた。遅れて、床に弾だん痕こんが穿うがたれる。放たれたのは銃弾ではない。生体組織で作られた弾丸である。


    　弾丸を放った相手を確認すべく、振り返ろうとする。


    　だがそれよりも早く、皮ひ膚ふの上を風が撫なでていたことに気づく。


    　反応するまもなかった。


    　気がつけば、イカルガの眼前に、『そいつ』はいた。


    　兎うさぎに似たマスクを被かぶり、生体の鎧よろいをまとった、月つき杜もり市の正義のヒーロー。純白の表皮には、血管のような紅い線条が走り、月光にも似た光の双そう眸ぼうをこちらに向ける。


    　そしてまるで宣戦布告のように『そいつ』は名乗った。


    



    「悪の天敵ガイムーン、ここに見参ッ！」


    



    　イカルガは突如として現れたガイムーンをしばし見つめる。


    「……あらら。ビートリガ、ご愁しゆう傷しようさま」


    　罠わなにかけられたはずのガイムーンがここにいる。つまりビートリガはガイムーンの無力化に失敗した。いまごろ行われているヘルヴェノム卿きようとの闘争も結果は推して知るべし、だろう。


    「まいったねぇ……さすがにあんたみたいな化け物まで相手にする趣味はねーんだけどよぉ」


    　ぼやきながらも、イカルガは慎重に目の前のガイムーンを見定める。


    　そもそもイカルガ自身は、いまのガイムーンと直接相対した経験はほとんどない。特にいまイカルガが目にしているのは、噂うわさに聞く『赤いガイムーン』で間違いないだろう。


    　先日の二代目ヘルヴェノム卿との決戦で、直に接したというアラクネたちの話によれば、普段以上にデタラメなパワーを繰り出し、冷徹にアラクネたちを追い詰めたという。


    　まさに無慈悲な『正義の機械』。


    　少なくとも、そう聞いていたが──


    「……あの通路にいた人たち、殺したのはあなた？」


    　ガイムーンは静かに問いかける。間近で聞くガイムーンの声は意外と若い。体型から女性だろうとは見当をつけていたが、むしろ小娘に近いかもしれない。


    「そんなことを聞いてどうする？　あいつらは人間ネイティブ辞めた怪人オルタだよぉ？　あんたの敵なんじゃねーのかい？」


    「ちがう。わたしの敵は、誰かの心を脅おびやかす悪そのもの。そこに人間も怪人も関係ない」


    　ガイムーンは拳を握りながら、宣告する。


    「わたしは、あなたを許さない」


    　イカルガは思わず苦笑しそうになる。


    　おいおい、なにが『正義の機械』だよ。めちゃくちゃ怒ってるじゃねーか。


    「ガイムーン……」


    　子供が現れたヒーローに憧れの目を向ける。


    　ガイムーンは子供たちのほうを振り返ると、安心させるように頷うなずく。


    　その隙すきを、イカルガは見み逃のがさなかった。透明化していた触手を動かし、子供たちへ向けて溶解液を噴出した。弱いほうから叩たたき、ガイムーンに揺さぶりをかけるためだ。


    　だがガイムーンは瞬間的に左腕から生体シールドを展開。子供たちの頭上を遮さえぎったシールドが降りかかる溶解熱をすべて受け止める。子供たちの皮膚には飛沫しぶき一滴かからない。


    　その勢いで、ガイムーンは大きく右足を踏み込んだ。


    　防御と同時に繰り出される、赤熱した右拳。


    　イカルガはすぐ触手を差し向け、ガイムーンの手首を拘こう束そくしようとする。


    　しかし、触手を近づけた途端、蒸気をあげる拳の凄すさまじい熱気に、触手の水分があっという間に蒸発した。


    　あ、まずいね、これ。　


    　敗北を悟ったイカルガはあっさり撤退へと移った。


    　全身の色素細胞を再構成し、透明化する。これでガイムーンも標的を見失ったはずだ。


    　足音を立てないよう、イカルガは身を翻ひるがえす。そのまま逃走を図るつもりだったが、突然背筋も凍るような寒気に襲われる。


    　ガイムーンの双そう眸ぼうが透明化したイカルガを捉えていた。ガイムーンの拳がまっすぐイカルガの懐ふところを殴りつける。イカルガに襲いかかる膨大な熱の衝撃。外装器官ごと吹き飛ばされそうな衝撃に、イカルガの体はあっけなく地面を転がった。


    　まだ意志は折れていない。だが生体に受けたダメージは深刻だった。


    　こちらにとどめを刺すべく、ガイムーンがゆっくり近づいてくる。さて、どうする？　イカルガは迫り来る死に自問する。


    　このまま闘争を続けて潔い死を迎えるような趣味はない。イカルガにとっての『良き闘争』とはいかなる手段を用いても、自分が定めた獲物を仕留めることに外ほかならない。自ら死を選ぶ、という選択はイカルガの中に存在しない。


    　いま確実に自分が生き残れる方法。イカルガがそれを模索していたそのときだ。


    「キリリリリリリ……ヤアアアアット変身デキタゾオオオ、ガァイムゥゥウン………！」


    　ホールの壁を破る凄すさまじい爆発音が響いた。


    　破壊された壁から吹き込む塵じん芥かいに紛まぎれて、巨大な影がぬっと顔を出す。


    　巨大なカマキリの怪物モンスター──強化エボル態となったマンティーナだ。


    　全身から上がる蒸気はマンティーナの身体からだがもう限界に近づいていることを物語っていた。捨て身覚悟で暴れまわることを選んだのだろう。


    　ガイムーンの姿を認識したマンティーナは興奮したように唸うなり声をあげる。直後、振り下ろされた巨大な鎌かまから、かまいたちが吹き荒れる。


    　イカルガは巻き添えにならないよう咄とつ嗟さに回避する。床に散らばる資材をも弾き飛ばす、真空の刃カマイタチがガイムーン、そして子供たちに襲いかかる。


    　鋼鉄をも切り裂く威力のかまいたちと、ガイムーンは正面から向き合う。ふたたびガイムーンの拳が赤く輝きだし、ばちばちと火花が散り始める。


    　そのままガイムーンは拳を突き出し、扉を開けるように手首を軽く捻ひねった。


    　瞬間、右拳から赤き火球が噴出する。


    　真空の刃をも吹き飛ばす、プラズマ火球は交差していたマンティーナの両腕の鎌を直撃。業ごう火かの炎でマンティーナの外装器官を焼き尽くした。


    「キリィヤアアアアアアアアアアアアアアッ!!」


    　両腕を失ったマンティーナはのけぞりながら、悲鳴をあげる。


    　だがガイムーンの猛攻は止まらない。


    　低く態勢を構え、両脚に力を蓄える。弩おおゆみの弦げんを限界まで引き絞るように。


    　そして、ガイムーンは空くうを切って跳躍した。


    　その姿は一撃必殺の威力を秘めた光の矢。一筋の光となったガイムーンはそのままマンティーナの頭部を殴りつけた。


    　堅甲なはずのマンティーナの頭はあっけなく爆砕した。粉砕した外装器官は塵ちりと化す。


    　かつての仲間が目の前で倒される、その事実にイカルガはなにも感じない。だが、せっかくのチャンスを見み逃のがすイカルガではなかった。


    　全身をすぐに透明化。ガイムーンがこちらに気づく前に、さっと駆け出した。


    　ホールを抜けたイカルガは通路を飛び出し、走る、走る、走る。


    　逃げながらイカルガはあのガイムーンの姿の正体を思い知る。


    　いまのガイムーンは、マンティーナとおなじ強化エボル態──それもマンティーナのような偽物ではなく、完成された本物の強化エボル態なのだ。


    「いやぁ……あれはまずいね……うん……相手にしちゃあ、だめなやつだ……」


    　ガイムーンアレはもはや本物の怪物、いや、生きた災さい厄やくである。それも悪にとっての災厄だ。災厄が相手ではそもそも正面からの勝負など成立しようがない。


    　だが二代目ヘルヴェノム卿きようはあんな災厄を相手どり、生き残り続けてきた。


    　機械の力を借りて相対しているだけの、ただの人間ネイティブがだ。


    「……やっぱ俺の獲物はアッチじゃなくちゃねぇ」


    　イカルガの声に昏くらい喜びが混ざる。わざわざビートリガに証明してもらう必要などない。やはりあの二代目ヘルヴェノム卿は仕留めるに価する存在なのだ。


    　第一種ファーストは自ら定めた獲物に執着する。


    　二代目ヘルヴェノム卿をこの手で殺すまで、イカルガは決して諦あきらめはしない。


    　ひとまずガイムーンから逃亡し、息をつく。このまま一服したい気分にかられたとき、


    「イカルガさん……」


    　後ろを振り返ると、そこにはこわばった目をしたレミオとマトルがいた。彼らの手にはそれぞれ端末が握られている。


    「おー、裏工作ご苦労さん、二人とも。データのほうはばっちし取れたのかい？」


    「外種エクストラのデータはアラクネたちが回収してます。頼まれてたもんはオレたちで回収しときました」


    　ぶっきらぼうにレミオは答える。


    「いま、月つき杜もり市の外で普通に暮らしている外種エクストラのリスト。イカルガさんの読みどおり、この施設以外にも控えている連中がいるみたいっす」


    「……やっぱりね」


    　以前、ビートリガに見せてもらったデータでは外種エクストラとなった被験者は一五〇人以上とされていた。イカルガがこの施設で見かけた分にはいまだ届かない。まだ生き残っている外種エクストラたちがいる。つまり外種エクストラという資産を横取りすることは可能というわけだ。


    　ライフル銃を手にしたマトルが不安を押し殺すように銃を握り締める。イカルガはそっと呼びかける。


    「安心しろ、マトル、レミオ。お前らの判断は間違ってはない。俺は頭の固いほかの第一種ファーストとは違う。志をおなじにする者は誰だろうと大歓迎だよぉ」


    「……オレらはあんたについていくわけじゃねえ」


    　レミオは反抗的な目でイカルガを見つめる。


    「……本当なんだよな？　あんたについていけば、人間ネイテイブは関わらない、本当に怪人オルタだけが組織する、第一種フアーストも次種ネクストも関係ない、新しいリヴァイアサンができあがるんだな？」


    「信用しなって。俺はこう見えても約束は守るさ。だから一緒に、あの二代目を出し抜いてやろうじゃねぇの」


    　いつかヘルヴェノム卿きようへ反旗を翻ひるがえすための戦力。外種エクストラ、レミオ、マトル。使えるものは、なんでも使うべきだ。


    　そのとき、施設がひときわ大きく振動した。イカルガたちが仕掛けた爆弾とは違う、激戦による衝撃。どうやらビートリガとヘルヴェノム卿が派手に戦い合っているらしい。


    「ハハッ、せーぜー頑張ってくれヨォ、二代目さまぁ」


    　イカルガは忍び笑いをしながら、レミオたちを伴ともない、通路の奥へ消え去る。


    　己おのれの新たなる『良き闘争』を開始するために。


    



    
      ＊

    


    



    　無敵の全能感に酔いしれる、ヘルヴェノム卿の肉体。


    　爪を光らせ、波動を撒まき散らし、ビートリガの外装をむさぼり食らう。武尊たけるが抱いだいた殺意と怒いかり──解放された感情のセットは獣となって、敵の命を蹂じゆう躙りんし続ける。


    　だが、ビートリガの悲鳴も、ヘルヴェノム卿の唸うなりも、武尊本人の意識にはエコーがかかって聞こえる。


    　ヘルヴェノム卿が視認する光景を、武尊はスクリーンに投影された物語の一幕として知覚していた。獣となったヘルヴェノム卿に、武尊の意識は干渉できない。


    「〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟とは、いわばあのガイムーンの暴走形態の模造品イミテーション。ヘルヴェノム卿のスーツの運動制御、および〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟を構成する要素はすべてシステムに呑のみ込まれた。もはやシステムはお前の干渉を受け付けはしない」


    　いつのまにか武尊のそばにひとつの影が寄り添う。影が発する屍し人びとの声だけが、武尊にはたしかな現実感を伴って聞こえた。


    　ビートリガの巨体が膝をつき、身体からだから蒸気が噴き上がる。強化エボル態の維持ができなくなったビートリガの肩を、ヘルヴェノム卿きようの爪が抉えぐる。


    　飛び散った外装器官の肉片が塵ちりとなって霧散する。


    「このままいけば、〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟はビートリガを確実に仕留める。だがそれは沖おき名な武尊たけるの望む結末ではない。ここで〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟にビートリガを殺させれば、来きたるガイムーンとの戦いでもお前はおなじ結末を導くだろう」


    　武尊はじっと、獣となったヘルヴェノム卿を見つめる。


    　ビートリガの巨体が崩れ、もとの怪人オルタ態が中から這はい出てくる。ビートリガは叫びながら、ヘルヴェノム卿に衝撃波の弾丸を食らわす。だがヘルヴェノム卿は歓喜の唸うなりをあげながら、軽々と回避し、ビートリガの喉元へ飛びかかる。


    　武尊は自分の隣を振り返り、答えた。


    「……意志を持たないサポートＡＩ、がコンセプトだと聞いていたけどな。いつからそんなお喋しやべりになった？　ＡＣＭシステム」


    　武尊の隣に立つのはヘルヴェノム卿の姿を纏まとった幽鬼だった。


    　影のように輪郭のぼやけた幽鬼──ＡＣＭシステムの化身は語る。


    「私は意志決定をしない。ただ沖名武尊の意志を見つめ判定する。沖名武尊が定義した『勝利』──ガイムーン打倒への道筋プランを提示するのが私の役目なのだから」


    　現実のヘルヴェノム卿はついに、ビートリガの甲こう殻かくを引き剥はがしていた。ファング・バーストの衝撃を幾度となく叩たたきつけ、ビートリガを容赦なく蹂じゆう躙りんする。


    「……そう思うなら、俺の意志を反映して、どうして〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟をやめない？」


    「人間の脳は常に矛む盾じゆんした想いを抱えている。〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟をやめたいお前の理性よりも、〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟を駆動させるお前の情動が上回っている。ならばこそ、私は沖名武尊の情動を優先せざるを得ない」


    「……なるほど。理性と情動を切り離せ、か」


    　武尊は苦笑しそうになった。


    　ＡＣＭシステムの根幹を成しているのは、阿あ久く津つ千ち代よの記憶と思考パターンである。意志がないと言いつつ、どこかその物言いは、祖母のものとよく似ていた。


    　だが笑ってもいられない。


    「もしもここで〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟の制御に失敗したらいったいどうなる？」


    「悪とは己おのれの定めた目的のためにすべてを排除する冷徹な意志そのものだ。その意志を完遂できない場合、私は沖名武尊を絶対悪アルケマルスと認定することはできなくなる。その結果、お前はＡＣＭシステム私にアクセスできなくなり、ヘルヴェノム卿としての力を喪失する」


    「……あくまで自分が定義した『勝利』を掴つかめってことか」


    　武尊の脳裏を、先日のシミュレーションの結果がよぎった。


    　ガイムーンの仮想モデルを撃破し、天羽あもうミアを殺してしまった。


    　それは武尊たけるが望んだ結末とは決定的に相反する。このままビートリガに勝利をしても、それは武尊にとって本当の意味での勝利とならない。


    　武尊は獣となったヘルヴェノム卿きようを見つめる。自分が心の中に飼っていた獣の姿を見つめる。あの獣は誰にも止められはしない。止められるのは、そう、武尊自身だけなのだ。


    「ひとつ確認したい、ＡＣＭシステム」


    　武尊は問いかける。


    「俺が干渉できないのは〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟だけ、ということならば、それに関係のない機能ならば、俺の意志は反映される、ということだな？」


    「ああ、そのとおりだ」


    　現実のビートリガはもうほとんど外装器官が崩れ落ちていた。甲こう殻かくの合間から人間ネイティブ態の素体が露あらわになっている。


    　まもなく決着がつく。


    「……わかった」


    　武尊はＡＣＭシステムと向かい合う。


    　黒髑どく髏ろの瞳が武尊を見返す。武尊の中にある意志を見定める。


    　ヘルヴェノム卿は哄こう笑しようにも似た雄お叫たけびをあげた。


    　そのまま敵の命を屠ほふるべく、右手から生えたブレードを構える。


    　チタン製の爪がビートリガの首を突き刺さんとしたその瞬間、武尊は叫んだ。


    



    「命令だ、ＡＣＭシステム。──沖おき名な武尊の心臓を停止せよ」


    



    　武尊が干渉できないのは〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟にまつわる機能のみ。それ以外の機能に関しては武尊の判断が速やかに反映され、実行される。


    　ヘルヴェノム卿のスーツに仕込まれた除細動装置が作動する。


    　緊急の心肺蘇生に使われる装置が放つ電気ショックを受けて、沖名武尊の心臓は停止する。


    〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟モードになっていたヘルヴェノム卿はブレードの刃先をビートリガの眼前で止め、そのまま動かなくなった。


    　──そして沖名武尊の意識も、たちまち闇に呑のまれた。


    　死を悟った脳にこれまでの武尊の記憶が駆け巡っていく。ミアと遊んだ幼い日々、無残に変わり果てたミアの姿、初代ヘルヴェノム卿との出会い、ＡＣＭシステム、三年前のガイムーンとの激突、新生リヴァイアサンの面々との出会い、水みず町まち佐さ和わ子こを殺した夜、花か音のんと『共犯者』になったあの夜、天羽あもうミアと、ガイムーンと激突したビルの屋上──


    



    



    　──もっとさ、まわりにいる人のことも気にかけてあげなって。


    　──沖おき名なくんが心の底から笑ってくれれば……わたしも安心できるからさ。


    　ミアが寂しげにこちらに微ほほ笑えみかける。


    



    　──なにがあっても、私は絶対に生きて帰ります。


    　──天羽あもうさんの手を離したりは絶対にしません。これ以上、あなたが人間らしさを失わないように戦ってみせますから。だから安心してください。


    　花か音のんが真しん摯しな眼まな差ざしでこちらに宣言する。


    



    　ダメだ。


    　まだ終わらせるわけにはいかない。ここで死ぬわけにはいかない。


    　なんのために俺はいままでたくさんの犠牲を払ってきたのか、


    　水みず町まち佐さ和わ子こを殺した。外種エクストラたちを殺した。いまさらここで舞台を降りるわけにはいかない。


    　ヒーローを破るまで、武尊たけるは立ち上がり続けなければならないのだから。何度敗北しようと、立ち上がって、立ち上がって、あのヒーローに追いつかなければならないのだから。


    



    　闇の中で武尊は懸命にもがき続ける。


    　光を掴つかもうと、もがき、あがき、腕を伸ばし、そして──


    



    「グハァ……ハァッ……ハァッ……！」


    



    　マスクの下で武尊は荒く息をついていた。


    　透過バイザー越しに、泣き崩れている巨漢の姿があった。口元にたっぷりヒゲを生やしながら、まるで急に年老いたかのようにヒゲは白くなっている。


    「もうやめてくれ……余が、余が悪かったぁ……！」


    　目の前の巨漢がビートリガの人間ネイティブ態と気づくのに、しばらく時間がかかった。


    　武尊はスーツの胸元に手を当てる。スーツ越しに鼓動は伝わらない。だが心臓が動いている実感はあった。心停止したのち、除細動装置が正常に作動してくれたらしい。


    　ギリギリの賭かけだったが、心肺蘇生には成功したようだ。


    　武尊はふたたびヘルヴェノム卿きようとして、スーツの機能を掌握する。


    〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟はもう眠りについていた。


    「……聞きたいことがある」


    　ヘルヴェノム卿からの呼びかけに、外装器官を剥はがされたビートリガはすくみあがっていた。


    　ビートリガの警戒を緩ゆるめるため、武尊は両手首から展開していたブレードを収納する。


    「お前の会社のスポンサー、【財団】についてなにを知っている？　この計画を立案、指示したのはいったい誰だ？」


    「知らん……余は、なにも知らん！　【財団】なんて、聞いたこともない……！」


    　取り乱しながらビートリガは首を振った。


    「スポンサーの人間とは、誰にも会ったことがない……！　互いに詮索しないと、そういう契約だったのだ！　え、援助の見返りに、ただ計画を実行しただけだ！」


    　もはやそこには第一種ファーストの幹部としての面影は一いち縷るも残されていない。怪人オルタとしての異能も、優越感も喪うしなった「抜け殻」だけが残されていた。


    　いまさらなにかを取り繕つくろう余裕があるとも思えない。


    「……信じてくれ、二代目。余は、余はただ、怪人オルタの未来のためにやったのだ……！　もう、あ、あなたに従う……この決闘はあなたの勝利だ！　だからどうか慈悲を……ご慈悲を！」


    　ヘルヴェノム卿きようはおいおいと涙を流すビートリガに近づき、腰を下ろす。フェンスにもたれかかって怯おびえるビートリガの肩を軽く叩たたいてやった。


    「安心しろ。もう〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟がお前を喰くらうことはない」


    　武尊たけるの言葉に、ビートリガの顔がだんだん安あん堵どの表情に満ちていく。


    　ヘルヴェノム卿の右手がそっとビートリガの首元を撫なでる。それから、まるで日常の挨あい拶さつのような調子で武尊は囁ささやいた。


    「──お前を殺すのは、俺自身の意思でだ」


    「え？」


    　次の瞬間、右手首からブレードが展開。ヘルヴェノム卿のスーツを着た武尊はそのまま右腕を引き抜き、ビートリガの頸けい動脈を断ち切った。


    　ビートリガの首筋から噴水のように、血が噴き上がる。ぱくぱくと力なく口を開くビートリガはすがるように腕を伸ばすが、武尊はただ冷徹に見つめるだけだった。


    



    「お前は犯してはならない罪を犯した。私がそれを許すなど、断じてありえない。断じて、だ」


    



    　もうビートリガの耳に、ヘルヴェノム卿の言葉は届かない。ずるずると床に倒れた男の目からは、とうに光は消えていた。


    　ヘルヴェノム卿はビートリガの骸むくろを見下ろしながら、立ち上がる。ブレードについた血を振り払ったのち、ステージの周りを見渡す。


    　フェンスの外は闇に閉ざされ、物音ひとつしない。


    　コロシアムに一人佇たたずむヘルヴェノム卿は、闇に向かって呼びかけた。


    「いつまで見物しているつもりだ？　そこにいるのだろう、第一種ファーストども」


    　闇の奥から、砂利を踏むような足音が聞こえた。


    　ヘルヴェノム卿きようの声に呼ばれるようにして、フェンスのそばに立つ異形の影たち。


    　六人、いや、七人か。みな、ヘルヴェノム卿に冷たい視線を向けている。


    　敵意とも、殺意ともつかない感情がステージを満たしていく。


    　正体は問うまでもない。


    　ビートリガとおなじ、禍か嶽がく社しやリヴァアイサンの元幹部たちだろう。


    　薔ば薇らの花を模した怪人オルタが甘ったるい声で囁ささやく。


    「あらあら、自称二代目さん。ずいぶんあっさりビートリガくんを殺したのね」


    　その隣で、にやにやと笑う猿の怪人オルタが子供っぽい口調で言った。


    「やるねー、あの状態のビートリガを倒しちゃうなんてさ。人間ネイティブなのがもったいないくらいだよ。ま、ビートリガはダサすぎだけど」


    　猛もう禽きん類の頭をした怪人オルタが翼を広げながら、ヘルヴェノム卿を睨にらむ。


    「して、この者はどうするべきかな？　我らの手で、いまここで始末するべきか？」


    　武尊たけるはなにも答えない。こうやって立っているだけでも限界なのだ。いまさら第一種ファーストたちを相手になどできるわけがない。


    　第一種ファーストたちもそれをわかっている。彼らの足が動く。フェンスを超えて、ヘルヴェノム卿の息の根を止めようとする。


    　そんな迫り来る第一種ファーストたちにヘルヴェノム卿は宣告した。


    「──絶対悪アルケマルスを侮あなどるな、第一種ファーストども」


    　突然、第一種ファーストたちの動きが止まる。みな一様に、呼吸が荒くなる。


    「な……ぜ……お前に……お前に、怯おびえるはずが……」


    「それがお前たちの偽いつわらざる感情ということだ」ヘルヴェノム卿は言った。「お前たちは私に怯えている。私に対して感じる恐怖を、もうお前たちは否定できない」


    



    『ACM-SYSTEM TERREUR MODE ON』


    



    　透過バイザー越しに、映る緑色の文字。


    　とっさに発動させた〝恐怖支配テルール〟は彼らに有効だったらしい。あるいは、有効になったというべきだろうか。


    　いまのビートリガとヘルヴェノム卿の激闘を目撃した第一種ファーストは、ヘルヴェノム卿に少なからず恐怖を抱いた。発動された〝恐怖支配テルール〟はいま、リヴァイアサンの元幹部に芽生えた恐怖心を確実に刺激していたのだ。


    　それは第一種ファーストが二代目ヘルヴェノム卿に畏い怖ふを抱いている、なによりの証左でもあった。


    　ヘルヴェノム卿はビートリガの骸むくろを指差しながら、宣言する。


    「私の道を遮さえぎるな、第一種ファーストども。私を殺そうとする者、脅おびやかす者は誰であろうと、容赦はしない。それだけの力が私にあること、決して忘れるなよ」


    　第一種ファーストたちはしばらくヘルヴェノム卿きようを睨にらんでいたが、やがて一人、また一人と闇の中へ溶けて消えていき、ついにはヘルヴェノム卿だけが残される。


    　ひとまず仲間たちに合流しようと、コロシアムの入り口を振り返り、気づく。


    　入り口のそばには、人間ネイテイブ態のままの花か音のんが呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。


    「花音さん……よかった、無事だったんですね……」


    「え、ええ……私は大丈夫です……ミアちゃんのほうも……」


    「……そうですか。どうやら作戦はうまくいったようですね」


    　ヘルヴェノム卿の口調を忘れ、武尊たけるは安あん堵どの息をついた。それで花音がまた笑ってくれると思ったのだが、なぜか花音は顔を引きつらせたままだ。


    「……武尊くん、そこにいる人は……武尊くんが……？」


    「え？　ああ、そうですね。生かしておく理由もありませんから」


    　武尊は血まみれになったブレードを掲げ、物言わなくなったビートリガの骸むくろを見比べる。


    　この手で殺したビートリガだった男を思い、イカルガに殺させた外種エクストラたちを思った。だが胸にはさして動揺も、罪悪感もわかなかった。どちらもミアを守るためには必要な犠牲だったのだ。いちいち心を苛さいなまれる理由もないだろう。


    　それなのに──。


    「……違う……違いますよ……武尊くん……どうして気づかないんですか？」


    　花音は頭を振りながら、ポロポロと涙をこぼし続けていた。


    　ヘルヴェノム卿のマスクをなでながら、憐れん憫びんと憎悪の入り混じった眼まな差ざしを向ける。


    「これじゃあ……ミアちゃんとおなじじゃないですか……ガイムーンとおなじ……心を無くした機械になっちゃうじゃないですか……！　私は……私はあなたをそんなふうにするために……『共犯者』になったんじゃ……！」


    　それ以上、花音の言葉は嗚お咽えつにかき消えて、続かなかった。


    　武尊はバイザー越しに花音を見つめる。そして静かに答えた。


    「……仕方ないじゃないですか、花音さん。いまの俺は、ヘルヴェノム卿なんです。絶対悪アルケマルスを担になう、悪の総そう帥すいなんですから」


    「いいえ、違います。あなたは武尊くんです。幼なじみ想いの、沖おき名な武尊くんですよ」


    　そう言って、花音は武尊の肩を抱く。そして涙まじりで呼びかけた。


    「さぁ、行きましょう。アラクネさんたちが待ってます……」


    「ええ、でも、すいません……」


    　武尊は消え入りそうな声で告げた。


    



    「その前に、連れていってほしいところがあるんですけど……」


    



    
      ＊

    


    



    　ガイムーンは助け出した被験者の子供たちを連れて、地下施設を走っていた。施設内に、内部構造の地図があったので外までの出口は把握することができた。


    「急ごう、二人とも。早く外の世界へ出なくちゃね」


    　ガイムーンが呼びかけると、被験者の子供たちは涙目で頷うなずく。


    　結局、助けられたのはこの二人だけだった。どうやら二人は兄妹らしく、早く母親の元へ帰りたがっていた。どうやら母親は病院の薬剤師をしているらしい。一刻も早く、母親を安心させようと、ガイムーンは帰路を急ぐ。


    　さっきまで身体からだじゅうにみなぎっていたパワーもいまは消えてしまっている。赤い線条ラインもいつのまにか消え、いつもの白い身体に戻っていた。


    　ほかの外種エクストラたちや被験者がどうなったのか、ビートリガはどこへ消えたのか。


    　ミアにはわからない。上かみ良ら真ま耶やの行方も。ついさっきは花か音のんまでいたような気がしたが、冷静に考えてさすがに彼女までいるとは思えなかった。


    　やはり残って捜すべきなのか。


    　ミアの中に迷いが生じたそのとき、マスクの無線にノイズが走った。


    『もし……もしもーし、天羽あもうミアー、聞こえるかい？』


    「ミネルヴァ!?」


    『あ……よかった、繋つながって。……なんか思ったより元気そうだね……』


    　ミネルヴァの声は心なしか、いつもよりも歯切れ悪く聞こえた。とにかく状況を報告しようと口を開きかけたミアだが、『まぁまぁ、落ち着いて』と相手に遮さえぎられる。


    『そちらの状況はだいたい把握している。ビートリガのとこにいるんだろ？　いまキミはなにしてるんだい？』


    「……子供たちを連れて、いま逃げているとこ。別の怪人が現れて、外種エクストラたちを殺してまわってた……。まだほかにも生存者がいるかもしれないけど……」


    『了解。脱出ルートはわかってる？』


    「うん、そっちは問題ない。……けど、真耶ちゃんがどこにいるかわからなくて」


    『わかった。ほかの生存者も含めて、ボクのほうで確認するよ。とにかく連絡はこのまま切らないでいて。なにがあるかわからないから』


    「お願いっ」


    　ひとしきり話してから、ミアはほっと安あん堵どする。いけすかないところもあるけど、仲間の声が聞けて少し安心できた。


    　とにかくあとひと踏ん張りだ、と子供たちを連れて歩き出そうとしたそのときだ。


    



    「久しぶりだな、親愛なる我がヒーローよ」


    



    　突如、襲いかかる怖おぞ気けのたつ感覚。


    　子供たちも急に心臓を鷲わし掴づかみにされたように、身体からだを硬直させる。


    　ミアは通路の奥にいる人影に目を向けた。


    　そこに立つ、虚無の髑どく髏ろの仮面。黒衣のスーツ。見間違いようがない。


    「……ヘルヴェノム卿きよう、生きていたのか！」


    　ガイムーンはすぐに攻撃の構えを取る。


    　だがヘルヴェノム卿はそんなガイムーンを見据えながら、屍し人びとの声で呼びかける。


    「わざわざ外種エクストラまで用意して整えた今こ宵よいの舞台は、ご満足いただけたかな？」


    　ヘルヴェノム卿の言葉で、ミアは確信する。


    「それじゃあ……やっぱりお前がすべてを仕組んで……！　ビートリガはどうした……。外種エクストラたちを殺したのはお前なのか……」


    「君を追い詰める作戦も失敗したからな。ビートリガにはその責任を取ってもらった。外種エクストラたちもそれに伴ともない廃棄処分させてもらった」


    「処分に、だと……」
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    　ミアの心は激しい怒いかりで燃え上がる。いまここで決着をつけようとするが、背後にいる子供たちを想い、踏みとどまる。まずは子供たちを安全なところまで連れていくことが先決だ。交戦は避けなければならない。


    　もちろんヘルヴェノム卿きようがこのまま襲ってこなければ、だが。


    「私が仕掛けたトラップを破ったのは見事だった。今回もまた君の勝利だ。おめでとう、ガイムーン。だが、忘れるなよ」


    　まるでミアの心に刻みつけるようにヘルヴェノム卿は告げる。


    「君という存在がいる限り、私は何度でも立ち上がる。君の正義の仮面を破るまで、何度でもだ。君こそは私の倒すべき、敵なのだから」


    　まるで呪じゆ詛そのようなヘルヴェノム卿の言葉に、ミアは、ガイムーンは敢然と立ち向かう。


    　怯おびえる子供たちを背中に庇かばい、声を張り上げた。


    「わたしは、絶対お前なんかに負けたりしない。覚悟しろ、ヘルヴェノム卿。この街のヒーローとして、必ず悪を打ち砕く！」


    　ガイムーンとしての正義の叫びに、ヘルヴェノム卿はなんの反応も示さない。


    　虚無の仮面の下でどんな表情をしているのか窺うかがうことはできない。


    　するとヘルヴェノム卿はまた通路の奥へ下がる。闇に紛まぎれ、姿を消していく。


    「また会おう、ガイムーン。いずれふたたび来る、我々の『良き闘争』のために」


    　空虚な声だけがこだまし、ミアはマスクの下で息を吐いた。いつのまにか怖おぞ気けの立つような感覚が消えている。


    『……ガイムーン』


    　ミネルヴァが珍しく心配そうな声で呼びかける。付き添う子供たちも心配そうにガイムーンを見上げた。ミアは不安と怒りをマスクの下に押し殺す。


    　ヒーローとして、彼らに呼びかけた。


    



    「帰ろう、みんな。わたしたちのあるべき日常へ戻るために」


    



    
      ＊

    


    



    　ガイムーンが子供たちを連れて脱出していたのとおなじ頃。


    



    「……ガイムゥゥゥン、よくも……よくもぉ……」


    　マンティーナは呻うめきながら、通路をよたよたと歩いていた。


    　ガイムーンの必殺の一撃を受けて、オルタ神経節は不活性化した。


    　もう変身することは叶かなわない。さらに何度も行った強化エボル態の変身のせいで、マンティーナの体は人間ネイティブ態にも、怪人オルタ態が入り混じった醜悪な姿になってしまっていた。


    　彼女はもう人間ネイティブでも、怪人オルタでもない。


    　激しい憤ふん怒ぬと憎悪を抱えながら、マンティーナは通路を行く。


    「あら？　こんなところに迷子かしら？」


    　不意に聞こえた声に反応し、マンティーナは振り返る。


    　そこにいたのは銀髪の少女だった。


    　少女の名前を、マンティーナはよく知っている。


    　上かみ良ら真ま耶や。外種エクストラの被験者であり、ガイムーンが関わるきっかけとなった少女でもある。


    「……お前の、お前のせいだ、小娘！」


    　マンティーナは左半身だけ残った人間の目を血走らせて叫んだ。


    「あのとき、お前がいる救急車を襲えなんて指示がなかったら、こんなことにはならなかった！　お前さえ、お前さえいなければガイムーンが現れることもなかったのに！」


    「ええ、そうね」


    　怪人オルタの逆上を受けても、真耶は涼しい顔で答えた。


    「だって、それが今回の私の役割だもの」


    「……役割？」


    　話が見えず、困惑するマンティーナに、真耶はにこりと笑いかける。


    　真耶の朱い瞳が、金色に変わる。


    　その瞬間、マンティーナは金縛りにあったように動けなくなった。


    「な、なにを……！」


    　驚きよう愕がくするマンティーナに真耶は子供らしく健すこやかに笑いかけた。マンティーナの意識は金色の瞳に魅入られる。意識そのものを鷲わし掴づかみにされる。


    「私は本実験の立案者であり、ガイムーンを実験に関わらせるためのマクガフィン。あの子供好きのヒーローさんを食いつかせるための餌えさなの。まったく大変だったんだから。わざわざ実在しない両親の手紙なんて小道具まで用意して、あの子の気をひいたんだし」


    「マクガ、フィン？」


    「あら、勉強不足ね。もう少し人間ネイティブの文化にも関心を持つべきだったわね。そういえば、あなた、ちゃんとエコールちゃんから情報は聞き出してくれたの？」


    「まさか……あの小娘が怪人オルタだと私に連絡したのは……」


    「目星はつけていたのよ。エコールちゃん、こそこそ病院を嗅かぎ回っていたから。でもまさか天羽あもうミアと仲良くなるだなんて、ほんと世の中どうなるかわからないわね」


    「だ、だけど……」


    　問題はなぜ真耶にエコールの正体がわかったというのか。


    　人間ネイティブ態になれば、おなじ怪人オルタでも見分けがつかないというのに。


    「……その様子じゃなにも聞き出せてなさそうね。まぁ、いいわ。例の〝総そう帥すい〟の動きは気になるけど、しばらく泳がせる手もあるわけだし」


    　真ま耶やは独りごちながら、ほくそ笑む。


    「おかげで上々の結果が得られた。天羽あもうミアは自らの意識を保ったまま、強化エボル態へ変身することに成功した。そろそろ次の段階へ進んでもよさそうね」


    「お前は……お前は何者なんだ……人間ネイティブじゃないのか……！」


    　マンティーナの問いかけに、真耶は「さぁ？」と笑うだけだった。


    「……もう貴方と話すことはなにもないわ。あとはお願いね、ミネルヴァ」


    　いつのまにか真耶のそばに、別の人影が現れる。


    　それを見て、マンティーナは息を呑のんだ。


    「……青い、ガイムーン？」


    　スーツとも、皮膚ともつかない白銀の表皮に施ほどこされた、流星のような青いライン。


    　頭部を覆おおう鋭角な装飾がついたマスクはどことなくフクロウを連想させた。太ももにはホルスターを携たずさえ、一丁の銃を納めている。


    　ガイムーン本人にそこまで似ているわけではない。だが、マンティーナは目の前の異形が本質的にガイムーンとおなじものだと確信していた。


    　敢えて言うならば──第二のガイムーン。


    「はー……いやだ、いやだ。こんな汚れ仕事ばっかり引き受けちゃって。こんなことしてるって天羽ミアに知られたら、また嫌われちゃうじゃないですか」


    　ミネルヴァは気け怠だるそうに太ももにつけたホルスターから銃を抜く。見たこともない装飾を施された拳銃の銃口がまっすぐマンティーナの額に向けられる。


    　ミネルヴァの黄色い双そう眸ぼうに、マンティーナの顔が映り込む。


    　恐怖と嘆きで歪ゆがむ、哀れな怪人オルタの顔がそこにあった。


    「大丈夫、痛みは一瞬だから、心配することはないよ。いい夢を、マンティーナ」


    　それがマンティーナの聞いた最後の言葉となった。


    　直後、炸さく裂れつした弾丸がマンティーナの額を貫き、彼女の意識を暗闇へ叩たたき込む。


    　マンティーナが目覚めることは二度となかった。

  


  
    



    エピローグ


    



    　ビートリガたちと新生リヴァイアサンの激突から数日が経たった。


    　ここ数日の雨が嘘うそのように、今日の空は晴れ渡っていた。


    　うさぎ神社の境内には、雨の痕こん跡せきを物語るようにあちらこちらに水たまりが残されている。


    　私服姿の花か音のんは、祭壇前の階段にじっと腰掛ける。


    　この頃ではめずらしく穏やかなひと時だ。


    　表の世界は今日もつつがなくいつもの日常の姿を保っている。つい数日前まで、自分たちの足元の世界でどんな闘争が繰り広げられていたかなど誰も知る由よしもない。


    　紡つむ生ぎの話によれば、メメント社はあのあと突然、ライバル企業に買収されたらしい。社長であるビートリガの人間態は行方不明という扱いにされ、マンティーナも、外種エクストラのほかの生き残りも行方がわからなくなっている。


    　あの闘争ののち、一度だけ花音は月つき杜もり中央病院へ立ち寄っていた。だが、あの外種エクストラたちの襲撃で多くの資料や設備が破壊されたらしく、依然として封鎖状態にあった。


    　あの襲撃に証しよう拠こ隠いん滅めつの意味も含まれていたのか、いまとなってはわからない。どちらにせよ、月杜中央病院にもうなんの手がかりも残されていないのは間違いないようだった。


    　それでも武尊たけるはきっと闘争をやめないだろう。そして花音も『共犯者』として、そんな武尊のそばにあり続けるのだ。


    「あ、桜さくら井いさん！」


    　その呼び声に、花音は顔を上げた。


    　石段を登ってきたミアがこちらに手を振って、軽快に駆け寄ってくる。


    「ごめんなさい、待たせちゃいました？」


    「……いいえ、そんなことないですよ。でもよかった。ミアちゃん、元気そうですね」


    「もちろんです！　元気と丈夫なのが取り柄ですから！」


    　花音がミアと連絡を取ったのは三日前。


    　新しくスマートフォンを手に入れた花音は、近況について尋ねるメールをミアに送ったのだ。


    　どうやらミアのほうでも病院で別れたっきりだった花音を気にしていたらしく、連絡を交わすうち、こうして会うことになったのである。


    　待ち合わせ場所にうさぎ神社を指定したのは、花音からの提案だったのだが。


    「でもわたしのほうこそ、桜井さんとまた会えて嬉しいです。真ま耶やちゃんとは、あれっきりお別れも言えなかったから」


    「真耶ちゃんの転院先はわからないままなんですか？」


    「……うん。月杜中央病院があんな騒ぎになったから仕方ないんですけどね。病院の人も、患者のプライバシーに関わることは教えられないの一点張りで……」


    　あの病院の中庭で、たった一度だけ邂かい逅こうした少女、上かみ良ら真ま耶や。


    　結局、彼女は何者だったのだろう。彼女がいなければ、ミアがこの一件に関わることはなかった。まるでミアを関わらせるためだけに配置されたような、そんな錯覚さえ覚える。


    　さすがにそれは考えすぎなのだろうけど。


    「きっと、そのうち会えますよ。縁があれば、人は繋つながるものですから」


    「……そうですね」


    　ミアは頷うなずいてから、改めて神社の境内を見渡す。


    「それにしても、久しぶりにうさぎ神社へ来たけど、全然変わってないなぁ……」


    　ミアはため息をつきながら、改めて神社の境内を見渡す。どんな想いを抱えて、昔なじみの神社を眺めているのか。花か音のんには窺うかがい知れない。


    　あの地下施設での惨状を目まの当たりにしたとき、ミアは例の紅あかいガイムーンに変身し、外種エクストラの被験者を助けに向かった。


    　だが花音の目には、月つき杜もりＭＡＴビルでの激闘で見せた『正義の機械』ではなく、天羽あもうミアとしての意識を宿ったまま、変身を遂げたように思えた。


    　さらなる強大な力を手に入れてしまった月杜市のヒーローは、いったいうさぎ神社の神様になにを祈ったのだろうか。その答えは、ミア本人にしかわからない。


    　そのとき、拝殿の傍そばで物音が聞こえた。花音はちらりとそちらを一いち瞥べつする。地面に落ちた拝殿の影が花音の視界を捉とらえる。


    「どうかしました、桜さくら井いさん」


    「……いいえ。そこに猫がいたような気がしたので」


    「へー、そうなんですか。珍しいな。あんまりこのヘン、野良猫とかいないんですけど」


    　ミアは呑のん気きにきょろときょろ顔を巡らせて、猫を探す。


    「……そういえば、桜井さん、なんで今日の待ち合わせ、うさぎ神社なんですか？　ここへは来たことないんですよね？」


    「いえ、ちょっとですね。どうしてもミアちゃんと来てみたかったもので」


    　花音は夏の日差しを受けながら、そっと耳を澄ます。


    　最近、超聴力を使う機会が多かったせいか、通常の聴力も鋭敏になってきているらしい。ちょっとした物音から気配を察知することもできるようになっていた。


    　いまこの神社の境内に余計な部外者の姿はない。


    「それでねミアちゃん。大事な話が、あるんですけど」


    「大事な話？」


    　きょとんと首を傾かしげるミアに、花音ははっきりと告げた。


    「私とミアちゃんは友達ですか？」


    「え？」


    　ミアは虚をつかれた表情になってから、曖あい昧まいに微ほほ笑えむ。


    「……どうしたんですか、突然、藪やぶから棒に」


    「私はミアちゃんのこと、友達だと思ってます。だから、ミアちゃんに私、ヘンな気遣いなんてしてほしくないんです」


    「……えっと、ごめんなさい。話が見えないんですけど……」


    「ミアちゃん、武尊たけるくんのことで無理をしていませんか？」


    「……無理って、なにがですか？　いやだなぁ、変な勘ぐりは困りますよ……」


    「してるじゃないですか。自分の気持ちを押し殺して、私と武尊くんの仲を煽あおったりしてるじゃないですか」


    　今度こそ、ミアは息を呑のんで黙り込む。


    　隠しごとがばれた子供のように動揺していた。天羽あもうミアの被かぶった『仮面』が取れ、『素顔』が見えかかっている。「ミアちゃん」と花か音のんはミアの手を握って呼びかけた。


    「なんで自分の気持ちに正直にならないんですか。なんで無理して武尊くんから離れようとしているんですか。ちゃんと仲良くすればいいじゃないですか」


    「……沖おき名なくんと仲良くなんて、もうできないですよ。……沖名くんとのことは全部過去のことなんだから……」


    「違います。それはミアちゃんが勝手に、自分で決めつけているだけです。ほんのちょっと武尊くんと寄り添うだけでいいんです。ちゃんと目と目を見て、話し合うだけでいいんです」


    　花音は静かに語りかける。ミアの本心を揺さぶるために。


    「なんでミアちゃんはもっと、自分の幸せを願おうと思わないんですか……月つき杜もりタワーで初めて会ったときのミアちゃんの顔、いまでも覚えてます……。あのとき、武尊くんも一緒だったんですよね……？　すごく楽しかったんですよね……？　そのときの気持ち、無理に手放すことなんて、ないじゃないですか……」


    　ミアはしばらく呆ぼう然ぜんとして、その場に立ち尽くしていた。まるで花音の言葉をゆっくり自分の身体からだに浸透させるように深々と、深々と息を吐く。


    　どれくらいミアはそうしていたのだろう。


    「……わたしね、こないだ、ヘンな夢を見たんだ」


    　しばらくしてミアはぽつりぽつりと話し始めた。


    「……わたしが、すごい大ピンチになったときに、桜さくら井いさんがずっと呼びかけてくれててね……それでわたし、立ち上がる力をもらったっていうか……ほんと、なんでそこで桜井さんが出てきたのかわからなかったんだけど……いまの言葉を聞いてたら、納得しちゃった……」


    　そう言って、ミアは花音に笑いかける。


    　ヒーローの仮面が取れた、『素顔』の少女の笑顔に、花音も笑いかける。


    「……ねぇ、花か音のんちゃん」


    「なんですか？」


    「わたしと花音ちゃんは、友達だよね？」


    「私はずっとそのつもりですけど」


    「……いまからわたし、ドン引きすること言うと思うけど、引かないって約束してくれる？」


    「はい」


    「……相当わけわかんないこと言うと思うけど、詮せん索さくしないって約束して。ね？」


    「大丈夫です。ちゃんと約束は守ります」


    「じゃあ、言うね」


    　そしてミアは堰せきを切ったように言った。


    「……わたしはまた、タケちゃんとこの神社に来たい。……昔みたいに、また二人並んでお参りがしたい……」


    「うん」


    「もっとさ、月つき杜もりタワーだけじゃなくてさ、いろんなとこにタケちゃんと行きたいよ……もっといろんなこと、話してみたいよ……」


    「うん、うん」


    「なんでわたし、タケちゃんの隣にいないのかな……。どうしてわたし、タケちゃんの傍そばにいられないのかな……わたし、ずっとタケちゃんと一緒に笑っていたいのに……！」


    「うん、うん、うん」


    「でも、わたしが傍にいたら……タケちゃんは不幸になる……。わたしはタケちゃんの隣にいちゃいけない……！　だから……！」


    　花音は黙って、震ふるえるミアの肩を抱き寄せた。ミアはますます嗚お咽えつを漏らし、それ以上、言葉を口にすることはなかった。


    　仮面を外したヒーローはとても泣き虫だった。


    　さらけだされたヒーローの弱さに、花音は寄り添い続ける。


    　ミアの願いは神様にも叶かなえられるかわからない。だからせめて、いまのミアの言葉が武尊たけるにも届いてくれることを花音は願った。


    　武尊と接して、花音はヘルヴェノム卿きようがどんな素顔の人間かを知ってしまった。


    　ミアと接して、花音はガイムーンがどんな姿の人間かを知ってしまった。


    　だからこそ、決意したのだ。二人を決して離れ離れにしてはいけない。


    　なにより、二人の心を失わせてはいけない。


    『素顔』と『仮面』、どちらの二人も知っている花音にしかその役目は果たせない。


    



    　──いま君は、君だけの『良き闘争』を見つけられていますか？


    



    　十と雲ぐもからの問いかけにいまなら胸を張って答えられる。


    〝ヒーロー〟と〝悪の総そう帥すい〟に、これ以上なにも失わせない。


    　これこそが花か音のんにとっての『良き闘争』なのだ。


    



    　拝殿の物陰で、なにかが立ち去る音が聞こえた。花音はそっと物陰を見つめる。


    「……やっぱりそううまくはいかないですよね」


    「え？」


    「いいえ、大した話じゃありません」


    　花音は首を振って、苦笑した。


    「ちょっと、猫に逃げられちゃっただけのことですから」


    



    
      ＊

    


    



    　拝殿の物陰から離れた武尊たけるは、境内裏の石段を下りていく。


    『大事な話があるので今度の休みの日、うさぎ神社に来てもらってもいいですか？』


    　先日、花音から突然の連絡をもらい、神社へやってきた武尊だが、花音とミアが一緒にいるのを発見し、自分がまんまと花音にはめられたことを悟った。もしかしたらこのまま武尊とミアを鉢合わせさせる魂胆だったのかもしれない。二人の仲を取り持つつもりだったのか。


    　そんなのは余計なお世話だ。


    　だって武尊も、ミアも、これ以上近づくことは望んでいないのだから。


    　本当はすぐに黙って立ち去るつもりだったが、突然、花音が始めた『大事な話』につい足を止めてしまい、結局拝殿の陰に身をひそめたまま、二人の会話を立ち聞きしてしまった。


    　きっと花音は、武尊があそこに隠れていたことに気づいていただろう。


    　おかげで武尊は、知るべきでなかったミアの本心を聞いてしまった。


    　あるいは知らないフリをしてきたミアの本心、というべきだろうか。


    　夏の到来をやかましく主張するように、蝉せみが鳴き続けている。だが武尊の頭を反はん芻すうするのは、さっきミアが口にしていた、彼女の本当の願いだった。


    



    　──わたし、ずっとタケちゃんと一緒に笑っていたいのに……！


    



    　武尊はそっと天を仰ぐ。


    　胸の痛みを堪こらえて、ただ静かに呟つぶやいた。


    



    



    「──俺だっておなじだよ。ミア」

  


  [image: ]


  
    あとがき


    



    　どうも、大おお泉いずみ貴たかしです。


    　一巻はほぼ武尊たけるとミアの話に終始していたのですが、今巻では一巻で覚悟完了した二人をつなぎとめる役目として、花か音のんにひと肌もふた肌も脱いでもらった形です。花音がいなかったら、もっとこの話はとっちらかっていたでしょう。ありがとう、花音。サービスシーンも担当してもらって本当に助かります。『ガイムーンのうた』を今巻に載せられなかったことだけは本当に心残りです。


    　まだこの話がどこまで続くかはわかりませんが、このシリーズの結末はガイムーンとヘルヴェノム卿きょうの決着をつけること以外にはあり得ません。二人の行く末がどうなるのか、どうか最後まで見守っていただければと思います。


    　最後になりましたが、担当江え橋ばし様、イラスト担当のおぐち様、そしてふたたびこの作品を出す機会をくださったガガガ文庫編集部様と、刊行に携たずさわっていただいたすべての方へ本当にありがとうございました。


    　それではまた、次の物語で皆様にお会いできることを祈りつつ。
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